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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次








第一章　新選組の日常

第二章　長州潜入

第三章　寺田屋騒動

第四章　第二次長州征伐

第五章　龍馬暗殺

第六章　城塞

第七章　決戦











【京　鷹たか司つかさ邸てい／元治元年七月十九日】




「近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん。鷹たか司つかさ邸ていを燃やしてはなりません！　池いけ田だ屋や同様にあくまでも捕縛です。立て籠もっている久く坂さか玄げん瑞ずいたちは生かしたまま捕縛します！」

「承知よ～周しゆうちゃん。新選組も長ちよう州しゆう志士も、同じ志士ですものね～。義理も情けもある誠の武士に成長しましたねえ～」

「鷹たか司つかさ邸ていを焼き払わずに生け捕りか。池いけ田だ屋やでもそうだったが、追い詰められた長ちよう州しゆうの志士は死に物狂いだ。戦力差以上に苦戦するぞ周しゆう平へい。用心しろ」

「はい、土ひじ方かたさん！　会あい津づ藩はんお預かり新選組一番隊長近こん藤どう周しゆう平へい、参る！」

「うわーん！　華の一番隊長はボクだよー周しゆう平へいくーん！　取らないでー！」

　俺にとって三度目の「禁きん門もんの変へん」。

　八月十八日の政変に続き池いけ田だ屋や事件でも公こう武ぶ合がつ体たい派はの会あい津づ薩さつ摩まに敗れた長ちよう州しゆう藩はんの軍勢が、大挙上じよう洛らくして御所を襲撃。帝みかどを奪って長ちよう州しゆうへ連れ去ろうと決死の玉砕特攻に打って出た。

　池いけ田だ屋や事件では、俺は隊を割らずに新選組全員での池いけ田だ屋や包囲を進言。俺が一度新選組隊士として結成から箱はこ館だて五ご稜りよう郭かくまでを戦い抜いた未来人だという言葉をついに信じてくれた土ひじ方かたさんが「周しゆう平へいがそう言うのなら池いけ田だ屋や一点狙いだ」と認めてくれて、三十人強で池いけ田だ屋やを包囲することができた。その結果、最初から「斬り捨て」ではなく「捕縛」方針を採って大勢の長ちよう州しゆう志士たちを捕らえ、坂さか本もと龍りよ馬うまさんの友人の望もち月づき亀かめ弥や太たさんや長ちよう州しゆうの吉よし田だ稔とし麿まろをはじめ、多くの志士の命を救うことに成功した。

　池いけ田だ屋やで捕縛した志士たちの大半は六ろつ角かく獄ごく舎しやに捕らわれている。六ろつ角かく獄ごく舎しやの囚人たちはこの禁きん門もんの変へんのどさくさで幕ばく吏りに斬られる運命だが、予あらかじめ斎さい藤とうさんや永なが倉くらさんたち別働隊を六ろつ角かく獄ごく舎しやに派遣し、牢ろう番ばんを説き伏せて囚人をいったん解放するように指示。

　これで坂さか本もとさんの友人を死なせる運命を回避。また、長ちよう州しゆうが抱く新選組への恨みも大幅に減らすことができた。斬り殺すのと捕縛して解放するのとではまるで違う。これは、長ちよう州しゆうと戦いながらも捕らえた長ちよう州しゆう志士たちを手厚く保護して本国へ送り返した薩さつ摩まの西さい郷ごう吉きち之の助すけに学んだやり方だ。土ひじ方かたさんは「甘いな」と呆あきれているが、このような徳を長ちよう州しゆうに見せておくことが後々、新選組生き残りの役に立つ。

　そして今、俺と近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん、沖おき田たさんたち新選組主力は、鷹たか司つかさ邸ていに籠もった長ちよう州しゆうが誇る「松しよ下うか村そん塾じゆく三大門下生」の一人、久く坂さか玄げん瑞ずいを包囲。

　鷹たか司つかさ邸てい炎上を阻止すれば京の大火事を回避できるし、久く坂さか玄げん瑞ずいを捕縛して「人質」として新選組屯とん所しよに留とどめることで、次の長ちよう州しゆう征伐で「外交の駒」として久く坂さかを利用できる。久く坂さか玄げん瑞ずいは、長ちよう州しゆう藩はん勤王討幕派のリーダー高たか杉すぎ晋しん作さくの義姉にあたる超大物志士だからだ。人を人とも思わぬ傲岸な高たか杉すぎが、久く坂さかにだけはメロメロに甘いのだという。強こわ面もての土ひじ方かたさんが「近こん藤どうさん命」なのと同じような関係らしい。

「さあ、門を破壊したわよ～。新選組、突入～！　長ちよう州しゆう志士は全員捕縛よ～！」

「隊士諸君、臆するな。怯きよ懦うだなる者は斬る！」

「……来ましたでありますね、野蛮な壬み生ぶ浪ろども。わらわは決して降伏しないであります！　この久く坂さか玄げん瑞ずい、吉よし田だ松しよう陰いん先生の志を貫くためならば、見事に切腹して果てる所存であります！　嗚呼ああ！　京でいちばんの美人が自決すれば、どれほどの京の町衆が嘆き悲しむでありましょうか。これぞ美人薄命。皆さま、ご免遊ばせであります！」

　伊だ達てや酔狂ではなく、桁違いの美人だった。京の祇ぎ園おん界かい隈わいで「日本一の美女」「小お野のの小こ町まちを超えた」とその長ちよう州しゆう顔がおの美貌を絶賛されていた久く坂さか玄げん瑞ずいは、艶あでやかな甲かつ冑ちゆう姿すがたで室内に一人屹きつ立りつし、「松しよう陰いん先生、長ちよう州しゆう人じんの草そう莽もう崛くつ起きはまだはじまったばかりであります！　この命は松しよう陰いん先生に捧ささげたもの、今より先生のもとへ参るであります！」と脇わき差ざしを自らの腹部に突き立てようと──！

「ダメです！　生き恥を晒さらさせることになりますが、あなたには生き延びていただきます！　新選組を滅びの道に向かわせぬために必要なことなんです！」

「誰でありますか？　知ったことではないであります！　はっ？　わらわを土蔵に押し込めてあんなことやこんなことをして責めようと……いやあああ！　今すぐ死ぬるでありますぅ！」

　なにか誤解されているが、なんとしても久く坂さか玄げん瑞ずいを抱き留めて生け捕りにする！

　だがこの時──鷹たか司つかさ邸ていに立て籠もっていた長ちよう州しゆう藩はん士しの誰かが、久く坂さかのもとへ夢中で駆ける俺めがけて、至近距離から大砲をぶっ放していた──。

　しまっ……油断だった──！

「周しゆう平へい!?」

「周しゆうちゃんっ？」

「周しゆう平へいくーんっ!?」

　俺の身体は爆風を浴びて吹っ飛ばされていた。弾が直撃しなかったことだけが幸いだったが、全身に大ダメージを食らった。腕や脚の骨が何本もぼきりと折れた。複数の傷口から大量の血を一瞬で失った俺の意識は途切れ、失血の衝撃で心の臓は止まり、視界は真っ暗になり、そして……そして、「死に戻り」の合図となるあの声、「お前、闘死したな？」という声が聞こえてくるはずの状態に俺は陥っていた。それなのに、あの声が聞こえてこない。

　視界は闇に覆われた。闇の彼方かなたに、無数の黒い鴉からすの群れが蠢うごめいていた。その鴉からすたちが、俺をめがけて襲いかかってくる。なんだ、この鴉からすたちは？

（噓うそだろう？　闘死したのに、死に戻れないなんて？　ダメだ。ダメだ。新選組と土ひじ方かたさんの運命を変えるまであと少しだけ、俺にやり直しの機会をくれ！　頼む！）

　ああ。消える。消えてしまう。俺の魂が。俺の意識が。鴉からすたちの群れの中に吞のまれていく。今はダメだ。土ひじ方かたさんが幕末を生き延びられたその時まで、今しばらくの命を貸してくれ。なんでだよ。どうしてここで能力が失われてしまうんだよ？　頼む……！

「噓うそっ？　周しゆう平へいくん!?　周しゆう平へいくーんっ？」

「ああっ、心の臓が止まっている!?　周しゆう平へい、周しゆう平へいっ!?　どうした？　なぜ死に戻ってくれない？　まさか……うわあああっ!?」

「落ち着いてトシちゃん！　周しゆうちゃんは西洋医術に詳しいでしょう。隊士を集めての実習訓練だってこなしてきたでしょう。確かこんな時は、人工呼吸をすれば……」

「ボクに任せて！　生き返って、周しゆう平へいくん！　ぷーっ！」

　……

　……

　……




【西にし本ほん願がん寺じ／慶けい應おう元年閏うるう五月二十八日】




「……むにゃ……激しすぎますよ、沖おき田たさん……俺はもう息を吹き返しましたから、それ以上接せつ吻ぷんしなくても……」

　なにが「沖おき田たさん」だふざけるなとばかりに頰をぎゅうううと抓つねられる痛みに、俺は思わず飛び起きていた。

「私と朝寝をしておきながら、よくも総そう司じと浮うわ気きする夢なんか観みていられるものだな！　こ、これだから男という生き物は……まさか総そう司じに気があるのではないだろうな？　も、もう私の身体には飽きたのか周しゆう平へい？　そうなのか？」

　妙だな。俺は夢なんか見ていなかったのだが、変な寝言でも呟つぶやいていたのか？

　ひとつ同じ布ふ団とんの中に寝そべりながら、俺の頰を憎々しげに抓つねっている「恋人」──土ひじ方かたさんの潤んだ瞳がめらめらと燃えている。嫉妬だ。嫉妬の炎だ。この人、想像以上に嫉妬深いんだよな……一周目では知り得なかった事実だ。人間って、深いな……。

　日頃は後ろで束ねている長い黒髪を下ろした土ひじ方かたさんは凜り々りしくも妖よう艶えんだが、それ故に嫉妬深い女性にも見える。どこか六条御息所ろくじようのみやすどころを彷ほう彿ふつとさせるというか。

「今、惰眠をむさぼっていた周しゆう平へいに接せつ吻ぷんしていた相手は、私だぞ。なにが沖おき田たさんだ、まったく……あれは西洋医術でいう『人工呼吸』というやつだから、浮うわ気きした者は切腹という法はつ度とを適用せず敢あえて見逃してやったのだぞ。次にやったら問答無用で切腹」

「いったいいつの話を蒸し返しているんですか？　いいから胸元を隠してください土ひじ方かたさん。もう朝なんですから、隊士たちに稽古をつけないと。目のやり場に困ります……」



「困らせてやっている。私を抱く夢を見ないお前への罰だ。浮うわ気き者ものめ」

「夢もなにも、昨夜さんざん……」

「なにか言ったか？　周しゆう平へいはもう、死に戻りの力を失っているのだぞ。次に死ねばそこで永遠の別れだ。私以外の女人を見ている暇いとまなどないはずだ。い、いいな？」

　そう。去年の「禁きん門もんの変へん」で俺は大砲の爆風を浴びて、一度仮死状態に陥った。ありていに言えば戦って死んだ。しかし、死に戻りの能力が発動してくれなかったのだ。

　熱心に俺の見よう見まねの西洋医術実習を受けていた沖おき田たさんが上手に人工呼吸してくれたおかげで、かろうじて蘇そ生せいできたものの、ほんとうに危なかった。

　怪け我がも酷ひどかったため長期間戦線を離脱してしまい、第一次長ちよう州しゆう征伐にも参加できなかった。結果、またしても薩さつ摩まの西さい郷ごう吉きち之の助すけが長ちよう州しゆう攻撃を中止させてしまった。

　しかもあの日から、歴史を大きく改変しても俺は目め眩まいに襲われなくなってしまった。

　芹せり沢ざわ戦せんで執しつ拗ように死に戻り続けた結果、死に戻る能力が失われてしまったのだろうか。

　なので今の俺は、俺の身を案じる土ひじ方かたさんから「闘死を禁ずる。違反すれば、せ、切腹だぞ」とよくわからない土ひじ方かたさん流の言い方で「死ぬな」と命じられている。

「……わかっています。ですが、沖おき田たさんが労ろう咳がいにならないように保護観察する役目だけは例外ですよ？　『新選組を破滅から救う』『土ひじ方かたさんを闘死から救う』『近こん藤どうさんを斬首から救う』『沖おき田たさんを労ろう咳がいから救う』という俺の重要任務のひとつですから」

「そ、それは私も公認しているからいいのだ。しかし私以外の女人とは接せつ吻ぷんするな。どうも総そう司じは、あの日から妙だ……周しゆう平へいが隙だらけだからだぞ？」

　沖おき田たさんはまだまだ子供です。考えすぎですよ土ひじ方かたさん。今まで「誠の武士」一筋に禁欲的に生きてきた反動なのか、それともこれが豊玉ほうぎよく宗そう匠しようという乙女としてのほんとうの姿なのか。どっちにしても……ほんとうにかわいいなあ土ひじ方かたさんは。

「周しゆう平へいの間抜けな寝顔を見ながら閃ひらめいたのだが、周しゆう平へいの能力が失われた理由は、人生最大の目的を遂げてしまったからだと思うぞ。だから死に戻りに必要な『気き組ぐみ』が消えたのだ」

「はあ。俺の人生の目的は、新選組と土ひじ方かたさんを救うことのはずですが？」

「違うな。お前の生涯最高の目的は、お前が誰よりも愛する女人、すなわち私と契ちぎり添い遂げることだ──そしてその夢は、芹せり沢ざわ鴨かもを水み戸とへ帰したあの日の夜に達成されてしまった！　だから周しゆう平へいはもういつ死んでも悔いなく成じよう仏ぶつできる身体になってしまったのだ！　違うか？　違うはずがない！　ああ。私の美しさはどこまでも罪だな……」

　そうですか。言っててください。

「あ、いや。実際に土ひじ方かたさんの体液を介してなんらかの菌に感染した結果、俺の身体の免疫系が変化してしまったのかもしれません」

「なんだそれは!?　私をなんだと思っているのだ、周しゆう平へい!?　それが恋人への言葉か!?」

　また土ひじ方かたさんに怒られて頰を抓つねられてしまった。細菌やウイルスはこの時代ではまだ西洋でも発見されていないので、説明が難しいな。

　沖おき田たさんの労ろう咳がいの原因も「結核菌」という微生物なのだが、これは飛ひ沫まつ感染するので、労ろう咳がい患者に沖おき田たさんを接近させないことが肝要となる。一番隊長の役目を譲ってもらって沖おき田たさんを一番隊副隊長とし、常に俺と行動をともにしてもらっているのは、不慮の感染を防止するためだ。

　もしも芹せり沢ざわ戦せんの夜の時点ですでに沖おき田たさんが感染してしまっていたら手遅れだが、その場合も一番隊長役という激務を俺が肩代わりすることで沖おき田たさんの体力・免疫力を維持できるから、発症時期を遅らせることが可能となり、うまくいけば何十年も凌しのぎきれる。たとえば近こん藤どうさんや永なが倉くらさん、左さ之の助すけさんあたりは感染しても一生発症しないタフな身体の持ち主だ。沖おき田たさんは身体が細くて風邪をひきやすいし、発症しやすい体質なのだと思う。

　もっとも、例の斎さい藤とうさんの件のために、沖おき田たさんは目を離すとすぐに無茶をする。

　負傷していた時期の俺の介抱役は、沖おき田たさんにお願いした。無理をさせないためだ。土ひじ方かたさんは「普通は恋人が介抱役を務めるものだろう。めらめら」と嫉妬していたが仕方なかった。

「目も冴さえてきましたし、いったん新選組の現状とこれからの方策を整理しておきましょうか。今日は重要な来客予定もありますし」

「ああ、いいぞ。なんだかんだ言って、もう少し間近で私を眺めていたいのだな。ふふ」

　それもある。土ひじ方かたさんは、ほんとうに綺き麗れいだ。
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「──山やま南なみさんの講座と比べるとアレですが……まあこれは俺の独創じゃなくて西さい郷ごうの策の頂きですよ。要は長ちよう州しゆうを引き込んだ陣営が勝つんです。では、起きましょうか」




　一応隊士たちの視線を気にしている俺たちは別々に部屋を出ると、それぞれ隊服に着替えて西にし本ほん願がん寺じの境内に降りていった。

　新選組も大きくなった。大勢の隊士が竹刀を構えて威勢良く朝稽古に励んでいる。

　平隊士に稽古をつけている幹部たちは。

「せいっ！　せいっ！　剣術娘は最高ッ！　でも近頃は男隊士が増えちまってよーっ！　組織がでかくなるってえのも、考えものだなあーっ！」

　試し衛えい館かん組ぐみの最古参、頼れる「叔父さん」こと井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろう。通称源げんさん。平隊士たちには「稽古の虫」と呼ばれているが、ただの剣術娘マニアである。

「いいかーみんなー！　新選組で生き延びるには一にも稽古、二にも稽古さ！　稽古は、あたしたちを裏切らないのさっ！」

　相変わらず剣術中毒の二番隊長、江戸っ子の永なが倉くら新しん八ぱちさん。法はつ度とが改定されて隊士の色恋が解禁されたというのに、毎日稽古に熱中している。もっとも、隊士同士での恋愛に踏み切る者はまずいない。というのは、「隊士の浮うわ気きを禁ずる」という土ひじ方かたさんが書き足した法はつ度とに違反したら、切腹だからだ。

　例外は、「よりによって鬼の副長を恋人にしてしまった、恐れを知らない万ばん夫ぶ不ふ当とうの無謀勇者」と隊士たちに誤解されているこの俺、近こん藤どう周しゆう平へい。まあ土ひじ方かたさんの嫉妬深さはただごとではないし、誤解でもないか……。

「周しゆう平へい隊長、おはようございまあーす！」

「うおーっす！　一番隊の野郎どもに剣術娘たち、全員直立不動で隊長に敬礼っ！」

　一周目ではほぼずっと平隊士だった俺はこういう幹部扱いにはどうにも慣れないが、「ああ」と適当に挨拶をしておく。愛あい想そが悪いのは、もともとの性格もあるが、一周目で最後まで付き従っているうちに土ひじ方かたさんの所作が伝う染つってしまったためだ。

「もーっ！　どうして一番隊長の役目を周しゆう平へいくんがネコババしてるのかなーっ！　ボクにそろそろ返してくれてもいいでしょーっ？　ボクと隊長の座を賭けて勝負だー！」

　土ひじ方かたさんの妹分・沖おき田た総そう司じさんは今朝もぷりぷり怒っている。沖おき田たさんの「三段突き」の神業にはとても敵かなわないので、俺はじゃれついてきた沖おき田たさんの頭を撫なでて「まあまあ」とお茶を濁す。

　そんな俺たちの真横を、子豚の群れと鶏の群れが大移動していく。西にし本ほん願がん寺じのお坊さんたちは「はよ出て行ってくれんやろか」「まるで養豚場やがな」とすっかり困惑している。新選組にとって、仏教の肉食禁止の教えなど知ったことではなかった。身体の弱い沖おき田たさんが体力をつけるためには、栄養豊富な豚肉と卵が必要なのだ。

「ぶきー、ぶきー」

「うぉーい、子豚たち待ちやがれ！　この左さ之の助すけさまの未来のおかずなんだからよーっ！　さっさと餌を食えってんだよこなくそー！　でっかく育って立派なとんかつになるんだぜ、わっはっはあ！」

　子豚飼育係を担当する陽気な原はら田だ左さ之の助すけさんは、いったん子豚を食い物と決めたら割り切って育てられる人なので、適任者だ。時々「だーっ、腹が減ったー！」と我慢できずに俺が教えた西洋料理のとんかつを勝手に調理してぺろりと食べてしまうのが問題だが。

「コケー、コケー」

「ちょっと待ちなさいよ、鶏ども。お散歩は卵を産んでからでしょう？　近こん藤どう局長はたまごふわふわを食べないと一日中機嫌が悪くなるのだから。ああもう、由ゆい緒しよ正しい津つ潘はん藤とう堂どう家けの落おとし胤だねであるこのわたくしがどうして鶏飼育係に？」

　試し衛えい館かん組ぐみでいちばん小柄な藤とう堂どう平へい助すけさんは、鶏係。丸々と育った豚を相手にすると倒される危険があるからだ。近こん藤どうさんの機嫌は、藤とう堂どうさんにかかっていると言っていい。

「にゃー、にゃー」

「……今朝も総そう司じに遊んでもらおうと黒い小猫が……今日も京は平和……今のは駄だ洒落じやれ」

　一いつ匹ぴき狼おおかみの斎さい藤とう一はじめさんは、西にし本ほん願がん寺じの土塀に登ってぼんやりと青空を眺めている。

　この人は沖おき田たさんに匹敵する猛も者さなのだが、隊士に稽古をつけない。というか団体行動しない。男性恐怖症はだいぶ治ったようなのだが、そういう性格なのだろう。

「あー、こんちゃーん！　おっはよー！　メザシをあげるねー？　だから～、今日もにくきゅうをぷにぷにさせてー？　けほ、けほ、けほ」

「にゃ～」

　お、沖おき田たさんっ？　いかん！　黒猫を抱き上げると同時に、咳せき込こみはじめている？

「もしや風邪ですかっ？　おでこを出してください、検温します」

「うわっ。また、おでこくっつけごっこするの～？　周しゆう平へいくん、毎日何度もそればっかりなんだから～。心配性だなあもう。けほ、けほ」

　直接額同士をくっつけて沖おき田たさんの体温を測ったが、異常はなかった。うん、この感触は36・４度だ。体温計がない時代だからこうして計っているが、慣れるもので正確にわかるようになった。沖おき田たさんはどれほど手厚く保護観察しても時々咳せき込こむ。労ろう咳がいではないだろうが、やっぱり気になるな。

「……ぐ……ぐぬぬぬ……周しゆう平へいめ、他に検温する方法を知らないのか……総そう司じのためとはわかっていても、なぜか腹が立つ……」

「くす。近頃の土ひじ方かたさんはすっかり恋する乙女ですね。鬼の副長なのですから、隊士たちが揃そろっている前ではきりっとしてくださいよ？」

「わ、わかっている、山やま南なみさん。江戸屯とん所しよの運営のほうは？」

「はい、万事順調です。選えりすぐりの新隊士が江戸から定期的に来るようになりました。長ちよう州しゆう征伐をやり直すことになりましたから、腕うで利ききの隊士を増やさなくてはですね」

「ああ。私自身も江戸へ隊士募集に行ったりしているが、山やま南なみさんのツテのおかげで助かる」

　試し衛えい館かん組ぐみきっての知恵者、山やま南なみ敬けい助すけさん。新選組を脱走して切腹する運命の人だったが、三周目にしてついに俺は山やま南なみさんを切腹の運命から完全に回避させることに成功した。

　山やま南なみさんが脱走する理由はいくつもあったのだが、後から新選組に入ってきて「参謀」となる伊い東とう甲か子し太た郎ろうの存在が最後のダメ押しになる要因だったと俺は二周目で気づき、三周目にして伊い東とうの入隊を阻止した。

「どうして伊い東とう先生を入隊させないのかしら周しゆう平へいくん？　深刻な隊士不足をどうやって補うのかしら？」と師匠の伊い東とうを推薦した藤とう堂どうさんにさんざんお小言を言われたが、「新選組の参謀は山やま南なみさん一人で充分です、二人いると隊が混乱します」と押し切った。

　代案として、名門道場の北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆう出身ゆえに江戸で顔が広い山やま南なみさんを局長とする「江戸屯とん所しよ」を新設。数名の隊士たちを交替で江戸に常駐させて、隊士補充の仕事を山やま南なみさんに一任することにした。俺から山やま南なみさんの運命を聞いた土ひじ方かたさんも「山やま南なみさんを死なせるわけにはいかない」と協力してくれたので、想定以上にスムーズにことを進められた。

　やはり、土ひじ方かたさんに俺の秘密が真実だと信じてもらえたのが大きい。俺一人ではどうしようもなかったことも、二人で話し合って協力すれば、たいていのことは押し通せる。

　そして、俺の義理の母上。新選組の局長にして副長土ひじ方かた歳とし三ぞうと、新選組最強剣士沖おき田た総そう司じの義姉。

　近こん藤どう勇いさみさん。

「みんな～、おはよう～。長ちよう州しゆう再征伐は近いけど、無理しないでね～。平へい助すけ、たまごふわふわは？　たまごふわふわはできてる～？　熱々でないと、私、耐えられないから～」

　会あい津づ藩はんや桑くわ名な藩はんの藩兵たちが恐れて近づけない池いけ田だ屋やに堂々と乗り込んで長ちよう州しゆう志士たちを相手に見事に戦い、禁きん門もんの変へんでも新選組を率いて鷹たか司つかさ邸ていに突入し久く坂さか玄げん瑞ずいを捕縛するという大功を立てた近こん藤どうさんは、いまや幕府にとっても京にとってもなくてはならない人物。多た摩まの百姓娘という境遇から風雲に乗って颯さつ爽そうと京に現れた、時代の寵ちよ児うじだった。

　近こん藤どうさんは騙だまされやすい人だが、人を信じること嬰みどり児ごの如ごとく、物事に動じないので、俺の秘密も早々に明かすことができた。しかも近こん藤どうさん自身は「私には難しすぎる話だから〜」と口を挟まず、俺が語った新選組の運命をただ黙って受け入れてくれたのである。

　新選組の運命を明かした俺への近こん藤どうさんの要求はたったひとつ。

（運命を覆くつがえすまで、総そう司じには内緒でお願い。あの子を、まだ来ていない未来のために苦しめたくないの。今までほんとうにありがとう。これからも総そう司じをよろしくね、周しゆうちゃん）

　ひたすらに末妹の沖おき田たさんを案じる言葉だった。俺は身を震わせ無言で頷うなずいた。

　ちなみに近こん藤どうさんに俺の秘密を明かした夜、混乱を避けるために山やま南なみさんや永なが倉くらさんたち試し衛えい館かんの仲間には当面俺の秘密は伏せておき時期を見て明かそう、ただし個々人の暗い未来については本人や仲間に知らせることの利より害のほうが多いからできる限り秘密を貫こうと土ひじ方かたさんが提案し、三人でそう取り決めた。なにしろ俺が未来から来たと明かせば、仲間たちの未来はどうだったと質問攻めに遭う。

　そうこうしているうちに当の俺が重傷を負い、みんなに秘密を打ち明ける機会を逸してしまった。

　ところで、こんな近こん藤どうさんにもお茶目な欠点がある。

「局長。こけこっこたちが脱走中で、たまごふわふわはできていないわ」

「な、なんですってえええ～？　平へい助すけ！　私はたまごふわふわ抜きでは生きていけない身体なのっ！　今すぐ、たまごふわふわを作って！　さもないと今日はもう仕事しませんっ！　ぷんぷん！」

　そう。近こん藤どうさんにはちょっとだけ駄々っ子っぽい面があって、一度言いだすと聞かなくなるのが玉に瑕きずだ。しかも、割とどうでもいいことにこだわる。

「か、かっちゃん。隊士たちの前でみっともない。局長らしく泰然自若と構えていてくれ。たまごふわふわは必ず作る」

「ダメよトシちゃん！　私がなんのために京で命を賭けて働いてきたと思っているの～？　それは、毎日たまごふわふわを食べたい、うんと贅ぜい沢たくしたいという一心から……！」

「いや、『誠の武士』になるためだろう？　そもそも卵料理がそれほど贅ぜい沢たくか？」

「もちろん贅ぜい沢たくよ！　忘れたのトシちゃん？　江戸の試し衛えい館かんでは卵すら満足に手に入らなくて、毎日毎日たくあんばかり食べていたじゃない～」

「……かっちゃん。新選組局長の最大の贅ぜい沢たくが卵とか、やめてくれ。隊の評判が落ちる。そもそも江戸のたくあんは神の食材だぞ。白米とたくあんさえあれば、私は満足だ。そうだ、そろそろ江戸屯とん所しよに顔を出すついでに、たくあんを樽たるごと買い占めて」

　いやあ局長も副長も食い物の話になると多た摩ま時代の地金が出ますなあ、と明るい沖おき田たさんが黒猫を抱きながらはじけるように笑い、隊士たちも釣られて爆笑する。

　ともあれ、新選組の組織運営は噓うそのように順調だ。

　やはり隊のお姉さん役を務める山やま南なみさんが生存してくれていることが、とても大きい。

「沖おき田た先生！　稽古の相手をお願いします！」

「周しゆう平へい隊長も、是非お相手を！」

　頰を紅潮させた平隊士たちが詰めかけてきた。仕方ないので、五人ほどまとめて相手をすることにした。沖おき田たさんはもっと雑で、「十人いちどにかかってきなさーい！　むふー！」と竹刀を握ってもう暴れている。

　竹刀勝負だから、死に戻りの能力を失っていても問題ない。芹せり沢ざわ鴨かも戦せんに比べれば遊びのようなものだ。俺が五人の平隊士を立て続けに転ばせ終えると、沖おき田たさんはすでに十人目の相手を失神させていた。最初に立っていた位置から動いていない。相変わらずの神業だ。俺はあれだけ死に戻りを重ねて強くなったのに、天才の沖おき田たさんにはまるで追いつけない。

「「「ぐはっ……お、お二人とも、やはり強い……ありがとうございますっ！」」」

「あーはははは！　周しゆう平へいくん、おっそーい。五人程度で手間取ってるようじゃ、隊長には向いてないねー！　やっぱりこの沖おき田たさんこそが」

「はいはい。でも統率力と指導力は俺のほうが上ですから。稽古で隊士を失神させちゃダメでしょう？」

「んもう。どーしてそういうこと言うかなーっ？　これでも手加減してるんだよー？」

　まあ、沖おき田たさんが本気を出したら竹刀でも相手を文字通り殺してしまうからな。天てん然ねん理り心しん流りゆうは元来竹刀を苦手としているだけに、沖おき田たさんの強さは尋常ではない。

「総そう司じ。周しゆう平へい。そろそろ来客が到着するぞ。今日は『健康診断』の日だ、準備しろ」

　そう。これも沖おき田たさんを護まもる作戦のひとつ。「新選組隊士の健康診断」だ。




「いよう近こん藤どうさん。土ひじ方かたさん。あんたたちはたいしたもんだねェ。この西にし本ほん願がん寺じの屯とん所しよは、衛生管理がばっちりだ。病人はきっちりと病室に隔離してあるし、治療を担当する隊士たちは鼻と口を手ぬぐいで覆ってうがい手洗いを欠かさねェ。飼い豚に残飯を食わせて台所を綺き麗れいに掃除してあるのも素晴らしいじゃねェか。風呂も充実しているしヨ。剣術家とはいえ、さすがはお年頃の娘さんたちだ。男所帯なら、こうはいかねェよ」

　本日一人目の来客。茶をすすりながら江戸っ子口調で近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんを絶賛する、坊ぼう主ず頭あたまの幕府奥医師。松まつ本もと良りよう順じゆん先生。

　この人は、一周目でも二周目でも銃撃を肩に受けた近こん藤どうさんを親身になって治療してくれたし、沖おき田たさんの面倒をかいがいしく見てくれた。それどころか一周目では、自ら新選組に付いてきて会あい津づ戦争に従軍医師として参戦してくれた義ぎ俠きようの人だ。

「えへへ。いや～ぜんぶわが息子の周しゆう平へいの指図に従ったまでで～。私が考えたのは、女隊士と男隊士の風呂場を別々にして覗のぞきを防止することくらいです～」

「ちなみに女風呂三つ、男風呂は一つです」

「ま、娘さんは長風呂だ。土ひじ方かたさんは腰まで届く長髪だしよ、それくらい差をつけてよかろう、わっはっは。周しゆう平へいよ、おめえ長崎で西洋医術を学んだのか？」

「いえ、俺の知識はぜんぶ伝聞です」

「おう、そうか。耳学問でここまでやれるたぁ、たいしたもんだぜお前さん。新選組では一日一、二食は雑穀入りの玄米を食わせているが、なにか意味はあるのかい？」

「ええ。白米ばかり食べていると脚かつ気けになります。脚かつ気けが江え戸ど患わずらいなのは、江戸っ子の白米好きのせいですよ」

　土ひじ方かたさんは「やっと毎日白米を食べられるようになったのに許せん」とお冠かんむりだが、白米ばかりだとビタミン[image: B1]不足になるからなあ。特に沖おき田たさんは偏食家なので必要な処置だ。

「ほう、そいつは聞いたことのねえ話だが面白ェ。確かに田舎じゃ脚かつ気けはあまり見ねえなぁ。お前さんはやっぱ医術の才があるぜ。おごってやっからヨ、今夜は祇ぎ園おんで遊んでいくか？　せっかく京に来たんだからヨ、俺ぁ祇ぎ園おんでとことん遊ぶゼ。新選組の娘さんたちが胸を晒さらして俺に触診させてくれるってんなら別だがヨ」

　たとえ西洋医術といえども女隊士が胸を晒さらすこと、男が胸を触ることはまかり成りません、と土ひじ方かたさんが氷の眼光で良りよう順じゆん先生を睨にらみつける。しかし「女好き無限大」の異名を取る良りよう順じゆん先生は「京の美人番付第二番、土ひじ方かた歳とし三ぞうさんの生のお身体を診察できるなら、俺ぁ切腹させられても本望だゼ」と命懸けの助平な野望を隠そうとしない。

「むっ。良りよう順じゆん先生、二番とは失敬な。私は京の一番です」

「容姿はそうだが、総合一番は笑顔に愛あい嬌きようのある久く坂さか玄げん瑞ずいさんだろうよ。牢ろうで衰弱させてねえか？　だいじょうぶか？　俺ぁ別べつ嬪ぴんさんが酷ひどい目に遭うのを見ていられねえ性格でヨ」

「ええ、貴重な人質に体調を崩されては意味がないので、日当たりの良い屯とん所しよの個室に蟄ちつ居きよさせております。七度ほど脱走を図りましたが、今はさすがに脱走を諦めたようです」

　異様に行動力のある本人の脱走癖もさることながら、命知らずの男隊士たちが「あんな美人は土ひじ方かたさんか久く坂さかさんしかいねえ。土ひじ方かたさんは周しゆう平へい隊長の恋人だから、脈ありなのは久く坂さかさんだけだ。鬼の副長に切腹を命じられても構わねえ」と久く坂さか玄げん瑞ずいの部屋に夜よ這ばいしようとするので、土ひじ方かたさんは久く坂さか玄げん瑞ずいの部屋を監察総動員態勢で監視させている。

「おいおい沖おき田たちゃん。こっちへおいで。お前さんはどうも胸を患わずらっているように見える。特別に胸を晒さらしてこの良りよう順じゆん先生の触診を受けなさい。なに、指で揉もんだりさすったりいろいろな怪しい器具をおっぱいに当てるだけサ。怖くない、怖くない」

「いやですよーっ！　指をわきわきさせないでくださいよ先生！　怖いですよーっ！」

　やはり総そう司じはすでに労ろう咳がいなのだろうか？　と土ひじ方かたさんと近こん藤どうさんが心配そうに顔を見合わせる。でも、良りよう順じゆん先生が沖おき田たさんをからかっているということは、労ろう咳がいではないのだと思う。稼いだ銭をぜんぶ遊郭で散財してしまう道楽者だが、医術に関してはこの人は真摯な仁者そのものだ。

「さあさあ隊士諸君、並んだ並んだ。長崎のポンペ大先生から西洋医術を教わった天下の医学所頭取、将軍さまの奥医師であるこの俺が診察してやろうってんダ。さて、か弱い女の子隊士はたっぷりと丁寧に診てあげるから、左の特等列にお並びくださいネ。野郎どもは適当に済ませるから右の下等列な。なあに、新選組で斬った張ったの大暴れをしている男どもなんざ、傷にツバでもつけときゃあ治るってもんだゼ」

　男隊士たちから「横暴だ」「露骨に男女差別してるんじゃねえぞ」とヤジが飛ぶが、良りよう順じゆん先生はどこ吹く風。

「あーあーそろそろ四十に手が届きそうなおじさん、井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろうです。最近、竹刀を振ると腰が痛くてたまらねえんですが、どんなもんでしょうね先生？　診てやってくだせえよ」

「知るかよジジイ。それよりお前さん、いずれハゲるゼ。はい、お次はぴちぴちの女の子、いらっしゃーい！」

「んだよこの藪やぶ医い者しやは。豆腐の角に頭をぶつけて死にやがれ！」

　源げんさん。その腰よう痛つうはたぶん、普通に加齢が原因です……。




　ひととおり診察が終わったところで、本日二人目の客が訪れた。

「新選組の皆さん、鴻こうの池いけの善ぜん右衛え門もんでおます。今日は松まつ本もと先生の診察日で隊務は休みちゅうことで、近こん藤どう先生や土ひじ方かた先生のお顔を拝見しに参りました」

　大坂のうら若き豪商娘、鴻こうの池いけ善ぜん右衛え門もんさんだ。大坂財界の大立て者で、諸大名も借金を重ねているので頭が上がらない。

「ぜぜぜ善ぜん右衛え門もんさん、ここここんにちは～。よよよようこそ新選組まで～」

「……そ、粗茶ですが、どうぞ。え、江戸名物のたくあんもご用意しています。げふんげふん」

　近こん藤どうさんも土ひじ方かたさんも申し訳なさそうに赤面したり青ざめたりして挙動不審になっているのは、そう、万年金欠の新選組もまた鴻こうの池いけから多額の借金をしているからである。

　しかも、返済できる目め処どはまったく立っていない。とりわけ、去年の第一次長ちよう州しゆう征伐の折にはとんでもない額を軍資金として借りたのに、結局長ちよう州しゆうと一戦も交えずじまいでもう一度戦争をやる羽目になったのだから、二人とも善ぜん右衛え門もんさんに合わせる顔がない。「誠の武士」も、商人を前にしては形無しである。

　元はといえばあの芹せり沢ざわ鴨かもさんが鴻こうの池いけの店に押し借り突撃したのが、両者が知り合うきっかけだった。近こん藤どうさんが「ここここんな大金を押し借りだなんていけません～」と慌てて借金を返済したことで、善ぜん右衛え門もんさんは新選組の熱烈なスポンサーになってくれたのだ。

「ああいえいえ、借金の取り立てに来たのとは違いますよって。手前は新選組が好きですねん。志士といえばこぞって勤王討幕を唱える中、新選組だけは斜陽の幕府に忠義を尽くして戦うておりますやん？　主家のためなら滅びも厭いとわぬそのお覚悟は、まさしく自ら七難八苦を求める誠の武士！　鴻こうの池いけ家けの祖・山やま中なか鹿しか之の助すけ公こうの姿に被かぶるんですわ、近こん藤どう先生が」

「え～？　幕府って斜陽なの～？　知らなかった～」

「斜陽だぞ、かっちゃん」

　とはいえさすがに第二次長ちよう州しゆう征伐への出資はこれくらいが限度ですわ、手代どもが五う月る蠅さいんですわ、と善ぜん右衛え門もんさんがそろばんをはじいて土ひじ方かたさんに見せる。まるで足りないな、これでは西洋の新式銃や大砲を揃そろえられない、と土ひじ方かたさんは頭を抱えた。

「もうこれからの戦争は旧式のゲベール銃では難しい。なにか担保に入れられるものはないか、周しゆう平へい？」

「ないですね。新選組の金庫は常にカツカツですから」

「困ったな。なにしろ会あい津づ藩はん自体が長年の京都駐屯のために財政が逼ひつ迫ぱくしていて貧乏だからな」

「はっはっはー！　せっかく別べつ嬪ぴんの娘さん揃ぞろいなんだ。祇ぎ園おんに『祇ぎ園おん新選組』ってえ店を構えて夜な夜な商売すりゃあ、とんでもねえ稼ぎになるってもんだゼ？　俺ァ『祇ぎ園おん新選組』が開店したら毎日毎晩通い詰めて破産してやるサ！　当然、土ひじ方かた太た夫ゆうさんをご指名だ！」

　助平医者め殺すぞ、と土ひじ方かたさんが氷の眼光で良りよう順じゆん先生を睨にらみつける。

「トシちゃん。冗談抜きでそれしかないかも～。局長の私が世渡り下手なばっかりに、みなに苦労をかけて……よよよ……」

「ダメだ、かっちゃん！　誠の武士になるという夢はどうした？　借金の形に身売りとか、笑い話にもならない！　だいいち私はもう周しゆう平へいの恋人だぞ。身も心も周しゆう平へいの女だ！」

　あっ、と土ひじ方かたさんが口に手を当て、良りよう順じゆん先生と善ぜん右衛え門もんさんが「ほうほう」「お二人はできてはりますのんか？」と顔を見合わせてニヤニヤと笑う。

「く、くうう～っ……い、今の話は聞かなかったことに！　頼む！　漏らしたら切腹させるからっ！　ぜ、善ぜん右衛え門もんさん、坂さか本もと龍りよ馬うまと岡おか田だ以い蔵ぞうの噂うわさは？」

　俺は三周目に至ってようやく池いけ田だ屋やで神こう戸べ海軍操練所の塾生・望もち月づき亀かめ弥や太たの命を救い、また土と佐さ藩はんに捕縛される運命だった「人ひと斬きり以い蔵ぞう」こと岡おか田だ以い蔵ぞうの身柄を確保して神こう戸べの坂さか本もとさんのもとに送った。さらに、勝かつ海かい舟しゆうの師匠で公こう武ぶ合がつ体たい派はの巨きよ魁かいと言える佐さ久く間ま象しよう山ざんの暗殺も阻止した。

　だが、またもや江戸の幕閣によって神こう戸べ海軍操練所は閉鎖され、勝かつ海かい舟しゆうは失脚し江戸に召喚。神こう戸べを追われた坂さか本もとさんと岡おか田だ以い蔵ぞうの消息は途絶えた。

　佐さ幕ばく派はの上士たちが主導権を奪い返した土と佐さ藩はんが、武たけ市ち半はん平ぺい太たたち土と佐さ勤きん王のう党とうの郷ごう士しを大量処刑するという悲劇も、回避できなかった。

「土ひじ方かた先生に頼まれて調べましたけど、坂さか本もとはんの姿、大坂ではとんと見かけまへんなあ。商人たちの情報網によると、長崎におるとも、長ちよう州しゆうに入ったとも噂うわさされとります。どうも日本中あちこちを船で動き回っとるようですねん」

　やはり坂さか本もとさんは薩さつ長ちよう同どう盟めい締結に動いている。新選組の働きで京の歴史を改変したが、土と佐さ勤きん王のう党とうの壊滅は止められなかった。坂さか本もとさんは何十人もの友人を失ったのだ。

「局きよく中ちゆう法はつ度と」を手にして水み戸と藩はんに復帰した芹せり沢ざわ鴨かもが、混乱する水み戸と天てん狗ぐ党とうを掌握して水み戸との政局を安定させたことで、水み戸と天てん狗ぐ党とうの暴発的挙兵と幕府による水み戸と天てん狗ぐ党とう三百五十余人の大量処刑という一大悲劇はかろうじて回避できた。が、土と佐さと新選組にはあまりに接点がなさすぎた。

　土ひじ方かたさんが「まずいぞ、このままでは……なんとしても坂さか本もとの居場所を突き止めなければ」と頷うなずいていると。

　呼んだ覚えのない三人目の客が、凄すさまじい勢いで押しかけてきた。




「近こん藤どう氏うじ。拙者でござる、京都見み廻まわり組ぐみの佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうでござる。このたび、近々見み廻まわり組ぐみの局長格に就任せよとの内定を頂きましてな。さっそく見み廻まわり組ぐみの頼れる同志、新選組の近こん藤どう氏うじにご報告に参った次第です。うわはははは！」




　うぇっ、と珍しく近こん藤どうさんが迷惑そうに引いた。

　京都見み廻まわり組ぐみは、幕府が作った「由ゆい緒しよある旗本御家人たちによる『正社員版新選組』」。

　この佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうという無骨な大男は会あい津づ藩はん士しの生まれで、神しん道とう精せい武ぶ流りゆうの剣の腕を買われて旗本佐さ々さ木き家けの養子となった。江戸では「あの」講こう武ぶ所しよで剣術師範をやっていたほどの達人だ。大柄ながら手先が器用で、「小こ太だ刀ち日につ本ぽん一いち」という異名を持つ小こ太だ刀ちの名手。屋外戦はもとより、屋内戦ではめっぽう強い。屋内での小こ太だ刀ち勝負ならば、強者揃ぞろいの新選組隊士にも単独で佐さ々さ木きに勝てる者はいないのではないか。

　要は新選組の商売敵だが、もともと試し衛えい館かん組ぐみとは古なじみで、近こん藤どうさんに「是非講こう武ぶ所しよに務められますよう」と勧めてきたのも佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうだという。

　あのペテン師の清きよ河かわ八はち郎ろうが江戸で浪士組を結成して上じよう洛らくした際にも、佐さ々さ木きは幕府の責任者として参加していた。京で清きよ河かわ八はち郎ろうが「実は幕府のために将軍を警護するというのは噓うそで、これから攘じよ夷うい戦争をはじめるよ」と言いだした折に、滅多に怒らない佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは「よくも騙だましたなッ」と珍しく激怒。実兄を通じて、行き場を失った近こん藤どうさんたち試し衛えい館かん組ぐみを会あい津づ藩はんに紹介してくれた。

　と、ここまでは「近こん藤どうさんに妙に親切にしてくれる人」だったのだが……。

　その後、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは公用で江戸に帰ったが、なぜかある日突然京に舞い戻ってきて、新選組と完全に仕事が競合する見み廻まわり組ぐみを結成。「新選組だけで広い京の都を巡じゆ邏んらするのはたいへんでしょう。危険な御所周辺は拙者たち見み廻まわり組ぐみが巡じゆ邏んらいたします」と言いだし、新選組の仕事を半ば強奪してしまった。

　近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんは「えー？　一度江戸に戻っていながらどうして？」「今さら旗本たちがわれら新選組の仕事を横取りするのか」と困惑したが、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは鈍いのか「そう喜ばれると照れますな」とまったく動じないので、仕方なく話し合って巡じゆ邏んら地区の縄張りを決めて共闘することになり、現在に至る。もっとも新選組はそんな縄張りなどは無視して活動しているが、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうの朴ぼく念ねん仁じんぶりも相当なものだ。

　近こん藤どうさんが「うええ～さんざんお世話になってるけど、この人はなんだか苦手～」と引いていて、土ひじ方かたさんが「商売敵が勝手に新選組屯とん所しよに入るな、殺すぞ」と蛇のような眼光で睨にらんでいるのに、まるで意に介さず縁側に座り込み、勝手に茶を飲みはじめた。

「ささ、土産を持参いたしましたぞ。近こん藤どう氏うじの大好物、滋養豊富なたまごふわふわでござる。拙者自らが真心を込めて作りました」

「……ど、どうも……うえ、黒焦げ？　かちこちに固まっていて、冷えてますけど……」

「近こん藤どう氏うじ、新選組は坂さか本もと龍りよ馬うまを捜しているとか。見み廻まわり組ぐみも協力いたしましょう。あのような奸かん賊ぞくは見つけ次第、拙者が斬ってやりますよ。うわはははは！」

「坂さか本もとは幕府にとっても重要人物、勝手に斬ってもらっては困ります。それと、私はたくあんを土産に頂きたいのですが」

「土ひじ方かた氏うじ、拙者の土産はたまごふわふわでござる。さあさあ近こん藤どう氏うじ、どうぞどうぞ冷えないうちに。うわはははは！」

「も、もうこれ以上はないくらいに冷えてます～」

　いったいなにをしに来たのだろうか、この人は。

「聞きましたぞ近こん藤どう氏うじ。二度目の長ちよう州しゆう征伐を前に、幕府は長ちよう州しゆうへ外交の使者を送る。その使者の中に近こん藤どう氏うじ率いる新選組が加わられるとか。いや、それでこそ近こん藤どう氏うじ。一介の警備隊長に収まらぬ立派な幕府の大立て者となられましたな」

　その話をどこで知ったのだ、と土ひじ方かたさんが眉をひそめる。

　しきたりに五う月る蠅さい徳とく川がわ幕府は、いきなり戦争をはじめることはない。まずは外交の使者を派遣して長ちよう州しゆうと交渉する。そこで新選組は「長ちよう州しゆう藩はん内ないへの潜入・視察」という危険な任務を買って出たのだった。すでに池いけ田だ屋や事件や禁きん門もんの変へんでその武名を轟とどろかせていた近こん藤どうさんの命知らずの嘆願は、会あい津づ中将さまを通じて幕府からすぐさま認められた。

　だが長ちよう州しゆう潜入の「裏の目的」については隊内の一部の人間しか知らないから、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうには漏れていないはずだ。

「新選組はいまや単なる剣けん客かく集団ではなく、日本を動かすひとかどの政治結社ですぞ。長ちよう州しゆうでのご活躍とご無事を祈っておりますぞ。近こん藤どう氏うじ不在の間の京の治安は、拙者が率いる見み廻まわり組ぐみにお任せくだされ。うわははははは！」

「は、はあ……そ、そうですか～」

「……長ちよう州しゆうに隊士全員を連れていくわけではない。新選組の持ち場を荒らされては困る」

「まあそう言わず土ひじ方かた氏うじ。幕府の命運はこたびの第二次長ちよう州しゆう征伐に託されているのですぞ。江戸の勘定奉行小お栗ぐり上野介こうずけのすけは長ちよう州しゆう征伐を皮切りに、幕府に楯たて突つく雄藩をことごとく武力で潰していく計画を立てておるとか」

　小お栗ぐり上野介こうずけのすけは、公こう武ぶ合がつ体たい派はの勝かつ海かい舟しゆうの政敵だ。そんな途方もない計画を練っているのか。

「小お栗ぐり氏うじはアメリカ帰りだというのに極端な佐さ幕ばく派はですからな。公こう武ぶ合がつ体たいなど生ぬるい。フランス皇帝ナポレオン三世の援助を得て徳とく川がわ直属軍を強化し、長ちよう州しゆうも薩さつ摩まも土と佐さも越えち前ぜんも討ってしまい、三百諸侯を解体して幕府をいったん潰し、フランスの如ごとき新たな徳とく川がわ中央集権政府を築こうとしておるそうですぞ。いやあ、胸が躍る話ではござらぬか」

　え、ええええ？　幕府を潰して……ええええ？　お話の意味がよくわかりませんが～、と慌てた近こん藤どうさんが金こん平ぺい糖とうを喉に詰まらせていた。

「フランス公使ロッシュなる者が小お栗ぐりに知恵をつけておるようで、いよいよ世は元げん亀き天てん正しようの乱世に戻りますぞ！」

「待ってください佐さ々さ木きさん。そのような途方もない大戦をやり続けられる軍費は、今の幕府にはないはずだが？」

「左様、土ひじ方かた氏うじ。財務に長たけた小お栗ぐりはあの手この手を用いてナポレオン三世から六百万両を借款しようとしておるとか。蝦え夷ぞ地ちを担保にするかもしれぬという噂うわさもありますな」

「なんだってェ、蝦え夷ぞ地ちを担保に？　そいつはいけねえヨ！　しこたま銭を貸し付けて大量に武器を売り、国内を分裂させてさんざん内戦をやらせて疲弊させ、借しやつ款かん地ちを奪い取る。そいつは勝かつ先生がいちばん心配していた流れじゃねェかよ。蝦え夷ぞ地ちどころか日本そのものが列強の植民地にされちまうゼェ？　小お栗ぐりは夢でも観みてんじゃねえかァ？」

　松まつ本もと良りよう順じゆん先生は徳とく川がわ贔びい屓きだが、長崎で西洋医術を学んだ上に勝かつ海かい舟しゆうの友人なので時勢に聡さとい。

　幕府は今、穏健な公こう武ぶ合がつ体たいを目指す勝かつ派はと、強硬な佐さ幕ばく主義の小お栗ぐり派はに分裂している。小お栗ぐりはたとえ日本がフランスの属国状態となろうがとにかく徳とく川がわ家けを勝たせて、あくまで徳とく川がわ単独で近代日本国家を作るつもりだ。もう銭がないはずの幕府が強引に長ちよう州しゆう征伐をやり直すと決めた理由は、それだ。

「土ひじ方かたさん。フランスから大借金して雄藩を片っ端から攻め潰すなんて無謀です。すでに薩さつ摩まはフランスの宿敵イギリスと手を組んでいますから、下手をすれば日本は英えい仏ふつ代理戦争の舞台になります」

「……あ、ああ。周しゆう平へい。わかってはいるが、新選組も善ぜん右衛え門もんさんからさんざん金を借りているからな。しかも返済する目め処どが立っていないどころか、これからさらに借りようとしているところだ。軍費捻出問題に関しては、なにも言えない……うう」

　土ひじ方かたさんは知謀も胆力も分析力も幕末最強レベルの名参謀だが、財務は苦手らしい。もともとは効きもしない「石いし田だ散さん薬やく」を口八丁で売りさばいて稼いでいた人だから経済感覚は抜群のはずなのだが、仕えた主君が常に金欠の会あい津づ藩はんというのが悪かったのか。あるいは、米とたくあんで食いつないでいた貧乏試し衛えい館かん時代の後遺症か。

　困ったな。新式銃を買かい揃そろえる資金を、どうやって調達しようか？　もしも長ちよう州しゆう藩はんに新式銃が渡っていたら、一周目同様に幕府軍は負ける。そして新選組はまた破滅する。

「う～ん。よくわからないけれど、そこまで無理を押して長ちよう州しゆう戦せんに負けたらご公儀は終わりだよね～？　だったら、長ちよう州しゆう征伐を頑張らないとねえ。トシちゃん、周しゆうちゃん？　まずは長ちよう州しゆう入いりの使命を果たさなきゃね～」

　わからないと言いながら、話の要点はちゃんと摑つかんでいる。そしてシンプルな行動目標を迷わず出してくれる。近こん藤どうさんはつくづく、ほんとうに大将だなあ。

「そうだな、かっちゃん」

「この佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうも応援しておりますぞ。京の治安は拙者にお任せくだされ。うわははは！」

「だから、新選組の縄張りを奪うなと言っている！　いったいなにをしに来たのだ貴公は？」

「銭の問題なんてありゃしねえヨ。『祇ぎ園おん新選組』を新装開店すりゃあ、大判小判がざっくざくさァ！　ド別べつ嬪ぴんの土ひじ方かた太た夫ゆうを筆頭に、お稚ち児ごさん趣味の薩さつ摩ま男おとこには藤とう堂どうちゃん、気弱な無口娘好きには斎さい藤とうちゃん、幼くあどけない妹好きには沖おき田たちゃん、遊女に母性を求める疲れた男たちには近こん藤どう局長、剣術一筋爽やか江戸っ子好きには永なが倉くらちゃん、眼鏡お姉さん好きには山やま南なみちゃん、そして中年男好きという尖とがった趣向の持ち主相手には井いの上うえのおっさんと、よりどりみどりじゃねェか？　祇ぎ園おんで天下を盗とれるぜ、ええ？　かーっ、想像しただけで俺ぁ興奮して鼻血を吹きだしちまいそうさァ！　井いの上うえのおっさんだけはさすがに趣味じゃねえがヨ！」

「……こほん。良りよう順じゆん先生、医い道どう不ふ覚かく悟ごで切腹していただきます。というか死ね」

　完全健康体でなにも問題なしと診断され、散歩がてらに子豚を追いかけていた左さ之の助すけさんが「こらーっ！　どうしておいらが入ってねーんだよっ！　祇ぎ園おんですら源げんさん以下かよ、おいらの乙女力は！」と怒鳴っている。

「周しゆう平へい、長ちよう州しゆう入いりは近いぞ。次に大おお怪け我がをすればもう助からない。鍛錬しておけ。長ちよう州しゆうでは、なにがあっても討ち死には禁ずる。私を残して逝ゆくのは許さんぞ。い、いいな？」

　死に戻りの能力を失った俺の身を案じてくれている土ひじ方かたさんが、唇を尖とがらせながら来客たちの前でそう言ってくれた。善ぜん右衛え門もんさんと良りよう順じゆん先生が「いやぁこれは」「お熱いこって」と冷やかしてくる。

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうだけは「討ち死に禁止とは妙な命令ですな」と呟つぶやき、黒焦げになったたまごふわふわの成れの果てを頰張っていた。色恋沙汰に興味がない堅物なのだろうか。

（たとえ長ちよう州しゆうに勝っても、主戦派の小お栗ぐりが増長して戦線を全国に拡大させれば日本は窮地に陥る。新選組の仲間たちも長引く戦で次々と倒れていくだろう。しかも俺自身はもう死に戻れず、やり直しが利きかない。桂かつら小こ五ご郎ろうと会見して「幕ばく長ちよう和わ睦ぼく」の道を開くために、長ちよう州しゆう潜入を成功させなければ。久く坂さか玄げん瑞ずいを「駒」として取っておいた意味は、あった）

　もはや後がない新選組最後の大勝負、第二次長ちよう州しゆう征伐がはじまる──。









【下しもの関せき／慶けい應おう元年十二月十六日】




「「「聞い～ておそろし、見ていやらしい～♪　添うてうれしや奇き兵へい隊たい～♪」」」




　近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん、沖おき田たさん、俺、藤とう堂どうさん、永なが倉くらさん。久く坂さか玄げん瑞ずいの「顔パス」を用いて海路で下しもの関せき港こうに入った新選組一行は、桂かつら小こ五ご郎ろうとの秘密の会見場所へ向かう途上で、野原で演習を行っている奇き兵へい隊たいの姿をはじめて見た。高たか杉すぎ晋しん作さくが設立した、百姓町人からなる身分不問の部隊で、幕府恭順を説いて勤王派を弾圧していた長ちよう州しゆう佐さ幕ばく派はの上士たちを戦で散々に破ってついには藩論を「討幕」にひっくり返してしまったという、いわば幕末長ちよう州しゆうに出現した革命軍だ。今では奇き兵へい隊たいに倣ならって多くの身分不問の諸隊が結成され、長ちよう州しゆう藩はんの正規軍になっている。長ちよう州しゆうではすでに身分制度は破壊されつつあった。

「ふええ。なんだか露骨にいやらしい歌ですねえ土ひじ方かたさん。都ど々ど逸いつみたいですな」

「まったくふざけている。士し道どう不ふ覚かく悟ごだな総そう司じ。高たか杉すぎ晋しん作さくが適当に作った歌ではないか？　しかし、聞きしに勝る凄すさまじい軍隊だぞ、これは。目が離せないな」

「ななななんなの、あの格好。ぶぶぶ武士じゃない～。違う。違いすぎるう。長ちよう州しゆう藩はんって尊皇攘じよ夷ういを唱えて異国と戦争していたはずなのに、いつのまに西洋かぶれに？　長ちよう州しゆうが開国派に転じたのなら、幕府と戦う意味ってあるの？　私にはもう、わけがわからない～」

　幼い沖おき田たさんは、奇き兵へい隊たいのヘンな隊歌を聴いてけらけら笑っている。

　古風な近こん藤どうさんは「これではまるっきり西洋軍人です。武士の格好じゃありませんっ。長ちよう州しゆうの攘じよ夷うい魂だましいはいずこ？」と奇き兵へい隊たい士したちの珍妙な姿にひたすら困惑。なにしろ奇き兵へい隊たい士したちは、誰もが初代総督高たか杉すぎ晋しん作さくの如ごとく髷まげを落としたザンギリ頭。黒の筒袖を被かぶって黒いダンブクロを履き、最新式のミニエー銃を構えて行軍している。

「戦争マニア」と言っていい土ひじ方かたさんは、奇き兵へい隊たいの戦術に注目して身震いしていた。

「違う。日本古来の戦とはまるで違う。密集陣形を取らないのか。これがヨーロッパ流の散兵戦術というやつか。鎧よろいも兜かぶとも捨てた軽装の兵士たちが、凄すさまじい速度で駆けて自在に散開し、四方八方から新式銃を放てるとは！　彼らが武士ではなく、自ら入隊を志願してきた百姓町人だとは。これが高たか杉すぎ晋しん作さくが結成した奇き兵へい隊たいか！　強い。長ちよう州しゆう征伐がはじまったら、旧態依然とした幕軍は圧倒されるだろう」

　土ひじ方かたさんは「一周目」ではフランス式の西洋軍学に目覚めて、箱はこ館だてでは薩さつ長ちよう軍ぐんを寄せ付けない最強の陸軍指揮官にまで成長した、戦争の天才だ。武士の常識を捨て、徹底的な合理主義を貫き最新鋭の西洋兵器を使いこなす奇き兵へい隊たいを凝視して「強い」と幕府の不利をいち早く悟りながらも、その声はどこか嬉うれしそうだ。

「……周しゆう平へい。新選組にもミニエー銃が欲しい。剣や火縄銃では高たか杉すぎ晋しん作さくには勝てない」

「そうですね。ですが今は、桂かつら小こ五ご郎ろうです。怪しまれないうちに道を急ぎましょう」

「……長ちよう州しゆう一いちの美人であるわらわの顔を連中が見とがめたら、大騒ぎになるであります。桂かつらのもとに行くでありますよ。桂かつらはほんとうに面倒臭い女なのであります。わらわは新選組に捕らわれ幽閉の身になっても変わらず堂々としていたというのに、あれは長ちよう州しゆう娘むすめにしては肝っ玉が小さいのであります」

「久く坂さか、お前の肝っ玉が太すぎるんじゃないのか。屯とん所しよでいちばんの大食いは左さ之の助すけだが、食費をいちばん浪費してきたのはお前だぞ。鯛たいを食わせろだの伊い勢せ海え老びをよこせだの」

「あら。祇ぎ園おんで宴会を開けないのならせめて食事くらいは贅ぜい沢たくをしたいと思うのは、志士として当然でありますよ」

「あいにく新選組は貧乏、いや清貧でな。祇ぎ園おんで豪遊する金などない。宴会場所は島しま原ばらだ」

　ひ、土ひじ方かたさん。今は飯だの金だののことで久く坂さかと口論している場合ではありませんから……長ちよう州しゆう藩はんっていろいろと雑で疎漏だけれど、金だけはあるんだよな。瀬戸内海の玄関口に位置する下しもの関せきを押さえ、海運貿易で荒稼ぎしているからだろう。「海なし藩」会あい津づの哀かなしみがひしひしと感じられる。

　そういえば、長崎に新式銃の買い付けに行った山やま本もと覚かく馬まさんは海千山千の西洋商人とうまく交渉できているだろうか？　禁きん門もんの変へんでの失明は俺が先回りして手を打っておいたので免まぬがれたが、会あい津づ藩はんに銭がないことに変わりはない。

「着いたであります。桂かつらとの会見場所は、あそこであります」

「えっ、なにここ。橋の下の掘っ立て小屋？　今にも柱が折れて潰れそうなんだけど？」

「わわわわたくしは入りませんわよっ!?　津つ潘はん藤とう堂どう家けのご落らく胤いんたるわたくしが、こんな……こんな試し衛えい館かん以下のお化け屋や敷しきに、よくも客を呼びつけられますわね!?」

　永なが倉くらさんも藤とう堂どうさんもひいていた。長ちよう州しゆう藩はんの政局を一手に仕切っているはずの桂かつら小こ五ご郎ろうが、なぜ橋の下の怪しげな小屋に潜伏中なんだ？

「中は狭いので、入れるのは少人数であります。わらわと近こん藤どう、土ひじ方かた、周しゆう平へいの四人が限度でありますね」

「えーボクも入りたーい！　秘密の隠れ家って楽しそうー！」

　いや、沖おき田たさんは入れないほうがいいな。このボロ小屋、見るからに空気が澱よどんでいて、なんとなく悪い菌に感染しそうだ。

　そんなお化け屋や敷しきのような小屋の奥から、くぐもった若い女の声が……。




「……お、お、お待ちしておりませんでした。私を暗殺しに来たのならば、どうか帰ってください……新選組は怖い。死にたくない。まだ死にたくない。いいえ、なにを明かそう実は私はもう死にました……ひいいいい……」




　きゃあああ出たぁ！　と沖おき田たさんがびっくりして俺に抱きついてきた。「怖いよーほんものが出たよー漏れそうだよー」とがちがち奥歯を鳴らして震えている。不ふ逞てい浪士を斬る時は蚊でも落とすようにしれっとしているのに、そうか、お化けは苦手だったのか。やっぱり沖おき田たさんは子供だなあ。

「こら周しゆう平へい。総そう司じの頭を撫なですぎだぞ、ばか」

「んもー。土ひじ方かたさんは最近細かいですよー。周しゆう平へいくんはボクにとってお兄ちゃんみたいなものなんですから、これくらいいいでしょー？　ケチ～！」

「あらあらまあまあ。周しゆうちゃんを巡って姉妹きようだいゲンカ？　うふっ」

「あの陰いん々いん滅めつ々めつとした声は、桂かつらでありますよ。怖くて入口から出られないのであります」

　ええ？　長ちよう州しゆう勤王志士のトップに君臨する桂かつら小こ五ご郎ろうって、こんな怖がりだったのか？




「……新選組の皆さん、私が木き戸ど貫かん治じです。はるばる京からようこそ」

「いや、桂かつら小こ五ご郎ろうだろう？」

「桂かつら小こ五ご郎ろうは、禁きん門もんの変へんの折に死にました。ですから命ばかりはお助け」

　狭くて暗い室内に通された俺たちは、やっと桂かつら小こ五ご郎ろうと対面できた。いわゆる長ちよう州しゆう顔がお──細面の整った顔立ちで小柄なお姫さまのような女の子だったが、顔色は青白いし髪は伸び放題でぼさぼさだし、着物もズタボロで、まるで火事で焼け出された物乞い娘だった。なんだか飼い主に捨てられた野良ハムスターみたいだ。この人は、長ちよう州しゆうの藩政を仕切っている総大将のはずでは？

「ああ、これは変装なの。頭のおかしい攘じよ夷うい派はの人斬りどもに新選組との接触がバレたら、私まで斬られるから……どうしてこんな危険な任務を私が。まだ死にたくない……」

　同門の永なが倉くらさんによると、桂かつらは江戸では神しん道とう無む念ねん流りゆう練れん兵ぺい館かんの塾頭を務めた天才剣けん客かくで、この小柄な身体を利用したバッタのようなすばしこさを武器に無類の強さを誇っていた。近こん藤どうさんも「桂かつら小こ五ご郎ろうは恐ろしい剣豪なの。私も、竹刀試合じゃ手も足も出ないよ～」と評価していたくらいだから、よほどの剣の達人のはずなのだが……？

「江戸の試し衛えい館かん時代に少々お世話になったことがありますが、覚えておられますでしょうか。近こん藤どうです～。今は新選組局長です～」

「副長の土ひじ方かただ。茶に毒を盛ったら斬るぞ」

「一番隊長近こん藤どう周しゆう平へいです。今日は本音で話し合いましょう、桂かつらさん」

「……桂かつら小こ五ご郎ろうは死んだと言ったでしょう。私の名は、そう、木き戸ど貫かん治じ」

「まあまあ桂かつら。新選組の皆さんはわらわの弁舌に打たれて潔いさぎよく降参したのであります。長ちよう州しゆうと新選組をともに救うために、命を賭として桂かつらに会いに来たのでありますよ。そう暗い顔をしていないで、胸きよう襟きんを開くであります」

　久く坂さか玄げん瑞ずいが警戒心を解かない桂かつらの肩を抱いて場を盛り上げようとしてくれたが、かえって桂かつらの逆げき鱗りんに触れたらしい。

「あなたのせいでしょおおおっ！　晋しん作さくと一緒になって品しな川がわの英国公使館を焼き払ったり、これより攘じよ夷うい戦争開始でありますと過激攘じよ夷うい志士どもをけしかけて異国艦隊に無差別砲撃を仕掛けて長ちよう州しゆうを焦土にしたり、来き島じま又また兵べ衛えに引きずられて禁きん門もんの変へんを引き起こして長ちよう州しゆうを朝敵に貶おとしめたり、な・に・も・か・も久く坂さかさん、あなたがいつもいつも過激派の晋しん作さくや又また兵べ衛えに引きずられて暴発したせいで、いまや長ちよう州しゆうは滅亡寸前に！　あなたが新選組の屯とん所しよで美う味まい飯を食べてゴロゴロしている間に、長ちよう州しゆうが強大な異国艦隊にどれほどボロボロに叩たたきのめされたか……なにが攘じよ夷ういよーっ！」

「い、いやあ～。わ、わらわは、皆さんの意見に付和雷同する性格でありますから……じゃなかったであります。ほ、ほら、なにごとも多数決。話し合いで民主的に決めるというのが松しよう下か村そん塾じゆくらしさかなと思って、つい～であります。海の向こうのアメリカのリンカーン大統領のもとでは議会制デモクラシー政治が……」

「その場の空気に流されやすいんだから、あなたは！　なんで長ちよう州しゆうの仇きゆう敵てき新選組になじんで、すっかり友達になっているのよ！　晋しん作さくにバレたら全員斬られるわよ？」

「し、晋しん作さくは義姉のわらわには子犬のように懐いているので、わらわの身の安全だけは保障されているであります」

「私はどうなるのよ私は！」

　一言もないでありますう、と久く坂さかが落ち込む。桂かつらは愚ぐ痴ちりだすと止まらない性格らしい。

「こほん。桂かつらさん、久く坂さかへのお小言はそのあたりで。今は久く坂さかも無謀な攘じよ夷うい主義は捨て、帝みかどのもとでの新たな公こう議ぎ政せい体たい樹立を目標としている。われら新選組も、今の幕府を解散させて徳とく川がわ家けをその公こう議ぎ政せい体たいに参加させたいと考えている。故に、貴女あなたの助力が欲しい」

「……ほんとうなの土ひじ方かたさん？　私は容易には他藩の人間を信じない性格なの。特に新選組の鬼の副長土ひじ方かた歳とし三ぞうはね。京では何度あなたに捕縛されそうになったことか。池いけ田だ屋やではもうダメだわおしまいだわ壬み生ぶ浪ろの苗床にされるんだわと絶望したものよ……禁きん門もんの変へんの時なんて、しつっこく探索してくるからありとあらゆる職業に化ける変装術を身につけて、ついには武士の矜きよ持うじまで捨てて田舎で長らく商家を営む羽目に。今では物乞いに化けていないと安心できない身体になってしまったんだから」

「なんだと？　き、貴様、池いけ田だ屋やにいたのか？　どうやって逃げたのだっ？」

　俺は都合四度も池いけ田だ屋やに突入したが、ぜんぜん気がつかなかった。ほんとうに「逃げの小こ五ご郎ろう」だな。

「……それは秘密よ。あの新選組が、幕府を解散して公こう議ぎ政せい体たいを作るという先進的な目標を抱くに至っただなんて、にわかには信じがたいのだけれど。きっと私を騙だまして酷ひどい目に遭わせようとしているんだわ。これは罠わなよ。騙だまされるものですか」

「ですから桂かつら、このわらわが松しよう陰いん先生の教えを彼女らに説いた結果でありますよ。草そう・莽もう・崛くつ・起き！　奇き兵へい隊たいも新選組も、もはや旧弊な武士階級には日本の舵かじ取とりは任せておけぬと国を憂えた百姓町人が集まって日本を救おうと立ち上がった自由の志士たちであります。志は同じであります。反幕か佐さ幕ばくかで立場が違うだけであります」

　そうです。幕府内にも、大たい政せいを朝廷に奉ほう還かんして幕府を解散しようと考えている要人は何人もいます。帝みかどのもとで議会制を導入した近代型の新政府を築けば、反幕も佐さ幕ばくも泡のように消えてなくなります、内戦もそこで終わりです、と俺は身を乗り出して桂かつらに提案した。

「ちょっと。顔が近い、近いでしょ！　あ、あなたは誰でしたっけ？」

「近こん藤どう勇いさみの養子、近こん藤どう周しゆう平へいです。生まれは町人ですが京大坂で勝かつ海かい舟しゆう先生や佐さ久く間ま象しよう山ざん先生の弟子になって、いろいろと蒙もうを啓ひらかれました」

「ああ。佐さ久く間ま先生を刺し客かくから救ってくれたという……それは感謝しているわ。吉よし田だ松しよう陰いん先生に続いて佐さ久く間ま先生まで殺されてしまったら、私は、もう辛つらくて生きていられない……ううっ……あ、桂かつら小こ五ご郎ろうは死にましたけれど」

「江戸の小お栗ぐり上野介こうずけのすけは今回の戦争で長ちよう州しゆう藩はんを潰そうと企たくらんでいますが、幕府の実権は今なお京の一いつ会かい桑そうにあります。新選組が一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶ公こうと会あい津づ中将を説き伏せます。二人とも徳とく川がわ家けの人間ですが、同時に帝みかどから絶大な信頼を得ている勤王家です。大たい政せい奉ほう還かんの提案にきっと乗ってくれます」

　俺は、必死で桂かつらを説いた。

「新政権に徳とく川がわ家けを参加させるという条件さえ長ちよう州しゆうが吞のんでくれれば、公こう議ぎ政せい体たいはなります。その代わり、一いつ会かい桑そうは朝廷に働きかけて今は朝敵とされている長ちよう州しゆうを許していただきます。すでに日本の指導者に攘じよ夷ういを考えている者はいません。本音では全員が開国主義です。戦い続ける意味はない。長ちよう州しゆうは徳とく川がわを許す。徳とく川がわは将軍職を捨てる。新選組は佐さ幕ばくを捨てる。これで三方一両損です。下しもの関せきまで来て久く坂さかさんを送り届けたのは、新選組の誠意を桂かつらさんに信じてもらうためです」

　薩さつ摩まに長ちよう州しゆうを奪われれば、幕府と新選組は詰む。ならば逆もまた真。薩さつ摩まの西さい郷ごう吉きち之の助すけよりも先に桂かつらと手を組み幕ばく長ちよう和わ睦ぼくの密約を成立させれば、新選組の運命は変わる。

　近こん藤どうさんが「ううっ……周しゆうちゃんが、あの桂かつら小こ五ご郎ろうを相手に立派に国論を語れるようになったなんて……ほんとうに成長しましたね。義母ははは感無量です」とうれし泣きしてくれているが、近こん藤どうさんも喋しやべってくださいよ。

「長ちよう州しゆう征伐を中止してくれるのならば、話に乗ってもいいけれど」

「中止させるのは難しいですが、善処します。やむを得ず開戦となった場合は、長ちよう州しゆう藩はんは戦意こそ高いですが、幕軍を相手に長期戦は無理でしょう？　新選組が戦線を膠こう着ちやく状態に持ち込んで、和睦を切りだすきっかけを作り出してみせます。その時こそ、外交手腕に長たけた桂かつらさんの出番です」

「ええ～ほんとうにぃ？　二重三重に私を陥おとしいれるための周到かつ狡こう猾かつな罠わなということも。鬼の副長土ひじ方かた歳とし三ぞうならば、私を持ち上げて落として絶望させるためになんだってやるわ」

「……私は気が短いのだ。そろそろ桂かつらを斬っていいか、周しゆう平へい」

「ダメですよ土ひじ方かたさん！　堪えてください！　あと少し、あと一押しですから！」

「むう。まるでお前が桂かつらを熱心に口説いているように見えて、なんとなく我慢ならない。芹せり沢ざわと戦う夜、私を口説いていた時もこんな感じだったな、お前は」

「俺の恋人は土ひじ方かたさんただ一人ですってば。嫉妬ですべてご破算にしないでください！」

「……みっともない痴ち話わゲンカをはじめたのも私を油断させるための演技ね。そうに違いないわ」

　これだけ誠意や隙を見せても、桂かつら小こ五ご郎ろうは実に疑り深く慎重だった。久く坂さか玄げん瑞ずいに予あらかじめ説得工作をしてもらって、これだものな。久く坂さかがいなければ絶対に会見できなかったな。

「近こん藤どう周しゆう平へいさん？　江戸の小お栗ぐりが『一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶに謀む叛ほんの疑いあり』と和睦に強硬に反対したらどうするの？」

「江戸のすぐ近くに、勤王の雄藩、水み戸と藩はんがあります。桂かつらさんと長年懇意にしている水み戸と天てん狗ぐ党とうは今、新選組筆頭局長の芹せり沢ざわ鴨かもが参謀格となって仕切っています。江戸の小お栗ぐりが不穏な動きを見せたら、水み戸と天てん狗ぐ党とうがこれを未然に防ぎます。江戸に蓋をしてもらうんです」

「ああ、なるほど。そういえばあの芹せり沢ざわ鴨かもが水み戸とに復帰していたんだったわね。新選組でなにか感じたところがあり、人が違ったように規律に厳しくなったとか。酒好き女好きは相変わらずらしいけど」

「攘じよ夷ういを訴えようと挙兵暴発しかけていた天てん狗ぐ党とうの過激派を抑えきってくれたのも芹せり沢ざわさんです。諸君のその尽じん忠ちゆう報ほう国こくの志は真に有効に使える時に使え、必ずその時が来ると。新選組と天てん狗ぐ党とうは今なお同志関係だと考えてもらって結構です」

　芹せり沢ざわ鴨かもの名前が出たとたん、懐疑的だった桂かつらの顔色がようやく変わった。

　長ちよう州しゆうと新選組芹せり沢ざわ派はの関係は長く、芹せり沢ざわの盟友で新選組三人目の局長だった新にい見み錦にしきは攘じよ夷うい戦争の折に京を離脱。長ちよう州しゆうに下げ向こうして命を落としている。

「三人の局長が、京、長ちよう州しゆう、水み戸とに散っていたのね。かなり周到に公こう議ぎ政せい体たい樹立までの布石を打ち続けてきたわけね、新選組は。剣で人を斬ることしか頭にない人斬り集団だと思っていたけれど、考えを改めるわ」

　新にい見みの長ちよう州しゆう下げ向こうは偶然の産物だし、周到な布石準備といっても俺が何度も死に戻ったからこそ可能だったわけだが、話が混乱するので桂かつらには言わなくていいだろう。

「ただし。薩さつ摩まの西さい郷ごう吉きち之の助すけと大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうも、似たようなことを言ってきたわよ。長ちよう州しゆうと薩さつ摩まが手を組めば、幕府を倒して新しい国家を樹立できると。私は薩さつ摩ま人じんはおっかなくて凶暴ですぐに『チェストー！』って絶叫して斬りかかってくるからぜんぜん信用できないんだけど！　薩さつ摩まと組むか、新選組と組むか、思案のしどころね……どうしようかしら……十年ほど考えさせてくれる？　しばらく物乞い生活を続けて時勢を見定めたいわ」

「十年も待てませんよ！　くそっ。やっぱり薩さつ摩まの手がすでに長ちよう州しゆうに伸びている！　前回の長ちよう州しゆう征伐の時に俺が負傷していなければ……」

　やはり真の「政治家」西さい郷ごう吉きち之の助すけのサル真ま似ねは俺如ごときには無理なのかと頭を抱えた。

　だが、そう。久く坂さか玄げん瑞ずいが、新選組を推してくれた。

「桂かつら、新選組に乗るでありますよ。長ちよう州しゆうと敵対してきたのはあくまでも新選組が会あい津づ藩はんお預かりだったため。彼女たちは自らの職務を忠実に果たしていただけであります。それに新選組に対して長ちよう州しゆうは多大な恩義があるであります──そう、この長ちよう州しゆうが生んだ天下一の美女にして天才の久く坂さか玄げん瑞ずいの命を救ったという恩義が！」

「あなたが松しよう陰いん先生に続けーみんな狂えーと騒いで攘じよ夷ういだ暴発だと無茶苦茶したから、こうなってるんでしょーっ！　だいいち、ここで新選組と公こう議ぎ政せい体たい樹立の密約を結んでも意味はないのよ。なぜなら、最強の奇き兵へい隊たいを率いる晋しん作さくに幕軍は勝てっこない。晋しん作さくのおかげでこの島国は戦国乱世に逆戻りして無茶苦茶になるんだわ。晋しん作さくが暴れる限り和睦なんて無理。日本はもうおしまいなのよ……！」

「いや桂かつらさん。確かに奇き兵へい隊たいは強い。だが、新選組もさらに強くなる。心配は無用だ」

　土ひじ方かたさんが鋭い視線を桂かつらに向けて、言い放った。

　その静かな迫力に思わず桂かつらは「木き戸ど貫かん治じです」とたじろぎ、ついに「そ、そうね。もしも機会が訪れれば和睦して幕ばく長ちようで新政府を作りましょう」と口にしてくれた。最後は俺のサル真ま似ね弁舌の力ではなく、問答無用の土ひじ方かたさんの闘気が押し勝った。

「決めたわ。ここは久く坂さかさんの顔を立てると。私がここで新選組の提案を蹴ったら、久く坂さかさんは長らく新選組屯とん所しよで無駄飯を食ってきただけの駄目女になるものね」

「おお、桂かつら。決めてくれたでありますか！」

「木き戸ど貫かん治じです。下しもの関せきに長居されると私の命が危ないから、幕ばく長ちよう和わ睦ぼくの密約を今この場で結びましょう。私は口約束を信じないの。ちゃんと全員が署名した書状を作成するわよ？」

　やった。桂かつらのあまりの慎重ぶりに「これは時間切れか」と焦あせったが、久く坂さか玄げん瑞ずいの一押しのおかげでついに長ちよう州しゆうと新選組が手を結ぶことになった。歴史は大きく変わった。

　やったね～周しゆうちゃん、これで新選組も徳とく川がわさまも会あい津づ中将さまも救われるんだね、よよよ……と近こん藤どうさんが感極まって泣きだしてしまった。

　だが、やはり桂かつらは異常に慎重だった。

　書状を作成し終えると同時に、「やっぱり不安なので第三者の立会人が欲しいわ」と言いだした。

「第三者？　幕府方でも長ちよう州しゆう人じんでもない大立て者が、今の長ちよう州しゆうに来ているのか？」

「ええ、いるわよ。今、坂さか本もとくんが下しもの関せきに来ているの」

「さ、坂さか本もと龍りよ馬うまさんが!?　まさかもう薩さつ長ちよう同どう盟めいを締結して……」

「薩さつ摩まとはまだ同盟していないわ。西さい郷ごうが会見の約束をすっぽかしたからよ！　新選組に先を越されたのも西さい郷ごうの自じ業ごう自じ得とくだわ。連中はいつもああだから、私は薩さつ摩まを信用できないのよ！　もう金こん輪りん際ざい薩さつ人じんとは会わない永遠に絶縁よと愚ぐ痴ちったら坂さか本もとくんにめちゃくちゃ怒られてすごく怖かったので、彼女に仲立ちしてもらって薩さつ摩ま名義で長崎で武器を買ってもらったの……死にたくなかったので……でも同盟は結んでいないし結ばないわ」

　奇き兵へい隊たいが持っていた大量のミニエー銃はそれか。幕府が長崎の管理を厳しくしているのに長ちよう州しゆうにミニエー銃が渡るのはおかしいとは思っていたが、坂さか本もとめ、と土ひじ方かたさんが唇をきりきりと嚙かみしめる。

「周しゆう平へいには迫るわ、長ちよう州しゆうと薩さつ摩まを同盟させようとするわ、奴やつこそは新選組と私の天敵だ、政敵であり恋敵だ。あの土と佐さの蝙こう蝠もり娘むすめを、今日こそ斬る」

「ま、まあまあ、トシちゃん。新選組が一歩先んじて桂かつらさんと手を組めたんだから～。立会人をお願いしようよ～？　あの人はほら、どこの藩にも縛られない自由人だから。こちらの提案を説明すれば、『おお、それはいい話じゃにゃあ。日本の夜明けが近づいたぜよ』ときっと乗ってきてくれるはず」

「……坂さか本もとくんのおかげでミニエー銃や軍艦が手に入ったし、晋しん作さくはこれで幕軍を蹴散らせると上機嫌だけれど……西さい郷ごうと大おお久く保ぼは策士よ。いつか必ず裏切られて酷ひどい目に遭うに違いないわ。だから薩さつ摩まとは同盟を結ばないっ」

　その点、近こん藤どうさんは悪巧みとかに無縁な裏表のない御仁だから、まだしも信用できる。ただし土ひじ方かたさんは目つきが怖いからこっち見ないで、と桂かつらが久く坂さかの背中に隠れながらぼそりと呟つぶやいた。

「被害妄想ですよ桂かつらさん。西さい郷ごうと大おお久く保ぼの政治力はずば抜けていますが、長ちよう州しゆうを利用するだけ利用して裏切るような人たちじゃないですって。もっとも、会あい津づは薩さつ摩まに利用されるだけ利用されていずれ裏切られますが」

「あの誠実な西さい郷ごうさんに限ってそんな悪いことしないよ周しゆうちゃん～。相棒の大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうがそういう人なんじゃないかな～？　怜れい悧りそうな目とか、酷薄そうな笑顔とか、ちょっとだけトシちゃんに似てるよね？」

「かっちゃん。私をなんだと思っている。あと周しゆう平へいも、桂かつらの前で薩さつ摩まを弁護してどうする」

「新選組の皆さん、桂かつら小こ五ご郎ろうは死にました。私の名前は木き戸ど貫かん治じ」

「だから、桂かつらだろう！」

　坂さか本もとさんは白しら石いしさんのお宅に泊まっているはず。坂さか本もとさんを呼んでくるであります、と久く坂さか玄げん瑞ずいが這はいながら（この部屋は天井が低い）小屋から出ようとした、その時だった。

　小屋の入口を見張っていた沖おき田たさんたちが、大声をあげていた。




「どわーっ!?　ますます日焼けしているけれど、龍りよ馬うまさんだーっ!?　あとの二人は、あれ、あれあれあれ～？」

「ええええ？　せせせ先生っ!?　いったいどうして長ちよう州しゆうに!?」

「あと一人は……そのザンギリ頭と三味線はなんだよ？　武士か？　それとも遊び人？」




　そう。

　予期せぬ顔合わせの三人組が、桂かつら小こ五ご郎ろうが籠もる隠れ家の前へと姿を現したのだった。

　土ひじ方かたさんと近こん藤どうさん、そして俺が慌てて小屋から這はい出でると、そこには「あの人」たちの姿があった。

「うおぅ？　新選組の沖おき田たちゃんたちじゃなかが～？　下しもの関せきで再会するとは、まっこと奇遇じゃのう～。うちは勝かつ先生の海軍塾が閉鎖されてから食うに困って、今では長崎で亀かめ山やま社しや中ちゆうちゅう貿易カンパニーを経営しちょるがぜよ～。ずっと大赤字だがにゃあ～。おおー！　愛いとしの周しゆう平へいちゃんも一緒かえ？　あ。うちが薩さつ長ちように同盟を結ばせて幕府を倒そうと画策しゆうちゅう話は、勝かつ先生には内緒ぜよ？　にゃっはっは！」

　勝かつ海かい舟しゆうの失脚によって幕府に見切りをつけ、「一周目」同様に薩さつ長ちよう同どう盟めい締結のために奔走している坂さか本もと龍りよ馬うまさん。いまや天下の素浪人となった坂さか本もとさんは、京風の町娘の格好はやめて、漆黒の和服にブーツ履きというおなじみの浪人スタイルだ。大好きなオー・デ・コロンを全身に振りまいているので、とてもいい香りがする。そして相変わらず、重大すぎる機密をぺらぺら喋しやべっている。敵と味方の区別をつけられない人だなあ。



「坂さか本もと！　薩さつ長ちよう同どう盟めいの締結など、させるか！　せっかくわれら新選組が長ちよう州しゆうと幕府の仲を取り持とうとと奔走しているのに、邪魔立てするな！　会うたびにころころと陣営を寝返る土と佐さの蝙こう蝠もり娘むすめめ！　貴様には忠義という言葉はないのか！」

「おお。土ひじ方かたさんは相変わらず怖いにゃあ。仕方ないきに、うちは海軍操練所から叩たたき出だされた仲間たちに飯を食わせにゃならんぜよ。忠義では飯は食えんき。ちなみに幕府に追われちょる今のうちの偽名は、才さい谷だに梅うめ太た郎ろう♪　うちは桜よりも梅の花が好きでにゃあ。高たか杉すぎさんもそうぜよ。土ひじ方かたさんも同好の士じゃったにゃあ？」

　だから、そういう秘密を自分から漏らさない。坂さか本もとさん……心配だなあ。

「藤とう堂どうくん？　なぜ幕府方の新選組が、長ちよう州しゆうに？　諸君が桂かつらさんと密会しているという情報はほんとうだったのか。すまないが今の私は勤王討幕の志を果たすべく、坂さか本もとくんとともに国事に奔走している。藤とう堂どうくんとは師弟関係とはいえ、薩さつ長ちようの繫つながりを新選組に知られた以上、諸君を下しもの関せきから帰すわけにはいかないな──捕縛させてもらう」

　そしてどういうわけか、新選組入隊をお断りしたあの伊い東とう甲か子し太た郎ろうが、坂さか本もとさんの相方として侍はべっている。彼女はもともと水み戸と学がくを修めた勤王志士だから、佐さ幕ばく派はの新選組に入るほうが違和感があったわけで、今の彼女の立ち位置こそ本人の意に適かなっている。

　開けっぴろげで無警戒な坂さか本もとさんと、秘密主義で他人に心をなかなか開かない伊い東とう甲か子し太た郎ろうとではまるっきり性格が逆なのだが、考えてみれば二人とも「幕府を廃し、帝みかどのもとで『平和裏に』近代的な公こう議ぎ政せい体たいを作る」という目的はほぼ同じだった。

　そうか。伊い東とうが新選組に入らなければ、坂さか本もとさんと行動をともにすることになるのか。

「いや～。伊い東とうさんとは一目会ったその時から意気投合したきに～。新選組入隊を断られて活躍場所を探しちょった伊い東とうさんと、勝かつ先生の塾が閉鎖されて途方にくれちょったうちが偶然大坂で出会うて、一緒に薩さつ摩ま藩はん邸ていに駆け込んだがじゃ～。この人は文武両道のたいした切れ者じゃき、ちくとも学がないうちの秘書役として亀かめ山やま社しや中ちゆうの手伝いをしてもろうちょるぜよ～。英語の書物も読んでくれるしの、おかげで『万ばん国こく公こう法ほう』も頭に入ったぜよ」

「坂さか本もとくん。私はきみの秘書になった覚えはないぞ。だいいち、私は船は苦手だ。どうにも酔うからな。私はやはり陸の上で活動したい。いずれきちんと独立分隊する！」

　伊い東とうさんの「分隊したがる癖」は相変わらずらしい。俺の干渉によって辿たどる歴史が多少異なってしまっても、人間の性格はやはり不変なのだな。

「ああ、ああ、伊い東とう先生が薩さつ摩ま方がたに……そんな。わたくしはどうすればいいの？」

　またもや板挟みになってしまった藤とう堂どうさんが目め眩まいを覚えて動揺している……無理もない。

　そして──新選組存亡のために越えねばならない高い壁にして強敵の、高たか杉すぎ晋しん作さく。

　奇き兵へい隊たい士したちがこぞって真ま似ねている、独特のザンギリ頭。遊び心たっぷりの余裕の笑み。商人の道楽娘とみまがう風流な薄手の着物を羽織り、三味線を抱えている。

「ははっ。ようこそ新選組の皆さま方、長ちよう州しゆうへおこしやす。ボクが高たか杉すぎ晋しん作さく。またの名を谷たに梅うめ之の助すけ──ボクも坂さか本もとくん同様、ぱっと咲いてぱっと散っていく梅の花が好きなのさ」

　第一次長ちよう州しゆう征伐で、薩さつ摩まの西さい郷ごう吉きち之の助すけが長ちよう州しゆうの佐さ幕ばく派は閣僚たちを動かして勤王派を一掃させ、長ちよう州しゆう藩はんを骨抜きにしたはずだったところを、たった三十人の民兵を率いて武装決起したこの高たか杉すぎ晋しん作さくがすべてひっくり返した。長ちよう州しゆうの上士たちから成る藩兵を、百姓町人部隊をもって粉砕し、長ちよう州しゆうの軍艦を強奪して海上から砲撃を繰り返して藩庁を威嚇。藩論を再び勤王に転換させ、長ちよう州しゆう藩はん主しゆ親子に「以後長ちよう州しゆうは幕府には屈せず」と誓わせた無茶苦茶な志士娘である。

　俺は芹せり沢ざわ鴨かもを生かして水み戸と天てん狗ぐ党とうの悲劇を阻止し、長ちよう州しゆうが討幕一色に染まる可能性を防ごうとしたのだが、高たか杉すぎ晋しん作さくにとっては関係なかったらしい。なにしろ彼女は、下士や郷ごう士し、町人あがりの多くの勤王志士とは違い、歴れつきとした長ちよう州しゆう藩はんの上士だ。名門上士の家に生まれたお嬢さまが、自ら幕藩体制の要である身分制度を平然と破壊して回っているのだ。上シヤン海ハイに留学して列強の強さを知るや否いなや、吉よし田だ松しよう陰いん仕じ込こみの攘じよ夷うい論ろんもあっさり捨てて開国主義に転向し、これを「真の大だい攘じよ夷うい」と言い張る強心臓。そしてついには、「長ちよう州しゆう大割拠」を唱えて長ちよう州しゆう国こくは徳とく川がわ幕府から独立すると言いだした。

「一周目」で幕府が倒れた最大の要因は、第二次長ちよう州しゆう征伐で長ちよう州しゆう軍ぐんを率いた高たか杉すぎ晋しん作さくが数十倍の兵力を誇る幕軍を完膚なきまでに打ち破ったことにある。

「さあ諸君。さっそくだが、第二次長ちよう州しゆう征伐とやらの前ぜん哨しよう戦せんを今ここでやろうじゃないか。キミたちを全員引っ捕らえて野の山やま獄ごくへ送るとしよう。抵抗するなら、上シヤン海ハイ渡りのリボルバーで撃たせてもらうぞ」

　だあん！

　高たか杉すぎ晋しん作さくが、痛快に笑いながらいきなり懐から取り出した拳銃を撃ってきた！

　うわっ!?　小型の銃？　そんなのありですの？　と驚いた藤とう堂どうさんが思わず後ずさる。

「はっはっは。剣豪揃ぞろいの新選組も、スミスアンドウェッソンの連発銃にはお手上げかな？　まだまだ撃てるのだよ？」

「ちょ、高たか杉すぎさん～。新選組はうちのフレンドじゃき、上シヤン海ハイ渡りのピストルはなしでお願いするぜよ？　な、この通りぜよ？　特に、あの男前の周しゆう平へいちゃんはうちの恋人じゃき」

「違う！　相変わらず勝手なことを言うな坂さか本もと、周しゆう平へいは私の恋人だと何度も言っているだろうが！　新選組、斬り込めえっ！」

「おーっ！　試し衛えい館かん塾頭沖おき田た総そう司じ、見参！　懐に入れて持ち運べる連発銃なんて、そんなインチキな武器があるわけないもんねー！」

「あのう。トシちゃん、総そう司じ？　この場は桂かつらさんに調停してもらって、穏便に下しもの関せきから撤退したほうが……」

「無駄だかっちゃん、桂かつらは小屋の仕掛け扉から逃げた！　もう遁とん走そうしている！」

　さすがは「逃げの小こ五ご郎ろう」。なんという逃げ足の速さ……いいのかそれで。

「まあまあ、晋しん作さく。新選組の皆さんはわらわを手厚く保護してくれた恩人であります。とりわけ近こん藤どう周しゆう平へいは親切者。今回だけはわらわに免じて銃を収めるであります」

「久く坂さかさん！　ボクというかわいい妹がありながら、長ちよう州しゆうを捨ててこの連中と仲良く遊んでいたというのか？　許せないな新選組の諸君！　特に近こん藤どう周しゆう平へいくん。キミだけは生かしてはおけないな──キミは久く坂さかさんに近づきすぎた。どうせ桂かつらくんに八百長話でも持ちかけに来たのだろうが、桂かつらくんがなんと言おうがボクは絶対に認めない。その話はご破算にする。故に諸君は下しもの関せきから帰さない」

　久く坂さか玄げん瑞ずいですら止められないだと!?　この場を調停できる人間はもういない。

「沖おき田たさん！　高たか杉すぎのピストルはほんとうに連発式です！　五発撃てます！」

「さあさあ。坂さか本もとくんもボクがプレゼントしたピストルを抜いて構えてそして撃つ！　脚を撃ち抜けば、どんな剣士であろうとももう逃げられないさ」

「高たか杉すぎさん～、いかんきに～。どういてこうもケンカっ早いちゃあ。まだ戦ははじまっちょらんぜよ？　外交の使者を捕らえたり殺あやめたりしたら、即時開戦ぜよ」

「坂さか本もとくん。それこそがボクの狙いだ。さっさと幕軍に攻め込ませて返り討ちにする口実を作るのだよ。こほ、こほ」

「ありゃあ。ま～た風邪をひいちゅうがか～？　都ど々ど逸いつの詠うたいすぎかの？」

　日頃俺に斬り合い仕事を奪われていてやる気満々の沖おき田たさんが「連発銃なんて、ずっるーい！　高たか杉すぎ晋しん作さく、尋常に剣で勝負だー！」と突進しようとしたが、なぜか高たか杉すぎ晋しん作さくは「やあ、アサギロのかわいいお嬢ちゃん。キミとはケンカしたくないな」と爽やかに微ほほ笑えみながら「すっ……」と後退して沖おき田たさんの間合いを巧みに外し、土ひじ方かたさんの足下めがけて不意に銃を放ってきた。ひ、卑ひ怯きようだ。勝てばいいと思っている人だな。

　しかしその不意打ちを予測していた土ひじ方かたさんは、「食らうか」と機敏に跳び上がって、この弾丸をかろうじて避ける。動物的なカンの持ち主というか、まったく俊敏な人だ。

　この一撃が、「開戦」の合図となった。

「さあさあケンカだ！　生きて京に戻りたくばボクたちの屍しかばねを越えていくのだな、新選組の諸君。はーっはっはっは！　いやあ命懸けのケンカは楽しいなあ土ひじ方かたくん。面白き、こともなき世を、面白くだ♪」

「同感だ、高たか杉すぎ。私も多た摩まのバラガキと呼ばれた頃から、ケンカが大好きでな──」

　高たか杉すぎ晋しん作さくと土ひじ方かたさん。この二人、なにか共鳴している。しかも悪い方向に!?

「土ひじ方かたさん、高たか杉すぎさんっ!?　やめえや！　桂かつらさん、桂かつらさんはどこぜよ～！　まーた遁とん走そうしゆうがか～？　どういてうちまで新選組と戦わねばならんがじゃ？　仕方ないにゃあ～」

「高たか杉すぎくん、坂さか本もとくん。白はく兵へい戦せんで拳銃一辺倒は不利だぞ、相手は名うての剣豪集団新選組だ。この伊い東とう甲か子し太た郎ろうは、あくまでも剣で戦わせてもらう──永なが倉くらくん、神しん道とう無む念ねん流りゆうの達人であるきみとは一度剣を交えてみたかったよ。大人しく縛についてもらおう」

「伊い東とう先生、どうかお引きください！　先生と戦うつもりなど、わたくしたちには」

「平へい助すけ。指名された以上は堂々と勝負を受けなきゃ、あたしは逃げたことになる。それは士道不覚悟だよ。伊い東とうどの、遠慮なく抜かせてもらうからね！」

　待って～みんな～冷静に～！　ここで全滅したら長ちよう州しゆう潜入の使命はご破算よ～。脚を止めて銃の的になる愚だけは避けて！　散開！　散開！　落ち合う地点はかねての打ち合わせ通りに！　と叫びながら近こん藤どうさんが「どっ」と駆けだし、土ひじ方かたさんや俺たち隊士も一斉に四方へと散った。




　俺は、「うちは新選組とは戦わんきに～さいなら～」と四つ角を曲がって逃げていく坂さか本もと龍りよう馬まさんを「待てーっ！」と追撃する沖おき田たさんの後を駆けた。

　沖おき田た総そう司じはまごうかたなき幕末最強剣士の一角だ。俺がどれほど止めようとしても、彼女の剣が沖おき田たさんにじっとひなたぼっこする日々を過ごさせることを許さない。

　しかも長らく俺が出番を封じてきただけに、もう止められない。

「はあ、はあ、はあ。沖おき田たちゃんは、まっこと猫のようにすばしこいがじゃ。うちは幕府は潰すが将軍の首まで取ろうとは思うちょらんきに、見逃してくれんかにゃあ？」

「ダーメ！　坂さか本もとさん、ほーら追いついたよー！　斬られたくなかったら降参してよー！　やったね周しゆう平へいくん、これでボクこそが新選組一番隊長に相応ふさわしいと証明できたねーっ！」

　ダメだ沖おき田たさん。「あの男」が坂さか本もとさんの背後から、剣を構えて突進してくる！

「沖おき田たさん！　危ない！」

「えっ？」

「りょ、龍りよ馬うまああ～っ！　おまんだけは絶対にわしが護まもっちゃる！　わしを救うてくれた新選組への恩は、今日をもってチャラぜよ！　武たけ市ち先生の仇かたきを下しもの関せきでとるんじゃあ～！」

　幕末三大人斬りの一人。土と佐さ浪士、岡おか田だ以い蔵ぞうが！

　岡おか田だ以い蔵ぞう。土と佐さの生まれで、郷ごう士しよりもさらに身分が低い足軽出身。坂さか本もとさんの親友、武たけ市ち半はん平ぺい太たが結成した勤王志士組織「土と佐さ勤きん王のう党とう」に参加してその無類の殺人剣を振るい、佐さ幕ばく派はの要人を京や大坂で斬って斬って斬り続けた、文字通りの人斬りだ。

　坂さか本もとさんを幕府方から手放したくなかった俺は、「三周目」にしてようやく京で幕府方に捕らわれる運命だった岡おか田だ以い蔵ぞうをかろうじて救出。神こう戸べの坂さか本もとさんのもとへ送り届けた。

　だが、土と佐さ勤きん王のう党とう党首の武たけ市ち半はん平ぺい太たはすでに土と佐さ藩はん公こうの山やま内うち容よう堂どうに処刑されてしまっている。師匠の武たけ市ちを佐さ幕ばく派はに殺された岡おか田だ以い蔵ぞうはいまや、幕府と土と佐さ藩はんに激怒している。新選組の屯とん所しよに匿かくまわれていた頃には、沖おき田たさんと仲良く鬼ごっこをして遊んでいたこともあったのに、今の岡おか田だ以い蔵ぞうは完全に人斬りの顔に戻っていた。

　思えば、坂さか本もとさんも武たけ市ち半はん平ぺい太たたちの処刑に嘆き悲しみ深く傷ついているはずなのに、俺たち新選組と鉢合わせしても不満ひとつこぼさず笑顔で対応してくれていた。この人はそういう人だ。だが以い蔵ぞうは違う。感情が人一倍溢あふれていて、哀かなしみや怒りを我慢できない。

　そしてその殺人剣は、凄すさまじいまでの我流。技術的には褒められたものではなく、あまりにも下品すぎるために、武たけ市ち半はん平ぺい太たに何度も矯正を命じられたが、「剣は型ではのうて一撃で相手を殺せるかどうかですキニ」とこれだけは心酔する武たけ市ちの言うことを聞かなかったという、刺し客かくになるために生まれてきたかのような獰どう猛もうな男だ。平素はとても気の優しい青年なのに、剣を持つと人が変わる。

「沖おき田たあああああ！　たとえ世話になったおまんが相手でも、龍りよ馬うまだけは奪わせんぜよおおお！　ちぇりやあああああっ！」

「お、岡おか田だ以い蔵ぞうっ？　坂さか本もとさんの用心棒になってたんだね？　でも、剣の腕ならばボクのほうが……！　無明、三段突き──」

「届くか！」

　なんだと？　届かない！　必殺の三段突きの神業が、岡おか田だ以い蔵ぞうには通じない!?

「あっ……噓うそだっ……そんな……!?」

　沖おき田たさんの剣先が、岡おか田だ以い蔵ぞうの喉に届く前に、以い蔵ぞうが下げ段だんから振りあげた剛剣に叩たたき折おられていた。

　そんな馬鹿な？　沖おき田たさんが──負けた!?

　剣の技量では、沖おき田たさんのほうが三歩は先を行っている。それなのに。ダメだ、今こそ俺が沖おき田たさんを庇かばわなければいけないのに、僅かに間に合わない！

「あ……あ……ああ……噓うそ……噓うそ……こんなのって」

「甘いのう沖おき田たあああ！　わしを殺すつもりで突いてこんで、どういて百戦錬磨のわしに勝てると思うたがじゃ！　わしが今まで何人斬り殺したと思うちょる？　これで仕舞いじゃあ！」

　沖おき田たさんは、以い蔵ぞうに完敗した衝撃で立ち尽くしている。人が変わったかのように獰どう猛もうになっている以い蔵ぞうは、かちあげた剣をそのまま沖おき田たさんの肩口めがけて振り下ろそうと。沖おき田たさんが斬られてしまう……！　俺はもう死に戻れない。なんてことだ。

　しかし、その沖おき田たさんの命を救ってくれた人がいた。

「以い蔵ぞうさん!?　おまん、なにをやっちゅうがかあああ！　やめやーっ！　フレンド同士で争う姿を、金こん輪りん際ざいうちに見せるなあああ！」

　坂さか本もとさんだった。

　こんなに怒り狂っている坂さか本もとさんを、俺ははじめて見た。岡おか田だ以い蔵ぞうは、坂さか本もとさんに一喝されるや否か、へたり込んで震えだしていた。平素の気の弱い岡おか田だ以い蔵ぞうに戻っていた。

「りょ、龍りよ馬うまぁ。わしは、わしはただ……おまんを……おまんまで失いとうのうて……」

「以い蔵ぞうさん、もう人斬りはやめいや！　うまく下しもの関せきから逃げおおせえや、周しゆう平へいちゃん。沖おき田たちゃんを護まもってやるがじゃ。その娘、剣の腕は以い蔵ぞうさんよりはるかに高みにあるきに、以前よりも弱うなっちょるぜよ」

　坂さか本もとさん。

「その子はおまんに保護されてきたがじゃ。おまんの優しさが剣技を抑えてしもうちょるきに。うちも、そがいな優しいおぼこい娘っ子を人斬りと戦わせるのは気が進まんぜよ……こがいなことになってしもうてすまんにゃ。もしもお互いに命があれば、次に会う場所は京じゃにゃあ。いい加減、周しゆう平へいちゃんと朝寝がしたいにゃあ」

「お、おう、行くがじゃ龍りよ馬うま。すまん。すまんのう。わしは阿あ呆ほうじゃき。人斬りの癖がまだ抜けんき。見捨てんといてくれや、龍りよ馬うまぁ～。沖おき田たも、すまんのう。頭に血が上って、龍りよ馬うまが止めてくれなんだらおまんを殺してしまうところじゃった。も、もう、こんな真ま似ねは二度とせんきに……約束するき。のう？」

　坂さか本もとさんが大股で歩いて去っていき、以い蔵ぞうが𠮟られた子犬のように首をすぼめながらその後を追いかける。

「……うっ……ううっ……負けちゃったよ……ボクは、最強剣士なんかじゃなかったんだね……これじゃあ、近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんの役に立てないよ……うえええっ……」

　沖おき田たさん。俺がしくじったのだ。俺は剣の道を甘く考えすぎていたのか、それとも沖おき田たさんを死なせたくないという情に流されて目が曇っていたのか。彼女に実戦経験を積ませなかったために、沖おき田たさんをこんなにも傷つけてしまった。坂さか本もとさんが以い蔵ぞうを一喝してくれなければ、沖おき田たさんは死んでいた。そして俺にはもうやり直す能力がない。危なかった……！

「沖おき田たさん。すみません、俺のせいです。坂さか本もとさんが言う通り、俺は少々過保護でした。沖おき田たさんを心配するあまり、かえって沖おき田たさんを死地に追い込んでしまいました。ですが、沖おき田たさんの剣技は誰よりも強いです、それは間違いありません。足りないものは実戦経験だけです。これからは考えを改めますから、近こん藤どうさんたちと早く合流しましょう。さあ、肩を貸しますから」

「……ぐすっ……周しゆう平へいくん……そうだね……みんなも危地に立たされているのに、ボクが泣いてちゃダメだね……ぐすっ……」

　剣は、近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんの役に立ちたいと願う沖おき田たさんのアイデンティティだ。俺は彼女を生かそうと焦あせるあまり、彼女から生きがいを奪ってしまったのかもしれない。

　みんなはだいじょうぶだろうか？　伊い東とう甲か子し太た郎ろうは強い。人斬りを好まないだけで、その北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの剣技はずば抜けている。そしてあの高たか杉すぎ晋しん作さくは、土ひじ方かたさんと同じ種類の人間の香りがする。「勝てばそれでいい」という超実戦派だ。しかも連発式のピストルを持っている。

　土ひじ方かたさん。どうか無事で──！





※






「ああもう、まどろっこしい。やはり新選組には『剣』あるのみだ。外交など私には向いていない。かっちゃんと周しゆう平へいに託して屯とん所しよで俳句でも詠よんでいればよかった──！」

　土ひじ方かた歳とし三ぞうは、集結地点と決めてある川辺の船を目指して下しもの関せきの市中を駆け巡ったが、「まあ待ちたまえ！　せっかく会えたんだ、もう少しボクと遊んでいこう！　きみは一いち期ご一いち会えの精神も知らないのか？」とピストルを構えた高たか杉すぎ晋しん作さくが執しつ拗ように追いすがってくる。

「ボクを倒さなければ下しもの関せきからは脱出できないぞ！　三さん千ぜん世せ界かいの～♪　鴉からすを殺しぃ～♪　主と朝寝が、してみたい～っと♪」

「なんだこんな時に、そのふざけた都ど々ど逸いつは！」

　鴉からすとは、熊くま野の権ごん現げんの遣い。遊郭の遊女は客に対して熊くま野の神社の護符に「貴方あなただけを愛している。この誓いを破れば熊くま野のの鴉からすが三羽死ぬ」と起き請しよう文もんを書くという。高たか杉すぎの都ど々ど逸いつは「あらゆる起き請しよう文もんを破って三さん千ぜん世せ界かいのすべての鴉からすを殺すことになっても、貴方あなただけと添い遂げたい」という遊女の狂おしい恋心を詠うたっているのだろう、と土ひじ方かたはふと豊玉ほうぎよく宗そう匠しように戻って高たか杉すぎの風流さに心を打たれかけた。私がその遊女だったら、周しゆう平へいと朝寝を遂げるためならば幾千万年の時を費やすとしても三さん千ぜん世せ界かいの鴉からすを皆殺しにするだろうと。

「おや、意外と風流な女だねキミは。乙女の顔になっているよ。隙ありい！」

　高たか杉すぎが発砲してきた！　しかも、続けて二発！

（周しゆう平へいの言葉を信じていなければ撃たれていたな）

　土塀に立てかけられていた竹の束を盾代わりにして、かろうじて躱かわした。

（五連発式だとすれば、高たか杉すぎのピストルに装塡されている弾丸はあと二発か）

　肩で息をしながら、土ひじ方かたはじりじりと近づいてくる高たか杉すぎを待ち構える。

「桂かつらの顔を立てるために穏便に脱出したかったが、そうもいかないようだな高たか杉すぎ晋しん作さく。力ずくで押し通る」

「ああ、そうでなきゃあ新選組の鬼の副長の名が泣くさ。桂かつらくんにはボクからあとでうんと文句を言っておこう。あの人は周旋屋だからな。幕府と長ちよう州しゆうの戦争はもう避けられない。旧弊な徳とく川がわ幕府もくだらない身分社会もボクが壊す。長ちよう州しゆう奇き兵へい隊たいを率いて。徳とく川がわ二百六十年の平和がなんだ。武士の誇りがどうした。きみは上シヤン海ハイで列強諸国にいいように搾さく取しゆされている清シン国こくの民を見たか？　今の日本人に必要なものは、草そう莽もう崛くつ起きだよ。徳とく川がわが誇る江戸旗本八万騎など、黒船を前になにもできずただ威張り散らしているだけの穀ごく潰つぶしどもだ。だからこそ諸君も新選組を結成したのだろう？　土ひじ方かたくん。ボクの奇き兵へい隊たいに来ないか？　百姓も町人も武士もない、大たい平へいの眠りから目覚めた志士による草そう莽もう崛くつ起きした民兵軍団だ。思う存分暴れられるぞ。はははっ！」

「たいした女だな高たか杉すぎ。なに不自由ない上士の家に生まれながら、自ら民百姓とともに立ち上がり身分制度そのものを壊そうとは。だがあいにく徳とく川がわ家けまでを滅ぼすつもりは、新選組にはないな！　多た摩まは、徳とく川がわの天領でな！」

「土ひじ方かたくん。きみはとんだ田舎娘だなあ。ボクと同じケンカ屋でも、そこが違うな」

　誘いを掛ける。路上へ飛び出して、向こうの塀の奥へと再び身を潜める。高たか杉すぎが撃った弾丸が、足下をかすめていく。残弾は一発。高たか杉すぎはなお自作の都ど々ど逸いつを口ずさみながら、一歩、一歩、間合いを詰めてくる。弾丸を再充塡している気配は、ない。その一瞬の隙を土ひじ方かたに衝つかれて斬られると用心しているのだ。

「……幕府を壊すだけ壊して、その後はどうするつもりだ、高たか杉すぎ晋しん作さく」

「さあ。そんな面倒なことは桂かつらくんが考えるさ。ボクは壊し屋専門だからな──！　すでに議論の季節は終わった。日本はもはや待ったなしだ。創造のためには破壊者が必要だろう？　なにもかもを破壊し焼き尽くした灰かい燼じんの中から、はじめて新しい日本と日本人が生まれるのさ！　その役目は、吉よし田だ松しよう陰いん先生の狂の精神を受け継いだボクにしかできない」

「……確かに、まともじゃないな。百姓部隊を引き連れて長ちよう州しゆう藩はんに公然と謀む叛ほんして長ちよう州しゆう藩はんの上士どもを叩たたき潰つぶし、藩政をその手に掌握するとは……そのあげく、こんどは幕軍十五万相手に三千の長ちよう州しゆう兵へいで戦おうとは。まるで織お田だ信のぶ長ながだな」

「うーんそうだな。後輩の伊い藤とうくんがボクを評してこう言っていた。動けば雷電の如ごとく、発すれば風雨の如ごとしと。はっはっは。伊い藤とうくんはまったく風流じゃないなあ。ボクは梅だ。ぱーっと咲いてぱーっと散っていく、時代のあだ花の如ごとき梅の花だ。雷電なんてまったくかわいくない」

「……一輪咲いても梅は梅だ、高たか杉すぎ。百姓娘に生まれながら士道を貫こうとする私と、自ら上士に生まれついたのに武士を滅ぼそうとする貴様とは、まるで鏡の表裏だな。どうやら、切っても切れない宿縁の仇きゆう敵てきに巡り会ったらしい、私は」

「ああ、そうらしい。一目見てぴんと来たよ。どうやら、きみと近こん藤どう勇いさみこそが徳とく川がわを守護する『最後の武士』らしい。きみたちに勝たなければ徳とく川がわは倒せないとね。わしとお前は～焼やき山やま葛かずら♪　裏は切れても～根は切れぬ～っと♪」

　高たか杉すぎが息を継ごうとした刹那。意表を突いて、高たか杉すぎの正面へと飛び出した。全力で。すでに兼かね定さだを抜ばつ刀とうする体勢はできている。

　高たか杉すぎが最後の一発を放つ。もうその動作は読んでいる。足下の砂を蹴り上げて高たか杉すぎの視界を塞ぎつつ、紙一重で避けて右へ大きく跳んで、素早く抜ばつ刀とうする──高たか杉すぎ晋しん作さくの胴をめがけて──！　試し衛えい館かんの「暗殺屋」、井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろうから教わった暗殺術のひとつだ。

　だが。

「いやあ卑ひ怯きようだ！　さすがは鬼の副長、気に入ったー！　でも、残念でしたー！　実はまだ撃てるんだなあ、これが。あっはっは！　面白いだろう？」

「なんだとっ!?」

　連発銃を投げ捨てた高たか杉すぎが、三味線を──構えたっ？

「これが本命。秘密兵器の仕込み銃だ♪　やっとボクの間合いに入ったね、土ひじ方かたくん」

　仕込み銃!?　この女、どこでそんなものを手に入れて……もしかして作らせたのか？

（しまっ……！）

　新選組結成以来、土ひじ方かた歳とし三ぞうが一対一の立ち合いに敗れたことはなかった。如い何かなる手段を使ってでも相手を倒す。野性の勝負勘のようなものが土ひじ方かたには備わっていた。だが、連発銃すら実は囮おとりで、二段構えの西洋渡りの隠し武器を繰り出されては、勘も技量も役には立たない。兼かね定さだの剣先が高たか杉すぎに届く前に撃ち抜かれる。私は高たか杉すぎ晋しん作さくに敗れた、と土ひじ方かたは悟った。

　だがこの時。

　両者の背後から信じがたい「気き組ぐみ」を発しながら、高たか杉すぎめがけて長なが曾そ祢ね虎こ徹てつを大だい上じよう段だんより振り下ろしてきた者がいた。

「トシちゃん！　あなたを死なせないわ！　はああああああああっ……！」

　新選組局長、近こん藤どう勇いさみ。

　猿えん叫きようを発しながら相打ち上等の一撃を放ってくる薩さつ摩まの示じ現げん流りゆうの使い手とも違う。虎こ徹てつと一体化した凄すさまじい気き組ぐみが、高たか杉すぎの身体を押している。剣けん鬼きか、と高たか杉すぎは思った。池いけ田だ屋やで長ちよう州しゆう土と佐さの勤王志士たちを相手に鬼き神じんの如ごとく戦った近こん藤どう勇いさみとはこれほどの猛も者さだったのか。

　これぞまさしく「最後の武士」だ。やはり誠の武士は素晴らしい、と高たか杉すぎは身震いした。腰抜け揃ぞろいの江戸旗本八万騎どもとは違う。これでこそ、戦い甲が斐いがある──！

「うおおおおっと!?　怖い、怖い！」

　一対一ならば、大根のように両断されていたかもしれない。

　だが土ひじ方かた歳とし三ぞうと接近していたことが、高たか杉すぎを救った。

　仕込み銃の一発では、この二人の剣を同時に退けることはできない。一人を撃ち倒した次の瞬間に、彼女は残る一人に斬られて地に転がることになる。

　瞬時に高たか杉すぎ晋しん作さくはぎりぎりのところで近こん藤どうの初しよ太だ刀ちを外して背後に飛びすさると、二尺七寸を越える長ちよう剣けんを抜いて上じよう段だんに構えた。江戸では彼女の剣名は桂かつら小こ五ご郎ろうの陰に隠れていたが、柳やぎ生ゆう新しん陰かげ流りゆう及び神しん道とう無む念ねん流りゆうの達人である。

「いやあ。死ぬかと思った～。怖いなあ、面白いな♪　新選組の局長と副長が相手とは、参ったな。幕府と戦う前に、ボクが倒されそうだ♪」

　強い、と近こん藤どう勇いさみも土ひじ方かた歳とし三ぞうも一瞬で高たか杉すぎの剣の実力を察知した。彼女は武士階級を否定していながら、自らはサムライの矜きよ持うじを胸に抱く「誠の武士」なのだと。ピストルや三味線銃はあくまでも高たか杉すぎにとっては「お遊び」だったのだ。

「かっちゃん！　ありがとう、命拾いした！　これからどうする!?」

「高たか杉すぎ晋しん作さくが通してくれぬのなら、剣を振るって押し通るのみよ、トシちゃん！　ここは私が行く！　私が倒れたら、新選組はトシちゃんが。天てん然ねん理り心しん流りゆうは総そう司じに継がせて！」

「いやあ。こんな凄すごいサムライを相手に一対二かあ。勝ち目は薄そうだな♪　でもいいや、面白いから！　これほどの強敵に巡り会えたんだ、ボクは逃げたくても逃げられない！　楽しくて、脚が勝手に前へと進んでしまうんだ。桂かつらくんとは違うのだよ桂かつらくんとは！　あっはっは！」

「かっちゃん！」と土ひじ方かたは近こん藤どうを止めようとした。だが、近こん藤どうは「私は局長だから。ね？」と微ほほ笑えみながら土ひじ方かたを下がらせる。

「『一周目』では、私が愚直なあまり時勢に取り残されたために、トシちゃんたちを。もう絶対に繰り返させないから。周しゆうちゃんはもうやり直せないのでしょう？　だったら、トシちゃんも私もいつかは決断しなくちゃいけない定めなのよ。誰を切り捨て、誰を生かすかを。ここは当然、局長でしょう？」

「そんな。消し去った世界のことまでかっちゃんが背負う必要はない！　局長を盾にして逃げる副長などいない！　士し道どう不ふ覚かく悟ごだ、かっちゃん──！」

「はは、『一周目』とはなんのことかな？　近こん藤どうくん、きみには死への恐怖がないのだな。いや、その類たぐい希まれな精神力で克服しているのだなあ。凄すごいや。武士に憧れ、剣に生き、そしてほんとうに誠の武士になったのだね。きみは士道のために死ぬのかい？」

「いいえ。違うわ高たか杉すぎさん。武士に憧れてきた幼き頃の夢よりも、今の私にははるかにたいせつなものが。新選組の仲間が。彼女たちの運命を背負う覚悟と責任が、私には──」

「……参ったね。これは、相打ちかな」

　高たか杉すぎ晋しん作さくと近こん藤どう勇いさみが、じりっ、と歩を進めて必殺の一撃を互いに繰り出そうとしたその時。

「や、やっと見つけた……やめるであります、水入りであります！　晋しん作さく！　この義あ姉ねの言葉を聞き流すでありますかっ？　新選組はわらわの大恩人であります、戦うのならば戦場で堂々と決着をつけるべきでありますよっ！」

　高たか杉すぎを見失っていた久く坂さか玄げん瑞ずいが、ようやく追いついた。追いついて、近こん藤どうと高たか杉すぎの間に割って入る。

「ああもう、久く坂さかさん？　いいところだったのに。ほらほら二対二で戦おう、それなら公平だろう？」

「晋しん作さくっ！　あなたがここで倒れたら奇き兵へい隊たいたち諸隊はバラバラになってしまうであります！　みな、晋しん作さくとともに戦い、晋しん作さくとともに死ぬ覚悟で盛り上がっている連中でありますよ！　近こん藤どう、土ひじ方かた。早く行くであります。これで借りは返したであります。わらわも禁きん門もんの変へんで負けたままでは終わらないでありますよ？　次は全力で再戦であります──！」





※






　かろうじて合流できた俺たち新選組は、下しもの関せきから船に乗り込んで離脱することに成功した。伊い東とうと一対一で激しくやり合った永なが倉くらさんは浅手の傷を負っていたが、藤とう堂どうさんが師匠の伊い東とうに懇願して勝負を中断させてくれたらしい。

　誰もが追い詰められ、九死に一生を得た。こうして全員が無事だったことは奇跡に近い。

「いやー伊い東とうは強かったなあ。平へい助すけが助けてくれなかったら、あたしは完全に終わってたよー。ありがとうな！　一生の恩人だよ平へい助すけは。あははっ！」

「池いけ田だ屋やでは新しん八ぱちに助けられましたもの、これでお相子ですわ。ああ、でも、伊い東とう先生が薩さつ摩ま方がたに奔はしってしまっただなんて！　戦場で相まみえたらどうすればいいのかしら？」

　土ひじ方かたさんは、よほど奇き兵へい隊たいと高たか杉すぎに衝撃を受けたのだろう。「あれが高たか杉すぎ晋しん作さくか──新時代を切り開くためならばあらゆるものを容赦なく破壊する、まさしく雷電だ。手て強ごわい。ただちに新選組のすべてをフランス式に改める、さもなくば奇き兵へい隊たいには勝てない」と船内でずっと考え込んでいる。

「……そのためにはミニエー銃を大量に調達しなければ……しかし新選組には銭がない。どうすれば」

　沖おき田たさんは「以い蔵ぞうさんに負けた……ううっ……ぐすっ」とまだ泣いている。俺は「修羅場を踏めばすぐに勝てるようになりますよ。頑張りましょう」と懸命に沖おき田たさんをあやしながら、土ひじ方かたさんと近こん藤どうさんに「桂かつら小こ五ご郎ろうは新選組と公こう議ぎ政せい体たい樹立の密約を結びましたが、薩さつ摩まとの同盟も結局結ぶことになるでしょう。彼女は並外れて慎重ですから、勝っても負けても長ちよう州しゆうが滅びぬように二股を掛けると思います。そもそも負け戦前提の手しか打たないのでは、高たか杉すぎ晋しん作さくが納得しないでしょう。高たか杉すぎに密会が漏れたのは痛かったです」と新選組の運命がなおも危機にあることを告げねばならなかった。

「薩さつ長ちよう同どう盟めいが成立すれば、薩さつ摩まは幕府にどれほど要請されても頑として出兵しない。薩さつ摩まに靡なびき中立を宣言する藩も出てくる。第二次長ちよう州しゆう征伐での幕府軍の苦戦は確実になるな」

「土ひじ方かたさん。薩さつ長ちよう同どう盟めいを遅らせるには、坂さか本もとさんを京に入れないことです。それで数ヶ月は引っ張れます。薩さつ人じんを信用していない桂かつらと、一度桂かつらとの会談をすっぽかした西さい郷ごうだけでは、そう容易に同盟締結までこぎ着けられませんから」

「しかし周しゆう平へい。坂さか本もとは日頃はああしてすっとぼけているが、桁外れに強い剣豪だ。斬らずに捕縛できるような相手ではないぞ。新選組の未来を採るか、坂さか本もとの命を採るかの選択を迫られるかもしれない。そうなった時、どうする」

「……それは……」

「周しゆうちゃん。これで桂かつらとの密約は成立したわ。いよいよ徳とく川がわさまに将軍職をお捨ていただくべく献言しなければならない時が来たのね。『大たい政せい奉ほう還かん』を勧める時が……まさか新選組が、徳とく川がわ幕府に解散を迫らねばいけないなんて……これこそが徳とく川がわ家けへの真の忠義の道だと何度自分に言い聞かせても、ちょっと辛つらいかな……ごめんなさいね。私はほら、無学で頭が固いからね～」

　近こん藤どうさん。禁きん門もんの変へんの後、俺がもう死に戻れないことを知って、近こん藤どうさんは「武士としての忠義か、仲間の命か」という辛つらい選択を強いられた。そして、近こん藤どうさんは迷わず選んでくれたのだ。俺たち仲間の「命」を──「一周目」のような未来を、みんなには絶対に繰り返させたくないと。笑顔の裏で、どれほど葛藤し苦しんだことだろう。

「長ちよう州しゆうとの戦いもいよいよ大詰め。これから新選組は修羅の道を進むことに。死なないでね周しゆうちゃん。トシちゃんも総そう司じも、そして私も哀かなしむから。ねっ？　この義母ははと約束して？」

　俺は「わかりました」と頷うなずきながら、近こん藤どうさんと指切りを交わしていた。









【大坂城／慶けい應おう二年一月二十三日】




　長ちよう州しゆう潜入の使命を果たした新選組はついに、浪士組織から「幕府直参」へと昇格した。

　局長の近こん藤どうさんは「見み廻まわり組ぐみ与くみ頭がしら格かく」で佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうと同格、これは「将軍御お目め見み得え」で堂々たる旗本格である。副長の土ひじ方かたさんは御家人格。全隊士が直参の幕臣に取り立てられた。

　そして年が明けたこの日、近こん藤どうさんと土ひじ方かたさん、そして俺の三人が、長ちよう州しゆう征伐のために大坂城の将軍のもとを訪れていた一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶに謁見することを許された。

　若い将軍徳とく川がわ家いえ茂もちはずっと体調が悪く、床に伏している。故に、「一周目」ではいずれ「最後の将軍」となる一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶが、実質的な長ちよう州しゆう征伐軍の総指揮官を務めている。

　一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶはナポレオン三世から贈られた西洋軍服を着込み、西洋椅子に座っていた。水み戸と藩はん出身でありながら慶よし喜のぶはフランス贔びい屓きなのだ。

　さすがは貴種で、慶よし喜のぶは端正な顔立ちの美青年だった。ただし、俺はさんざん思い知っているが、この人は自分こそ日本一優秀な人間だと信じていて、事実恐ろしく優れた頭脳の持ち主だが、ころころと変心し、胆力に欠けている。鳥と羽ば伏ふし見みでも江戸でも、忠義を尽くしてきた会あい津づ藩はんも新選組も簡単に放りだして一人で逃げた。その結果、会あい津づ中将と会あい津づ藩はん士したちは地獄の会あい津づ戦争を戦わされることになり、新選組の仲間たちは一人また一人と戦場に散っていった。

　まだ将軍と帝みかどがご存命で幕府が長ちよう州しゆうに有利を取っている今のうちに、「大たい政せい奉ほう還かん」を提案して一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶをその気にさせられるかどうか。

　その一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶの隣には、新選組の長年の主君、会あい津づ中将松まつ平だいら容かた保もり。政治には一切口を挟まず、ひたすら幕府と帝みかどに武ぶと忠義を捧ささげている一いち途ずな武士娘だ。そんな中将は一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶが導入したフランス風にはなじめず、今なお古風な和装で通している。

「近こん藤どう、土ひじ方かた。京に続き長ちよう州しゆうでの活躍、大義であった。今日は余が上様の代役を務める故、思うところあらば申せ。遠慮するな」

「慶よし喜のぶ公こうは寛大なお方だが、貴公らは所詮は多た摩まの百姓あがり。あまり出過ぎたことは言わないように。よいな」

　慶よし喜のぶの参謀役を務めている若い女武士、原はら市いち之の進しんがさっそく釘くぎを刺してきた。慶よし喜のぶのために陰でいろいろと暗躍しているらしく、幕閣からあまりいい評判は聞かない。

　それでは僭せん越えつながら──と口を開いたのは、近こん藤どうさんだった。

　本来ならば俺か土ひじ方かたさんがやるべき役目だが、恩義ある会あい津づ中将を前に「大たい政せい奉ほう還かん」を進言するこの任務は局長である自分の仕事だと言って譲らなかった。この人は、一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶや会あい津づ中将の不興を買う役目を自ら背負ったのだ。幕府の寿命は尽きたと、新選組局長が主君の前で述べる。断腸の思いだろう。

「長ちよう州しゆう潜入の結果、長ちよう州しゆう藩はんは薩さつ摩まを通じて最新式のミニエー銃を大量に入手していること、すでに明らか。百姓町人からなる奇き兵へい隊たいら諸隊の士気と練度は高く、諸隊の隊士たちが開かい闢びやく総督高たか杉すぎ晋しん作さくを軍神の如ごとく慕うこと甚だしく、幕府軍の古式ゆかしい装備戦術では到底勝負になりません。しかも薩さつ摩ま藩はんは幕府に大義名分なしと不参加中立を貫く構え。陸戦では十倍以上の兵力をもってしても長ちよう州しゆう藩はんを攻め潰すことは困難です。海軍ではフランスから軍艦を購入した幕府軍に利がありますが、おそれながら開戦は不可かと」

　いつもは会あい津づ中将の前に出ると緊張してしどろもどろになる近こん藤どうさんだが、今日は目の色が違った。決死の覚悟での進言なのだ。

「なるほど、わかった近こん藤どう。確かに、戦は頭数を揃そろえれば勝てるものではない。余が真に頼れる戦力は、会あい津づ藩はん、桑くわ名な藩はん、そして新選組くらいだ。そちが幕府直参となった今だからこそ打ち明けるが、余はすでに徳とく川がわ幕府の行く末に見切りをつけている。なにしろ二百六十年も昔に作られたものだ。改革しようにもどうにもならぬ。小お栗ぐり上野介こうずけのすけは関せきヶが原はらをやり直して薩さつ長ちようを潰してしまえと騒いでいるが、無謀だ。それでも余が畿き内ないに留まって幕府延命のために奔走しているのは、ひとえに帝みかどが公こう武ぶ合がつ体たいをお望みであられるがためだ」

　愚直な会あい津づ中将が「ええっ？」と慌て、原はら市いち之の進しんが「口がお軽い」と慶よし喜のぶをたしなめた。

「一ひとつ橋ばしさま。それでは、開戦せず長ちよう州しゆうとの和睦を？」

「近こん藤どう、それは無理だ。すでに上様は大坂城に。軍勢も大坂に集めてしまっている。故に長ちよう州しゆうとの戦は止められない。その上で次善の案はあるか？」

「次策は、高たか杉すぎ晋しん作さく率いる長ちよう州しゆう軍ぐんと一戦し、押して幕府有利のうちに和睦を結ぶことです。早急に長ちよう州しゆう藩はんを取り込んでしまい、薩さつ摩ま藩はんが蜂起する前に一歩先んじて『大たい政せい奉ほう還かん』を行い、政権をいったん朝廷に返上するのです。徳とく川がわ幕府は終わりますが、徳とく川がわ家けは来きたるべき次の新政権の中核に入ることができます。これが、徳とく川がわ家けを生かす最良の道です……」

　純朴な会あい津づ中将が「近こん藤どう？　それは……それは、しかし」と衝撃を受けている。近こん藤どうさんも、「申し訳ありません」と会あい津づ中将に何度も頭を下げた。「一周目」での会あい津づの悲惨な運命を知った近こん藤どうさんは、たとえ会あい津づ中将から「そちを信じていたのに、不忠者め」と罵られようとも会あい津づ藩はんを救う道を選んだのだ。

「……朝廷と幕府の二重権力構造が、この国の混乱の原因です。故に新政権では帝みかどのもとで上様が初代大統領に、慶よし喜のぶ公こうが副大統領に。同時に、諸藩から人材を集め議会によって政治を行う二院制度の公こう議ぎ政せい体たいを成立させます。真の公こう武ぶ合がつ体たいを迅速に成すためには、無念ですが幕府をいったん解散せねばなりません……」

　一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶはさすがに聡さとい。（新選組は長ちよう州しゆうの桂かつらと密約を結んだな。開戦前にすでに戦の終わらせどころを定めてきたか）と気づいたらしい。それだ、と膝を打っていた。

「なるほど。こちらが不利になってから政権を返上すれば徳とく川がわはさらなる不利に追い込まれるが、勝っているうちに進んで大たい政せい奉ほう還かんを行えば長ちよう州しゆうを手の内に取り込める上、薩さつ摩まは討幕の名分を失う。まるで奇術だが、見事だ近こん藤どう。薩さつ摩まの西さい郷ごう吉きち之の助すけも大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうも、近こん藤どうと土ひじ方かたには及ぶまい。中将どの、これは徳とく川がわ家けを救い内戦を速やかに終わらせる唯一の策でござるぞ。なに、徳とく川がわの天下は揺るぎません。われらの長年の念願であった公こう武ぶ合がつ体たいが実現する上に、『将軍』が『大統領』と西洋風に名を改めるだけです。これは時勢です」

「ぐ、愚昧な余には難しくて理解しかねますが、徳とく川がわ家けの御為になりましょうや？」

「なる。小お栗ぐりの言いなりに戦っていては、長ちよう州しゆうを潰しても次は薩さつ摩まと戦わねばならず、果てしない内戦が続く。それらの戦のどこかで躓つまずけば徳とく川がわは滅びる。しかし近こん藤どうの策ならば、長ちよう州しゆうに一当てして優勢のうちに和睦を結ぶだけですべてが片付く。しかも、すでにその和睦の道筋を新選組がつけてくれている。会あい津づ中将どのは、素晴らしい家臣を召し抱えましたぞ」

　なるほど、と会あい津づ中将が遠慮気味に頷うなずく。「将軍」「幕府」という名が消えることに中将は衝撃を受けているが、これで「公こう武ぶ合がつ体たい」と「徳とく川がわ家け存続」という会あい津づの志が達成できると弁舌巧みな慶よし喜のぶに説得されれば、そうなのかと頷うなずかざるを得ない。（慶よし喜のぶ公こうは小お栗ぐりどのの強硬策を採用した上で大坂に兵を集めたはずでは？）と会あい津づ中将は内心不安を感じているようだが、慶よし喜のぶは「二ふた心ごころ様さま」と呼ばれるほどに考えを簡単に翻ひるがえす。俺の予想通り、慶よし喜のぶはこの大たい政せい奉ほう還かん案に食いついてきた。

「小お栗ぐりが構想するフランス式の強力な帝制政体も魅力的ではある。だが内戦が拡大すればフランスへの借款が膨らみ、国土を奪い取られるやもしれぬ。徳とく川がわ家けが権力を保持できるのならアメリカ式の共和主義的な大統領制に移行するほうがよい。市いち之の進しんはどう思うか」

「はっ。わ、私は今日まで新選組は武ぶ辺へん者ものの集団だとばかり思っておりました。ですが、まったくの心得違いだったようです。幕ばく長ちよう和わ睦ぼくが成立すれば、今まで何度試みても失敗に終わってきた公こう議ぎ政せい体たいはついに成ります。残る問題は討幕を目もく論ろむ薩さつ摩ま藩はんと、なお攘じよ夷ういにこだわる水み戸と藩はんのふたつです」

　原はら市いち之の進しんも、慶よし喜のぶの謀ぼう臣しんなだけあって新選組を見る目を一変させた。（武ぶ辺へん者ものの近こん藤どうがこんな策を考えつくはずがない。誰が考えた。土ひじ方かたか、それとも）と冷や汗を流しながらこちらを凝視してくる。実のところは、佐さ久く間ま象しよう山ざんや勝かつ海かい舟しゆうら幕府穏健派の政客たちの教えを請こうた上で、俺と土ひじ方かたさんと知恵者の山やま南なみさんとで練り上げてきた策だ。そもそもの着想は「一周目」で坂さか本もと龍りよ馬うまさんが徳とく川がわ家けを救うために実現させた「大たい政せい奉ほう還かん策さく」を拝借したのだが、そこは新選組を救うためということで許してほしい。

　水み戸と勤きん王のう党とうはわれらの同志にして新選組初代局長の芹せり沢ざわ鴨かもが仕切っておりますれば、上様と慶よし喜のぶ公こうの御為にご加勢つかまつります、と近こん藤どうさんが朗々と原はら市いち之の進しんに返答する。

　そして、土ひじ方かたさんが「来きたる長ちよう州しゆう征伐で如い何かにして戦うか」と戦術案を具申した。
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　土ひじ方かたさんが「小こ倉くらという玉を守り抜けば幕府の勝ちです。ただし、海軍力がどれほど充実していても司令官が無能では艦隊は張り子の虎。失脚中の勝かつ安あ房わの守かみを軍艦奉行に復職させ、海軍の司令官に据えていただきたい」と冷徹な声で一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶに向けて戦術案を語り続けている間。

　近こん藤どうさんは（中将さま）と涙ぐみながら会あい津づ中将と視線を交わしていた。（余は愚昧でこの話を容易に理解できぬが、近こん藤どう、そちの赤せき心しんを信じておる）と会あい津づ中将が小さく頷うなずいてくれた。やはりこの主従の間には、決して立ち切られることのない信頼関係が存在するのだ。まだまだ気は抜けないが、俺は少しだけ安あん堵どした。

「決めたぞ、この戦術でいこう。土ひじ方かたよ、どこでフランス流の軍学を学んだ？」

「まあ、独習です」

「戦の天才だな、そちは。わかった、余とはそりが合わぬが、勝かつ海かい舟しゆうを江戸から呼ぼう」

　未来から来た俺が第二次長ちよう州しゆう征伐の情報や、「一周目」で土ひじ方かたさんが習得したフランス軍学を逆輸出して口述で土ひじ方かたさんに教えたのだが、これはさすがに漏らせない。とはいえ俺は、土ひじ方かたさん自身の才能を未来から前借りしてきただけだ。土ひじ方かたさんの軍事指揮官としての才能は生まれ持った天分なのだろう。

　ついに新選組は、一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶに「大たい政せい奉ほう還かん」を承諾させた。なにしろこの男は多弁で頭が切れる。一度腰が砕けると頼りないが、やる気になっている時は頼れる味方となる。必ずや将軍を説得してくれるはずだ。

　だが、不安材料はまだ残っていた。この年、慶けい應おう二年、とてつもない凶報がふたつ重なる。将軍家いえ茂もち公こうの病死と、帝みかどの突然の崩御だ。帝みかどの絶大な信頼のもとに公こう武ぶ合がつ体たいを目指してきた一いつ会かい桑そう政権は、この二人の死によって突如として瓦が解かいする。

「おそれながら漏れ聞く病状から、上様が脚かつ気けを患わずらっておられる可能性が。もしも脚かつ気けならば、白米食が原因です。玄米を食すれば、脚かつ気けはいずれ回復します──これは新選組だけが経験則で知っている療法です。たとえ効力がなくとも、身体への害もありません」

「ふむ、近こん藤どう周しゆう平へい。そなたは西洋の医師が知らぬ医術知識を持っていると松まつ本もと良りよう順じゆんが言っていた。白米が脚かつ気けの原因とはにわかには信じがたい話だが、奥医師たちに勧めてみよう」

　将軍の死は、第二次長ちよう州しゆう征伐の直接の敗因なのだ。小こ倉くら城じようを守る総大将が将軍の死を聞いて戦場から逃亡し、「余自ら長ちよう州しゆうを攻める」と出陣するはずだった一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶも小こ倉くら城じよう陥落を知って掌てのひらを返して「戦はもう幕府の負けだ」と萎えてしまった。将軍の命をもしも数ヶ月でも延ばせれば、小こ倉くら城じようを死守することができるはずだ。

「またこの冬の京は、疱ほう瘡そうが大流行する兆きざしがあります。種しゆ痘とうを京の要人すべてに行うべきかと思われます。とりわけ御所の帝みかどです──この重大時に帝みかどの玉体になにかあれば、帝みかどのご信頼を盾に薩さつ長ちようや江戸幕閣と渡り合っている慶よし喜のぶ公こうと会あい津づ藩はんは苦境に立たされます」

「あいわかった。公く家げ衆しゆうに相談してみよう……しかしな、異人嫌いの帝みかどが首を縦に振ることはないと思うぞ。帝みかどには松まつ本もと良りよう順じゆんのような西洋医を近づけることすら難しいのだ」

「それは承知しています。ですが英えい邁まいな慶よし喜のぶ公こうならば、きっと帝みかどを説得できるかと」

　一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶが別人のように弱気になって逃げ続けることになった一因は、将軍と帝みかどの相次ぐ死を前にして「もはや幕府が滅びる運命には抵抗できない」と思い込んでしまったからかもしれないのだ。

（頼むぞ。俺はもう死に戻れないんだ。こんどこそ新選組と会あい津づ藩はんを救ってくれ、一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶ。何度も何度も闘死して、やっとここまで来たんだ。「百才あって一いつ誠せいなし」なんて汚名は、こんどこそ返上してくれ）

　ともかくこれで、語るべきすべてを語り終えた。一同が解散しようとしたその時。




「最後に、慶よし喜のぶ公こう。武士たるものがひとたび戦うと決めたならば、決して長ちよう州しゆう征伐を途中で投げ出されてはなりません。逃げた時は──おそれながら士し道どう不ふ覚かく悟ごで新選組が斬ります」




　ひ、土ひじ方かたさんっ!?

「一周目」で敵前逃亡を繰り返して新選組と会あい津づ藩はんに煮え湯を飲ませ続けた一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶに、土ひじ方かたさんはどうしても釘くぎを刺しておきたかったのか。それとも、「一周目」の記憶を持ちながら一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶへの憤ふん懣まんに耐えている俺の代わりに怒ってくれたのか。でも、それはこの世界線とは違う「未来」での話ですよ土ひじ方かたさん？

「わわ、わわわ？　とととトシちゃん、なにを言いだすの～？　すみません！　トシ、いえ、土ひじ方かたは『切腹しろ』が口癖で……その……疲れているんです、仕事のしすぎなんですう～！　申し訳ありません！　ほらトシちゃんも謝って。頭を下げて！　んもう～！」

「……むがぐぐ……わ、私は……うう、かっちゃんと周しゆう平へいの辛つらそうな横顔を見ているうちについ自分を見失って……すまない」

　一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶは「ほう。さすがは鬼の副長だな。いい女だ。やはり女は江戸っ子に限る。近こん藤どう周しゆう平へいの女でなければ、余が口説いていたところだ」と笑い飛ばしながら、「ひ、土ひじ方かた、少し休め。よいな」と慌てている会あい津づ中将とともに席を立っていた。た、助かった……！　一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶは涼しげな顔をしている優男だが、あれで実はかなりの女好きだと聞いている。もしも俺が同じ言葉を吐いていたら、首が飛んでいただろう。

「に、二度とあのような無礼なことを殿に言うな。次に失言すれば切腹させるぞ！」

　原はら市いち之の進しんも、信じられないものを見たという表情で慶よし喜のぶのあとを追っていく。「どこがいい女だ、私のほうがずっと」と膨れているのは、もしかして慶よし喜のぶとそういう関係なのだろうか？　公私ともに慶よし喜のぶのパートナーなのか。案外、かわいい人だな。

「うう……ほんとうに悪かった。かっちゃん。周しゆう平へい。やはり私は外交の場には出るべきではない。し、周しゆう平へい、愛あい想そをつかさないでくれ。総そう司じに乗り換えるとか、それだけは許してくれ！」

「なにを言ってるんですか？　落ち着きましょうよ土ひじ方かたさん。もう、消え去った未来と現在をごっちゃにしちゃダメですよ？」

「……うう。当事者のお前がよく耐えられるな。周しゆう平へいは凄すごいな……」

「俺は数え切れないくらい死に戻ってますから、鈍感になってるだけですよ。あ、ありがとうございます。近こん藤どうさんと俺のために怒ってくれたんですよね？」

「……う、うん、まあ……かっちゃんは、そうだ。だがお前のためでは……いや、実はそうだ……いや、そうじゃない違うっ！」

「あらあら。二人はいつもお熱いわね～♪　私もいよいよトシちゃんの義あ姉ねから義母ははに。あと一息ねえ。今夜はトシちゃんのお相手をしてあげなさいね周しゆうちゃん。ふふっ」

　慶よし喜のぶ好みの美人だったおかげで命拾いした土ひじ方かたさんを左右から庇かばうように守りつつ、大坂の宿所へと戻る途中。

　監察の山やま崎ざき烝すすむさんが、忍者の如ごとく音もなく俺たちの前に現れて、そして。




「たいへんなことになりましたわ。京の薩さつ摩ま屋や敷しきで、薩さつ長ちよう同どう盟めいが成立しましたんや」




　やはり「運命」はまだ覆くつがえせていないという厳しい現実を、三人に突きつけてきたのだった。

　桂かつらめ、慎重すぎて腹が立つがさすがにやり手だ、と土ひじ方かたさんが頭をかきむしった。

「近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん。桂かつらさんは用心深いですから幕府に捕らわれる心配はないでしょうが、今ここで坂さか本もとさんを失えば薩さつ摩まの武力討幕を抑えられなくなります。薩さつ摩ま、長ちよう州しゆう、幕府の三者を調停できるのは、『土と佐さの蝙こう蝠もり娘むすめ』こと坂さか本もとさんただ一人です。坂さか本もとさんをここで死なせるわけにはいきません」

「周しゆう平へい、しかし一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶ公こうも会あい津づ中将さまもこの通り大坂にいる。どうする」

「トシちゃん。私が中将さまに『坂さか本もとと桂かつらを捕縛なさらぬよう』と訴えてくるね～。私の護衛役は、山やま崎ざきさん、お願い。トシちゃんと周しゆうちゃんは、大至急坂さか本もとさんを捜し出して保護して」

「わかった。頼むぞかっちゃん。山やま崎ざき、局長を必ず護まもれ」

　山やま崎ざきさんが「任せてくだはれ」と大坂商人になりきった口調で相づちを打った。

「急ぐぞ周しゆう平へい！　京まで馬を飛ばす！　ああもう。これだから奇術めいた策は私は好きではないのだ。いっそ長ちよう州しゆうで坂さか本もとも桂かつらも高たか杉すぎも全員斬るべきだった。私は、お前に恋などしたために弱くなった！　われながら士し道どう不ふ覚かく悟ごだ……うう」

「いや、外交の使者がそれをやってはおしまいだと思いますよ土ひじ方かたさん!?」




　俺と土ひじ方かたさんは息つく暇もなく、陽が落ちるよりも早く京の南の外れ、西にし本ほん願がん寺じへ。

「土ひじ方かたさーん！　周しゆう平へいくーん！　なになに、坂さか本もとさんを捕縛するのー？　だったら、ボクに出撃を命じて！　お願いっ！」

　沖おき田たさん。捲けん土ど重ちよう来らいとばかりに張り切っているな。あの後、斎さい藤とうさんや永なが倉くらさんを相手に猛稽古に励んで、剣の腕は復活してきているけれど。坂さか本もとさん探索の目的は「保護」だってわかっているのかな。勢い余って斬り合いになってしまったら……。

「総そう司じ。坂さか本もとの隣には必ず岡おか田だ以い蔵ぞうがいる。今のお前は危うい。屯とん所しよで留守番をしていろ」

「えええ？　土ひじ方かたさん、ひっどーい!?　ダメですよ。こればかりは土ひじ方かたさんの命令でも聞けませんよー！　どうして周しゆう平へいくんも土ひじ方かたさんも、ボクにろくに働かせてくれないんですかー？　どうしてっ？　ボクだって、みんなの役に立てるんだからっ！」

「そ、総そう司じ。お前が新選組最強剣士だということはわかっている。しかし、私も周しゆう平へいもお前を失いたくないのだ。今こ宵よいだけは我慢してくれ。次の仕事は必ず総そう司じに任せる」

「自分より弱い浪士と戦っても、経験にはならないもん！　ボクは人ひと斬きり岡おか田だ以い蔵ぞうを倒しますっ！　そうでなくちゃ、ボクは復活できないもん！　このまま負けっぱなしじゃ……」

「総そう司じ。岡おか田だ以い蔵ぞうと戦えとは言っていない。坂さか本もとを保護するのが今こ宵よいの仕事だ」

「……土ひじ方かたさん……どうしてボクを危険な仕事になかなか投入してくれないんですか？　もしかしてボクってもう、要らない子なんですか……ボクが悪い子だから？　だったら謝るから、いい子になるから、だから」

「ち、違う、総そう司じ。いずれ説明する。すべてはお前を案じてのことなんだ。長ちよう州しゆう戦せんが終わったらゆっくり話す。今は私を信じて従ってくれ。わ、私は、お前を実の妹以上に、その……うう……」

　実の妹以上に愛しているって言わなきゃダメですよ土ひじ方かたさん。ああでも、この人は照れ屋だから、隊士たちが集まっているこの場では言えないんだ。それに、もう時間がない。

「土ひじ方かたさん。坂さか本もとさんの京での隠れ家のひとつは醬しよ油うゆ屋やの近江おうみ屋やです。しかし、今夜そこに坂さか本もとさんがいるかどうかはわかりません」

「わかった。では隊を二手に割ろう。私は山やま南なみさん、源げんさん、斎さい藤とうと薩さつ摩ま藩はん邸ていへ。もしも坂さか本もとと桂かつらがまだいたら、幕府から捕縛命令が出ていると忠告して薩さつ摩ま藩はん邸ていに留まらせる。周しゆう平へいは、総そう司じと左さ之の助すけを連れて近江おうみ屋やへ向かってくれ」

「うぃーっす！　呼ばれて飛び出て、槍やりの左さ之の助すけここにあり！　おいらに任せとけ副長！　ここから近江おうみ屋やへ行く道中には美お味いしいお稲いな荷り屋やもあるしなーっ。わっはっは！」

　鉄の心臓を誇る左さ之の助すけさんは相変わらず鉄てつ火か場ばになると頼りになるな。頼むぞ左さ之の助すけ、と土ひじ方かたさんが薩さつ摩ま藩はん邸ていへ向けて駆けだす。

　そして俺もまた、沖おき田たさんと左さ之の助すけさんとともに近江おうみ屋やへと急行していた。




「うう。周しゆう平へいくん、ごめんね。土ひじ方かたさんとケンカするつもりはなかったんだ。ボクが悪いんだよ……土ひじ方かたさんは人の心に敏感だから、きっとバレてるんだと思う……」

「はあ、はあ。お、近江おうみ屋やは遠いな。バレているってなにがですか、沖おき田たさん？」

「あ、ううん。なんでもない。周しゆう平へいくんは気にしないで？　周しゆう平へいくんにまで嫌われたら、ボク、新選組に居場所がなくなっちゃうよ……」

「俺も土ひじ方かたさんも沖おき田たさんを好きでたまらないんですよ。過保護だったことは詫わびますから。あの人は照れ屋ですから、一度二人で釣りにでも出かけてみれば仲直りできますよ」

「す、好きって……あうう……そ、そんなこと言われたらボク、ますます……」

　おい周しゆうの字じ、おめーもしかしておいらよりバカだろー、と左さ之の助すけさんに指を差されてしまった。な、なぜ？

「ほーら、あそこがおいらのお気に入りのお稲いな荷り屋や、『伏ふし見み屋や』だ！　総そう司じ、今夜はおいらがおごってやんよ。機嫌直せ、な？　一緒にお稲いな荷りさん食いながら近江おうみ屋やへ向かおうぜー。ほら総そう司じ、一緒に来い。おいらが色恋の先輩としていろいろ悩み事を聞いてやんよ」

「あ、う、うん……左さ之の助すけさんが色恋の先輩？　相手は犬かそれとも猫？」

「人間に決まってんだろうが、こなくそが！　ま、おいらの初恋の相手は絵に描かれた女装の美剣士なんだけどよー。『南なん総そう里さと見み八はつ犬けん伝でん』は知ってっか？」

「なにそれ。絵は絵じゃないですかー人間じゃないですよーあははー」

「あんだとう？　総そう司じ。おめーはわかってねーんだよ、恋に恋する乙女心ってやつをよ」

　あっ。ちょっと。左さ之の助すけさん？　沖おき田たさん？　なにを途中で道を逸それてるんですかっ？

　今は一刻を争う事態だってわかってるのかな。

　左さ之の助すけさんのお気に入りの店ねえ……伏ふし見み屋やか……どこかで聞いたことがあるような？

　そ、そうだ！　思いだした！

　近江おうみ屋やは、坂さか本もとさんが暗殺された場所だ。不用心な坂さか本もとさんは「一周目」で二度も潜伏先を襲われている。二度目が、大たい政せい奉ほう還かんを遂げた直後の近江おうみ屋や。ここで坂さか本もとさんは死んだ。だが一度目の襲撃先は、伏ふし見みの船宿の寺てら田だ屋やだ！　あそこが、薩さつ長ちよう同どう盟めい締結直後に坂さか本もとさんが幕府方に包囲された場所だ！

　俺はなんてバカだったんだ。寺てら田だ屋やでは薩さつ摩ま武士同士の斬り合い事件が起きているから、坂さか本もとさんとは関係ないと勘違いしていた。「一周目」での寺てら田だ屋やでの騒動は、薩さつ摩ま藩はんの事件と坂さか本もとさん襲撃の二度起きていたんだ！

「左さ之の助すけさん！　沖おき田たさん！　坂さか本もとさんの居場所は……あ、あれ？　誰もいないっ？」

　まずい。考え事をしながら走っているうちに、はぐれてしまった!?

　捜すか、追いかけるか。だがもう時間がない。伏ふし見みへと急がなければ。「一周目」では坂さか本もとさんは寺てら田だ屋やからからくも逃げきったが、今回も逃げきれるとは限らない！




　左さ之の助すけさんたちとの再合流を諦めた俺は、一人で伏ふし見みへと急行していた。「新選組が『大たい政せい奉ほう還かん』を坂さか本もとさんよりも早く一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶに献策したために、歴史上の使命を終えた坂さか本もと龍りよ馬うまは『一周目』よりも早く死に、すべての帳尻が合う。歴史の運命は覆くつがえらない」という予感が、俺を捕らえていた。恐怖だった。

「二周目」の時と同じに、俺が歴史を改かい竄ざんしようといくら奔走しても見えない力によって帳尻が合わされてしまい、結局は本来の運命が成じよう就じゆしてしまうのではないか。ならば今こ宵よい、坂さか本もとさんは俺が「大たい政せい奉ほう還かん」という彼女の仕事を横取りして先走ったために死ぬかもしれない。俺のために。

　それだけはやらせない。士し道どう不ふ覚かく悟ごだ──！

　すでに頭上には月が輝いている。深夜、伏ふし見みに着いた。寺てら田だ屋やの表玄関まで、あと少し。

（しまった！　すでに幕府方の捕り手多数が寺てら田だ屋やを包囲している！　坂さか本もとさんは無事か？）

　だあん、という銃撃音が寺てら田だ屋やの二階から鳴り響いてきた。完全包囲されて逃げ場を失った坂さか本もとさんが発砲したのだ。人を殺すことを誰よりも嫌うあの人が発砲するなんて、よほど追い詰められているのだろう。

　寺てら田だ屋やの表玄関を固めていた捕り手たちが「ほんものの坂さか本もと龍りよ馬うまだったのか」「ご公儀に公然と刃向かうとは」「斬るのもやむなし」とざわめき、一斉に刀に手をかける。

　大坂に出張っていた会あい津づ中将から近こん藤どうさんが取り付けたはずの「坂さか本もと龍りよ馬うまを捕縛せぬように」という命令は、やはりまだ京や伏ふし見みの現場組には行き渡っていなかった。こういう「不運」もまた、俺は「二周目」でさんざん味わってきた。坂さか本もとさんは、このままでは死ぬ。

　やむを得ない。斬って斬って斬りまくって、寺てら田だ屋やから坂さか本もとさんを救出する。

　だが、俺が新選組参謀の近こん藤どう周しゆう平へいだと知れると厄介なことになる。

　源げんさんに教わった「暗殺者」の作法通り、俺は自分の鼻と口を手ぬぐいで覆って、素顔を隠した。そして、足音を消しながら捕り手たちめがけて突進する。

　次に死んだらそこで終わりだぞ、新選組の土ひじ方かたさんたちを救うのがお前の悲願だ、坂さか本もとさんの死は天命だと思って諦めろ、と俺の心の中から囁ささやく声。

　だが、それでも俺は彼女を見捨てられない──！　土ひじ方かたさん、すみません。ここで坂さか本もとさんを見捨てれば俺は武士ではなくなるんです。

　一対三十か、あるいはさらなる多勢が相手か。今夜の俺には、峰打ちで倒す余裕はない。

　一人目を背後から斬り伏せる。血煙があがる。

「ぐわっ！」

「何者？」

「き、貴様が岡おか田だ以い蔵ぞうかっ？」

　俺は無言のまま、動揺する捕り手たちを一人、また一人と斬り捨てながら寺てら田だ屋やの玄関へと押し入った。玄関先にも階段にも廊下にも、捕り手がぎっしりと詰まっている。

　だあん、とまた二階から銃声。坂さか本もとさん!?

「貴様、ここは通さぬ！　幕府に楯たて突つく賊め！」

「かかれ、かかれ！　こやつの得物は刀のみだ！」

　数が多すぎる。二に刀とう流りゆうを用いるしかない。勘がいい相手に見られれば、俺の正体を見抜かれるかもしれない。だが、二に刀とう流りゆうは常日頃は封印している。手の内は追い詰められた土ど壇たん場ばまで隠し通す。これもまた、源げんさんから学んだ「生き延びる方法」だ。だから、新選組と交流のないこの者たちには俺の正体はわかるまい。

　長なが脇わき差ざしを左手で抜いて二に刀とう流りゆうの構えに移行するや否いなや、俺は階段へと全速力で駆けていた。右。左。正面。間合いに入った者を、片っ端から斬った。剣が血脂に塗れれば、胴を刺し貫いた相手の剣を奪い取って代わりに用いた。俺が歴史を改かい竄ざんしなければ、死ななくて済んだ人々のはずだ。だが、新選組を救うためだ。俺はもう死んでやり直せない。許せ。

「こ、この男は、ば、化け物かっ？」

「お、お、岡おか田だ以い蔵ぞうに違いない！　これが京を震しん撼かんさせた人ひと斬きり以い蔵ぞう……！」

「みだりに近づくな！　坂さか本もとと岡おか田だが寺てら田だ屋やを抜けたところを追尾すればいい！」

「すでに船は押さえてある、坂さか本もとは陸路を逃げるしかない！」

　妙だな。俺を岡おか田だ以い蔵ぞうだと誰もが勘違いしている。ほんものの岡おか田だ以い蔵ぞうは不在なのか？　いったいなにをしているんだ。坂さか本もとさんの用心棒じゃなかったのか。

　二階へと到達した。捕り手たちはもう、血に塗れた覆面を被かぶった俺の姿を見ただけで逃げ腰になっている。震えながら、俺から距離を取って後ずさっていく。

　迷わず坂さか本もとさんが籠もっている部屋へ飛び込む。

　坂さか本もとさんは「わちゃわちゃ。リボルバー銃がうまく組み立てられんちや。部品、部品が足りんぜよ」と畳の上に這はいつくばって、ピストルのパーツを探していた。こんな時にいったいなにをやっているんだこの人は!?

「……坂さか本もとさん、俺です。これより寺てら田だ屋やを脱出します」

「おお、しゅうちゃ……いや、以い蔵ぞうさん！　待っちょったぜよ～！　軍鶏しやもは買うてきてくれたかえ？　見ての通りのわやくちゃで、鍋をつつくのは無理じゃき。高たか杉すぎさんからもろうたピストルのおかげでまだ生きちょるが、鳥目のせいでよう見えず、人に弾を当ててしもうた。みんなすまん。すまんきに。ささ、逃げるぜよ」

　岡おか田だ以い蔵ぞうを、軍鶏しやもを買いにやらせていたのか？　ああもう。ほんとうに、この人には危機感がない！　おかげでさんざん幕府方の捕り手を斬る羽目になってしまった。だが、坂さか本もとさんの底抜けの笑顔を見ると𠮟りつける気が失せてしまう。それに、これでもこの人も捕り手を撃ってしまったことを後悔して傷ついているみたいだし。

「おおーみんな以い蔵ぞうさんに怯おびえちょる。さすがじゃにゃあ。以い蔵ぞうさん、行くぜよ！」

「……はい。ええと、ほんものの以い蔵ぞうさんはどこです？」

「じゃき、軍鶏しやもを買いに出払っちょる。そのうち、匂いでうちを見つけてくれるろう」

　やっぱり一度説教しなきゃダメだなこの人。いちいち俺が人ひと斬きり以い蔵ぞうに化けてフォローし続けるなんて冗談ではない。

　だが。

　坂さか本もとさんの濡ぬれた手を摑つかみ、階段を駆け下りて寺てら田だ屋やの玄関から飛び出した俺の前に。

　絶対に今は会いたくない、厄介な男が立ちはだかってきた──。

　どうしてここに？　伏ふし見みまではるばる出張してきたというのか？　そんな馬鹿な!?




「拙者は京都見み廻まわり組ぐみ、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう。薩さつ摩まと長ちよう州しゆうの間を往来し、ご公儀に仇あだなす陰謀を企たくらむ大罪人坂さか本もと龍りよ馬うまを捕らえに参った。一歩も動くな。手向かいすれば、斬る」




　近こん藤どうさんを前に「お土産のたまごふわふわです」と平身低頭しているいつもの佐さ々さ木きとはまるで別人。凄すさまじい気き組ぐみ、恐ろしい眼光。これが「小こ太だ刀ち日につ本ぽん一いち」の真の姿か──！

　さすがはあの江戸講こう武ぶ所しよの剣術師範。おそらくは勝てない。よくて相打ち。

　この男を突破して、坂さか本もとさんを逃がしきらねば──！

　……

　……

　……




　星空の下、俺と坂さか本もとさんはともに深手を負い、屋根瓦の上に仰向けになっていた。

　ここは材木置き場の屋根の上だ。寺てら田だ屋やを脱出した二人はあと少しで伏ふし見みの薩さつ摩ま藩はん邸ていに逃げ込めたのだが、俺は佐さ々さ木きの一刀を脚に受けたため出血して走れなくなった。坂さか本もとさんは途中からそんな俺を背負って駆け続け、「もう動けん」と力尽きてしまった。

「周しゆう平へいちゃん。脚の傷口の血は止めたぜよ。あの佐さ々さ木きちゅう男は凄すさまじい達人じゃった。幕府旗本屈指の使い手ぜよ。よう紙一重で致命の一撃を躱かわしたにゃあ～。じゃき、周しゆう平へいちゃんはその怪け我がでは歩けんし、うちは……身体の血が抜けて、気絶しそうじゃき。もう動けん。体力の限界ぜよ……」

「ゆ、指から出血していますよ、坂さか本もとさん!?　たぶん動脈を切られています。命に関わる重傷ですよ？　この寒さですし、このままでは体温が下がって失血死します」

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。以い蔵ぞうさんがいずれうちらを見つけてくれるきに。星空を眺めながら待つがじゃ、周しゆう平へいちゃん。こうして二人きりで語り合うのは久々じゃにゃあ～。焼き餅焼きの鬼の副長が怖くて、なかなか近寄れなかったきに」

　ここで救援を待つしかないのか。運を天に任せるしか。坂さか本もとさんは泰然自若としているが、それに比べて俺はまだまだだな。

「……坂さか本もとさん。新選組が先に一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶ公こうに大たい政せい奉ほう還かん策さくを献策してしまい、すいません。坂さか本もとさんが果たすはずの仕事でしたよね？　薩さつ長ちようを同盟させたら、次は薩さつ長ちようと徳とく川がわの手を結ばせて平和裏に倒幕を果たし、新しい政権を作る。そして、日本人が同じ日本人を差別する古い世を終わらせる。それが坂さか本もとさんの夢だったんですよね」

「おお、周しゆう平へいちゃんも勝かつ先生の弟子じゃったにゃ。ほいたらうちと考えが同じなのも当然じゃにゃあ。そうそう。土と佐さの上士も郷ごう士しも足軽も百姓もぜんぶわやにして、みんなを同じ日本人にするがじゃ！　もう誰も生まれや身分を理由に差別され苦しめられることのない、フリーな日本を作るがじゃ。それがうちの夢ぜよ。気が合うにゃあ～。新選組のおかげで、慶よし喜のぶ公こうを説得する手間が省けたきに。礼を言うぜよ」

　いや、俺は土ひじ方かたさんたちを救いたくてあなたの歴史的な功績を横取りしただけで……そうか。坂さか本もとさんは、誰がことを成しても構わない、自分が表舞台に立てずともいいと本心から思っている。この人は、そういう人なんだ。

「もう少しこう、新選組と亀かめ山やま社しや中ちゆうが連携を取れちょったら、こんどの長ちよう州しゆう征伐も回避できたかもしれんにゃあ。勝かつ先生が失脚させられた以上、うちは日本人が新しい世を迎えるためには幕府を倒すしか道がのうなったと思うてにゃあ。長ちよう州しゆうにミニエー銃やら軍艦を渡してしもうたき、今さら高たか杉すぎさんを止められなくての。桂かつらさんも藩はん士したちから新選組との内通を疑われたきに、薩さつ長ちよう同どう盟めいを締結するしかのうなかったぜよ」

「……いえ。坂さか本もとさんのやり方のほうが正しいです。新選組は幕府に仕えながら政権を朝廷に返上させようと無理に無理を重ねているんですから。近こん藤どうさんはほんとうにこの道が徳とく川がわへの忠義なのだろうかと辛つらそうですし、土ひじ方かたさんも外交重視の今のやり方が酷ひどくもどかしいようです」

「周しゆう平へいちゃんは優しいのう。うちはの、高たか杉すぎさんの想いもたいせつにしたかったがじゃ。あの人は、幕府との決戦に文字通り人生を捧ささげちょるきに。大好きな人の命を護まもりたいと願うのも人として当然じゃが、人生は一度きりぜよ。人間から『生きがい』を奪ってはならんきに。すまんの、周しゆう平へいちゃん」

　生きがいを奪ってはならない……俺が沖おき田たさんや近こん藤どうさんに強いてきたことは、もしかしたら。でも、俺はそれでも、それでも、みんなに生きてほしくて……もう、たいせつな人を失いたくなくて……。

「周しゆう平へいちゃん？　泣きなや。うちまで泣きとうなるきに。亡くした友を想うちょるがか？」

「……すみません。長ちよう州しゆうと幕府は、一度は戦わなければ互いに収まらない関係です。俺も、こんどの戦を回避できるとは思っていませんでした。ただ……薩さつ摩まと長ちよう州しゆうが組んだ以上、幕府が無様に破れれば徳とく川がわ家けと新選組は坂道を転がるように滅びることになります。なんとか引き分けに持ち込んで和睦できれば、互いの面目は立ちます。ですが」

　会あい津づ藩はんと新選組には、新式銃がない。最大の問題は軍資金が致命的に足りないことだ。長い京都駐屯で、会あい津づ藩はんの財政は破綻しつつある。

「周しゆう平へいちゃん。こういう手はどうじゃ？　うちがこっそり長崎のグラバーから新式銃を購入して新選組に横流ししちゃるぜよ。土ひじ方かたさんなら、あの高たか杉すぎさん相手でも武器が同等ならやり合えるろう。ほいたら新選組は奇き兵へい隊たいと互角に戦え、長ちよう州しゆう征伐は引き分けで手打ちにできるがじゃ。桂かつらさんは疑うたぐり深ぶかいが、必ず約束は守ってくれる人じゃき」

「えっ？　そ、そんなことをしてもしも漏れたら、坂さか本もとさんは薩さつ長ちようから敵として斬られますよ!?」

「どうせいずれは幕府に大たい政せい奉ほう還かんを説く予定じゃったき。同じじゃ、同じ。にゃっはっは！　薩さつ長ちよう同どう盟めいを結んで周しゆう平へいちゃんをこがいな目に遭わせてしもうた詫わびの印に、受け取ってもらうぜよ。なにしろ周しゆう平へいちゃんは、うちを命懸けで救ってくれた恩人じゃき。それに、うちの想い人ぜよ。長ちよう州しゆう征伐で周しゆう平へいちゃんに死なれてはかなわん。ああいっそ、周しゆう平へいちゃんを船に乗せて土ひじ方かたさんから横取りしたいにゃあ～」

　どこまで本気なんだろう。さっぱりわからない。ただ、この人には「敵」も「味方」もなく、この国に生きる人間すべてが同じ「日本人」だという新しすぎる感覚が備わっている。それどころか、異国の人間をも蔑視していない。この星に生きる者は誰もが「地球人」だと、そう思っている。これは誰かから教わったものでもなく、坂さか本もとさん自身の生来の感覚なのだとしか思えない。それなのに土と佐さの郷ごう士しに生まれて上士から徹底的に差別されてきたからこそ、「自由と平等」という未来人の俺がなんの努力もせずに生まれながらに受けられていた恩恵を、この人は強烈に求めたのかもしれない。

「でも亀かめ山やま社しや中ちゆうにそんな大金があるんですか？　新選組は、ミニエー銃並みの新式銃を最低でも三百丁は揃そろえたいんです。会あい津づ藩はん兵へいに配る分を合わせれば千丁。アメリカでは南北戦争が終わって銃が余っているとはいえ、とんでもない金額になりますよ？　とても支払えません」

「実はうちにもない。社しや中ちゆうの金庫はすっからかんぜよ。あっはっは！　しかし周しゆう平へいちゃん、うちは運も知力も足りんがペテン師としての才覚だけは清きよ河かわ八はち郎ろうに匹敵するきに。銭はうちが調達してみせるがじゃ。新選組への詫わびと周しゆう平へいちゃんへの礼じゃき、代金は要らんぜよ。これで長ちよう州しゆう、薩さつ摩ま、徳とく川がわが仲良く手を組めればいいにゃあ周しゆう平へいちゃん」

　坂さか本もとさんが、とても悪い笑顔を見せた。嫌な予感がする。

「……また無理矢理な手を使って強引に金を工面しようとしているんじゃないですか？　ダメですよ坂さか本もとさん。あなたはこの時代の人間としては一人だけ未来を生きすぎているんです。ほんとうに、日本中を敵に回してしまいますよ」

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。周しゆう平へいちゃんはなにがあってもうちの味方をしてくれるろう？　寺てら田だ屋やにただ一人で斬り込んできてくれた今こ宵よいの周しゆう平へいちゃんはまっこと格好よかったぜよ。年頃の乙女なら惚ほれるしかないがじゃ。くうう、たまるか！」

「……い、いえ、別にその、そういうつもりでは。坂さか本もとさんに生きていただきたいのは第一に新選組のためです。ま、まあ、坂さか本もとさんを死なせたくないという個人的な気持ちもありましたが、その……う、浮うわ気きをするつもりは、俺には」

「おお。もしかしてうちにちくとだけ惚ほれちょる？　いかんにゃあ。嫉妬深い土ひじ方かたさんにバレたら法はつ度と違反で切腹じゃにゃあ～。うふ」

　ああ、おまんはまるで未来から来た殿方のようぜよ。まっことおまんとは話が合う。不思議じゃにゃあ。土ひじ方かたさんより先に、おまんと出会いたかったのう──。

　あれ。坂さか本もとさんの声が、だんだん小さくなっていく。

　さ、坂さか本もとさん？　眠ってしまったのか？

　坂さか本もとさん？

　まずい。坂さか本もとさんの額に掌てのひらを当ててみると、体温が急激に低下していた。身体が小刻みに震えている。これ以上屋外に放置していたら、坂さか本もとさんは……！　なんとか坂さか本もとさんを背負って薩さつ摩ま藩はん邸ていまで移動できないか!?　だが、この脚では……！

「……ああ、そこにいたのかえ。土と佐さ勤きん王のう党とうのみんな……武たけ市ちさん。虎とら太た郎ろうさん。那な須すさん……おまんら、無念じゃったか。土と佐さの上士どもに人間扱いされずに殺されてしもうたみんなの無念は、うちが……うちが晴らそうと……土と佐さも幕府も武士もなにもかもを壊して新しい日本を作ろうと、ない知恵を絞って奔走しちょったきに……あと、少しじゃったきに……どうやら、うちも……」

　まずい。朦もう朧ろうとした意識の中で、坂さか本もとさんは死に別れていった土と佐さの仲間たちの幻を見ている。

　坂さか本もとさんに、死が迫っている。

「坂さか本もとさん！　ダメです！　そっちへ行ってはダメです！　目を覚ましてください！　坂さか本もとさんはまだ生きています！　俺がここにいます！　お願いです！」

「……う……ん……？　あ、ああ……周しゆう平へいちゃん。そうか。うちは……三さん途ずの川かわを渡りかけちょったんじゃな……夢の世界で、鴉からすが……鴉からすの群れが見えたがじゃ。要らぬうわごとを言うてしもうたかの？　忘れてや、周しゆう平へいちゃん。は、恥ずかしいぜよ」

「坂さか本もとさんは、武たけ市ちさんたち土と佐さ勤きん王のう党とうの仲間の話を……すみません。京にいた以い蔵ぞうさんたちはやっと救えましたが、土と佐さに戻っていた志士たちは、新選組にもどうすることもできず……坂さか本もとさんの願いをすべて叶かなえる余裕は、俺にはなく……」

「……周しゆう平へいちゃんにそがいなこと、頼んだかのう？　頭が、ぼんやりして……」

　坂さか本もとさん。なんとか、俺のほうを見てもらわないと。生きることに執念を抱いてもらわないと。

「聞いてください。近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんしか知らないことです。実は、俺は未来から来たんです。二十一世紀の神こう戸べから幕末に来ました。そして新選組に入隊し、一度死んだんです。幕末の日本がどんなふうに動き、どんなふうに変わっていったかをこの目で見てきました。俺には、闘死すると過去にさかのぼってやり直せる能力があったんです。薩さつ長ちよう軍ぐん相手に土ひじ方かたさんとともに戦死した後、もう一度幕末の京に死に戻ってきたんです」

「……周しゆう平へいちゃん。必死でうちが眠ってしまわんよう、必死じゃにゃあ。かわいいのう。そうか。おまん、未来から死に戻ってきたのかえ。面白い話じゃのう」

「ほんとうです。薩さつ長ちよう同どう盟めいが結ばれた直後、坂さか本もとさんが寺てら田だ屋やで襲撃されることも知っていたんです。だから助けに来られた。大たい政せい奉ほう還かんを一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶに提案したのも、いずれ坂さか本もとさんがやる予定だった仕事を先取りしただけなんです。幕ばく長ちよう和わ睦ぼくの密約だって、坂さか本もとさんが成した薩さつ長ちよう同どう盟めいの真ま似ねごとです。一周目の世界では、坂さか本もとさんは大たい政せい奉ほう還かんを成し遂げた直後に正体不明の刺し客かくに暗殺されます。坂さか本もとさんが倒れたため薩さつ長ちようは武力討幕に奔はしり、徳とく川がわは朝敵となり、日本は戊ぼ辰しん戦せん争そうに突入し、会あい津づ若わか松まつは焦土と化し……新選組と幕府軍残党は、北の果ての蝦え夷ぞ地ちに入れ札制の共和国を築いて最後まで薩さつ長ちようと戦い続けましたが……衆しゆ寡うか敵てきせず……」

「……そっか。憧れの蝦え夷ぞ地ちに共和国が……うちも参加したかったにゃあ……周しゆう平へいちゃんは、まっこと未来から来た殿方じゃったか。なんとのう、この世界の人とは違うにゃあと思うちょった。うちの直感は冴さえちょるぜよ。惚ほれた土ひじ方かたさんを救うために、死に戻って頑張ってきたんじゃな。おまんは、いい男じゃにゃあ～。土ひじ方かたさんも、女おんな冥みよ利うりに尽きるがじゃ」

「坂さか本もとさんから依頼された岡おか田だ以い蔵ぞうさん救出に成功したのも、今回がはじめてなんです。俺の力を使えば、いつかは新選組を救うと同時に武たけ市ちさんたち土と佐さ勤きん王のう党とう員いんを救うこともできるはずです。今はなぜか力を失っていますが、必ず力を取り戻しますから！　だから」

　もうやめや周しゆう平へいちゃん、と坂さか本もとさんは苦笑していた。唇が白くなってきた。体温がどんどん下がっている。

「……失敗するごとに闘死して死に戻りを重ねるなんて、痛くて辛つらくてたまらんじゃろ？　おまん、そがいな無茶を重ねて身も心ももうボロボロじゃろ。誰も死なん革命など、何度繰り返してもどだい無理ぜよ。おまんは、おまんのいちばんたいせつな仲間を──土ひじ方かたさんと新選組だけを救えばそれで充分ぜよ。のう？」

「ですが！」

「贅ぜい沢たく言いなや。以い蔵ぞうさんや亀かめらを救ってくれただけで、うちはもう充分じゃき。地下の武たけ市ちさんたちも周しゆう平へいちゃんには感謝しちょるぜよ。ミニエー銃は必ずうちが……調達……それより……おまんが来た未来の日本の話を、聞きたいがじゃ……うちが夢見たデモクラシーの世の中は、実現しとるかえ？」

「ええ。憲法が制定され、二院制度が敷かれ、成人したすべての国民が参政権を持ち、三権分立が果たされ、何十年にもわたって戦争もなく、日本は独立した国家として平和と繁栄を謳おう歌かし──俺みたいな無知で無学な人間にも、教育の機会が与えられ、人権が与えられ……不満もあるし完璧な世界じゃないですけれど、坂さか本もとさんに見てもらいたいです」

「……上士と郷ごう士しの差別も、もう、消えちょるのかえ？」

「はい。武士階級も士農工商も、もうありません。すべての日本人は、法の下に平等で……俺はバカだったので憲法とかぜんぜん覚えてないんですが、自由も平等も人権も、空気のように当たり前のものになっていて」

「そっか。そりゃあ凄すごいにゃあ。ああ、見たいのう。一目でいい。この目で見たいがじゃ……周しゆう平へいちゃんの時代の日本を……」

　俺はなにも知らない高校生で、未来の世界には燻くすぶった不満しかありませんでした。でも、幕末に来てやっとわかりました。坂さか本もとさんや近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん、高たか杉すぎさんたち幕末の志士が文字通り命を賭けて奔走してくれたからこそ、胸に志を抱いて戦ってくれたからこそ、日本は列強の植民地にされることなく、近代国家として生まれ変わることができたと。俺はこの時代に生きてそして死んでいった志士の皆さんが血と命と引き換えに摑つかみ取とってくれた果実を、なにも知らずに与えられていただけなんだと……。

「……長ちよう州しゆうでは新選組とは戦いたくないにゃあ、周しゆう平へいちゃん。おまんの目から見れば、土と佐さも長ちよう州しゆうも徳とく川がわも、同じ日本人同士なんじゃにゃあ」

　最後は幕府に忠義を貫いて蝦え夷ぞ地ちで滅びるとわかっていてなお周しゆう平へいちゃんが何度も救いに駆けつけてくれる土ひじ方かたさんが憎いぜよ、ああ、まっこと羨うらやましいにゃあ、と坂さか本もとさんの声に力が蘇よみがえってきたその時。

　終わりを告げる「声」が、鳴り響いてきた。

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう──！

　屋根の上まで、いつの間に登ってきた？

　しまった。俺はいつの間にか覆面を外している。顔を見られた!?




「そうだったのか。まさか近こん藤どう氏うじの義理の息子が、あろうことか坂さか本もと氏うじと繫つながっておったとは。なるほど、うぬは神こう戸べ村むら出身と言っていたな。はじめから神こう戸べ海軍操練所繫つながりの仲間であったか。近こん藤どう周しゆう平へい！　近こん藤どう氏うじに孝行息子として愛されるうぬが、忠義一筋だった新選組を裏切っていた獅し子し身しん中ちゆうの虫むしだったとは──！　近こん藤どう氏うじはまたも信じた人間に裏切られたのか。拙者は、拙者は無念でござる！」




　凄すさまじい怒気だった。寺てら田だ屋や前で遭遇した時とは、さらに桁が違う気き組ぐみ。

　坂さか本もとさんはもう動けず、俺も脚を負傷していて立ち上がれない。どうする。立つことなく、この男と戦えるのか。小こ太だ刀ち日につ本ぽん一いち、江戸講こう武ぶ所しよ指南役佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうと。近こん藤どうさんがあれほど夢に見た地位を、有無を言わせぬ実力で手に入れたこの剣けん鬼きと。

「近こん藤どう周しゆう平へい。ことが露見すれば新選組解散の危機故、この場で拙者が内密に処分する。坂さか本もと氏うじともども、幕府の人間を殺した罪の報いを受けよ。死ぬがよい」

　くそっ。今の佐さ々さ木きになにを弁明しても、聞く耳を持たない、か……。動け。俺の脚、言うことを聞いてくれ……！

「……周しゆう平へいちゃん。逃げや。うちはもう充分じゃき。おまんだけなら、なんとか」

「この脚じゃ俺も逃げきれません。以い蔵ぞうさんが来てくれるまで、坂さか本もとさんを護まもります」

「小僧！　京都見み廻まわり組ぐみを率いるそれがしを愚弄するかあああっ！　立ち上がれもせぬうぬに、もはや時間など与えぬ！　一いつ刀とうで仕留める！　死ねい！」

　ああ。佐さ々さ木きの言う通りだ。俺は完全に詰つんだ。土ひじ方かたさん、すみません。俺は欲張りすぎたのでしょうか。次に死ねばもうそこで終わりだと知っていながら、土ひじ方かたさんではなく、坂さか本もとさんのもとで命を失うことになってしまいました。しかも、その坂さか本もとさんをさえ護まもれなかった。後悔はありませんが、しかし無念です。土ひじ方かたさんと新選組の運命が覆くつがえる瞬間を見届けるまでは、ともに生きたかった。

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが、小こ太だ刀ちを構えるや否いなや一直線に突いてきた。立ち上がれずに屋根の上であがいている俺の眉間めがけて。

　これまでか。

　だが。




「周しゆう平へいくんをやらせないもんっ！　土ひじ方かたさんの予想が大当たり～！　伏ふし見み寺てら田だ屋やは坂さか本もと龍りよ馬うまの常宿だもんね！　坂さか本もと龍りよ馬うまは、新選組の獲物だー！」




　お、沖おき田たさんっ!?

　そうか。土ひじ方かたさんが、坂さか本もとさんが寺てら田だ屋やにいる可能性に気づいて、沖おき田たさんを急行させてくれたのか!?



　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうの小こ太だ刀ちを、沖おき田たさんが屋根の上を駆けながら抜き放った打うち刀がたなが「ガンッ」という激しい金属音を立てながら受けていた。

「おおっ!?　それがしの全力の一撃を、軽々と止めるか！　その細腕で!?」

「じゃじゃーん！　これぞ直参取り立ての折に会あい津づ中将さまから拝領した稀き代たいの名刀、菊きく一いち文もん字じ！　これで新選組の真の一番隊長はボクだね、周しゆう平へいくん！」

「近こん藤どう周しゆう平へいは坂さか本もと龍りよ馬うまと繫つながっていた薩さつ摩まの間かん諜ちようですぞ、沖おき田た氏うじ！　幕府の捕り手をも殺傷した！　法はつ度と違反で斬るべきですぞ！」

「暑苦しい人だなあもう！　新選組にはただの治安部隊はもったいない、政治結社になれって、佐さ々さ木きさんが近こん藤どうさんに勧めていたんでしょー！　剣術バカのボクにはよくわからないけど、坂さか本もと龍りよ馬うまと新選組は徳とく川がわ家けを守るために裏で手を組んでる関係なんだから、部外者が引っかき回さないで！　だいいち伏ふし見みは見み廻まわり組ぐみの縄張りじゃないでしょー！」

「……実に面妖な話。近こん藤どう氏うじも沖おき田た氏うじも、そのペテン師娘に謀たばかられているでござる。薩さつ摩まや長ちよう州しゆうに通じて武器を売りさばいている女が、徳とく川がわに忠義を貫くはずがないでござる。近こん藤どう氏うじはそれがしが護まもる。邪魔立てすれば、沖おき田た氏うじであろうとも斬らねばなりませぬぞ！」

「分からず屋！　じゃあ斬ってみればっ？　その代わり、佐さ々さ木きさんの喉にもぽっかりと穴が開あくからねっ！」

　沖おき田たさんが「ずいっ」と前のめりになって、必殺の「三段突き」の構えに入った。まるで、獲物に飛びかかろうとしている猫のような異様な姿勢だった。佐さ々さ木きがどれほど精妙な小こ太だ刀ちを放とうとも、委細構わず突きを決めて仕留めるつもりだ。防御を最初から捨てている。

　ダメだ、沖おき田たさん！　その男はほんとうに強い！　たとえ佐さ々さ木きを倒しても沖おき田たさんも死ぬ！　と、俺は思わず叫んでいた。

「いいの、周しゆう平へいくん。だって周しゆう平へいくんが死んだら、土ひじ方かたさんが泣くでしょー。それに、ここで剣を抜いて戦わなかったら、ボクはもうほんとうにボクじゃなくなっちゃう。ボクが剣の道を脇目も振らずに進んできたのは、たいせつな人をこの剣で護まもりたいがためだったんだから。それだけが、ボクの生きる意味で、生きる目的で。だから」

　沖おき田たさん。

「……相打ち上等で、それがしを倒す気か……！　坂さか本もと氏うじのために？　いや、違うでござるな。沖おき田た氏うじはそれほどに、近こん藤どう周しゆう平へいを」

「そうだよ！　周しゆう平へいくんが好きなんだよっ！　どうしようもなく好きっ！　悪い子だってわかってるよ！　絶対に届かない想いを抱いて耐える辛つらさが、佐さ々さ木きさんにわかるっ？　毎日毎日、どんどん心の中で土ひじ方かたさんを裏切っている自分が嫌になっていって、それでもこの気持ちを抑えられなくて、それでも周しゆう平へいくんのためならどんなことでもやりたいの！　周しゆう平へいくんを護まもれるなら、死んだっていい！　だから……だから……！　もうボクは迷わないからっ！　ボクの剣は、周しゆう平へいくんに隠し事をするのをやめた今、蘇よみがえったんだから！」

　それじゃあ、沖おき田たさんの剣の迷いは。実戦経験が足りなかったからではなく。

　朴ぼく念ねん仁じんなのは、俺だった。沖おき田たさんのことは、実の妹のように思っていた。沖おき田たさんもはじめは俺を兄のように慕ってくれていた。俺は労ろう咳がい感染から沖おき田たさんを護まもりたくてずっと行動をともにしてきた。土ひじ方かたさんが嫉妬するくらいに過保護に接してきた。でも、あどけない沖おき田たさんもいつまでも子供ではなく、日々成長している。だからいつしか、沖おき田たさんは……。

「やめろ。やめてくれ、佐さ々さ木き。俺の首を持っていけ。沖おき田たさんはなにも関係ない！　沖おき田たさん。俺は……俺はなにがあっても沖おき田たさんを死なせたくないんです。だから」

「……周しゆう平へいくん。いいんだよ。これでもう、思い残すことはないかな。土ひじ方かたさんと近こん藤どうさんをよろしくね？　とうとう悪い子だってバレちゃったね。それなのに、やっぱり周しゆう平へいくんは優しいね。もっと早く言っちゃえばよかったかな……今までありがとうね。さよなら」

「沖おき田たさん!?　やめろおおおお、佐さ々さ木きいいいいっ！」

　沖おき田たさんは、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうの喉元をめがけて、捨て身の突きを繰り出していた。

　ダメだ。死ぬ。沖おき田たさんが死んでしまう。俺の死に戻りの力は、なぜ蘇よみがえらない？　なぜだ？

　しかし、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは意外にも、ふわっと屋根の上を飛んで、沖おき田たさんの間合いから逃げた。逃げながら、剣を鞘さやに収める。

「……それがしの内面は、この無骨な見た目とは違う。心まで朴ぼく念ねん仁じんではないでござる。今こ宵よい、拙者はなにも見なかったでござる」

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう？

「拙者にはやはり、近こん藤どう氏うじの義いも妹うとは斬れぬでござる。だが次に坂さか本もと氏うじがご公儀に楯たて突つけば、その時は問答無用で坂さか本もと氏うじを斬る。幕府旗本としての誇りに賭けて、拙者自身の心を殺してでもご公儀への忠義を貫かねばならぬでござる」

　いったいどういう心境の変化が起きたのだろうか。

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは、「捕り手に見つからぬよう」と呟つぶやきながら屋根から降りていった。

　俺も沖おき田たさんも、顔を合わせられない。気まずい……！　こ、こういう場合、なにを言えばいいんだろう？　ともかく、礼を……。

「……けほっ……けほっ」

「お、沖おき田たさん!?　いけません！　夜風は身体に毒です。俺の羽は織おりを被かぶってください」

「……周しゆう平へいくん。どうして？　こんな悪い子のボクに優しくしないでいいよ。なんで優しくするのさ、土ひじ方かたさんがいるのに？　ボク、どんどん嫌な子になっちゃうよ……」

　沖おき田たさん。俺は……言えない。沖おき田たさんが若くして労ろう咳がいを病んで、大好きな近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんから引き離され、苦しみながら孤独に死んでいく未来を生きてきただなんて、とても言えない。俺はどうすればいいんだろう？　剣の腕は磨いた。学問も積んだ。だが、俺は恋愛に関しては完全な朴ぼく念ねん仁じんだったらしい。未来では恋を知らぬままに死んで、土ひじ方かたさんが俺の初恋の人で、三周目の人生でやっと結ばれて。だから、こんな時にどう沖おき田たさんに接すればいいのかまるでわからない。想定したことすらなかった。

「にゃっはははは！　沖おき田たちゃんもそうじゃったか、周しゆう平へいちゃんに片思いしちょったか。うちと同じじゃにゃあ～。ともに土ひじ方かたさんに敵かなわぬ切ない乙女同士、フレンドじゃにゃあ」

　坂さか本もとさん。もう言葉を発する体力もないはずなのに、あなたは。

「いやあ。高たか杉すぎさんの言う通りぜよ。この世はげにまっこと、面白いにゃあ。ほら沖おき田たちゃん、手ぇ出しや。アメリカ式のシェイクハンドぜよ。フレンドになった証あかしぜよ」

「……ふ、フレンド？　な、なに～それ？」

「英語じゃき。周しゆう平へいちゃんの翻訳ではにゃあ、『友達』言うがじゃ。『同志』に近いけんど、もっと気楽な関係ぜよ。長ちよう州しゆう征伐では敵味方に分かれてしもうたが、おまんに命を救うてもろうたしにゃあ、恋の戦では同盟を結ぶぜよ。ともに周しゆう平へいちゃんの心を動かしてみようぜよ？　のう？」

「い、いや、ボクは……土ひじ方かたさんから周しゆう平へいくんを取ろうとか、そんな悪いことは考えてなくて……もうお別れだと思っていたから、つい……！　いいの。ボクはいいの。周しゆう平へいくん、さっきの言葉は忘れて！」

「それはいかん！　おまんは、なんも悪うないがじゃ。人間が生きちょれば、人に惚ほれる、誰かが恋しくてたまらんようになる、それが当たり前じゃき。おまんももう、心のない人斬りではのうなったちゅうことじゃ。立派な乙女になったがじゃ。めでたいぜよ！」

「……ええ？　なんだか騙だまされてるような……う、うん、でも、そうかも？　はい、坂さか本もとさん。シェイクハンド！　けほ、けほ、けほっ」

「おお。だいじょうぶかえ？　おまんは瘦せちょるきに、風邪を引きやすそうじゃにゃあ」

　お、沖おき田たさん。ただの風邪ならいいんだが……長ちよう州しゆう潜入から今日の寺てら田だ屋やまで、かなり無理をさせていたから……咳せき込こむ沖おき田たさんの背中を見つめていた俺の顔は、どうやら酷ひどく青ざめていたらしい。

「……周しゆう平へいちゃん？　おまん……まさか」

　坂さか本もとさん？　しまった。この人には、俺が未来から来たことを打ち明けてしまったんだ。ここで俺が動揺したら、坂さか本もとさんに沖おき田たさんの未来を気取られてしまう。

「周しゆう平へいくん？　ああ、そっかあ……そうだったんだね。だから、ボクを……」

　沖おき田たさんが咳せき込こみながら、なにかを小声で呟つぶやいた。風がごうと吹いて、聞き取れない。

　そこに。

「りょっ、龍りよ馬うまああああああ～っ！　すまん、すまんのう！　軍鶏しやもを手に入れて寺てら田だ屋やに戻ってきたら、幕府の捕り方がおまんが逃げたゆうて大騒ぎになっちょって！　こがいな時に龍りよ馬うまを一人にするなんて、わしはなんちゅう阿あ呆ほうなんじゃあああ～！　武たけ市ち先生に続いて龍りよ馬うままで死なせてしまうところだったがじゃああ！」

　涙で顔をぐしゃぐしゃにした以い蔵ぞうさんが突進してきておいおいと土下座をはじめたので、沖おき田たさんの言葉は結局わからないままになってしまった。

「沖おき田た総そう司じどの！　近こん藤どう周しゆう平へいどの！　おおきにありがとう、おおきにありがとう！　龍りよ馬うまを救ってくれて、まっことありがとう！　この岡おか田だ以い蔵ぞう、生涯恩に着るきに！　今後はわしを犬のように自在に使うてくだされやあああ！　ほれ、伏ふし見みの薩さつ摩ま藩はん邸ていから龍りよ馬うま救出のために迎えが来たぜよ！」

「……以い蔵ぞうさんは大げさじゃにゃあ～。大の男がそう簡単に土下座しちゃいかんぜよ」

　薩さつ摩ま藩はん士したちが続々と材木屋の一階付近に集まってくる。岡おか田だ以い蔵ぞうが薩さつ摩ま藩はん邸ていに事態を通報してくれたのだ。

　その薩さつ摩ま藩はん士したちの中に、恐ろしい闘気を全身から放っている異形の男がいた。

　黒々とした総髪。猫背気味の長身。牢ろう獄ごくから出所したばかりのような瘦そう身しん。まったく光を放っていない漆黒の瞳。まるで死神のように、俺には見えた。あれは、いったい誰だ？

　思わず背筋が凍った。ただ強いというだけではない、あの男は。

「あん男が、人ひと斬きり半はん次じ郎ろうとして有名な中なか村むら半はん次じ郎ろうどのじゃ。太た刀ち筋すじを見た者はみな死んどるキニ、どんな剣を使うのかは誰も知らんぜよ。西さい郷ごう吉きち之の助すけの忠犬として暗躍しとるがじゃ。『人ひと斬きり以い蔵ぞう』と呼ばれていた頃の、武たけ市ち先生に侍はべっちょったわしに似ちょる」

　いやあ、以い蔵ぞうさんにはちくとも似ちょらんきに、柴しば犬いぬの子犬と土と佐さ犬けんくらい違うぜよと坂さか本もとさんが笑った。

「周しゆう平へいくん？　ど、どうしたの？」

「あ、いえ。沖おき田たさん、なんでもないです。ただ、どこかで聞いた名前だなと思いまして」

　そうだ。会あい津づ戦争で官軍を指揮して会あい津づ若わか松まつ城じようを降伏開城させた男だ。俺と土ひじ方かたさんは会あい津づ若わか松まつ城じようが落城する前に仙せん台だいへ入っていたので、本人ははじめて見た。会あい津づ中将松まつ平だいら容かた保もりから城を受け取る際に、会あい津づ藩はん士しの無念を思って男泣きに泣いたと聞いていたが……しかし今俺が見ている中なか村むら半はん次じ郎ろうは、まるで印象が違う。感情というものがまったく見えない。本来の情感豊かな人格を押さえ込んで、「人ひと斬きり」になりきっているのだ。

　この男こそが、完成された「人ひと斬きり」だ。

　西さい郷ごう吉きち之の助すけが自在に京の政局を動かせたひとつの理由は、この中なか村むら半はん次じ郎ろうという究極の人斬りを「駒」として持っていたことにある。さらには、西さい郷ごうの幼なじみに大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうという切れ者の女参謀がいる。薩さつ摩ま藩はんを代表する「武ぶ」と「智ち」を誇る二人が、西さい郷ごう吉きち之の助すけという大将の左右に侍はべっている。

　西さい郷ごうの政治家としての器量は、三周目の第一次長ちよう州しゆう征伐でまたしても長ちよう州しゆうを赦ゆるし戦を中止させてしまったことで充分すぎるほど思い知っている。

　西さい郷ごう。大おお久く保ぼ。人ひと斬きり半はん次じ郎ろう。どこにも死角がない。薩さつ摩ま藩はんは強大で手て強ごわい。そしてついに今夜西さい郷ごうは薩さつ長ちよう同どう盟めいを締結した。幕府を立てながらの公こう武ぶ合がつ体たい路線を捨てて、長ちよう州しゆうとともに幕府を武力で倒すと決断したのだ。

（まずいぞ。長ちよう州しゆう征伐に勝つか、せめて引き分けて早急に幕ばく長ちよう和わ睦ぼくを達成しなければ、薩さつ摩まに幕府も新選組も潰される）

　ひ、土ひじ方かたさんには今夜のことは内緒でお願いね、と沖おき田たさんに頼み込まれてしまった。

「は、はい。ただ沖おき田たさん、俺は……沖おき田たさんのことが好きですよ。ほんとうに、たいせつに想っています。告白されて、とても嬉うれしいです。それだけは……信じてください」

「妹としてでしょー？　まあいいや！　坂さか本もとさんと同盟を組んだら、なんだか元気が出てきたからー！　あははっ！　薩さつ摩ま藩はん邸ていに寄って傷を手当しよう、いつものようにボクが介抱してあげる！　ここで周しゆう平へいくんを避けたら、ホントに嫌な子になっちゃうもんね！」

「い、いえ、俺は薩さつ摩ま藩はん邸ていには入れません。新選組屯とん所しよに運んでください。薩さつ摩まはすでに幕府の敵に回りましたから、迂う闊かつに藩邸入りするのは危険です」

「ええ、そうなの？　わかった！　すぐに土ひじ方かたさんたちも駆けつけてくるから、少しだけ我慢してね？」

　さっき沖おき田たさんはなにを言おうとしていたんだろう？　だがそれを尋ねる前に、不意に意識が遠のいてきた。失血と寒さで、俺の気力も限界を迎えたらしい。そして、「生き延びられた」という安あん堵ど感かんが最後の一押しになった。

　俺は、沖おき田たさんの腕の中で眠りに落ちていた。









【小こ倉くら　赤あか坂さか口ぐち／慶けい應おう二年七月二十六日深夜】




　幕府軍と長ちよう州しゆう軍ぐんの決戦の地、赤あか坂さか。

　門も司じから小こ倉くらへと繫つながる長崎街道上に位置するこの赤あか坂さかが、小こ倉くら城じようを目指す長ちよう州しゆう軍ぐんを迎え撃つ戦場となる。新選組は、赤あか坂さかを見下ろせる鳥とり越ごえ峠とうげの山手に塹ざん壕ごう陣地を構築し、大砲とミニエー銃を取りそろえて迎撃態勢に入っていた。

　俺一人を従えて山頂近くに登り、双眼鏡で馬ば関かん海峡を凝視していた土ひじ方かたさんが、「ついに高たか杉すぎが来る」と声をあげていた。いつもは青白い頰が紅潮している。もはや宿敵の到来を待ちきれない様子だ。あの箱はこ館だて五ご稜りよう郭かくでもそうだった。生死の境目に立った戦場の切せつ所しよでこそ、この人の生命は目ま映ばゆく輝き、激しく燃える。

「下しもの関せきに竈かまどの煙が上っている。川かわ中なか島じまの合戦前夜の武たけ田だ方がた陣営と同じだ、周しゆう平へい。高たか杉すぎは夜明けを待たずに小こ倉くら城じようを目指して海を渡って上陸してくるぞ」

　この一戦で新選組の運命が決まる、私は鬼になる、しばらくはそんな私を許してくれ、き、嫌いにならないでくれ……と土ひじ方かたさんが遠慮がちに呟つぶやく。俺は「なるわけないでしょう」とそんな土ひじ方かたさんの肩を抱いて夜風から庇かばった。この人は心が優しくてか弱い。

「周しゆう平へい。今、高たか杉すぎは焦あせっている。陸戦では長ちよう州しゆうは圧勝しているが、小こ倉くら城じように幕府軍が陣取っている限り下しもの関せきの海上封鎖を解除できないからな。必ず高たか杉すぎ自身が奇き兵へい隊たいを率いて長崎街道を南下し、赤あか坂さかを抜こうとする」

　はい、ですがそれが土ひじ方かたさんの罠わなですね、と俺は頷うなずいた。

「そうだ。赤あか坂さかに布陣した会あい津づ藩はん兵へいが長崎街道を封鎖し、海からは富ふ士じ山さん丸まるら幕府艦隊が艦砲射撃。山手に築いたこの塹ざん壕ごう陣地からは、新選組が眼下の奇き兵へい隊たいを射撃。三方から奇き兵へい隊たいを包囲して立ち往生させる。射程距離の短いゲベール銃では、これほどの地の利は得られなかった。ミニエー銃さまさまだな」

　最後に止めとして、小こ倉くら城じようから後ご詰づめの幕府歩兵隊、肥ひ後ご藩はん兵へい、小こ倉くら藩はん兵へいらを一斉に投入する。長ちよう州しゆう軍ぐんの象徴である奇き兵へい隊たいと高たか杉すぎ晋しん作さくを撃破すれば、あとは桂かつらとの密約通りに幕府有利のうちに和睦に持ち込める。土ひじ方かたさんの瞳は「小こ倉くら城じようを采配する総大将の老中小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみがどれほど弱腰であろうともこの戦は勝てる」という希望に満ちていた。

「周しゆう平へい。ど、どうだ。私の洋装は似合っているか？　奇き兵へい隊たいの不格好なダンブクロよりはずっとお洒落しやれにあつらえたつもりなのだが。似合っていると褒めろ」

　新選組の隊服も、和服から洋服へと全面的に切り替えられた。隊服を洋装に変更すると決めた洒落しやれ者ものの土ひじ方かたさんはデザインにこだわり、無骨な奇き兵へい隊たいとはまるで違う現代的なセンスに溢あふれた洋式隊服を作らせた。くるり、と俺の前で回ってみせて、と不安げに上目遣いの目線で「どうだろう？」と尋ねてくる。

「似合いますよ、土ひじ方かたさん。かっこいいです。そして綺き麗れいです」

「……も、もっと褒めろ。まだ足りない。私は副長の仕事に忙殺され、お前は総そう司じの面倒をかいがいしく見てきて。恋人同士だというのに、二人きりで過ごす時間が少なかっただろう？　もうすぐ長い戦闘がはじまるのだから、今のうちにたっぷり褒めておけ……私に、やる気と勇気を与えてくれ」

「このまま土ひじ方かたさんをこっそり攫さらっていきたいくらいです」

「そ、そうか。いっそ西洋軍人風に髪の毛も切ってしまおうと思うのだが……短髪のほうが動きやすいからな。お手入れも簡単だし」

「あっ。短髪の土ひじ方かたさんも美しいですが、その、もったいないからその綺き麗れいな黒髪はできれば切らないでほしいかなと……お、俺の個人的な好みですが」

「……わ、わかった……周しゆう平へいがそこまで言うのなら、仕方ないな……高たか杉すぎのようなザンギリ頭より、周しゆう平へいは和風の長髪娘が好きか。ふふっ。未来人のくせに古風な奴やつだ」

「土ひじ方かたさん。早ければ一日。長くても三日でこの決戦は終わります。終わったら……そ、その。俺と……しょ、所帯を構えませんか。た、多た摩まで」

「……え？　そ、それはつまり、きゅ、求婚？　ず、狡ずるいぞ、こんな時に!?」

　過酷な戦闘がはじまる前に接せつ吻ぷんだけでも交わしておきたい、これが二人きりで過ごせる最後の夜になるかもしれないのだから、と俺たちはどちらからともなく唇を寄せ合っていた。

　しかし、ここは戦場である。そう容易たやすく睦むつ言ごとを交わせるはずもない。

「あのう土ひじ方かたさん、周しゆう平へいさん？　お夜食のたくあん入りおにぎりと塩しお饅頭まんじゆうを差し入れに……って、きゃっ？　ご、ごめんなさいっ？　けけけ決して、邪魔をするつもりは！」

「「山やま南なみさんっ!?」」

「あああっ、ごめんなさいごめんなさい！　私はなんてことを……諸しよ葛かつ孔こう明めいが北ほく斗との星に自らの寿命を延長するために祈りを捧ささげていた儀式を邪魔して蠟ろう燭そくを倒した魏ぎ延えんのような気分です……お二人の恋路を邪魔した罪で、私は潔いさぎよくこの場で切腹して」

「「あなたに切腹されてはすべてが水の泡だ！」」

　やっぱりダメだったか。せめて口づけくらいは交わしておきたかった。

「周しゆうちゃん、見て見て～！　鴻こうの池いけ善ぜん右衛え門もんさんが支払期限なし利子なしで進呈してくれたミニエー銃よ！　近こん藤どう勇いさみ専用にカスタマイズしてみましたっ！　ほら。カラーリングが完全に虎こ徹てつでしょう？　ああ、尊皇攘じよ夷ういの志士だったこの私が、いつの間にか英語を使うように。しかも虎こ徹てつが西洋銃に化けてしまって。これも時代の流れなのね、よよよ……」

「気にすることはないさ、近こん藤どうどの！　銃撃戦ののち、剣を抜いて敵中に斬り込み！　これが新しい新選組の闘法なんだから。あたしはやるぞー！　いよいよ長ちよう州しゆうと決着をつける時だ！」

「がらっぱちは単純でいいよなあ。おいらは困っちまうぜ。槍やりと銃の使い分けって面倒臭くね？　どっちも長いしかさばるしで、両方抱えて進軍するのはたいへんだぜ～」

「伊い東とう先生は亀かめ山やま社しや中ちゆうから独立分派して薩さつ摩ま藩はんの外郭組織を立ち上げたそうで、今回の戦争には参戦していないと知って一安心ですわ。師弟対決なんて耐えられませんもの」

　近こん藤どうさんたちまで集まってきてしまった。こりゃ今夜はもう逢おう瀬せはできませんね、と俺と土ひじ方かたさんは顔を合わせて苦笑い……いや、土ひじ方かたさんはまなじりを釣り上げて激怒している。俺を睨にらまないでくださいよ？

　ちなみに、新選組と会あい津づ藩はんのためにミニエー銃を購入してくれたのは実は坂さか本もとさんだ。資金は坂さか本もとさんにもなかったので、なんと、海上で亀かめ山やま社しや中ちゆうのボロ船を畿き内ないを代表する雄藩紀き州しゆう藩はんの大船に衝突させて「万ばん国こく公こう法ほう」を引っ張りだし、イギリス政府まで巻き込んで多額の賠償金をふんだくって捻出したという。つまりは、完全な「当たり屋」である。

　万事適当な坂さか本もとさんは「紀き州しゆう藩はんは長ちよう州しゆう征伐での重要な敵じゃき、これも長ちよう州しゆうのためぜよ。構わん構わん」と笑いながら紀き州しゆう藩はんから支払われる予定の賠償金を用いてグラバー商会からミニエー銃を購入。新選組の後援者の鴻こうの池いけに横流しし、足がつかないように新選組に届けてくれたのだが……だいじょうぶかな、あの人。これで紀き州しゆう藩はんから命を狙われる立場になってしまったし、もしも薩さつ長ちように新選組への武器提供の件が漏れたらほんとうに危ない。

　その坂さか本もとさんは今、長ちよう州しゆう方がたに参戦して軍艦を率い、高たか杉すぎさんとともに馬ば関かん海峡をせわしなく往復している。まさか海軍専門の坂さか本もとさんが上陸部隊に加わるとは思えないが、あの人とは戦いたくないな。

　新選組の要請で軍艦奉行に復職させた勝かつ海かい舟しゆうが長ちよう州しゆうに来てくれれば坂さか本もとさんを封じられたのだが、その勝かつ海かい舟しゆうは大坂城から動かない。日に日に衰弱していく将軍を懸命に介抱しているという。一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶとは相変わらず不和だとか。これもまた不安材料ではある。

「長崎で撮影した写真も届いたよー。ほらほらトシちゃんは洋装が決まってるぅ～。くうう、なにを着てもトシちゃんは役者みたいでかっこいい～！　私は、写真を撮影されたら魂を抜かれると聞いていたので、ガチガチに緊張して鬼みたいな形相で映っちゃって……とほほ……再撮影できないかなあ……」

「あーはははは！　近こん藤どうさんは迷信深いですなあ～」

「総そう司じ！　総そう司じも写真を撮りなさい？　あと、ちゃんと洋装に着替えるのっ！　その浅あさ葱ぎ色いろのダンダラ羽ば織おりは目立つから危ないと言っているでしょう？」

「着替えませんよボクはー。アサギロが気に入ってるんですよ。だって、水鳥みたいでかわいいんだもん♪　あははっ！　けほ、けほ、けほ……」

　沖おき田たさん。とうとう小こ倉くらまで付いてきてしまったけれど、最近咳せき込こむ頻度が増えたような。心配でたまらない。

「……総そう司じはもう陣中に籠もって寝たほうがいい。おでこが少し熱っぽい」

「はじめちゃんまで、おでこくっつけごっこをはじめたのー？　やだなーもー！　ボクは健康ですよーだ！」

　沖おき田たさんの体調を案じる土ひじ方かたさんが、こっそり俺に耳打ちしてきた。

「……もう逢おう瀬せは諦めた。戦を前に興奮してはしゃぎすぎの総そう司じを寝かしつけてやってくれ、周しゆう平へい。ここで総そう司じに無理をさせると元も子もなくなる。もう、二度とやり直しはできないのだから」

「すみません。恋人同士なのに、いつも沖おき田たさんの隣にいて」

「いいのだ。総そう司じは私にとってもたいせつな妹なのだから。周しゆう平へいが総そう司じを純粋に想う気持ちもわかっている。総そう司じがこれだけ自分に優しくしてくれるお前に惹ひかれるのも当然だし……独り寝は寂しいが、俳句でも詠よんで夜を過ごそう。あの曹操そうも、天下分け目の赤せき壁へき決戦を前に詩を詠よんでいたという」

　それは敗北フラグですよ豊ほう玉ぎよく宗そう匠しよう、と俺は内心不安になった。




「周しゆう平へいくん。夜明けまでには戦になるんだよね？　土ひじ方かたさんと過ごさなくていいの？」

「土ひじ方かたさんが沖おき田たさんの体調を心配していて、ちゃんと寝かしつけておけと言われているんですよ。ほんとうに妹想いのいいお姉さんですね、土ひじ方かたさんも近こん藤どうさんも。沖おき田たさんは二人に愛されてますね──土ひじ方かたさんはそれを素直に口に出さないのが玉に瑕きずですが」

「……うん。わかってるよ。土ひじ方かたさんとは、言葉を交わさなくても心で通じてるからね。んーでも、いよいよボクだけが悪い子じゃない、これじゃあ……」

　あの伏ふし見みでの夜以来、沖おき田たさんと話すことが照れくさくなっていた。どう対応していいのか戸惑ってしまう。それでも、労ろう咳がいから沖おき田たさんを護まもるのが俺の使命のひとつだ。結核菌感染の危険から沖おき田たさんを護まもる役目は、未来から来た俺が適任者だ。

　しかし、会話が続かない……き、気まずい。俺という男はどうしてこう朴ぼく念ねん仁じんなんだろう。なにしろ俺の身の上話ができないから、話題が見当たらない。

　寝床に入った沖おき田たさんは、立て膝をついて隣に座っている俺を気恥ずかしそうにちらちらと見ながら、昔話を語ってくれた。子守歌のような心地よいリズムで。

「ボクは幼い頃に両親を亡くしてねー。物心ついた時からお姉ちゃんに育てられていたんだけど、九歳の時に大人の剣士と立ち合ってたまたま勝っちゃってねー。それで試し衛えい館かんの周しゆう斎さい先生が内弟子として引き取ってくれたんだー。それからはずっと、近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんと一緒に剣の稽古をして、一緒に多た摩まで遊んで、毎日が楽しくてね。ずっとずっとこんな幸せな時間が続けばいいのに、大人になんてなりたくないなあって、そう思ってた」

「……沖おき田たさん。もうずっと昔のことですが、俺も両親を早くに亡くしたんです。新選組に拾われるまでは、どこにも居場所がありませんでした。どこか似てますね」

「そうかも。ボクって子供の頃、身体が弱かったんだよ。一度胸を患わずらって死にかけたことがあってねー。あの時は、近こん藤どうさんは毎晩水みず垢ご離りをして願を掛けてくれたよ。土ひじ方かたさんはぶっきらぼうな顔をして寝室に来るごとに、虚きよ労ろう散さん薬やくっていう効きもしないインチキ薬を飲め飲めって五う月る蠅さくて。あの時、ボクは思ったんだ。二人のためにもっともっと剣を究めたい、誰よりも強くなりたいって。試し衛えい館かんは多た摩まの芋道場だけれど、天てん然ねん理り心しん流りゆうこそ最強なんだってボクの剣で証明したいって。ボクをこんなにも想ってくれる二人のために、生きたいなって」

　そうか。沖おき田たさんは子供の頃に一度、肺を痛めていたんだ。だから結核菌に感染したら若くして発病してしまうんだ。

　沖おき田たさんの昔話は、試し衛えい館かんの仲間たちひとりひとりについて、途切れることなく続いた。剣術娘の守護者を勝手に任じる謎の「試し衛えい館かんの牢ろう名な主ぬし」こと独身男の源げんさん。誰にも懐かないくせに独りぼっちになることを怖がる「はじめちゃん」こと斎さい藤とうさん。気がつけばどこからともなく妖怪のように湧いてきて試し衛えい館かんの炊事場に居座っていた左さ之の助すけさん。一人で「私にとって剣とはなにか、武士とはなにか。真の尊皇攘じよ夷ういとは。むむむ」と苦悩しながら食事中にたくあんを横取りして土ひじ方かたさんに𠮟られていた山やま南なみさん。「たのもーう！」と道場破りに押しかけてきていながら、「あんたはほんものの大将だなーっ！　気に入った！　あははっ！」と近こん藤どうさんに懐いて無理矢理に試し衛えい館かんに住み着いた永なが倉くらさん。伊い東とう道場からどういうつもりか移籍してきて「わたくしは歴れつきとした津つ潘はん藤とう堂どう家けのご落らく胤いんですのよ。お稚ち児ごさんじゃないっ！」と誰もまともに取り合わないのに言い張り続けた藤とう堂どうさん。

　すごく楽しそうで、でも、なにか不安でたまらなくなった。まるで、死期を悟った沖おき田たさんが友人たちの思い出話を残そうとしているみたいで。

「沖おき田たさんはいい人ですね。他人の悪口を聞いたことがない、沖おき田たさんの口からは。沖おき田たさんが見ている世界はきっと、俺が見ている世界よりずっと美しい世界なのだと思います」

「ううん。そんなことないよ。周しゆう平へいくんは知ってるでしょ。ボクは悪い子だからさ……周しゆう平へいくんの心が土ひじ方かたさんのものだと知っているのに、どうしてこんな子になっちゃったのかなあ……これが大人になるということなら、やっぱり、子供のままでいたかったかも……」

「沖おき田たさん。そこまで俺を想ってくれて嬉うれしいです。自分を責めないでください。この戦が終わったら、ゆっくり休みましょう。近こん藤どうさんの『誠の武士になる』という夢は沖おき田たさんたちのおかげで叶かないました。これからは多た摩まで、みんなでのんびり暮らしましょう。家族として。多た摩まはいいですよ、空気が綺き麗れいで、水も綺き麗れいで。病気がちな沖おき田たさんにはとても相性がいい土地ですよ」

「……うん。でも多た摩まに戻ったら、ボクが振るう剣は用無し、お役御免でしょ。ボクが危険な場面に立ち合うこともなくなるから、もう周しゆう平へいくんはあまりボクに構ってくれなくなっちゃうよね？　そんなのやだなあ、って思っちゃう自分が嫌だよ……ボクは……」

「剣を鞘さやに収めたって、沖おき田たさんは沖おき田たさんですよ。土ひじ方かたさんも近こん藤どうさんも俺も、沖おき田たさんの剣の腕を必要としているんじゃないんです。沖おき田たさんに側にいてほしいんですよ」

「……そうだね。ダメだなあ、周しゆう平へいくんは優しいなあ。ねえ、周しゆう平へいくん？」

　沖おき田たさん？

「……あのね。周しゆう平へいくんがボクにつきっきりで優しくしてくれる理由って……ううん。なんでもない。ごめんね？」

　なにか俺に言いたいことがあるのだろうか。どうして話をやめてしまったんだろう。沖おき田たさんらしくない。珍しいな。

　沖おき田たさんの表情を読み取りたくて、俺はつい仰向けに寝ている沖おき田たさんの顔を覗のぞき込こんでしまった。

　二人の目線が至近距離で合ってしまって、そして。

　互いに引き合うように、沖おき田たさんの唇が、俺の唇に触れようと。

　土ひじ方かたさんを裏切ることになってしまう。でも、今のどうしようもなく弱々しい沖おき田たさんを放ってはおけない。必死に引き留めなければ、このまま消えてしまいそうな気がして。

　だが。

　沖おき田たさんは慌てて布ふ団とんで自分の口を「ぱっ」と覆うと、突然咳せき込こんでいた。

「……けほ、けほ……あははっ！　今、一瞬危なかったねー周しゆう平へいくーん！　局きよく中ちゆう法はつ度とを忘れたの？　浮うわ気きしたら切腹なんだよー？　あー、危なかった～。ダメだなあ周しゆう平へいくんはあ。土ひじ方かたさんはすっごく焼き餅焼きなんだからさー。あはははっ！」



　なぜか、沖おき田たさんが俺との接せつ吻ぷんを回避するためにわざと咳せき込こんだような気がした。そんな小芝居をするような沖おき田たさんじゃないはずなのに。姉として慕ってやまない土ひじ方かたさんのために？　それとも。

「夜よ更ふかしして眠くなっちゃった。もう寝るよー。長ちよう州しゆう兵へいが攻めてきたら起こしてね？　ボクが菊きく一いち文もん字じでばっさりやっつけちゃうから。それじゃ……お休みなさい、周しゆう平へいくん」

「ええ。沖おき田たさん、お休みなさい」

　なんだろう。胸が締め付けられるように痛い。沖おき田たさんはここにいてくれて、まだ労ろう咳がいにはかかっていないはずなのに、俺はなぜか不安でたまらなかった。





※






「……まさか今頃、周しゆう平へいと総そう司じは……いやっ考えすぎだ。あの二人を疑うだなんて、なんという醜悪な女になってしまったのだ、私は！　ね、眠れない……こんな時は俳句だ。俳句だけが私の心を癒やしてくれる」

　土ひじ方かたもまた、自らの陣中で眠れない夜を過ごしていた。

　未来から来た周しゆう平へいに新選組の運命を知らされて以来、もともと仲間に対する責任感が強い土ひじ方かたにのしかかる重圧は桁外れになった。武士として認められず無残に斬首された近こん藤どうのさらし首や、骨と皮ばかりに瘦せ衰えて一人きりで息絶える沖おき田たの姿を夢に見て、何度も悲鳴をあげながら飛び起きるようになった。ただの夢ではない。周しゆう平へいの死に戻りによって消え去った世界の「現実」を見ているとしか思えなかった。

　それでも周しゆう平へいが恋人として寄り添ってくれているからこそ、かろうじて耐えられた。だが、近頃は沖おき田たと周しゆう平へいの恋仲が隊内でも噂うわさされるようになっていて、さりとて「総そう司じにあまり優しくしすぎるな。迂う闊かつに好かれないように厳しく接しろ」とは絶対に周しゆう平へいには言えない。沖おき田たの死を経験してきた周しゆう平へいにそんな残酷な演技をやれとは……。

　いちばん周しゆう平へいに隣にいてほしいこの夜に、土ひじ方かたは一人で過ごさなければならなかった。沖おき田たの命の安全を優先した。正しい選択をしたはずだったのに、心が張り裂けそうだった。

　だが、そんな土ひじ方かたの心中を察して、「今こ宵よいは子供の頃のように一緒に寝ましょうか～」と訪れた者がいた。

「か、かっちゃん？　大将が自分の陣を抜けてどうする？」

「へいき、へいき。私は西洋の兵学とかさっぱりわからないから、この戦い、実質的にはトシちゃんが新選組の指揮官でしょ？　あっという間にフランス流の兵学を身につけちゃって、見事な塹ざん壕ごう陣地まで築いて、奇き兵へい隊たいを殲せん滅めつする戦術を一人で考え抜いて。こんな才能があったなんて、凄すごいよトシちゃんは」

　竹ちく馬ばの友にして試し衛えい館かんの長姉、近こん藤どう勇いさみだった。

「新選組の指揮官はかっちゃんの仕事だろう。私は参謀が向いている。だが、正直少し疲れた。毎日が張り詰めていて、毎晩のように悪夢を見て。かっちゃんのさらし首を何度も何度も夢に見た。変わり果てた総そう司じの姿も……あれは……やはり夢とは思えないな……」

「そっか。慶よし喜のぶ公こうが会あい津づ藩はんと新選組を捨てて戦場から逃げる夢も見たんだね？　だから慶よし喜のぶ公こうの前で『逃げれば斬る』なんて言っちゃったんだねトシちゃん。きっと、トシちゃんが夢に見る光景は、心の奥底で繫つながっている周しゆうちゃんの記憶なんだと思う。トシちゃんはほら、周しゆうちゃんと何度も朝寝してるから。時間を越えた恋って、たいへんだよねえ」

「ええ？　周しゆう平へいの記憶と私の夢が繫つながっている？　そ、そんなことがあるのか？　なんだか嫌だな……い、いや、周しゆう平へいと繫つながることはぜんぜん嫌ではないのだが!?」

「でも、トシちゃん？　総そう司じはまだ労ろう咳がいにかかっていないし、長ちよう州しゆうとの和睦が成れば徳とく川がわ家けも会あい津づ中将さまも救われる。新選組のみんなも新しい未来を生きられる。あと一歩、あと一戦だよ？　だからほら、今夜は私が周しゆうちゃんの代わりに添い寝してあげるから、もう少しだけ頑張ろう？」

　かっちゃんはなんでもお見通しだなと土ひじ方かたは苦笑し、無二の親友の近こん藤どうが差し入れてくれた金こん平ぺい糖とうを口に放り込んでいた。

「あむあむ。繰り返すが私が見る悪夢のことは、周しゆう平へいには内緒だぞ。死に戻りの力を失ってしまった周しゆう平へいに、これ以上余計な心配事を増やしたくはない」

「うふ。わかってる、わかってる。いずれ悪夢はもう見なくなるよ、トシちゃん。この騒乱が終わったら、私は多た摩まに帰って剣術道場の師範に戻ろうと思うの。もう、私の夢はみんなに叶かなえてもらったから。トシちゃん？　周しゆうちゃんと多た摩まで祝しゆう言げんをあげて、総そう司じも家族として迎えて、みんなでのんびりと過ごそうね？　ね、豊ほう玉ぎよく宗そう匠しよう」

「……ああ、いいな。もう充分すぎるほどに私たちは戦ったものな。でも、それでは総そう司じがかわいそうではないだろうか、かっちゃん」

「ううん。あの子は芯の強い子だから、だいじょうぶ。恋を知って、総そう司じはいよいよ強くなるよ。ほんとうに心弱い泣き虫乙女は──」

「……そうだな。私だな」

「知ってるよ、ふふっ。周しゆうちゃんにも言えない悩みは、私になんでも打ち明けて。ね？」

「はあ。やっぱり私は永遠に勝てないなあ、かっちゃんには」

　土ひじ方かたと近こん藤どうが並んで布ふ団とんの上に転がり、陣幕の天井を見上げながら笑い合っていると。

　隊士たちが続々と陣中に飛び込んできて、そして、新選組局長と副長に至急の要件を報告してきた。




「高たか杉すぎ晋しん作さく率いる長ちよう州しゆう艦隊が夜陰に紛れて接岸し、長ちよう州しゆう兵へいが上陸！　奇き兵へい隊たい、来ます！」




【小こ倉くら　赤あか坂さか／慶けい應おう二年七月三十日】




　戦闘開始から三日目。俺たちは峠の塹ざん壕ごう本陣に籠もり、山肌に取りつく奇き兵へい隊たいを相手に射撃戦を続けていた。両軍ともに、主力兵器は大砲と新式銃。凄すさまじい轟ごう音おんが戦場に鳴り響き、隣にいる仲間とも互いに大声で叫ばなければ言葉が伝わらない。

「ひーじーかーたーどのは朝からずっと無言で塹ざん壕ごうの奥に引きこもって西洋の懐中時計ばかり見ているけどー！　懐中時計をよっぽど気に入ってるのかなあ～？」

　永なが倉くらさんが大声でそう訴えてくる。いや、違う。土ひじ方かたさんは、時刻を見ているのだ。

　一昨日から頼みの幕府艦隊の動きがおかしい。富ふ士じ山さん丸まるら幕府の軍艦が現れず、艦砲射撃が行われない。

　しかも、もう約束の刻限なのに、小こ倉くら城じようから後ご詰づめの兵士がいっこうにやってこない。

　ここで後ご詰づめを投入すれば疲弊した奇き兵へい隊たいは混乱し、新選組が峠から逆さか落おとしをかけて一気に奇き兵へい隊たいを殲せん滅めつできる。そのはずなのに。

「「「今日こそ決着の時！　新選組を蹴散らせ！」」」

　山肌に張りついていた奇き兵へい隊たいが、突撃を開始してきた。例の散兵戦術だ。山さん中ちゆうに散開して岩や樹を盾にしつつ、伏せた姿勢から射撃を行い、こちらが撃ち返して弾込めの作業に移ると同時にじりじりと登ってくる。

「……うう。ダメ、うまく当たらない……ぽんぽんは痛くないけど、耳が痛い……ぐわんぐわんと耳鳴りがして、身体がふらふらする」

「斎さい藤とうさん。会話しづらくなりますが、耳栓をするという手もありますよ」

「……うん。でも、総そう司じが無茶しないかが心配……周しゆう平へいが総そう司じに優しすぎるから、あの子すごく辛つらそうで……あの子があんなにも頑張ろうとする理由は、そもそも自分が……」

「知っていますよ斎さい藤とうさん。奇き兵へい隊たいを敗走させたら、すべて決着しますから。沖おき田たさんに生きてもらうためにも、この戦いに必ず勝ちましょう」

「……そ、そうなんだ。知ってたの。はっ？　今、身体に稲妻が走って結論が出た。周しゆう平へいが奥さんをいっぱい娶めとれば済む。土ひじ方かたさんも総そう司じもお嫁さんにすればいい。男武士には妾めかけをたくさん囲う性豪も大勢いる。勝かつ海かい舟しゆうとか一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶとか」

「なにを言いだすんですか、斎さい藤とうさんっ!?　まさか、塹ざん壕ごう戦せんで精神をやられて……？」

「違う。正気」

　真顔で急にどうしたんだこの人は。でも、それほどに沖おき田たさんを想ってくれているんだな。親友だからな。

「あっはっは！　そりゃあいい周しゆうの字じ！　大奥を開くんならよ、おいらも入れろー！　一生ただ飯たかってやんよー！」

「遠慮します、左さ之の助すけさん」

「あのう。周しゆう平へいさん。よろしければ、私が春かす日がの局つぼねのように大奥を取り回す役目を果たしましょうか？　私、戦は不得手ですが、人間関係の調整役には自信がありますから！」

「や、山やま南なみさんまで塹ざん壕ごう戦せんでおかしくなっている？　現実逃避しちゃダメですよ！　これが戦争の悲劇か……！」

「み、みんな、年頃の乙女が大奥だの妾めかけだのとハシタナイよ。そんなことより、奇き兵へい隊たい士したちがどんどん迫ってくる！　これ、まずくない？」

　永なが倉くらさんの言う通りだった。海からの艦砲射撃はもうない。街道を塞ぐ会あい津づ藩はん兵へいも疲弊しきっていて活動力が激減している。小こ倉くら城じようからの後ご詰づめも来ない。高たか杉すぎは、この機を捕らえて一いつ気き呵か成せいに新選組本陣を落とすつもりか。

　山やま南なみさんが「大砲、放て！」と号令をかけ、山やま本もと覚かく馬まさんが苦労の末にようやく長崎で手に入れた新式の四よん斤きん砲ほうを放った。しかし相手は山さん中ちゆうに散開している上に、生い茂った木々や巨岩が自然の盾となって、致命傷の一撃を加えられない。奇き兵へい隊たいはすでに大砲戦に適応しているのだ。

　そして大砲の一斉射撃が終わり、山さん中ちゆうが煙に覆われて視界が塞がれるとともに。

「そーれっ！　今だ！　奇き兵へい隊たい、突とつ貫かん！　聞いておそろし、見ていやらしい～♪　諸君、このボクとともに最後の決戦だっ！」

　この声は、高たか杉すぎ晋しん作さく！　三味線を弾いて都ど々ど逸いつを詠うたいながら、この地獄のような戦場を悠々と登ってきたのか。総大将自らが。

　着流しの羽は織おり姿すがたで三味線を弾き流しながら、ザンギリ頭の高たか杉すぎ晋しん作さくが奇き兵へい隊たい士しを引き連れて新選組本陣の正面へと迫ってくる。

「あっはっは！　やあ新選組の諸君、久しぶり！　四境のうち三境ではすでに長ちよう州しゆうが勝った。芸げい州しゆう口ぐちも時間の問題だ！　残るは小こ倉くら城じよう。いや、キミたち新選組だけになった！　維い新しん回かい天てんの大業まであと僅かさ！　いやあ、諸君はさすがに手て強ごわいなあ！　ご挨拶するまでに三日もかかってしまったよ！」

　高たか杉すぎを護まもるべく「開かい闢びやく総督を死なせるな！」「長ちよう州しゆうの勝利まであと少しだ！」「命を惜しむな！」と叫びながら次々と殺到してくる奇き兵へい隊たい士したち。彼らはみな名もなき百姓町人たちだ。ミニエー銃を構えた新選組を前にしてもまるで怯ひるまない。みな高たか杉すぎのために戦って死ぬつもりだ。

　白はく兵へい戦せんの間合いに入った。これは池いけ田だ屋や以上の死闘になる、全員生還はもはや困難か、と俺は迫り来る友たちの死に絶望しかけていた。だが、こんな時にはいつだって、そう。あの人が俺の背中を支えてくれる。運命と戦え、折れるな、と優しく𠮟りつけてくれる。

「新選組副長土ひじ方かた歳とし三ぞうだ！　隊士諸君、よくぞ奇き兵へい隊たいの猛攻に三日も耐え抜いてくれた！　ついに白はく兵へい戦せんの間合いに奇き兵へい隊たいが踏み込んできた、高たか杉すぎさえ倒せばこの戦は終わる！」

「新選組局長近こん藤どう勇いさみです。高たか杉すぎ晋しん作さくどの、幕ばく長ちよう和わ睦ぼくと公こう議ぎ政せい体たいを実現するために、潔いさぎよくお縄についていただきます！　手向かいいたせば斬ります！　虎こ徹てつを抜かせていただきます！」

「あー、五う月る蠅さかったけどよく寝たー！　仮眠終了、頭すっきり！　真の新選組一番隊長、沖おき田た総そう司じさんも見参っ！　いくよーはじめちゃん！　高たか杉すぎ晋しん作さく、いざ尋常に勝負だー！」

「隊士諸君、怯きよ懦うだなるは斬る、退く者は斬る！　新選組、斬り込めえっ！」

「「「おおおーっ！」」」

　間合いを詰めての白はく兵へい戦せんとなれば、新選組は無敵だ。数に勝る奇き兵へい隊たい士したちを次々と斬り捨てていく。

　俺もまた、無心で剣を抜いて戦場を駆けた。

　これだ。これこそが「新選組」の真の姿だ、と心が叫んでいた。

　この瞬間、この一戦のために、俺たちは今まで耐えに耐えてきた。勝かつ海かい舟しゆうや佐さ久く間ま象しよう山ざんのもとで学問を学んだのも、土ひじ方かたさん、山やま南なみさんとともに難解な政局について調べ尽くしたのも、長ちよう州しゆうへ潜入して桂かつら小こ五ご郎ろうと会見したのも、一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶに大たい政せい奉ほう還かんを献策したのも。すべては新選組に最後の勝利をもたらすため。近こん藤どう勇いさみ率いる新選組こそが日本最強の武士団だということを証明するため。「運命」を覆くつがえすためだった──！

　斬れる。覆くつがえる。運命は覆くつがえる。新選組の戦場に虎こ徹てつが呻うなり、和いず泉みの守かみ兼かね定さだが奔はしり、菊きく一いち文もん字じが煌きらめく。土ひじ方かたさんも、近こん藤どうさんも、沖おき田たさんも。みんなの未来が、まもなく変わる。

「いやあ。最強を誇るわが奇き兵へい隊たいも、剣での勝負では新選組の前には赤子も同然か。ボクとしたことが、はっはっはー！　土ひじ方かたくんに一本取られたな！」

　奇き兵へい隊たいが総崩れになりつつなる中、高たか杉すぎ晋しん作さくはそれでもなお三味線をかき鳴らしながら笑っていた。この人は、死ぬことを恐れないのか。まさか、まだ勝算があるというのか。

「ちょっとー！　剣を抜いてよー！　やりづらいなあ、もうっ！　これじゃ斬り捨てられないでしょー！　えーい峰打ちでいいや。菊きく一いち文もん字じの出番だよ！　高たか杉すぎ晋しん作さく、御用だー！」

　菊きく一いち文もん字じを構えた沖おき田たさんが、猫のような素早さで高たか杉すぎの懐に突進する。

「やあ、アサギロのお嬢ちゃん。キミとは戦いたくないなあ。前にも言っただろう？　ボクに近づいちゃいけないよ？」

「なんでさーっ？　御用だ、御用だ！」

「それは、ボクが危険な女だからさ……げほっ……！　げほ、げほ、げほっ……ほら、キミに伝う染つしてしまうから。離れて。ボクの咳せきを浴びちゃダメだよ……？」

　えっ!?

　喀かつ血けつ？　高たか杉すぎ晋しん作さくは、労ろう咳がいを病んでいたのか？　そういえば以前よりも身体が瘦せているような？

　そんな馬鹿な。その身体で、どうして戦争なんかやっていられる。どうして最前線に立っていられる。なぜそんな薄着を着て笑っていられる。

　いや。今はそれどころじゃない。この大詰めで沖おき田たさんを結核菌から護まもれなかったら、俺の今までの努力はすべて無駄になってしまう……！

　周しゆう平へい！　と土ひじ方かたさんが叫ぶ声。土ひじ方かたさんも奇き兵へい隊たい士したちと戦いながら高たか杉すぎの異変に気づいたらしい。

「沖おき田たさん！　ダメです。飛ひ沫まつを大量に浴びれば労ろう咳がいに感染します！　高たか杉すぎ晋しん作さくから離れてください！」

「周しゆう平へいくん？　やっぱり……ボクって……」

「げほっ、げほっ……お嬢ちゃん。キミはボクと体質が似ている。子供の頃、胸を病んだだろう？　体格を見ればわかるよ。キミには労ろう咳がいが伝う染つりやすい。だから、周しゆう平へいくんの言う通りにするんだ」

　高たか杉すぎ晋しん作さくは激しく喀かつ血けつしながらも、手で口を覆って沖おき田たさんから距離を取り、沖おき田たさんを感染から守ろうとしていた。一方的に新選組に斬られ続けていた奇き兵へい隊たい士したちはこの異変を見るや否いなや一斉に目の色を変えて、死兵となった。「たっ、隊長おおおおっ？」「だからあれほどご無理ですと……！」「ちくしょうめ。高たか杉すぎさんは絶対に死なせん！」「維い新しん回かい天てんまであと少し、あと僅か。どうか高たか杉すぎさんにしばしの命を！」と叫びながら、出で鱈たら目めに剣を振り回して新選組隊士に猛然と反撃してくる。斬られても突かれても倒れることなく前進してくる。もうこうなれば、剣技などは関係ない。数に勝る奇き兵へい隊たいのほうが優勢となった。

「沖おき田たさん。いけません。下がってください。俺に任せてください」

「……高たか杉すぎ晋しん作さく……労ろう咳がいだったの……？　下しもの関せきで会った時から？」

「ああ、そうだよ。お嬢ちゃん。ボクはもう長くない。まもなく死ぬだろう」

「……そんな。悔しくないの？　あと一歩で長ちよう州しゆうが幕府に勝とうとしているのに。幕府や会あい津づにさんざんやられ続けてきた長ちよう州しゆうの志士たちの活躍はこれからなのに。それなのに、はじめから長ちよう州しゆう征伐で命を使い切るつもりで戦っていたの？　辛つらくなかったの？」

「……いいんだ。人間の命の価値は、ひとつしかない命をどこでどうやって使い切ったかで決まるのさ。永遠に生きられる人間はいないのだから……戦うだけ戦って、幕軍を倒したらボクの出番はそこで終わり。あとは、愛いとしき友たちが維い新しん回かい天てんを進めて完成させてくれる。人には役割がある……役割を全うできたボクは、幸福だったとも」

　違うよ高たか杉すぎさん！　まだ終わってないよ！　新選組と奇き兵へい隊たいの戦いはまだ続いているんだよ！　まだ死んじゃダメだよ！　と沖おき田たさんが泣きながら叫んでいた。

　しかし高たか杉すぎ晋しん作さくは申し訳なさそうにはにかみながら、

「……ごめんねお嬢ちゃん。この戦は、ボクの勝ちなんだ。いや、桂かつらくんが勝ったと言うべきか。桂かつらくんがコツコツと京大坂に張り巡らせた諜ちよう報ほう網もうは抜かりない。ほんとうに、ごめんよ。キミたちとはこうして戦うのではなく、フレンドになりたかったな」

　そう答えていた──。

　監察の山やま崎ざき烝すすむさんが荒れ狂う戦場のまっただ中に忽こつ然ぜんと姿を現して、土ひじ方かたさんに「急報」を伝えたのは、そんな最中のことだった。




「副長、なんぼ待っても後ご詰づめは来まへん。大坂城にて将軍さんが病死。この秘事を知った総大将の小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみは慌てて小こ倉くら城じようからの逃走準備に。噂うわさを漏れ聞いた諸藩の部隊も、すでに退却をはじめとります」




　将軍の運命は変えられなかった。三日間にわたって赤あか坂さかに陣取り街道を封鎖していた会あい津づ藩はん兵へいもまたこの時、小こ倉くら城じようでの味方壊かい乱らんを防ぐために一斉に退却を開始していた。

　高たか杉すぎ晋しん作さくは桂かつらが築いた諜ちよう報ほう網もうを用いて、山さん中ちゆう深くに籠もっていた新選組よりも先に将軍の死を知り、小こ倉くら城じようの異変を知ったのだ。だからこそ、奇き兵へい隊たいの主力部隊すべてを投入して新選組本陣を強襲し降伏させようと決断した。

　土ひじ方かたさんが目の前の戦場に全神経を集中しなければならなかったのは、相手が高たか杉すぎ晋しん作さくだったからだ。高たか杉すぎの背後で情報戦を仕切っている桂かつら小こ五ご郎ろうという存在の大きさに気づく余裕はなかった。土ひじ方かたさんが高たか杉すぎとの戦いに忙殺されている以上、参謀の俺が気づくべきだった。桂かつら小こ五ご郎ろうは、顔を明かしてなお自らの手の内や能力の底を悟らせない慎重すぎる知恵者だったのだ。三周目でやっと気づくなんて。

　近こん藤どうさんが「そんな？　ほんとうに御老中が逃げるなんて、ありえない」と耳を疑う。「一周目」で起きた敗戦が再び起きようとしている。戦場の最前線でどれほど新選組と会あい津づ藩はんが血を流して奮闘しても、総大将が腰砕けでは結果は変わらなかった。

「……新選組、撤退だ。奇き兵へい隊たいの追撃を躱かわしつつ下山し、小こ倉くら城じようへと籠ろう城じようする。これより死中に活路を開く」

　土ひじ方かたさんが断腸の思いで、隊士たちにそう告げていた。その目尻には、悔し涙が溢あふれていた。




　血路を開いて辿たどり着ついた小こ倉くら城じよう内ないは騒然としていた。

「斎さい藤とう、永なが倉くら、藤とう堂どう。小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみを手分けして探せ！　総大将が戦場から逃亡すれば、幕府は長ちよう州しゆうに敗れる。絶対に小こ倉くら城じようから逃がすな！　こうなる可能性はわかっていたのに。小お笠がさ原わらのもとに護衛と称して刺し客かくを侍はべらせておくべきだった。斎さい藤とうか総そう司じを。かつての私なら、迷わずそうした。私は、やはり弱くなった」

　土ひじ方かたさんが鬼の形相で城内を駆け、小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみを探し続ける。

「そうだ。奴やつは船を用いて川を下り、富ふ士じ山さん丸まるに搭乗して長崎へ逃げる。富ふ士じ山さん丸まるが赤あか坂さかの攻防戦に参加しなかった理由は、奴やつが小こ倉くらから逃げるために富ふ士じ山さん丸まるを動かさなかったからだ！　船付き場へ向かう！」

「土ひじ方かたさん。『玄米を食べろ』程度の進言で将軍の命を延ばせると思っていた俺が甘かったんです。死に戻ることができれば、もう一度良りよう順じゆん先生と話し合って将軍の治療環境を改善できるのに……土ひじ方かたさんのせいじゃありません」

「周しゆう平へい。上様はご寿命だ、もはや手遅れだった。私を止めるな。小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみは絶対に引き留める。翻心しないならば斬る。今まで無益な殺傷は避けてきたが、これから幕府に、会あい津づに、新選組にどれほどの犠牲者が出るかを思えば、奴やつだけは決して許されない」

　高たか杉すぎ晋しん作さくとの決着をつけることもできず、新選組は戦場に燃え尽きることも許されず、その運命を覆くつがえすこともできず。

　幕府の命運をその手に握っていた老中の大失態を前にして怒り狂う今の土ひじ方かたさんはもう、俺にも止められない。

「見つけたぞ！　小お笠がさ原わら！　貴様は士し道どう不ふ覚かく悟ごだ！　二百六十年も徳とく川がわ家けから禄ろくを頂いていながら、仮にも唐から津つ藩はんの世せい子しが、幕府の老中が、味方を置き去りにして敵前逃亡しようなど許さん！」

「……ひ、ひいいっ!?　ひ、土ひじ方かた？　せ、拙者はただ、う、上様の喪に服そうと……」

「貴様が赤あか坂さかへ後ご詰づめを送っていれば、新選組と会あい津づ藩はんは奇き兵へい隊たいを破っていた！　あと一歩だったのだ！　なにもかも、貴様の怯きよ懦うだのために！」

　やはり小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみは、小舟へ乗り込もうとしていた。船着き場で、ついに発見した。小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみは女性のような柔和な容貌の男で、激しい土ひじ方かたさんの気に吞のまれてその場にへたり込んでいた。しかしここで幕府の老中を斬ってしまえば、新選組は……土ひじ方かたさんは責任を負って切腹する覚悟なのか。そんなことはさせない。

　老中小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみは、俺が斬る。

「新選組を結成し幕府のために戦ってきた近こん藤どう勇いさみも私も、多た摩まの百姓の生まれだ。誠の武士に憧れ、士道を貫くために戦せん塵じんを潜くぐり抜ぬけ己を律し命のやりとりを続けてきた。われらと死闘を繰り広げた奇き兵へい隊たい隊士たちもまた、名もなき長ちよう州しゆうの百姓町人たちだ。百姓や町人がおのれの主君のため、自らの志のために戦っている最中に大将が戦わずして逃亡しようとは、貴公はそれでも武士か!?　われらが憧れてやまなかった武士とは、こんなものだったのか!?　それでは新選組の隊士たちは、いったいなんのために……なんのために今日まで剣を呻うならせ、命を散らして」

　土ひじ方かたさんの双そう眸ぼうからは、涙が溢あふれて止まらなかった。悔し泣きだった。「士し道どう」という理想が、試し衛えい館かんの友たちが作り上げた幻想にすぎなかったという残酷な現実に耐えがたかったのだろう。

「……土ひじ方かた。いや、土ひじ方かた先生。貴公のその徳とく川がわへの忠義と激しく純粋な士し道どうへの想い、到底拙者の及ぶところではござらぬ。拙者は己を恥じております。しかしながら武家といえども拙者は官僚にすぎないのでござる。い、い、戦は拙者にはまるでわからぬのです」

「ならばなぜ、貴様のような素しろ人うとが軍を率いた！　なぜお役目を辞退しなかった！　なぜ新選組に、せめて会あい津づ藩はんに総大将役を譲らなかった!?」

「せ、拙者が老中だったからでござる。拙者自身の意志ではござらぬ。神君家いえ康やす公こう以来、幕府のご常じよう法ほうはみだりに変えてはならぬというのがご公儀の定めでござった。ば、幕府は二百六十年、厳格な身分統制のもとに運営されてきた。ろ、浪士あがりの新選組に軍の総大将を委ねることはご常じよう法ほうが許さなかったのでござる……！」

「すべては『ご常じよう法ほう』か。では貴様が敵前逃亡しても、切腹させられることはないというわけか!?」

「な、ない。老中が切腹して責任を取るというご常じよう法ほうは、幕府にはない……」

「ならば新選組が、士し道どうに基づいて貴様を処断する。新選組は血も身分も生まれも問わない。武士か否いなかを決めるのは、志のみだ。戦場より逃亡する者は斬る。怯きよ懦うだなる者は斬る。小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみ、貴様は武士にあらず。士し道どう不ふ覚かく悟ごだ──！」

　土ひじ方かたさんが、兼かね定さだの柄つかに手をかけていた。まずい。もう止められない。ここは俺が。俺が小お笠がさ原わらを斬る──！

「ひ、ひいいいいいい～っ!?」

「ダメよ、トシちゃん！　周しゆうちゃん！」

「かっちゃん!?」

　近こん藤どうさん。奔はしりながら虎こ徹てつを抜いて、小お笠がさ原わらを斬ろうと振りあげた俺の剣を止めた。凄すさまじい剣圧だ。

「幕府直参の新選組隊士が御老中を斬ろうなど、言語道断です！　二人とも、御老中を斬るというのならばまず私を斬りなさい！」

「こ、近こん藤どうさん。そんなこと、できるはずが」

「かっちゃん。どうして。悔しくないのか!?　これほど幕府に尽くして幕府直参に取り立てられてもなお、われらは老中にとっては使い捨て要員にすぎなかった！　すべてはご常じよう法ほうだの一点張りで、この男は切腹させられることもない！　こんな腐った幕閣を、こんな世の中を変えるために、われらは誠の武士を目指して戦ってきたのではないか！」

「……トシちゃん。もう諸藩の兵は逃げてしまったの。小こ倉くら城じように残っているのは新選組と会あい津づ藩はん兵へいだけ。御老中を斬っても、トシちゃんと周しゆうちゃんが切腹するだけで死に損よ……やっとわかったよ私。周しゆうちゃんが大たい政せいを奉ほう還かんして幕府を解散し、新しい政府を作らないといけないと言い続けてきた理由が。私はバカだから。どうして幕府を解散しないといけないのかな、ってずっと心中もやもやしていたんだけれど」

「かっちゃん……」

「私たち多た摩まの百姓娘が、誠の武士を目指して新選組を結成した時から、幕府の寿命はもう尽きていたんだなって。幕府にこの国と民を護まもる力が残っているなら、そもそも新選組は生まれなかったでしょう？　長ちよう州しゆうの高たか杉すぎ晋しん作さくは、上士が支配してきた長ちよう州しゆう藩はんそのものを覆くつがえして百姓町人が武士よりも武士らしく戦う新しい国を築いた。新選組は局長の頭が古いせいか、そこまでには至れなかった。そういうことよ、トシちゃん」

　それは幕府が長ちよう州しゆう藩はんよりも巨大だったからだ、そもそも上士生まれの高たか杉すぎと百姓生まれのわれらとでは出発点が違いすぎる、あまりに不利すぎた。かっちゃんは充分すぎるほど頑張った！　と土ひじ方かたさんは泣いた。誰よりも武士に憧れ続けてきた近こん藤どうさんの無念を想って。そんな近こん藤どうさんの口から「幕府の寿命は尽きた」という言葉を聞いたその瞬間に、土ひじ方かたさんも俺も、新選組がついに独力では運命を覆くつがえせなかったと悟ったのだ。

「御老中。二人は戦場でこの三日三晩、ほとんど不眠不休で戦ってきました。少しばかり錯乱していただけです。局長の私がきつく𠮟っておきますから、今はこの近こん藤どう勇いさみの顔を立てていただきます。二人を不問に付していただきますね？」

「……か、かたじけないでござる、近こん藤どう先生。近こん藤どう先生ほどのお方がなぜ、江戸講こう武ぶ所しよで師範役に取り立てられなかったのか……あなたが江戸講こう武ぶ所しよに取り立てられていれば、今頃江戸旗本八万騎は強きよう靭じんな武士の軍団に生まれ変わっていたでしょうに」

「うふ。それは言いっこなしです、御老中。私には、新選組のほうが性に合っています」

　近こん藤どうさんは、笑顔で小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみの手を取って立ち上がらせ、船へと送り届けていた。

　これからどうするつもりだかっちゃん、と問いかけた土ひじ方かたさんに向かって、近こん藤どうさんはいつもの微笑を浮かべながら、こう告げた──。

「新選組隊士、会あい津づ藩はん兵へいは全員退去。敗軍の責任は御老中に代わってこの私が取ります。新選組局長近こん藤どう勇いさみの切腹をもって長ちよう州しゆう軍ぐんにこれ以上の追撃をやめてもらいます。それで幕府の面目も保たれるし、トシちゃんも周しゆうちゃんも総そう司じたちも無事に退却できるでしょ？」

「かっちゃん、なにを言っている？　私も周しゆう平へいも、それではなんのために今まで……私は、かっちゃんを死なせたくないからこそ……！」

「高たか杉すぎ晋しん作さくならば、私を斬首したりしないよ。武士らしく切腹させてくれる。私の運命は大きく変わったよ？　でしょう、周しゆうちゃん？　私の生涯の夢。誠の武士になるという夢が、これではじめて叶かなうのよね？」

「違う、絶対に死んではダメだ！　幕府はまだ滅びてはいない！　最後までともに運命に抗あらがおう、かっちゃん！　死ぬだけならいつでも死ねる！　だから……お願いだ……！」

「近こん藤どうさん。俺はもう死に戻れないんです、あなたを死なせてしまったら土ひじ方かたさんの心が折れてしまいます。あなたが死ぬ時が、土ひじ方かたさんが死ぬ時なんです」

　俺は息が詰まりそうになりながらもかろうじて言葉を吐いた。なぜだ。なぜ死に戻れない。どうしてだ。

「……困ったわねえ。トシちゃんは寂しがり屋なんだから……トシちゃんがもっと強い子ならば、自ら新選組局長となって長ちよう州しゆう征伐にも勝ってしまえたはずなのに。いつも愚ぐ図ずな私が足を引っ張っていたのにね。くす」

　違います。土ひじ方かたさんは近こん藤どうさんに尽くすためにこそその力を発揮できるんです。近こん藤どうさんがいてくれなければ。

　小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみが海路で逃走し、小こ倉くら藩はん士したちも「山さん中ちゆうに散って長ちよう州しゆう兵へいに抵抗する」と城を脱出。孤立無援となった小こ倉くら城じよう。奇き兵へい隊たいに包囲され、完全に追い詰められた新選組と会あい津づ藩はん士したち。

　しかし、これまでに俺と土ひじ方かたさんが布石として打っていた「手」が、期せずして近こん藤どうさんと新選組、そして会あい津づ藩はん士しを救うことになった。

　そう。亀かめ山やま社しや中ちゆうの隊士を率いて長ちよう州しゆう藩はんの軍艦乙いつ丑ちゆう丸まるに乗り込み、せわしなく馬ば関かん海峡を往復していたあの坂さか本もと龍りよ馬うまさんが、「和睦の使者」として一人きりでやってきて小こ倉くら城じようの門を叩たたいたのだ。用心棒の岡おか田だ以い蔵ぞうすら連れてきていない。それどころか、腰に刀すら差していなかった。完全な丸腰である。

「うお～い！　うちは和睦の使者じゃきに、撃ちなな、撃ちなや!?　近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん、周しゆう平へいちゃんにええ話があるぜよ～！　新選組は、まだ終わっちょらんきに！」

　ここは戦場なのに相変わらず不用心な人だなと俺は呆あきれたが、坂さか本もとさんはここから周旋屋の本領を発揮したのである。
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　ついに、近こん藤どうさんが「坂さか本もとさんがそこまでのお覚悟ならば」と承諾した。この人は理屈ではなく「気概」で生きている人だ。坂さか本もとさんの並々ならぬ覚悟が琴きん線せんに触れたのだろう。

「ただし坂さか本もとさん。あなたは必ずわれら新選組がお護まもりします。それでよろしければ」

「……周しゆう平へいの女たらしも、役に立つことがあるのだな。待てよ？　坂さか本もと。鴻こうの池いけ善ぜん右衛え門もんさんが後払いで提供してくれたあのミニエー銃……もしかして……そういえば亀かめ山やま社しや中ちゆうは紀き州しゆう藩はん相手に海難事故を起こして長崎で争っていたが……まさか!?　あの海難事故の際に沈没した亀かめ山やま社しや中ちゆうの船には、大量の銃器や金塊が積まれていたというが、もしやぜんぶ噓うそか!?　坂さか本もと、お前は紀き州しゆう藩はんを騙だまして賠償金をふんだくって、その金で」

「聡さといのう土ひじ方かたさん。しーっ。それは気づかなかったことにするちや。長ちよう州しゆう征伐に参戦しておきながら、敵味方の両方に武器を売りつけちょることが知れたらのう、さすがに桂かつらさんも久く坂さかさんもうちを庇かばい立だてしきれん。うちの首が飛ぶきに」

　恩に着る、お前の命は必ず新選組が護まもる、と土ひじ方かたさんもついに承諾してくれた。

「ちゃっかりした貴様のことだ、タダではあるまい。新選組に対価としてなにを望む？」

「あー。銭はいらんきに。うちは恋に生きる乙女じゃき。新政府が成ったらにゃあ、愛いとしの周しゆう平へいちゃんを半年でいいからうちの旦那さまとして貸してくれんかの、土ひじ方かたちゃん？　半年がダメなら一年でええがじゃ。一年がダメなら三年でも！」

「……誰が貸すか。殺すぞ」

「待ってください土ひじ方かたさん！　抜かないで、兼かね定さだを抜かないでくださいっ！」

「あわわ。トシちゃん、落ち着いて～！　他の対価をお願いします、坂さか本もとさん～」

　他と言われても欲しいものは特にないがじゃ、ほいたらタダでええがぜよ、と坂さか本もとさんは頭を搔かきながら立ち上がっていた。見事なまでに隙だらけだ。「周しゆう平へいだけは絶対に渡すか。このペテン師め。ぐぬ。ぐぬぬぬぬ」と顔を真っ赤にして激怒している土ひじ方かたさんが抜ばつ刀とうしたら瞬殺だ。まったくもう、この人は……ほんとうに北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの達人なんだろうか。




【小こ倉くら／慶けい應おう二年八月一日】




　小こ倉くらの港から、長ちよう州しゆう藩はんの癸き亥がい丸まると小こ倉くら藩はんの飛ひ龍りゆう丸まるがともに出航しようとしていた。

　小こ倉くら口ぐちでの停戦が、坂さか本もとさんの仲介で成立したのだ。

　小こ倉くら城じようは高たか杉すぎ晋しん作さくに引き渡され、新選組と会あい津づ藩はん士し全員の帰国が認められた。

「高たか杉すぎどの。このたびの戦、実にお見事でした。悔しいですが、新選組はあなたが率いる奇き兵へい隊たいに一歩及びませんでしたねえ」

「いいや。まだ勝負はついていないぞ、かっちゃん。ケンカの最中に老中が逃げだしたせいで水入りになったままだ。いいか高たか杉すぎ、か、身体を厭いとえ。死に逃げは許さんからな──」

「はは。戦争は長ちよう州しゆうの勝ちだけれど、ケンカはボクの負けさ、新選組の諸君。ボクは上士の娘で、毛もう利りの殿さまからたいせつにしてもらえた。本来ならば何度切腹させられても飽き足りないくらいに我わが儘まま三ざん昧まいを貫けたのも、殿さまの寛大さのおかげさ。対する諸君は徒手空拳の身から、ただ剣のみでここまで来た。奇き兵へい隊たいを凌りよ駕うがする最強の陸軍を無から築きあげた。しかも、戦いながら桂かつらくんや一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶと交渉を重ねて徳とく川がわ家け生き残りのために奔走し続けていたとは。暴れるしか能がないボクとは違い、八はち面めん六ろつ臂ぴだ。近こん藤どうくん、土ひじ方かたくん。キミたちは凄すごいなあ」

　今日をもって、新選組の最大の仇きゆう敵てきだった高たか杉すぎ晋しん作さくとの永遠の別れになる。

　お互いにわかっていた。高たか杉すぎ晋しん作さくの衰弱ぶりは、「一周目」での沖おき田たさんの早すぎた「晩年」とそっくりだった。彼女はもう長くない。小こ倉くら赤あか坂さかでの新選組との戦いに、彼女は残された命のすべてを惜しみなく使い切った。そして真っ白に燃え尽きた。百姓町人の民兵を率いて決起し、徳とく川がわ幕府軍を倒すという奇跡を成し遂げながら、栄光も成功も倒幕という悲願の成じよう就じゆも手に入れることなく死出の旅路に向かおうとしている。

「いいえ高たか杉すぎどの。私が上士の生まれでしたら、浪士を集めて新選組を結成しようなんて思いつきもしませんでした。それをやり遂げたあなたは、ほんとうに──」

「最後の戦いが新選組とのケンカだなんて、高たか杉すぎ晋しん作さくの幕切れには相応ふさわしくないぞ。もはや完全に敵味方となったが、京で再会しよう。いいな？」

「いや、悔いはないよ土ひじ方かたくん。幕府の腰抜けどもじゃなくて、キミたちが最後のケンカの相手でボクは満足だ。まったくこの世は、面白いなあ……げほ、げほっ……」

　浜風は身体に毒でありますよ、と義姉の久く坂さか玄げん瑞ずいが瘦せ衰えた高たか杉すぎの肩に自分の羽は織おりを重ねて着せる。

「さらばだ近こん藤どう周しゆう平へいくん。そのアサギロのお嬢ちゃんをたいせつにしてあげたまえよ」

「はい。俺に、労ろう咳がいを治す技術と知識があれば……高たか杉すぎさん。俺はあなたを」

「ボクのことはいいんだ。周しゆう平へいくん。命の使いどころを見つけたら、絶対に逃してはダメだよ。いいね？　その時が来るまでは、都ど々ど逸いつでも詠うたって毎日を楽しく遊んでいればいいさ。周しゆう平へいくんに素敵な都ど々ど逸いつを贈ってあげようとも」

「俺に？」

「うん。ボクもね、こんな身体だから、あの世界をちらりと窺うかがい見みたことがあってね……きっと、キミが恋路に迷った時の役に立つさ。いいかい？　人間が奇跡を成し遂げるには、魂から狂わなければならないんだよ──」

　沖おき田たさんは、溢あふれてくる涙に耐えながら高たか杉すぎ晋しん作さくの瘦せ衰えた手を握りしめて、「……またね。ばいばい」と別離の挨拶を述べるのが精一杯だった。

「さあ高たか杉すぎさん。これで戦は終わりじゃき！　武力倒幕はうちがさせんきに。出かけるぜよ、でっかい海の向こうへと！　もう一度懐かしの上シヤン海ハイへ行くがか？　それとも次の旅行の行き先はイギリスか、アメリカかの？」

　坂さか本もとさんは湿っぽい雰囲気が苦手なのだろう。明るくはしゃいで、別れの場を盛り上げようとしてくれている。

「……ははっ。そうだな。武力討幕は断念だ。腐り果てた幕府にも、誠の武士はいた。互いに精一杯戦った。もうボクは満たされた……坂さか本もとくん。日本は、キミと桂かつらくんに任せたよ。新選組とも、是非一緒に」

「あら、晋しん作さく。わらわには任せないのでありますか？」

「久く坂さかさんが暴れると話がややこしくなるから、義姉は人をこき使いながら高笑いしていればいい。そうだなあ。久く坂さかさんの適任は、新生日本政府の初代大統領かな……坂さか本もとくん」

「おう。なんぜよ？　高たか杉すぎさん」

「ボクの旅路の果ては……吉よし田だ……吉よし田だ松しよう陰いん先生の故郷へ……」




　互いの船が出航した。距離が開いていく。

　高たか杉すぎ晋しん作さくが最後の力を振り絞って、三味線をかき鳴らしながら俺へ向けて都ど々ど逸いつを詠うたう。その声が風に乗って聞こえてきた。




「三さん千ぜん世せ界かいの鴉からすを殺しぃ～、主と朝寝がしてみたい～♪」




　不思議な都ど々ど逸いつだった。どういう歌なのだろう。

　博識な山やま南なみさんが、そっと教えてくれた。

「私たちが生きているこの世界は、仏教では膨大な世界のひとつにすぎません。千の世界が集まったものを小しよう千せん世せ界かいと呼び、小しよう千せん世せ界かいがさらに千集まったものを中ちゆう千せん世せ界かいと呼び、中ちゆう千せん世せ界かいが千集まったものを三さん千ぜん世せ界かいと呼びます。つまり私たちの世界は、三さん千ぜん世せ界かいという宇宙の高みから見れば、十億の世界のうちのひとつなのだそうですよ──」

　そうなのか。では、三さん千ぜん世せ界かいの鴉からすとは？

「遊郭の遊女が客と色恋の誓約を交わす際に用いる、熊くま野の権ごん現げんの護符に描かれた鴉からすのことですね、きっと。ただ一人の愛する殿方のためにすべての殿方たちとの誓約を破って、熊くま野の権ごん現げんの遣いの鴉からすたちをことごとく殺し尽くしてでも貴方あなたと添い遂げたいという、そんな激しく狂おしい歌です。風流な人ですね、高たか杉すぎさんは」

　鴉からす──三さん千ぜん世せ界かい──高たか杉すぎ晋しん作さくは、もしかしたら。
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【京　近江おうみ屋や／慶けい應おう三年十一月十五日】




「周しゆう平へい。結局誰も坂さか本もとを襲ってこなかったではないか！　丸一日近江おうみ屋やに籠もっていて貴重な時間を無駄にしてしまったぞ。まさかお前、坂さか本もとと逢あい引びきしたいがために毎日のように近江おうみ屋やに通い詰めて」

「違いますよ土ひじ方かたさん!?　おかしいな。確かに今日だったはずなのに。歴史が俺が知っているルートから分岐しているのか？」

「あーっ。また周しゆう平へいくんは、妙なイギリス語を使ってー。坂さか本もとさんとイギリス語で睦むつ言ごとを交わしているんでしょーっ？　隊士の浮うわ気きは法はつ度と違反で切腹だよー？　ねえ、はじめちゃん？」

「……土ひじ方かた副長が書き足したしょうもない焼き餅の一文を局きよく中ちゆう法はつ度とから外すべき……英雄、色を好む。総そう司じと周しゆう平へいの交際を例外として認めるべきだと思う。総そう司じと仲良くしたからって、周しゆう平へいの副長への愛は変わらない。変わるのなら、所詮その程度の偽りの愛だったということ……」

「ななななにを言いだすのさ、はじめちゃん？　んもー！　からかわないでよー！」

「こほん。斎さい藤とう、山やま南なみさんと同じことを言うな。色恋に生真面目そうな二人に限って、なぜ新選組の風紀を乱すことを言うのだ？」

「……自分には直接関係ないから……他人の色恋沙汰を見物するのは面白い……にやり」

「きゃ、却下する！　新選組は明日からしばらく二に条じよう城じようを離れられない。大たい政せい奉ほう還かんに激怒している会あい津づ、桑くわ名な、水み戸と、旗本の過激派連中が上様へ抗議に押しかけてくるのだからな？　坂さか本もとを狙う刺し客かくどもめ。来るなら今こ宵よいのうちにさっさと来てほしかったのだが」

　京の醬しよ油うゆ問屋、近江おうみ屋や。今夜もこうして、坂さか本もとさんが潜伏している近江おうみ屋やに新選組隊士数名で詰めて厳重に警備しているのだが……土ひじ方かたさんも沖おき田たさんも怒ってるなあ。近頃の俺は土ひじ方かたさんと朝寝をする暇も沖おき田たさんの鬼ごっこの相手をする暇もなく、連日「警備」と称して坂さか本もとさんと以い蔵ぞうさんのもとで軍鶏しやも鍋なべ三ざん昧まいなのだから。

「坂さか本もとさん。土と佐さ藩はん邸ていに泊まってくださいよ。どうして醬しよ油うゆ屋や住まいなんですか～」

「周しゆう平へいちゃん。足軽で人斬りでお尋ね者の以い蔵ぞうさんを土と佐さ藩はん邸ていに連れてはいけんきに。上士どもがまた掌てのひらを返して以い蔵ぞうさんになにをするかわからんぜよ？　それにうちは土と佐さ藩はん士しではないきに。フリーな浪人じゃき！」

「おう。土と佐さの上士どもは武たけ市ち先生の仇かたきじゃあ！　姉貴分の龍りよ馬うまは、この以い蔵ぞうが護まもっちゃる！　わしと武たけ市ち先生と龍りよ馬うまは、土と佐さでは幼なじみの義ぎ兄妹きようだいでのう。二人とも、足軽のわしに親切にしてくれた生涯の恩人じゃき！　実は武たけ市ち先生はのう、ここだけの話、龍りよ馬うまに惚ほれちょったがぜよ……わしゃあこがいな背の高い色黒娘より、京の色白娘のほうが好みじゃがのう」

　坂さか本もとさんはすでに新政府の人事案を薩さつ摩まの西さい郷ごうと大おお久く保ぼに渡している。その名簿にはやはり坂さか本もとさんの名前はなかった。坂さか本もとさぁはこれからどうなされるでごわすかと驚く西さい郷ごうに、坂さか本もとさんは「にゃっはっは」と笑いながら「うちは世界の海かい援えん隊たいでもやりますかのう」と「一周目」と同じ言葉を返したという。

　西さい郷ごう吉きち之の助すけは、「土と佐さの蝙こう蝠もり娘むすめ」と呼ばれて日本中を敵に回している坂さか本もとさんに一切の私心がないことを理解してくれただろう。だが、相棒の大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうは違う。彼女は、討幕の密勅を用いて幕府を倒すという一世一代の策謀を坂さか本もとさんに潰されている。薩さつ摩まの悲願、武力討幕を果たすためならば、大おお久く保ぼはどんな手を使ってでも坂さか本もとさんを殺すのではないか。薩さつ摩まにはなにしろ、あの「死神」中なか村むら半はん次じ郎ろうという最強の人斬りがいる。

　そのはずだったのだが……とうとう誰も近江おうみ屋やに来なかった。肩すかしを食らったな。

「薩さつ摩ま藩はんの外郭団体御ご陵りよう衛え士じを率いているこの伊い東とう摂せつ津つも、大おお久く保ぼくんが坂さか本もとくんを疎うとましく思っていることは肌で感じている。故に私もなるべく御ご陵りよう衛え士じを連れて坂さか本もとくんを訪ねることにしているが、新選組と見み廻まわり組ぐみ、そして御ご陵りよう衛え士じが束になって護まもっていてはさすがに刺し客かくも手出しできぬのではないかな。はっはっは」

「伊い東とうさんもたまにはうちと一緒に船旅をするがじゃ～。まっこと、陸に貼りついちょるのが好きなおなごじゃなあ。お龍りようさんは寂しいですう」

「坂さか本もとくん。だから私は、船が苦手で……陸は滅多に揺れないからな」

「一周目」では、坂さか本もとさんが暗殺される直前に本人を訪ねてきて「新選組が君を狙っているらしい」と忠告しに来た伊い東とう甲か子し太た郎ろうは、伊い東とう摂せつ津つとまたまた名を改めて今夜も近江おうみ屋やに詰めてくれていた。海かい援えん隊たいからの分派は、船酔いする体質が最大の理由だったようだ。「勤王開国」を唱えて高こう台だい寺じに門弟を集結させている伊い東とうは今なお、非戦無血倒幕を目指す坂さか本もとさんの唯一無二の同志と言っていい。薩さつ摩ま藩はんに裏切りを疑われないだろうかと少し心配だが、これが伊い東とうにとっての「義」なのだろう。

（「一周目」での伊い東とうも、本気で坂さか本もとさんを救おうと忠告に来てくれていたんだな。新選組の名を出したは、どこかで情報の行き違いがあったのだろう）

　はくちん！　くちん！　と坂さか本もとさんがまたくしゃみをした。新政権作りの仕事で越えち前ぜんへ行った際、風邪をひいたらしい。

「沖おき田たさん！　飛ひ沫まつ感染します、俺が護まもりますから坂さか本もとさんから離れてください！」

「周しゆう平へいちゃんはうちをなんだと思うちょるんじゃ、切ないにゃあ～。くちん、くちん！」

「ボクは周しゆう平へいくんにとって特別なんですよーだ、坂さか本もとさん。残念でしたー」

「総そう司じも坂さか本もとも、よくも周しゆう平へいの恋人である私の前で堂々とそんな話ができるな……周しゆう平へい。私がお前にどれだけ寛大に接してやってきたかわかっているのか？　もしも坂さか本もとと浮うわ気きをすれば、その時は局きよく中ちゆう法はつ度と違反で……ゴゴゴゴゴ」

「土ひじ方かたさん。もう何度も謝っているじゃないですか。さすがにしつこいですよ」

「周しゆう平へい!?　お前、まさか嫉妬深い女だと私を見限って、嫌いになったのか？　い、い、今さらそんな……わ、わ、私の性格はよく知っていただろうに……許さんぞ！　泣くぞっ！　泣きながらお前を斬って私も切腹する！」

「無茶言わないでください！　だから何度も言っているように、俺は土ひじ方かたさん一筋だと」

「いーやっ！　私も、殿方の狡ずるいやり口はだんだんわかってきた！　口ではなんとだって言える！　まずは絶対に浮うわ気きはしませんと熊くま野の権ごん現げんの起き請しよう文もんを三千枚書け。誓約を破ったら鴉からすが三羽ずつ死ぬぞ。明日は絶対に一日中私の側から離れるな！　いいな？　二に条じよう城じようでの職務中から夜の閨ねやまで、絶対にだ！　少しでも離れたら絶縁だぞっ!?」

「そんな無茶苦茶な……ちょっとあれですね斎さい藤とうさん。土ひじ方かたさんって、親しい人にえらく依存する気けがありますね……」

「……うん。以前は近こん藤どうさんがいないと寂しがって大騒ぎしていた。冷たそうな顔に似合わないそういう寂しんぼうなところが、副長のかわいいところ」

「そこっ！　斎さい藤とう！　口が軽い！　切腹だぞ！」

　このところ毎日土ひじ方かたさんはこうなんですよ～恋に迷う豊ほう玉ぎよく宗そう匠しようは見ていて飽きないですねえと沖おき田たさんが笑いながら坂さか本もとさんにお酒を注ぐ。

「そうじゃにゃあ。こがいなお人形みたいな顔をした別べつ嬪ぴんさんが、中身はげにまっことかわいいおなごでは、そりゃあ周しゆう平へいちゃんも骨抜きになるがじゃ。妬やけるにゃあ～」

　周囲の目は生暖かい限りだが、当事者の俺はたまったものではない。

　思えば恋人同士になってから、土ひじ方かたさんと水入らずでゆっくり過ごす時間があまりに少なかった。こういうのを、互いに仕事多忙ですれ違っていく、っていうのだろうか。俺は土ひじ方かたさんをやきもきさせてばかりだ。ダメだな。

「じゃき、周しゆう平へい抜きで明日は龍りよ馬うまを護まもれるがか？　いやもちろん、わしがおる。人斬りの達人岡おか田だ以い蔵ぞうさまがおるきに心配は無用じゃが、寺てら田だ屋やの時のように数で押し切られては不覚を取るちゅうことも」

「岡おか田だ、心配ない。そもそも、ずっとこの狭苦しい近江おうみ屋やに坂さか本もとを留とどめておくのは危ないし、風邪も治らない。総そう司じに風邪をうつされてはたまらない。刺し客かく側がわも、すでに坂さか本もとが近江おうみ屋やにいることくらいは探知しているだろうしな。私たち幹部組は明日は二に条じよう城じようから動けないし……故に今から坂さか本もとと岡おか田だの身柄を、しばらく池いけ田だ屋やに移す」

「「「池いけ田だ屋や!?」」」

「土ひじ方かたさん。池いけ田だ屋やは、新選組が長ちよう州しゆうや土と佐さの勤王志士たちを一網打尽にした因縁の宿ですよ？　だいいちあそこは人通りも多いし有名だし広いし客の出入りも多いしで、目立ちますよ。坂さか本もとさんが入ったらすぐに発覚しますし、隠し通せません」

「周しゆう平へい。目立つ宿だからこそ、刺し客かくは容易に踏み込めない。こそこそと人気のない隠れ家に潜伏するから、かえって少数精鋭の刺し客かくに踏み込まれる隙を作るのだ。堂々と池いけ田だ屋やで飲んで騒いでいれば、往来は『ええじゃないか踊り』を踊っている町人たちで溢あふれかえっているから正体を隠したい刺し客かくは近づけない。そういうものだ。だろう、坂さか本もと？」

「ちゃちゃ。さすがは土ひじ方かたさんじゃにゃあ。以い蔵ぞうさん、さっそく池いけ田だ屋やでぱーっと騒いで気分転換するがぜよ！　西さい郷ごうさんが京に到着するまであと少しの辛抱ぜよ。慶よし喜のぶ公こうを新政府に入れえやとうちが説得すれば、西さい郷ごうさんは必ず納得してくれるろう！　あ、鼻がこそばゆい……へくちん、くちん！」

「ちゃんと袖で口を塞いでくださいよ坂さか本もとさん。沖おき田たさんに感染します！」

「わーい。また周しゆう平へいくんに抱っこされちゃったー♪　今夜は役得ですなあ～」

「……うう。わかってはいるのだが、私に伝う染つすなと一度くらいは言ってくれても……」

　すでに歴史は俺が知らない新しい領域に入っている。西さい郷ごう上じよう洛らくまであと一週間を切っている。その間、池いけ田だ屋やに坂さか本もとさんを匿かくまう。土ひじ方かたさんらしい奇策だ。確かに池いけ田だ屋やなら、目撃者たちに正体を見破られることなく坂さか本もとさんを暗殺することは不可能だ。大おお久く保ぼが如い何かに策を練っても、薩さつ摩ま藩はん士しが白昼坂さか本もとさんを殺したと知れば西さい郷ごうは「おまんさあたちは、独断でなんという短慮を」と激怒するはず。武力討幕を妨害する坂さか本もとさんといえど、西さい郷ごうにとっては親友であることに変わりはない。大おお久く保ぼは人情味のない冷徹な策士だが、幼なじみの西さい郷ごうにだけは弱い。どこか、近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんの関係に似ている。




　近江おうみ屋やを出て、三さん条じよう小こ橋ばしの池いけ田だ屋やへと移動する途中。

　見み廻まわり組ぐみ隊士を引き連れて市中を巡回していた佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうと出会った。

　近こん藤どうさんの前では平身低頭、やけに親切な男。だが、寺てら田だ屋やで坂さか本もとさんを斬ろうと襲ってきた時に見せた剣けん客かくとしての恐ろしさを、俺はまだ忘れてはいない。ちらりと視線を交わしただけで、背筋に電流が走る。

　坂さか本もとさんは岡おか田だ以い蔵ぞうの袖を引っ張り、新選組隊士たちの背後にそそくさと隠れた。以い蔵ぞうの暴発を危惧したのだろう。以い蔵ぞうは短気だから、いつ「寺てら田だ屋やではようも龍りよ馬うまを」と吼ほえて剣を抜くかわからない。

「おお、土ひじ方かた氏うじでござるか。坂さか本もと氏うじの警護のお役目、ご苦労でござる」

「江戸から集めた折り目正しい旗本御家人集団の見み廻まわり組ぐみとしては、ここで坂さか本もとを斬ってしまいたいのでは？」

「いえいえ。拙者たちはただ、上様と会あい津づ中将さまのお下げ知じに従うのみ。時勢とは奇怪なものでござるなあ。新選組と坂さか本もと氏うじがともに京の町を闊かつ歩ぽし、見み廻まわり組ぐみもまた坂さか本もと氏うじを護まもれと仰おおせつかるとは。ですが、局長の近こん藤どう氏うじはこれでよいとほんとうに思っておられますのかな？　あれほど幕府と会あい津づ藩はんに忠節を貫いてきた御仁が。近こん藤どう氏うじが信じていた誠の武士とは、果たして今の新選組の姿であったでしょうかな」

「……そのような迂う遠えんな話は私は好まない。議論するくらいならば『剣』で戦うのみ。それが新選組です。われらは急ぎますので、ご免」

「まあまあ、そう言わず土ひじ方かた氏うじ。うちの新入り隊士に挨拶させておきたいのです。拙者も小こ太だ刀ち日につ本ぽん一いちと呼ばれておりますが、この者は小こ太だ刀ち術じゆつにおいては拙者以上の天才ですよ」

　どことなく沖おき田たさんに似た身体の細い少年が、はにかむような笑みを浮かべて俺たちに頭を下げていた。旗本風を吹かせる見み廻まわり組ぐみには珍しい、とても謙虚な子らしい。

「あ、あ、あのう。土ひじ方かた先生、近こん藤どう若先生。わ、私は桂かつら早はや之の助すけと申します！　京の同心の家に生まれ、西にし岡おか是ぜ心しん流りゆうを身につけて参りました。じゃ、若輩者ですが、どうかお見知りおきを。い、池いけ田だ屋やから長ちよう州しゆう征伐までその武名を轟とどろかせてきた高名な両先生にお会いできてほんとうに嬉うれしいです！　この桂かつら早はや之の助すけ、終生の思い出になりました！」

「ちょっとー！　はじめちゃんは陰の者だからいいけどさー！　この新選組最強剣士の沖おき田たさんを無視してるーっ！」

「ええっ、沖おき田た先生までおられるのですかっ？　無明三段突きの使い手にして、池いけ田だ屋やでは数々の長ちよう州しゆう志士を鞘さや突づきだけで打ち倒したという、あの……？　こんな子供みたいな、いえ、無邪気なお方だったなんて？　わっ、私の刀の鞘さやに是非、沖おき田た先生のお名前を……い、い、一筆書いていただけないでしょうか？　かっ、家宝にしますっ！」

「むふー！　いいとも！　なーんだキミ、よくわかってるじゃん！　あっはっは！」

「……あ、ああ。貴公、確かにうちの沖おき田たに似ているな……？　虫も殺さぬような純朴な顔をしているが、佐さ々さ木きどのが見み廻まわり組ぐみに入隊させたのならば、よほどの使い手なのだな」

「えーそうですかー？　ボクはもっとかわいいですよー土ひじ方かたさーん？」

「はっはっは！　早はや之の助すけは、先の将軍さまが二に条じよう城じようで御前剣術試合を開かれた際に、江戸から来た講こう武ぶ所しよの腕自慢連中を片っ端から叩たたきのめした正真正銘の剣豪でござるよ！　上様のお供をして上じよう洛らくしておった江戸の子こ天てん狗ぐ、伊い庭ば八はち郎ろうと互角だったのでござる」

「ほう。イバハチと？　それは凄すごい。京にもそのような使い手がいたとは。覚えておこう」

　沖おき田たさんと顔が似ているわけじゃないんだよな。目上の人間への態度も真逆だし。でも、雰囲気が似ている。身体が細いからか？　ともあれ、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは「坂さか本もとを護まもれ」という上からの命令には納得していない様子だし、敵に回すと恐ろしい男だが、今回は味方だ。

　伊い東とう率いる御ご陵りよう衛え士じ。言わずと知れた新選組。そして京都見み廻まわり組ぐみ。岡おか田だ以い蔵ぞう。これだけの剣士たちが護まもりを固めている。坂さか本もとさんが暗殺される運命は、覆くつがえるはずだ。事実、運命のこの日、坂さか本もとさんはこうして「へくちん」とくしゃみをしながらも元気に京の往来を歩いている。

　新選組にとっても、彼女は「幕府が朝敵にされる」という破滅の運命を覆くつがえすための最後の希望だ。必ず西さい郷ごう到着まで、坂さか本もとさんを護まもり通とおす──！




【京　二に条城じよう／慶けい應おう三年十一月十六日】




　二に条じよう城じようは、新将軍徳とく川がわ慶よし喜のぶの大たい政せい奉ほう還かんに憤いきどおる佐さ幕ばく派はの幕臣でごった返していた。

　みな、「西さい郷ごう吉きち之の助すけが薩さつ摩ま兵へいを率いて上じよう洛らくしてくる」と聞いて殺気だっている。

　京都守護職会あい津づ中将松まつ平だいら容かた保もりのもとで何年にもわたって京で、そして長ちよう州しゆうで戦ってきた会あい津づ藩はん士したち。常に会あい津づ藩はんとともに行動してきた桑くわ名な藩はん士したち。江戸から上じよう洛らくしてきた幕臣たち。そして、徳とく川がわと勤王との間で揺れる水み戸と藩はん士したち。

　彼らは口々に「これは公こう武ぶ合がつ体たいではない。薩さつ摩まと長ちよう州しゆうの陰謀ではないか」「西さい郷ごうは島しま津づ公こうを新たな将軍にするために上じよう洛らくしてくるのだ」「上様は勤王派の総本山水み戸とのご出身。徳とく川がわを薩さつ長ちように売られたに違いない」「薩さつ摩ま藩はん邸ていを焼き討ちにするべし」と騒ぎ立て、今にも二に条じよう城じようでは内乱が勃発しようとしていた。

　新選組の主立った隊士たちは全員、将軍から命を受けて早朝から二に条じよう城じように出動していた。池いけ田だ屋やの坂さか本もとさんが気がかりだが、もしも彼らが薩さつ摩ま藩はん邸ていを襲撃すれば徳とく川がわは終わるし、それ以前に将軍の命すら危ない。「水み戸と人じんである余が将軍になっても支持は得られぬ」と一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶ改め徳とく川がわ慶よし喜のぶがぐずぐず将軍就任を先延ばしにしてきた理由もわかった。

「たいへんなことになったわね、トシちゃん。山やま南なみさん。このままじゃ西さい郷ごうの到着を待たずにみんなが暴発して、薩さつ摩まの思う壺つぼになっちゃうよ～」

「そうだな、かっちゃん。これ以上騒ぎが広がれば、真っ先に将軍が殺されるぞ」

「近こん藤どうさん。土ひじ方かたさん。すでに上様の謀ぼう臣しんを務めていた原はら市いち之の進しんどのが、上様を惑わせて徳とく川がわを裏切らせたと激怒した幕臣に暗殺されています。次は上様ご自身の番かと。なにしろ政権を投げ出してしまわれたお方ですから、充分にありえる話です」

　そう。あの慶よし喜のぶの隣に常に侍はべって暗躍していた原はら市いち之の進しんは、もうこの世の人ではなくなっていた。謀ぼう臣しんを失った将軍慶よし喜のぶは今、「余は手足をもがれた」と困惑しきっているという。大たい政せい奉ほう還かんとは手品のようなもので、ほとんどの武士たちには理解できないのだ。

　人いきれが邪魔で、新選組はなかなか門を潜れない。将軍に「直々に二に条じよう城じようで余を警護せよ、近こん藤どうたち幹部は御前会議に出よ」と呼ばれているというのに。それどころか。

「見ろ。新選組だ！」

「なんでも小こ倉くらでは仇きゆう敵てきの長ちよう州しゆうと昵じつ懇こんにしていたというではないか」

「大たい政せい奉ほう還かんを画策していた土と佐さの坂さか本もと某なにがしを匿かくまっているという噂うわさは誠か!?」

「百姓娘どもめ。あれだけ徳とく川がわへの忠義を唱えていながら、掌てのひらを返して時流に乗る気か」

「やはり貴様らは武士ではないわ！」

　まずいな。どう切り抜ける？　って土ひじ方かたさん！　なに抜ばつ刀とうしようとしているんですか!?

「トシちゃん。ここは頭を下げてでも、門を通してもらわないと……！」

「しかし、かっちゃん！　下手に出れば連中はますます興奮する。逆効果だ！」

　味方同士で戦うわけにはいかない。どうする、と俺たちが立ち往生していると。




「常に先陣を切って戦い続けてきた新選組が武士ではないだと？　今、聞き捨てならぬ無礼な言葉を吐いたのは貴様か？　いったい貴様が幕府のため、帝みかどのためになにをなした？　今までなにをなしてきたというのだ？　返答次第では、ただではおかぬぞ──！」




「尽じん忠ちゆう報ほう国こく」の四文字が刻まれた巨大な鉄てつ扇せんが、ぶん、と呻うなった。

　新選組を「武士ではない」と罵倒した侍の頭に、鉄てつ扇せんが振り下ろされていた。

「……ぐはあっ……!?　き、き、貴様、なにを……さ、酒臭い……!?」

「頭ずが高いわ、下郎！　俺は水み戸と天てん狗ぐ党とう幹部、元新選組筆頭局長、芹せり沢ざわ鴨かも！　俺が近こん藤どうたちとともに築きあげた新選組は、剣に命を捧ささげた万ばん夫ぶ不ふ当とうの勇者の集まりである！　新選組にもの申せる資格がある者だけが文句を言え！　口先だけの輩やからどもは、どいつもこいつも士し道どう不ふ覚かく悟ごよ！　この俺が全員叩たたき斬きってやるわ！」

　芹せり沢ざわ鴨かも!?

　地元の水み戸とで天てん狗ぐ党とうを仕切っていたはずだったが、京での水み戸と藩はん士したちの暴発を鎮しずめるために上じよう洛らくしてきたのか！　依頼したわけではなかったのに、絶妙の時期にやってきてくれた。助かった……！

　げえっ？　芹せり沢ざわ先生だ！　と門を塞いでいた連中が一斉に引き下がり、道を開いた。京に最強の浪士隊新選組を築きあげ、水み戸と天てん狗ぐ党とうにあの局きよく中ちゆう法はつ度とを持ち帰り、統制を失っていた志士たちを鉄の規律で縛り上げて関東最強の軍団を作り上げた芹せり沢ざわ鴨かも。その武名と容赦のなさは、京にまで鳴り響いているのだ。

「芹せり沢ざわさん～！　お久しぶりですう～近こん藤どうです～！　お懐かしい……ううっ……」

「臭いぞ。相変わらず酒乱だな。あなたは得な御仁だな、このような暴力を振るっても許される。いや、誰もあなたの八方破れの気き組ぐみに逆らえない」

「ふん。近こん藤どうも土ひじ方かたも立派になったものだ。だが近こん藤どう周しゆう平へい、お前はちと迷いが顔に出ているぞ。俺を力ずくで説得した夜のあの気き組ぐみに欠けておる！　色恋でも知って死ぬのが怖くなったか？　やはり小僧だな」

　見透かされている。俺が迷っている理由は、死に戻れないために失敗が許されないということなのだが、やはりその分だけ以前よりも剣にも行動にも逡しゆん巡じゆんがあるのだろうか。

「近こん藤どうよ。土ひじ方かたよ。こやつら烏う合ごうの衆しゆうは俺が抑えておく。将軍警護のお役目、見事に果たすがよい。多た摩まの百姓娘たちこそ誠の武士の魂を抱く勇者であると、天下に知らしめよ。おい周しゆう平へい、これで借りはひとつ返したぜ──」

　助かります、と俺たちは芹せり沢ざわ鴨かもに一礼して、二に条じよう城じようの門を潜っていた。この時。

「そういや、道中で薩さつ摩まの大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうを見かけたぞ。美人だが蜥蜴とかげみてぇな目つきの女だ。西さい郷ごうに先行して京に潜入したらしい。薩さつ摩ま藩はん邸ていに直行せず、祇ぎ園おん方面へ向かっていた」

　芹せり沢ざわ鴨かもが、気がかりな情報を教えてくれた。大おお久く保ぼ一いち蔵ぞう。薩さつ摩ま一の切れ者で、公こう議ぎ政せい体たいの主導権を巡って徳とく川がわ慶よし喜のぶを相手にえんえんと政治闘争を繰り広げてきた策士。「弁舌では慶よし喜のぶには勝てません」と薩さつ摩ま藩はん公こうの長年の持論だった公こう議ぎ政せい体たい策さくを放棄させて、幼なじみの西さい郷ごう吉きち之の助すけが主導する武力討幕路線に藩論を転換させた女だ。悪い予感がする……。




「近こん藤どう。土ひじ方かた。山やま南なみ。周しゆう平へい。待っていたぞ。原はら市いち之の進しんが幕臣に殺された件は知っているだろう。余はこれまでに三人もの謀ぼう臣しんを暗殺されてきた。あの者らはみな、味方であるはずの水み戸と人じんに、あるいは幕臣に殺された。もはや余は、西さい郷ごうと大おお久く保ぼに対抗できる謀ぼう臣しんを持たない──とりわけ市いち之の進しんはわが伴侶でもあった……慚ざん愧きの念に堪たえぬ」

　将軍となった慶よし喜のぶは憔しよう悴すいしていた。策を練って武力討幕を目もく論ろむ薩さつ摩まに対抗するにも、もう手て許もとに謀ぼう臣しんが残っていないのだ。浪士あがりだった新選組の幹部四人が将軍御お目め見み得えを許されたのは、慶よし喜のぶの手て許もとにそれほど人材が枯こ渇かつしているということでもある。ここでまた弱気になって二に条じよう城じようから逃げだされては困る。踏みとどまらせなければ。

「本日より新選組を正式に将軍直属の親衛隊とし、そなたたち四人を余の参謀に任ずる。新選組幹部ならば、よもや刺し客かくに後れを取ったりはするまい。目下の問題は上じよう洛らく軍ぐんを興おこして京へ向かってくる西さい郷ごうだ。大たい政せい奉ほう還かんに激怒している幕臣たちが暴発すれば、西さい郷ごうの思う壺つぼ。余が政権を朝廷に返上した意味がなくなってしまう。いかがする？」

　土ひじ方かたさんが「あなたが長ちよう州しゆう征伐から逃げださずに、さっさと先手を打って大たい政せい奉ほう還かんをしていればこんなことには。ここまで追い詰められてから慌てて大たい政せい奉ほう還かんをしてももう遅い。勝負は先手を取ったほうが勝つ。原はらどのの死もあなたの優柔不断が原因だ……」と小声で呟つぶやく。俺も土ひじ方かたさんと同意見だし気持ちも同じだが、慶よし喜のぶに聞かれたらと思うと、冷や汗がどっと吹きだした。

　徳とく川がわ慶よし喜のぶが日和見主義者でなければ、新選組も会あい津づ藩はんもあんな悲惨な目には遭わなかった。慶よし喜のぶは初代将軍家いえ康やすに匹敵する優秀な頭脳を持っている。だがこの男は、自分自身を含めて、政局を囲碁や将棋のような知的遊戯だと思っている節がある。武士は。藩はん士しは。浪士は。将棋の駒ではないのだ。生きている人間なのだ。それなのに。

　まずいな。「なぜ新選組との約束を守ってさっさと大たい政せい奉ほう還かんしなかった！　俺が何度も死に戻ってやり直してきたすべてを、またしても覆くつがえして」と叫びたい衝動を抑えきれない。やっぱり、いつの間にか土ひじ方かたさんに性格が似てしまったな。

　察した近こん藤どうさんが「周しゆう平へいちゃん」と震える俺の肩に手を添えてくれた。

「──新選組はただいま、坂さか本もと龍りよ馬うまを警護しています。万一にも坂さか本もとが暗殺されれば、土と佐さ藩はんは薩さつ長ちよう側がわに転び武力討幕に奔はしるでしょう。かつて土と佐さの藩政を牛ぎゆ耳うじっていた山やま内うち容よう堂どう公こうにはもはや藩論を統一する力はなく、いまや勤王派が土と佐さ藩はんの軍を掌握していますから」

　山やま南なみさん。救われた。やっぱり新選組には、この人がいてくれなければ。

「京で激げつ昂こうしている佐さ幕ばく派はの幕臣たちは、急きゆう遽きよ水み戸とより上じよう洛らくした芹せり沢ざわ鴨かもが新選組隊士たちと協力して鎮しずめてくれています。今は薩さつ摩ま藩はんとの軍事衝突を避け、土と佐さ藩はんを手て許もとに留とどめながら新たな公こう議ぎ政せい体たい作づくりに着手すべき時です。西さい郷ごうは、大義名分なく戦をはじめる御仁ではありません。土と佐さ藩はんと水み戸と藩はんの力を借りれば、新政権への徳とく川がわ家け参入はまだ可能です」

「水み戸と藩はんは当てにならぬと思っていたが、そうか、芹せり沢ざわが──あの男は筋金入りの勤王派の天てん狗ぐ党とう幹部だが、信頼できるか？」

「できます。芹せり沢ざわは新選組を築いた筆頭局長です。その上、上様は水み戸と藩はんご出身。勤王の志とともに、主筋への忠義を芹せり沢ざわは決して捨てません。芹せり沢ざわ鴨かもは、誠の武士でございます」

　近こん藤どうさんが、包み込むような言葉で慶よし喜のぶを説得した。自らの生まれ故郷である水み戸と藩はんの人間たちからもさんざん憎まれ脅されてきた慶よし喜のぶはしばし瞑めい目もくしていたが、「近こん藤どうがそう言うのなら信じよう」と頷うなずいていた。

　近こん藤どうさんが感激のあまり身体を震わせ、落涙した。あの徳とく川がわ慶よし喜のぶの口からこの言葉を聞いただけでも、俺があがき続け、土ひじ方かたさんと近こん藤どうさんとともに歴史を変えるべく奔走してきた努力は無駄ではなかった、と思えた。

「それでは、ただちに西さい郷ごう対策を詳細に練るとする。あらゆる事態を想定して、緻密に対処策を準備するのだ。そなたたちならばできるであろう。徹夜になるやもしれぬが、余にはもはや時間がない。途中退室は許さぬぞ、よいな？」

「「「ははっ！」」」

　だが、俺はこの会議の最中に、ふと胸騒ぎに襲われていた。

（新選組の幹部が将軍との会議に一晩中縛られ、ほとんどの隊士たちが二に条じよう城じように駆り出されて幕臣の暴発を必死で防いでいる。池いけ田だ屋やに配置してある隊士たちは数が少なく、経験にも乏しい……今夜ならば、刺し客かくは坂さか本もとさんを殺せるのではないか？）

　むろん、この会議を中断させるわけにはいかないし、二に条じよう城じようの警護も解くわけにはいかない。とりわけ、近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんは絶対にこの会議から途中退室できない。最前線で戦い続けることでようやく得られた将軍からの信頼を失ってしまう。それはダメだ。

　それでも、なぜか無性に坂さか本もとさんが心配だった。虫の知らせとでも言おうか。

　俺は、休むことを知らずえんえんと弁じ続けた慶よし喜のぶがようやく「喉が渇いたな。茶でもどうだ」と口にした機会を見計らって、中座して一部の隊士たちを割き池いけ田だ屋や巡回に向かいたい、と慶よし喜のぶに申し出ていた。

「途中退席はならぬぞ。今夜二に条じよう城じようの幕臣が暴発すれば、もう大たい政せい奉ほう還かんも坂さか本もと龍りよ馬うまもない。二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ずと言うではないか、近こん藤どう周しゆう平へい。なによりも重要なのは大将である余の命である。二に条じよう城じようの新選組を一兵たりとも動かしてはならぬ」

「ですが西さい郷ごうの謀ぼう臣しん大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうが今こ宵よい、京に先行して入ったという情報が。しかも坂さか本もと龍りよ馬うまの警備は今こ宵よいに限って手薄。なにか悪い予感がします」

「ならぬ！　余は大おお久く保ぼには詳しい。諸侯会議などで何度も弁舌を戦わせてきたからな。そして常に余が勝ってきた。抜群に頭が切れる女だが、薩さつ人じんは総じて議論に弱い。大おお久く保ぼは兵を率いる西さい郷ごうが来るまでは動けまい。今恐るべきは身内の幕臣たちだ」

　ここで慶よし喜のぶの機嫌を損ねれば、新選組の立場が危うくなる。慶よし喜のぶと議論して勝てば勝かつ海かい舟しゆうや佐さ久く間ま象しよう山ざんのように嫌われて左遷されるし、負ければ無能者と見下される。自分の弁舌と知謀に過剰な自信があるだけに、厄介な相手なのだ。謙虚な会あい津づ中将とは真逆の、仕えにくい主君だった。

「上様。わが倅せがれ周しゆう平へいには会議に留まってもらう代わりに、代理の者を池いけ田だ屋やへ増援として送ってはどうでしょうか？」

　近こん藤どうさんがふわふわした笑顔で慶よし喜のぶの勘かん気きを解きながら妥協案を伝えてくれた。人当たりが強い慶よし喜のぶも、さすがに近こん藤どうさんには甘い。

「そうか近こん藤どう、代理の者か。そうだな。この会議に出ていない者ならばよいか……」

「はいはいはーい！　その話、聞いちゃいましたよ～。上様、新選組の真の一番隊長、沖おき田た総そう司じさんにお任せください！」

　ええっ？　沖おき田たさんっ？　どうしてここに？

「いやー。二に条城じよう内ないは芹せり沢ざわさんや永なが倉くらさんが仕切ってくれていて、やることないしー。なんとなく周しゆう平へいくんに呼ばれている気がしたの！　これが恋？　恋の直感ってやつ？　乙女の嗅覚っ？」

「そ、総そう司じ!?　お前は呼ばれていないだろう!?　御前会議に押しかけてくるな、将軍御お目め見み得えでもないのにっ!?」

「もう、総そう司じったら。申し訳ございません上様。この子は、まだ子供で……ただし、剣の腕は新選組で一番です。真剣を取れば師匠の私の十倍は強いと保証いたします」

　近こん藤どうさんが必死で沖おき田たさんをフォローする。が、この近こん藤どうさんの言葉を聞いた慶よし喜のぶは、考えをたちまち変えてしまった。例の悪い癖が出たのだ。

「近こん藤どうの十倍強い剣士だと？　なるほど。噂うわさの『無明三段突き』を会え得とくした新選組最強の沖おき田た総そう司じとはこの娘のことか！　沖おき田たよ、会議への参加を許す。今こ宵よいは余のもとを離れるな。暴発した幕臣どもがいつ余を襲撃するかわからぬ。近こん藤どうたちとともに余を警護せよ」

「えーっ？　ボクは周しゆう平へいくんの代わりに坂さか本もとさんの護衛に行こうと思って」

「貴様!?　主君の命令に対して、なんだその返事は？　近こん藤どうよ、この者が子供でなければ無礼を許さぬところだぞ！　余の護衛役として会議に加われと申し伝えよ！」

　山やま南なみさんが「こ、困りましたね……それでは及ばずながら私が池いけ田だ屋やに」と仲裁を試みるが、慶よし喜のぶは「山やま南なみ。余の身の安全が最大限に優先されるべきである。坂さか本もとの生死より余の生死のほうが軽いとでも申すのか。新選組は二に条じよう城じようを守れ。池いけ田だ屋やへの増員はまかり成らぬ」と理詰めで俺たちを黙らせてしまった。

「総そう司じ！　お前が余計なところで顔を出すから、話がややこしくなってしまったではないか！　なにが乙女の嗅覚だ。こんな大事な夜に公私混同だぞ、士し道どう不ふ覚かく悟ごだ……ううっ」

「えー？　土ひじ方かたさんたちがお城を離れられないから、ボクが代わりに池いけ田だ屋やに行くって言ってるんですよー？　隊士を割けないというのなら、ボク一人で行きますよ。刺し客かくが何人来ようともボクの敵じゃありませんよ、あははっ」

「ダメだ総そう司じ！　一人で行くなんて無謀だぞ！　そもそもお前は長ちよう州しゆう征伐以来、過労気味で風邪をひきやすくなっている。これ以上無理に働くなと言っているだろう？　今夜は会議室で大福を囓かじって居眠りでもしていろ。頼む……」

「そんなあ？　土ひじ方かたさん。こんな大事な時に剣を抜いて戦う機会すらもらえないなんて、それじゃボクは……なんのために試し衛えい館かんで幼い頃から剣の修行を……」

「そ、総そう司じ。違う。誤解だ。わ、私はただ……総そう司じが心配で……」

「もう子供じゃないもんっ！　土ひじ方かたさんが好きだからボクは自分の想いを必死で我慢しているのに、どうして剣の仕事までボクから取り上げちゃうのっ？」

「そうじゃない！　私は……私はただ……そ、そこまで言うのなら総そう司じ、お前が周しゆう平へいの恋人になれ。私は総そう司じのためなら身をひく。その代わり二度と剣を取るな。剣を捨てろ。それでお前はきっと……私はただ、お前に……生きていてほしくて……」

「しゅ、周しゆう平へいくんは猫じゃないんだから、そんなことできないですよ？　それに剣はボクの魂なんですよ。『うん、そうする』なんて言えるわけないですよ？　なんだか以前から態度が妙ですよ。ずっとなにかボクに隠してますよね土ひじ方かたさん？　教えてくださいよ！」

「……それは……それは、今はまだ言えない……新選組が使命を果たすまでは。すまない、総そう司じ」

「土ひじ方かたさん？　どうしてっ!?」

　沖おき田たさんと土ひじ方かたさんは仲の良い義ぎ姉妹きようだいだが、俺を巡って、そして俺と土ひじ方かたさんが見せる沖おき田たさんへの過保護ぶりを巡って少しずつぎくしゃくするようになっていたのは確かだ。それでも坂さか本もとさんとの宴会の場では、坂さか本もとさんが中和してくれていたのだが、この御前会議の場でとうとう衝突してしまった。土ひじ方かたさんはどうしてこう、言葉の選び方が不器用なんだろうか。沖おき田たさんを想う土ひじ方かたさんの心情は俺にはよくわかるだけに、もどかしい。

（土ひじ方かたさん。沖おき田たさんの心は揺れています。もともとは俺のせいですが、沖おき田たさんを抱きしめてあげてください。義あ姉ねとして、偽りのない沖おき田たさんへの想いを示してあげてください。我わが儘ままな子じゃないんです。素直な良い子なんです。家族に愛されたいだけなんです。土ひじ方かたさんが一言「総そう司じを愛している」と言ってくれれば、それだけで沖おき田たさんは）

　俺は視線で土ひじ方かたさんに訴えた。だが、土ひじ方かたさんは極度の照れ屋だ。二人きりならともかく、将軍徳とく川がわ慶よし喜のぶの前でそんな真ま似ねはとてもできない。沖おき田たさんも土ひじ方かたさんも、お互いに「言い過ぎた」と気づいて青ざめ、言葉を失って固まってしまった。

「う、上様、返す返すも申し訳ございません！　総そう司じを護衛役にと仰おおせの件、この近こん藤どう勇いさみが承りました。ただ……念のために周しゆう平へいを池いけ田だ屋やへ巡回に向かわせてはいただけませんでしょうか？　これはわが子ながら実に勘のいい者でして。なにごともなければすぐに二に条じよう城じようの会議に戻らせますので、ここはなにとぞ」

「……わかった近こん藤どう。余の前で姉妹が痴ち話わゲンカなど、前ぜん代だい未み聞もんの不祥事であるが……ただし、二に条じよう城じようを出る許可を与える隊士は近こん藤どう周しゆう平へい一人だけだぞ。西さい郷ごうが京に未着の今こ宵よい、坂さか本もと暗殺はない。杞き憂ゆうだ。坂さか本もとの顔を見たらただちに戻ってこい近こん藤どう周しゆう平へい。今はしばし、お前をこの場から立ち去らせてこの二人の頭を冷やさせる」

　結局、俺一人が池いけ田だ屋やへ巡回に行くこととなった。

「周しゆう平へいさん。土ひじ方かたさんと総そう司じさんはすぐに仲直りしますから。仲が良い姉妹ほどよくケンカするんですよ。お土産に大福を持って帰ってきてくださいね？　心配は無用ですから」

　山やま南なみさんにそっと背中を押されて、俺は席を立った。

　俺はまだこの時、事態を楽観していたのかもしれない。坂さか本もとさんの運命を心配しているつもりでも、万全を期しているつもりでも、「無事に運命の日は過ぎ去ったのだから」とまだ考えが甘かったのかもしれない。




　──陽が落ちて暗くなってきた時間帯にようやく池いけ田だ屋やに到着した俺は、池いけ田だ屋やに張りつけておいた新入り隊士たちから想定外の言葉を聞かされて、凍りついた。

「坂さか本もと先生でしたら、先ほど御ご陵りよう衛え士じの方が迎えに来て、お供の男と一緒に近江おうみ屋やへまた移られましたが。暴発した幕臣たちが今夜池いけ田だ屋やを襲撃するという噂うわさがある。新選組の主力は二に条じよう城じようから動けないので今夜は伊い東とうどの自らが御ご陵りよう衛え士じたちを率い、近江おうみ屋やで坂さか本もと先生をお護まもりすると。伊い東とうどのと近こん藤どう局長の合意の上だと聞かされていたのですが……」

　近こん藤どうさんはそんな指示を出していない。俺は朝からずっと近こん藤どうさんと一緒にいた！

　つまり、御ご陵りよう衛え士じが伝えた言葉は真っ赤な噓うそだ。坂さか本もとさんを人気のない近江おうみ屋やへ連れ戻す罠わなだ！

　伊い東とうが裏切ったのか？　そもそも伊い東とうは薩さつ摩ま藩はんに与くみしている。坂さか本もとさんとは同じ「非戦倒幕」を目指している同志だったはずだが、薩さつ摩ま藩はんの命令を断りきれなかったのか？

　バカな。信じられない。そんなはずがない。伊い東とうと坂さか本もとさんはあれほど信頼し合った同志じゃないか。いったいなにが起きているんだ？

　俺は、必死の形相で走った。近江おうみ屋やへ。「一周目」で坂さか本もとさんが暗殺された、あの運命の現場へ。




【京　近江おうみ屋や／同日】




　近江おうみ屋やの入口には、三人の武士が待ち構えていた。御ご陵りよう衛え士じではない。見み廻まわり組ぐみの渡わた辺なべ某なにがし、今いま井い信のぶ郎お、高たか橋はし某なにがしだ！　すでに坂さか本もとさんと岡おか田だ以い蔵ぞうは刺し客かくに連れられて近江おうみ屋や内ないに！

「おっ!?　貴様は、近こん藤どう局長の!?」

「中へは誰も入れぬ、新選組といえど手向かいいたせば斬る！」

「止まれ！　さもなくば！」

　沖おき田たさんとともに来るべきだった。沖おき田たさんへの労ろう咳がい感染阻止と、坂さか本もとさんの保護。その両方を追いかけて、俺はとんでもない失態を！　かくなる上は一人で押し通る！

　俺は無言で打うち刀がたなと長なが脇わき差ざしを抜き打ち、相手も一斉に剣を構え、互いに突進した。

　こやつ二に刀とう流りゆうか、と虚を突かれた三人の表情が一瞬こわばった。

　そのほんの僅かな隙を俺の剣は見逃さずに、脳が考えるよりも早く閃せん光こうを放ちながら斬った。

　渡わた辺なべ某なにがしの両腕が宙へと飛び、今いま井いが膝から崩れ落ち、高たか橋はし某なにがしは首の頸けい動どう脈みやくから血を吹きだして立ち往生する。

　誰が生き延び、誰が命を落としたかを確認する暇もなく、俺は両手に剣を構えたまま近江おうみ屋やの屋内へと飛び込んでいた。全力で階段を上り、二階へと駆ける。

「坂さか本もとさん！　そいつは刺し客かくだ！　坂さか本もとさんを斬りにきた──！」

　俺は可能な限りの大声で叫びながら、襖ふすまを蹴破って室内へと。

　だが、間一髪。ほんの僅かの差で、俺の叫び声が室内の坂さか本もとさんに届くよりも早く。

「坂さか本もとどの、ご免！」

「……おまん……!?　な、なぜじゃ？」

　畳の上に正座し、「害意はない」という意志を示すために打うち刀がたなを自らの右脇に置いていたその若い剣士が、やおら腰の小こ太だ刀ちを抜き打ちに薙ないで、正面であぐらをかいていた坂さか本もとさんの額を割っていた。坂さか本もとさんは用心のために懐にピストルを忍ばせていたが、この至近距離から電光石火の速度で小こ太だ刀ちの居合抜きを浴びてはとても間に合わない。握りしめていたピストルは手から滑り落ちた。鮮血が飛び散り、床の間の掛け軸を赤く染める。

　坂さか本もとさんを斬ったその凄すご腕うでの刺し客かくは、見み廻まわり組ぐみ新入りのあの少年剣士、桂かつら早はや之の助すけ。

　しかも薄暗い室内にいる刺し客かくは、さらに二人。総勢三人。

　坂さか本もとさんの隣で打うち刀がたなを抱え込んで中腰になっていた岡おか田だ以い蔵ぞうが血相を変えて、

「りょっ、龍りよ馬うまあああ～っ!?　おまんら、どういて裏切ったがじゃああああっ？」

　と叫びながら跳び上がって抜ばつ刀とうし、床の間に置いていた剣を取ろうと桂かつら早はや之の助すけに背を向けた坂さか本もとさんを庇かばう。しかしその以い蔵ぞうの打うち刀がたなを、あの佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが分厚い剣で受けていた。互いに「ううおおおおおお！」「ぬうううううん！」と渾こん身しんの力を剣に込めて、鎬しのぎを削り合う。

「佐さ々さ木きぃいいいいい～っ！　おんしゃあやっぱり、龍りよ馬うまを狙うちょったかあああ～っ！　大たい政せい奉ほう還かんで頭がどがいかしよったかあ？　上様の命令を無視する気かああああ～っ!?」

「すべてはご公儀のため！　上様も会あい津づ中将さまも、そして近こん藤どう氏うじも、この坂さか本もと龍りよ馬うまという稀き代たいのペテン師にたぶらかされておるのでござる！　小お栗ぐり上野介こうずけのすけがすべてを調べ尽くしたでござる。こやつは海の清きよ河かわ八はち郎ろう！　坂さか本もと氏うじは長ちよう州しゆう藩はんと新選組の双方にミニエー銃を売り裁き、さらには海難事故を装よそおって紀き州しゆう藩はんを強ゆ請すり、濡ぬれ手てに粟あわで銭を稼いできた武士の風上にもおけぬ死の商人、金の亡もう者じやでござる！」

「龍りよ馬うまはそがいなおなごではないぜよおおおお！　将軍を、将軍を救うために龍りよ馬うまは……！　佐さ々さ木きぃ、おどれはわしよりも阿あ呆ほうじゃあああ！」

「人の良い近こん藤どう氏うじは坂さか本もと氏うじをすっかり信用して、坂さか本もと氏うじの大陰謀であった大たい政せい奉ほう還かんを上様に献策し、徳とく川がわ幕府を瓦が解かいさせる手助けをさせられてしまったでござる！　新選組に道を誤らせた坂さか本もと氏うじだけは、拙者は決して許せぬ！」

「小こ太だ刀ち使づかいを雇ったのも、この夜のためか。おんしゃああああ、わしが斬るっ！」

　佐さ幕ばく派は幕閣の小お栗ぐりが佐さ々さ木きをけしかけたのか。剣を求めて這はっている坂さか本もとさんを救わなければ。出血は激しいが、まだ致命傷を受けてはいないはず！　桂かつら早はや之の助すけを討つ！

　だが。

「近こん藤どう周しゆう平へい！　邪魔立てするならば、貴様も斬り捨てる！　うぬのような細腕の小僧が二に刀とう流りゆうなど笑止！　御ご陵りよう衛え士じ服はつ部とり武たけ雄お、参る！」

　な、なんだって!?

　坂さか本もとさん暗殺の実行犯は、見み廻まわり組ぐみの佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうと桂かつら早はや之の助すけ。そしてもう一人は──御ご陵りよう衛え士じ最強剣士の元祖「二に刀とう流りゆう」服はつ部とり武たけ雄お!?　かつて俺があの芹せり沢ざわ鴨かもを倒すためにその剣術を盗み取った男だ！

「なぜだ服はつ部とり？　お前が坂さか本もとさんを近江おうみ屋やへ連れ出したのか？　お前は、伊い東とうの一の弟子だっただろうに！　伊い東とうが盟友の坂さか本もとさんを殺そうと企たくらむはずがない！」

「坂さか本もとのために、いまや伊い東とう先生までが薩さつ摩ま藩はんに裏切りを疑われている。先生のために御ご陵りよう衛え士じが坂さか本もとを始末して薩さつ摩まへの忠義を示すしかないのだ！　新選組が二に条じよう城じように張りついている今こ宵よいのうちにすべてを闇に葬ほうむる手はずだったが、かくなる上は貴様も連れていく！」

　そうか。芹せり沢ざわ鴨かもが言っていた。なぜか西さい郷ごうに先行して今日、大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうが京に入ったと。しかも薩さつ摩ま藩はん邸ていではなく祇ぎ園おん方面へ向かったと。祇ぎ園おんの八や坂さか神社の隣には、そう、御ご陵りよう衛え士じの本拠地、高こう台だい寺じがある！

「……大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうに唆そそのかされたか。お前は大おお久く保ぼに操られているんだ、服はつ部とり！　伊い東とうが武力討幕を望んでいると思うのかっ!?」

「伊い東とう先生を薩さつ摩まに斬らせぬためならば、俺は誰になにを言われても構わぬ、破門も切腹も覚悟の上！　もはや問答無用！」

「周しゆう平へいさん。残念です。一対二で、尊敬するあなたと剣を交えたくはなかった……！」

　桂かつら早はや之の助すけも、坂さか本もとさんへの追撃を中断して俺のほうへと向き直り、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう以上と称される神がかりの小こ太だ刀ち捌さばきを全開にして斬りかかってきた。紙一重で避けたつもりの俺の二の腕の皮が、さくっと斬られていた。この少年の小こ太だ刀ちは、恐ろしく速い！　沖おき田たさん並みに速い！　そして、俺の得意の得え物ものはやはり太た刀ち。この狭い室内では不利だ！

　しかも、服はつ部とり武たけ雄おが二本を抜いて俺の背後を奪い、前後から挟撃してくる。

　桂かつら早はや之の助すけの小こ太だ刀ち。剛勇無双服はつ部とり武たけ雄おの両刀。合わせて三本。

　息つく暇もなく、三本の連撃が俺を切り刻もうと薄い闇の中を奔はしる。防ぎ、躱かわすので手一杯だ。このままでは坂さか本もとさんのもとに辿たどり着つけない！

「坂さか本もとさん！　あなたはここで死んではいけないんだ！　これじゃ、これじゃ、一周目となにも変わらない……！　俺は絶対に運命など受けれない！　うおおおおおおっ！」

「……ああ……周しゆう平へいちゃん……おまんの言うた通りじゃったにゃあ……顔なじみの服はつ部とりさんならば安心じゃろうと油断して、まんまと罠わなに……以い蔵ぞうさん、周しゆう平へいちゃん、逃げえや。うちは、寺てら田だ屋やでちくとも懲りちょらなんだ、べこのかぁじゃあき……」

「わしゃあ絶対に逃げんがぜよ、龍りよ馬うまああああああ！　絶対におまんを護まもるがじゃあああ！　武たけ市ち先生のためにも！　わし自身のためにもじゃあああ！　佐さ々さ木きいいいいい！　旗本のおまんに、わしら土と佐さの郷ごう士し足軽の無念がわかるかああああっ!?　剣の腕はおまんがはるかに上じゃ！　じゃが、人斬りに剣技の差など関係ないがぜよ！　おおおおおっ！」

　岡おか田だ以い蔵ぞう。佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう。二人の男の剣が、火花を散らしながら押し合う。岡おか田だ以い蔵ぞうは体格差で自分を圧倒している佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうを押し切ろうとしていた。

　凄すごい。岡おか田だ以い蔵ぞうは決して大柄でもなければ剣技の達人でもない。ただ、気き組ぐみのみ、執念のみであの佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうに必死でかじりついている。

「ぐ……ぐ、ぐ……こ、この拙者が、押されているだと……？　お、岡おか田だ以い蔵ぞう……！　これが、京を震しん撼かんさせた人ひと斬きり以い蔵ぞうの剛剣!?　技も術もない！　まるで、ひとたび嚙かみついた相手を絶対に放さぬ土と佐さ犬けん……！」

「佐さ々さ木きいいいいい！　おまんはこれまでぜよ！　龍りよ馬うまはわしら名もなき者、身分卑いやしく踏みつけられてきた者たちの希望じゃ、夢なんじゃあああ！　断じて死なせんきに！」

　壮絶な剣だった。室内での小こ太だ刀ちの有利を、ひたすらに鎬しのぎを削り合い力任せに押し続ける以い蔵ぞうの剛剣が完全に殺している。これは、打うち刀がたなで押している岡おか田だ以い蔵ぞうが有利か。

　しかし、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうも完全には押し切らせない。ぬううううう！　と咆ほう吼こうしながら、かろうじて踏みとどまっている。岡おか田だ以い蔵ぞうの剣を押し返そうとさらなる底力を引き出して己の剣に全力を込める。

「……ああ、凄すさまじい……これが……剣士の戦い」

　桂かつら早はや之の助すけの動きが、ほんの一瞬、緩んだ。この少年剣士は、これがはじめての斬り合いだったのだ。岡おか田だ以い蔵ぞうと佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが繰り広げる文字通りの真剣勝負に、ほんの僅かの時間だったが、心を奪われていた。

　今だ。反撃する機会は、今しかない。俺は両脚の爪先を九十度畳の上で回転させると同時に、「近こん藤どう周しゆう平へいっ！」と叫びながら二に刀とうを振り下ろしてきた服はつ部とり武たけ雄おの懐に滑り込んで、その丸太のように太い左太ふと股ももに脇わき差ざしの剣先を突き入れていた。

「うぐっ!?」

　が、俺もまた服はつ部とりの精妙な二に刀とうを躱かわしきれず、脇わき差ざしを浴びて太ふと股ももを斬られた。致命傷ではないが、かなりの深手だ。相打ちだった。互いに脚を斬り、機動力を奪った。

　桂かつら早はや之の助すけが「はっ!?」と我に返って、俺へと小こ太だ刀ちを向け直した。瞬間、俺は片膝をつきながら、右手に握った打うち刀がたなで桂かつら早はや之の助すけ渾こん身しんの突きをかろうじて受け流した。

「以い蔵ぞう！　佐さ々さ木きを倒してくれ！　この二人は俺が！　坂さか本もとさんを護まもってくれ！」

「周しゆう平へい、おんしに言われんでもおおおお！　佐さ々さ木き、おまんはここで仕舞いじゃあ！」

「……ぐ、ぐぬううううう……！　まだ力が増すのか、人ひと斬きり以い蔵ぞう!?　ち、力勝負で敗れるだと、この佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが……!?」

　勝った。岡おか田だ以い蔵ぞうが、あの「小こ太だ刀ち日につ本ぽん一いち」佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうに勝った。俺は桂かつら早はや之の助すけの小こ太だ刀ちを必死で捌さばきながら、そう確信した。もう近江おうみ屋やの入口に張っていた見張りたちは戦闘不能に陥っている。加勢はない──そのはずだった。

　だが。

「……おいはあくまでも見届け人、こたびの一件に薩さつ摩ま藩はん士しは一切手出し無用と言われちょったが、やむを得んこつなりもした。佐さ々さ木きどん、助太刀ばいたしもそ。チェストオオオオオオッ！」

　死神。

　薩さつ摩まの人ひと斬きり、中なか村むら半はん次じ郎ろう。

　隣室に伏せていた、いや、「見届け人」としてすべてを傍観していたあの男が。

　襖ふすまを突き破ると同時に、薩さつ摩ま示じ現げん流りゆう、あるいは薬やく丸まる自じ顕げん流りゆう、それともそのどちらとも異なる我流の剣、死神の剣を岡おか田だ以い蔵ぞうめがけて放っていた。天井に深々と突き立てた剣先を、構わず岡おか田だ以い蔵ぞうの胴へと叩たたきつけていた。

　薩さつ摩まの剣に二にの太た刀ちはない。大だい上じよう段だんからの必殺の一撃がすべて。初しよ太だ刀ちを躱かわされればそのまま死ぬのみ。近こん藤どうさんは常々「薩さつ摩まの剣はとにかく初しよ太だ刀ちを躱かわすのよ～」と忠告してくれていた。だが、人ひと斬きり半はん次じ郎ろうが放つその初しよ太だ刀ちの速度と圧力は、あまりにも桁違いだった。人間業とは思えない。

「柄つかに指が届いたぜよ。うちが加勢するきに。あと少し……以い蔵ぞうさん!?」

「……りょ、龍りよ馬うまぁ!?」

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうとの渾こん身しんの鍔つば迫ぜり合あいの最中に。

　岡おか田だ以い蔵ぞうは忽こつ然ぜんと現れた中なか村むら半はん次じ郎ろうの初しよ太だ刀ちを浴びて、その肩から胴を袈け裟さ斬ぎりに斬られていた。

「が……はっ……！」

「以い蔵ぞうさんっ!?」

　俺は片足を負傷し膝をつきながら、服はつ部とり武たけ郎おと桂かつら早はや之の助すけを相手に両刀を振りあげ死闘を繰り広げていて、岡おか田だ以い蔵ぞうを庇かばう隙さえなかった。坂さか本もとさんは、力を振り絞り這はいながらやっと床の間に置いていた剣の鞘さやに指をかけていたところだった。

　岡おか田だ以い蔵ぞう、即死。

　そんな。ああ。死なせてしまった……！　こんどこそ運命を変えたはずだったのに。

「……こん男らは強か。おいが加勢せねば、おはんらは敗れてもした。坂さか本もとさぁ。近こん藤どう周しゆう平へいどん。おんしらに恨みはなか。じゃどん、西せ郷ごどんの武力討幕の邪魔ぁする者もんは死んでいただきもす。西せ郷ごどんに𠮟られた時にゃあ、おい自らが腹を切って詫わびもそ」

　追い詰められた。坂さか本もとさんは頭部を負傷。俺は片足を斬られて立ち上がれない。室内には佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう。桂かつら早はや之の助すけ。服はつ部とり武たけ雄お。そして「死神」中なか村むら半はん次じ郎ろう。この四人の剣士を倒すのはもはや不可能だ。

（くそっ。思ったよりも失血が酷ひどい……目め眩まいが……服はつ部とりは戦闘力を半分失っているが、残る三人は無傷……坂さか本もとさん……！）

　この時。

　俺は、信じがたい光景を見ていた。

「以い蔵ぞう……以い蔵ぞう……以い蔵ぞうさん……!?　おまんらああああああっ！　これ以上は……周しゆう平へいちゃんは殺やらせんがじゃ！　うちは、生まれてはじめて怒ったがぜよおおおっ！」

　すでに桂かつら早はや之の助すけの初しよ太だ刀ちを額に受けて体力を奪われていたはずの坂さか本もとさんが、陸奥守むつのかみ吉よし行ゆきを抜ばつ刀とうしながら跳び上がるように直立して身体を反転させ、「あっ」と室内の全員が気を吞のまれた次の瞬間には畳の上を滑るように駆けて中なか村むら半はん次じ郎ろうに逆ぎやく袈け裟さの一撃を浴びせていた。

　しかし岡おか田だ以い蔵ぞうを斬り終えた中なか村むら半はん次じ郎ろうは、すでに剣を大だい上じよう段だんに構え直していた。本来は俺を斬るつもりだった。が、坂さか本もとさんがその半はん次じ郎ろうの正面へと瞬またたく間まに飛び込んで恐るべき速度で剣を振りあげていた。北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆう免許皆伝、千ち葉ば道場塾頭でありながら、決して人を斬らなかった坂さか本もとさんが。俺を、護まもろうと。

　中なか村むら半はん次じ郎ろうが猿えん叫きようとともに放つ必殺の初しよ太だ刀ちと、「不殺」の信念を捨ててまで岡おか田だ以い蔵ぞうとそして俺のために剣を抜いてくれた坂さか本もとさんの渾こん身しんの逆ぎやく袈け裟さ。

　両者の剣が交錯し、そして──。

「……お見事……坂さか本もとさぁ……」

　ゆらりと気配もなく屹きつ立りつしていた中なか村むら半はん次じ郎ろうの胸から、紅あかい血が噴き出すと同時に。

「……いかん……うちは、どうも脳をやられちょったがじゃ……僅かに届かなんだぜよ……やっぱり、人斬りは要経験じゃにゃあ……以い蔵ぞうさんに忠告されちょった通りじゃった……すまんの、周しゆう平へいちゃん……こがいに、お龍りようさんがふがいのうてにゃあ……」

　坂さか本もとさんは、致命傷の一撃を右肩に受けて畳の上にうつ伏せに突っ伏していた。

　その右腕は、肩の根元からほとんど切断されて皮一枚だけでかろうじて繫つながっている。

　血が。血が止まらない。俺の足下まで、坂さか本もとさんの血が流れてくる。

「坂さか本もとさぁ。おまんさぁが脳を斬られておらねば、紙一重でおいの負けでごわした」

「……坂さか本もとさん……!?　坂さか本もとさん!?　貴様ら……！　なんてことを。なんてことを……！」

　もはや、勝負は決した。あとは俺を殺すだけだ。ここですべてが終わるのか。土ひじ方かたさん、すみません。俺の判断ミスでした。たとえ御前会議を中断してでも、徳とく川がわ慶よし喜のぶの不興を買っても、一人でも多くの隊士を連れて池いけ田だ屋やへ向かうべきでした。

　立てない。斬られた片脚に力が入らない。その上、坂さか本もとさんと岡おか田だ以い蔵ぞうの血で足が滑る。

　中なか村むら半はん次じ郎ろうが「おいはあくまで見届け人でごわす」と三人に俺の処断を促す。しかし、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは「拙者にはとても、近こん藤どう氏うじのご養子は斬れぬでござる」と俺に止とどめを刺すことを戸惑っていた。桂かつら早はや之の助すけも「……このお方はすでに手負いです。それに私自身、ずっと尊敬していたお方です。私には……」と躊躇ためらう。その直後、桂かつら早はや之の助すけは「げほ、げほっ！」と不意に激しく咳せき込こんだ。なかなか咳せきが治まらない。

「見み廻まわり組ぐみは、あくまでもたまたま利害が一致しただけの加勢組。坂さか本もと暗殺は、そもそも御ご陵りよう衛え士じの仕事だ。伊い東とう先生の薩さつ摩まへの忠義を示すために、俺が斬る」



　討ち手は、服はつ部とり武たけ雄おだった。これも因縁だろうか。一周目でも二周目でも、俺は服はつ部とり武たけ雄おと戦い、しかも左さ之の助すけさんたちとともに複数で彼を討ち取ってきた。これで歴史の帳尻が合うのか。

　だが、この人は鼻が利きくのだろうか。俺の居場所がわかるのか。寺てら田だ屋やでもそうだった。

「待ったあーっ！　周しゆう平へいくんの危機にまたしても参上！　真の新選組一番隊長、沖おき田た総そう司じ！　初恋の人の危機に魂が荒ぶったんだよねえー。上様に𠮟られても駆けつけずにはいられなかったの！　土ひじ方かたさんの了解も得たよ！　坂さか本もとさんと岡おか田だ以い蔵ぞうの仇かたきは、ボクが取るっ！」

　沖おき田たさん。あれほど慶よし喜のぶに強く引き留められていたのに、俺を心配して来てくれたのか。それほどに、俺のことを……。

「なんだぁこの部屋は!?　血みどろじゃねえか。おいおい、坂さか本もとと岡おか田だがやられちまってるぜえ？　いったいぜんたいどういうことなんだ、佐さ々さ木きさんよお？」

「服はつ部とりさんっ？　伊い東とう先生がこんな暴挙を認めるはずがありませんわ！　なぜ。どうしてっ？　だいじょうぶですの、周しゆう平へいくん？」

「……土ひじ方かた副長に総そう司じの応援を頼むと言われて来てみれば……見み廻まわり組ぐみと御ご陵りよう衛え士じが坂さか本もと暗殺の実行犯だったとは、不覚……そしてその背後にはやはり、薩さつ摩ま藩はんが」

　源げんさん。藤とう堂どうさん。斎さい藤とうさん。土ひじ方かたさんが沖おき田たさんと俺を案じて、二に条じよう城じようから加勢を送ってくれたのか。あの気難しい慶よし喜のぶをどうにか説得して。時間を要したのだろう。ああ、惜しかった。俺さえ二に条じよう城じようでの選択を間違えていなければ、坂さか本もとさんと岡おか田だ以い蔵ぞうは……。

「議論無用。坂さか本もと氏うじは寺てら田だ屋やで幕府方の捕り手を射殺し、こたびもご公儀に楯たて突ついた故に見み廻まわり組ぐみが処断したでござる。これ以上ことを荒立ててはまずい。離脱するでござるぞ」

「藤とう堂どう平へい助すけ、伊い東とう先生のためにやむを得なかったのだ。すまぬ。伊い東とう先生は薩さつ摩ま藩はんから援助を受けている身。この道しかなかったのだ……」

「……西せ郷ごどんが京に来るまで、そん首ば預けときもす。次に会う時は戦場ぞ、近こん藤どう周しゆう平へい」

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうたちは一斉に裏階段を駆けて凶行の現場から逃げていく。斎さい藤とうさんと源げんさんが「……逃がさない」「こら待てよ、おいおいおい！」と追いかけるが、連中は逃走経路まですでに想定していたようだ。間に合わないだろう。驚くべきは、脚にあれほどの怪け我がを負っていながら強引に止血して平然と走っている服はつ部とり武たけ雄お。やはり芹せり沢ざわ鴨かもに匹敵する怪物だ。

　だが意外なことに、刺し客かく団だんのうち最年少の桂かつら早はや之の助すけだけが、「私が殿を」と室内に居残り、沖おき田たさんと相対していた。

「坂さか本もとさんに不意打ちの初しよ太だ刀ちを浴びせたのは私です。沖おき田たさん、戦うのなら是非この私と……げほっ……げほ、げほっ……」

「ええ？　咳せき込こんでるじゃん！　高たか杉すぎ晋しん作さくに続いてまた？　病人相手に本気は出したくないなあ、もう！　でも──坂さか本もとさんを斬った上に周しゆう平へいくんまで斬ろうとしたキミは、絶対に見逃せないもんね！　真剣でいくよ！」

「はい。私は、峰みね打うちでは倒せませんから。桂かつら早はや之の助すけ、一世一代の剣をお見せします。あなたと真剣で立ち合えて光栄です、沖おき田た総そう司じさん」

「──これは……本気を出さないと、ボクのほうが死んじゃうね……桂かつら早はや之の助すけ。勝負！」

　攻防は一瞬だった。俺の目には二人の太た刀ち筋すじがほとんど見えなかった。あまりにも両者の剣が速かったために、互いに動いていないかのようだった。

　が、「げふっ」と喀かつ血けつして膝を突いていたのは、桂かつら早はや之の助すけ。喉元への三段突きはかろうじて躱かわしてはいたが、鳩みぞ尾おちを貫かれている。致命傷だった。

　沖おき田たさんは頰をかすかに斬られていたが、ほぼ無傷。室内での小こ太だ刀ちが相手でも、沖おき田たさんの「三段突き」は不利にはならない。むしろ剣が長い分、有利だった。ぎりぎりの勝負だったが、やっぱりこの人は途方もない剣の天才だった。桂かつら早はや之の助すけほどの達人を相手に、まるで無造作に勝ちを奪ってしまった。

「……げほっ、げほっ、げほっ……！　お、お見事でした……沖おき田たさん。これでよかったんです。徳とく川がわのためになるのかと迷いながらも信念も志も持たぬまま坂さか本もとさんを斬った私が、こうして憧れの剣士と立ち合い闘死できるなんて過分です……坂さか本もとさんを斬ればあなたとも真剣で立ち合えるのではないかと、心のどこかで期待したのかもしれません……げほ、げほ、げほっ……！」

「もしかして、咳せきを我慢していたの？　それじゃボクが勝ったことにはならないよー！」

「いえ……小こ太だ刀ちを奔はしらせた瞬間には、咳せきは治まっていました……周しゆう平へいさんを護まもるという信念を貫いて渾こん身しんの突きを放ったあなたに、道に迷っていた私は遠く及びませんでした。沖おき田たさん。あなたこそが……ああ、そうだった。いけません。私は、もしかしたらあなたに……」

　桂かつら早はや之の助すけは、どこかへ立ち去るべく脚を動かそうとした。が、もう立っていられない。激しく喀かつ血けつしながら沖おき田たさんの腕の中に崩れ落ちて、そして静かに息絶えていた。あの芹せり沢ざわ鴨かもと同じように、桂かつら早はや之の助すけも沖おき田たさんとの勝負を望んで敢あえて新選組の敵に回ったというのか。理由はわからないが、彼もまたこれほどの強者でありながら己の士道を見失っていたらしい。そんな剣士たちは次々と、沖おき田たさんが振るう「猛も者さの剣」へと惹ひかれていく。

　桂かつら早はや之の助すけの亡なき骸がらを畳の上にそっと寝かせながら、沖おき田たさんはぼんやりと呟つぶやいていた。

「……ねえ周しゆう平へいくん。この人、そんなにボクに似ているかなあ？　あまりに強すぎたから、真剣で突くしかなかったよ……それでも急所の喉は突けなかった。なんだか、かわいそうだね。この人はいったい誰のために剣を振るって坂さか本もとさんを斬って、どうして殿しんがりなんか務めたのかなあ……」

「……沖おき田たさんの迷いのない剣に、剣を振るう意義を求めていた彼は魅了されていたのかもしれませんね」

「う、うん。ボクの剣は、大好きな人を護まもるためにこそ呻うなるからね！　あ、ごめんね……坂さか本もとさんたちが斬られちゃったばかりのに……」

「いえ。またしても沖おき田たさんに命を救われました。ほんとうに、ありがとうなんて言葉じゃ感謝しきれません」

「礼なんていいよう！　ボクは、以い蔵ぞうさんと再勝負したかったな……みんな、どんどんボクよりも先に逝いってしまうよ……」

「……沖おき田たさん？」

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは、最初から新入りの桂かつら早はや之の助すけを殿しんがりに用いるつもりだったのか。そんな卑劣な男ではないはずだが……なにかが引っかかる。

「周しゆう平へいくん！　坂さか本もとさんが息を吹き返しましたわ！　周しゆう平へいくんになにか言い残したいことがあるみたい！　急いで！」

　藤とう堂どうさん？

　即死していなかったのか、坂さか本もとさん。中なか村むら半はん次じ郎ろうの初しよ太だ刀ちは躱かわせない。だから敢あえて右腕一本を犠牲にして、即死をかろうじて回避したのか。でももう、この出血では……！

　藤とう堂どうさんが、「けほ、けほ。本格的に風邪が伝う染つっちゃったみたい」と咳せき込こむ沖おき田たさんを連れて、部屋をそっと出た。俺と坂さか本もとさんを、最後に二人きりにしてくれたのだ。

　仰向けに畳の上に寝かされていた坂さか本もとさんの左の掌てのひらを、強く握りしめる。

「……生きちょるがか、周しゆう平へいちゃん……いかんちや。もう、なんも見えん」

「ここにいますよ、坂さか本もとさん！　沖おき田たさんに、また助けられました。すみません。俺が甘かったです。はじめから沖おき田たさんたちを連れてきていれば……」

「ああ。生きちょったか。よかったにゃあ、周しゆう平へいちゃん。沖おき田たちゃんはまっこと強いにゃあ。土ひじ方かたさんからおまんを奪おうともせず、どこまでも尽くしてくれる健けな気げなええ子じゃにゃあ。泣かしなや？　ああ、また恋敵に後れを取ったがじゃ。うちは、おまんに長らく一ひと目め惚ぼれしちょったのににゃあ。あの芹せり沢ざわ鴨かもとの決闘を見た夜から、ずっと……」

「坂さか本もとさん！　俺が選択を誤ったんです。もう一度闘死してやり直します。必ず俺は死に戻りの力を取り戻して、坂さか本もとさんのもとに戻って来ますから！　今はできませんが、きっと再びできるようになります！　力を取り戻す方法を見つけます。だから……！」

「……やめちょけ。おまん、何度も腹を切っちょるんじゃろ？　何度も斬られて死んじょるんじゃろ？　痛いじゃろ。苦しいじゃろ。辛つらいじゃろ。死に戻れる確証もなしに闘死すな。そもそも、おまんの恋人は土ひじ方かたさんぜよ。うちのために周しゆう平へいちゃんが死んだら、土ひじ方かたさんに酷ひどく焼き餅を焼かれるにゃあ。たまるか……ふふっ」

　部屋が暗く、坂さか本もとさんと岡おか田だ以い蔵ぞうが流した大量の血が畳を濡ぬらしていたこともあって藤とう堂どうさんたちは気づいていなかったが、この時、俺の脚の出血はすでにかなりの量に及んでいた。俺の意識が徐々に遠のいてきた。どうやら、俺にも死が迫っている。このまま藤とう堂どうさんと沖おき田たさんを呼ばずに黙って室内に留まっていれば、俺は闘死できる。ここでもしも死に戻りの力を取り戻すことができれば、やり直せる。坂さか本もとさんと岡おか田だ以い蔵ぞうを救いだせる。

　しかし。

　聞こえない。「お前、闘死したな」というあの言葉が聞こえてこない。なぜだ。なぜ俺の死に戻りの力は戻らない!?　代わりに、またしても無数の鴉からすの鳴き声が耳元に聞こえてくる。禁きん門もんの変へんの時もそうだった。どうしてなんだ。なぜだ。どうして？　頼む、俺の力。戻ってくれ！　あと一度でいい。頼む……！　せめて、なぜ力が発動しないのか、なぜ鴉からすの幻が俺を阻はばむのか、理由を教えてくれ……！

「……うちのために泣いてくれるがか、周しゆう平へいちゃん。いやあ、乙女冥みよ利うりに尽きるにゃあ。おまんの涙がまことじゃったら、きっとまた会えるぜよ。その時は……見たいにゃあ。一緒に、未来を」

　坂さか本もとさんの最さい期ごの言葉は、そこで途切れていた。彼女が再び目を開くことは、なかった。




【京　二に条城じよう／慶けい應おう三年十一月十七日】




　沖おき田たさんと藤とう堂どうさんに止血してもらい、医師に傷口を縫合してもらった俺は、杖つえを突きながら二に条じよう城じようの会議室へと戻っていた。すでに日付は変わり、二に条じよう城じようの門から部屋へと至る道は雨に濡ぬれていた。

　沈痛な面持ちの土ひじ方かたさんたちが、雨に濡ぬれた俺を出迎えてくれた。

「……御ご陵りよう衛え士じの服はつ部とり武たけ雄おが、伊い東とうに無断で刺し客かくに。強硬派の小お栗ぐり上野介こうずけのすけに唆そそのかされた見み廻まわり組ぐみの佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうたちも呉ご越えつ同どう舟しゆうとばかりに刺し客かく団だんに加わって……見届け人は、中なか村むら半はん次じ郎ろう。黒幕はやはり薩さつ摩まの大おお久く保ぼ一いち蔵ぞう。坂さか本もとさんは死にました。岡おか田だ以い蔵ぞうも……」

　近こん藤どうさんが「どうして。どうしてなの、佐さ々さ木きどの？　周しゆうちゃん、よくぞ生きて……」と泣きながら俺の身体を抱きしめる。佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは、主命に背いてまで小お栗ぐり上野介こうずけのすけの意志を実行した。なぜ、ご公儀に忠実な彼がそこまで坂さか本もと暗殺にこだわったのか、新選組を敵に回してまで。この場にいる誰にも真意が汲くみ取とれない。彼は大たい政せい奉ほう還かんという政治的奇術をまったく理解できない無学な剣けん客かくにすぎなかったのか？　そんなはずはない。

「……周しゆう平へい。私が間違っていた……総そう司じが虫が知らせたかのように会議室へ顔を出した時、すぐに総そう司じとお前をともに池いけ田だ屋やへ向かわせておけば……戦力の逐次投入など最悪の手だった。相手は大おお久く保ぼ一いち蔵ぞう。僅かでも躊ちゆう躇ちよすれば敗れることは、最初からわかりきっていた……総そう司じの身体のことも心配でならなかった。しかし私は内心、総そう司じにいつかお前の心を奪われるのではないかと恐れていたのだろう。だから一手遅れた。士し道どう不ふ覚かく悟ごだった」

　土ひじ方かたさん。

「いつから私はこんなに脆もろくなったのだろうか？　お前に恋をした瞬間からだろうか？」

「そこまで俺を想っていただいて光栄です。土ひじ方かたさんの罪ではありません。土ひじ方かたさんは上様のご不興を買ってでも、沖おき田たさんたちを池いけ田だ屋やへ行かせてくれたじゃないですか。俺が間違ったんです。新選組がついに上様の参謀として迎えられ、御前会議を開くことができるようになったことが嬉うれしくて。俺にとっては、夢のような新選組の晴れ舞台だったんです。上様が『近こん藤どうがそう言うなら信じよう』と言ってくださった。多た摩まの百姓娘あがりと侮あなどられ続けてきた新選組が、やっとここまで来られた。会議中断など、させたくなくて……だから折れてしまった。俺の責任です」

　山やま南なみさんが、闇の中に降り続ける雨を眺めながら、哀かなしげに呟つぶやいていた。

「……これで土と佐さ藩はんは薩さつ長ちよう方がたに靡なびくことに。戦争になりますね……」

　土ひじ方かたさんが「私はこれより鬼の副長になる。君命に背いた佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうを斬る。服はつ部とり武たけ雄おも、中なか村むら半はん次じ郎ろうも、ことごとく斬る」と凍いてつく眼光で虚こ空くうを見上げる。この人のこんな表情を、三周目の人生で俺ははじめて見た。

　だが、徳とく川がわ慶よし喜のぶは「土ひじ方かた。それはならん」と首を振っていた。

「昨日までの味方が、突如として敵となって斬りかかってくる。これが幕末だ。今は身内同士で殺し合っている時ではなく、薩さつ摩ま藩はんに開戦の口実を与えていい時でもない。見み廻まわり組ぐみも御ご陵りよう衛え士じも今は不問に付すのだ。とりわけ見み廻まわり組ぐみには、これからこそ徳とく川がわの駒として働いてもらわねばならん。一騎当千の剛の者が揃そろっている見み廻まわり組ぐみを粛しゆく清せいすれば、西さい郷ごうと大おお久く保ぼの思う壺つぼだ」

　徳とく川がわ慶よし喜のぶは常に理詰めで、他人の感情を忖そん度たくしない。「他人の感情がわからない」と言ったほうが正しいのかもしれない。この男は理詰めの謀略戦を好み、かつ「後手」に回っている自分の立場をどこかから眺めて楽しんでいる節がある。知力はずば抜けているが、なぜかいつも先手を打たない。あたかも、後手後手に回っていくスリルを敢あえて楽しんでいるかのような。やはり、この男にとって幕末の政争とは知的遊戯なのかもしれない。

「ですが、上様！　毅き然ぜんとした処置を取らねば、今後も同じことが！　大たい政せい奉ほう還かんでみなが揺れている今こそ、徳とく川がわ陣営には鉄の規律が必要です！」

　近こん藤どうさんが、激げつ昂こうしようとした土ひじ方かたさんを抑えながらそう進言したが、慶よし喜のぶはもう坂さか本もと龍りよ馬うまという存在を忘れたかのようだった。死んだ者は駒にはならない、と言わんばかりに。それは理屈としては正しい。しかし、徳とく川がわ家けのために尽力して命を落とした坂さか本もとさんに一言あってしかるべきなのではないか。

「断じてことを荒立ててはならんぞ。今は江戸の小お栗ぐり一派と対立している暇はない。まもなく京に西さい郷ごうが来るのだからな──これで事態は大きく変わった。薩さつ摩まの次の一手を予測せよ、そして対策を練り直すのだ。できるか、近こん藤どう周しゆう平へい」

　俺は、「一周目」での鳥と羽ば伏ふし見みの戦いの最中に、徳とく川がわ慶よし喜のぶが会あい津づ中将松まつ平だいら容かた保もりたちを無理矢理に引き連れて大坂城から逃走した時の衝撃と怒りを思い起こしながら、かろうじて答えていた。

「……はい。仮に戦となった時、上様が決して戦場からお逃げあそばされないと誓ってくださるなら。小こ倉くら城じようの小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみのように総大将が戦場から逃げてしまえば、どうにもなりません。家臣がどれほど剣を振るっても、最後は総大将の胆力ひとつです」

　徳とく川がわ慶よし喜のぶは「余は逃げはせん。将軍位を継ぎ徳とく川がわ宗そう家けを継いだ今の余には、徳とく川がわ家けを守る義務がある。逃げぬと誓おう」と余裕の笑みを浮かべていた。が、果たして本心かどうか。今は本心でも、その時が来ればまた動揺して「名案が浮かんだ」と詭き弁べんを弄し変心する。それがこの男の癖なのだ。新選組はそれでも、徳とく川がわ宗そう家けを継ぎ将軍となったこの男への忠義を貫かねばならない──。
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【橋はし本もと／慶けい應おう四年一月六日】




　俺たち徳とく川がわ軍ぐんは淀よど川がわ南岸の橋はし本もとに砲台陣地を築き、淀よど川がわに架かった橋を落として、薩さつ長ちよう軍ぐんを待ち構えた。向かいの淀よど川がわ北岸、天てん王のう寺じの麓には藤とう堂どう家け津つ潘はんが守る山やま崎ざき砲台陣地があり、川の左右から薩さつ長ちよう軍ぐんを砲撃できる。地の利は明らかに徳とく川がわ軍ぐんにあった。だが。

「周しゆう平へい。かつて久く坂さかが禁きん門もんの変へんで行った包囲戦術を却下されたのが痛かったな。嵯さ峨が天てん龍りゆう寺じに新選組と会あい津づ別べつ撰せん組ぐみから成る奇襲部隊を配置して、鳥と羽ば伏ふし見みで本隊が戦っている隙に京を突いていれば。大軍を頼みに鳥と羽ば伏ふし見みからただ愚直に街道を前進していくなんて、とても戦術とは言えない。久く坂さか玄げん瑞ずいはやはり英才だったのだな」

「トシちゃん。周しゆうちゃん。仕方ないよ～。新選組が伏ふし見み軍ぐんの参謀に抜ばつ擢てきされただけでも上出来、異例中の異例だったんだから～」

「近こん藤どうさん。土ひじ方かたさん。『一周目』では淀よど藩はんだけでなく、山やま崎ざき砲台を守備している藤とう堂どう家け津つ潘はんも薩さつ長ちように寝返りました。急ぎ山やま崎ざきに使者を送って寝返りを阻止しなければなりません」

　未来を知っている三人だけでの秘密会議のはずだったが、ここは鳥と羽ば伏ふし見みから敗走してきた将兵でごった返している修羅場の戦場である。藤とう堂どうさんたち新選組の仲間に、ついに会話を聞かれてしまった。

「ちょっと。津つ潘はんが裏切るとはどういうことなの周しゆう平へいくん？　藤とう堂どう家けは外と様ざまながらも、神君家いえ康やす公こうより『徳とく川がわ軍ぐんの先陣は井い伊い家けと藤とう堂どう家けの両家が務めるべし』とまでご信頼いただいた由ゆい緒しよある名門なのですわよ？　淀よど藩はんに寝返えられて疑心暗鬼になる気持ちはわかりますけれども、失礼ですわ！　藤とう堂どう家けのご落らく胤いんとして抗議させていただくわ！」

「いやあ、伏ふし見みでは圧勝していたのに奇妙な菊の旗のおかげでお味方敗走。惜しかったですな～。けほ、けほ、けほっ……げほっ……うう。ちょっと熱っぽいかも……」

「そ、総そう司じ!?　無理をするなとあれほど。お前は今日は陣中で寝ていろ！」

「総そう司じ。あなたの仕事は永なが倉くらさんにまとめてやってもらうから、休んでいなさいね。この橋はし本もとでの一戦は、あくまでも薩さつ長ちよう軍ぐんの勢いをくじくための前ぜん哨しよう戦せん。大坂城での籠ろう城じよう戦せんが本番になるのだから、身体を休めなさい？　ね？」

「そうですよ沖おき田たさん。ああ、たいへんだ。熱が37・５度に上昇している！　いったいいつからなんです、沖おき田たさん？　いつから体調に変化が？」

「んも～。みんな過保護だなあ～。これだけ戦場を駆け回ってたら、風邪気味にもなるよー。ボクの気持ちを知っていながら、土ひじ方かたさんの前でおでこくっつけごっこするかなあ……悪い殿方だなあ周しゆう平へいくんは。罪作りだー！　けほ、けほっ……か、風邪を伝う染つしちゃうから、ボクに触れちゃダメ！」

「なーんだか怪しいよね、最近の、というかここしばらくの近こん藤どうさんたち三人組は。総そう司じへの過保護な態度といい、まるでこれからなにが起こるのかを知っているような会話といい。そもそも三人きりで会議を開いてなにごとも決めちゃうしさ。あたしたちだって、試し衛えい館かん以来の同志なのにさ？　なにかあたしたちに隠してることがあるんじゃないの？」

　な、永なが倉くらさん？　あまり物事に頓着しない永なが倉くらさんが怪しんでいるということは、俺たち「未来知識共有者」三人の最近の行動が相当に不自然だったということなのだろうか。

「まあまあ、そう言うなって永なが倉くらちゃん。近こん藤どう先生ちゃんたちもたいへんなんだ。なにしろ上様の参謀役だぜ？　俺たちには漏らせない事情もいろいろあるってもんよ」

「そっかー源げんさん？　でもよー、同じ上様の参謀役でも、山やま南なみさんだけいつも三人組からえんがちょされてね？　おいらも気になるなーっ！　なに隠してんだよー？　まさか義ぎ姉妹きようだいまとめて姉し妹まい丼どんの関係なのか、周しゆうの字じ？　やるじゃねえか、うわっはっはっはーっ！」

「……総そう司じはほんとうにただの風邪なの？　なにか知っているなら、喋しやべって……」

　左さ之の助すけさんの妄言は聞き流すとして、斎さい藤とうさんまで!?　勘づかれる。まずい。

「み、皆さん。わ、私は別にえんがちょされているわけではありませんよ？　津つ潘はんへの使者役という大役は、この山やま南なみ敬けい助すけが見事に果たして参りますね。ですが、なぜ津つ潘はんに裏切りの疑惑があるのかは知っておきたいです。交渉を成功させるためにも」

「ですから山やま南なみさん、藤とう堂どう家けが徳とく川がわさまを裏切るわけはありませんわよ！　もしも証拠があるのなら正直に話してくださいます？　近こん藤どうさん！　土ひじ方かたさん！　周しゆう平へいくん！」

　錦の御旗が上がることまで土ひじ方かたさんは読んでいたけれど、どこでそんな情報を摑つかんだのさ？　と永なが倉くらさんがなおも迫る。この人、一本気だから一度気にしはじめると意外と食い下がるんだよな。俺が未来から来た秘密について説明してしまうか。だが、今はそんな時間は……それに、沖おき田たさんが労ろう咳がいにかかった未来の話は、とても言えない……。

「来ましたよーっ！　新選組の皆さん！　薩さつ長ちよう軍ぐんが淀よど川がわを強引に渡ろうとしています！　蹴散らす絶好の機会！　山やま崎ざきと橋はし本もとから挟撃しましょう！」

　すぐ隣の陣地で会あい津づ藩はんの砲兵を率いる山やま本もと覚かく馬まさんが、「敵兵出現」を告げていた。

「こちらにも薩さつ摩ま軍ぐんと同等の四よん斤きん山さん砲ほうがある！　かっちゃん、やるぞ！」

「ええ。新選組、戦闘準備！　永なが倉くらさん。平へい助すけ。話はこの戦に勝ったあとで！　山やま南なみさんは急ぎ山やま崎ざきへ。詳しく事情を説明する暇がなくて、ごめんなさいね？」

　承知、と試し衛えい館かん以来の友たちが頷うなずく。しかしただ一人、藤とう堂どうさんだけは「……そんな。まさか。誇り高き藤とう堂どう家けが寝返るはずが……」と揺れていた。時間さえあれば。だが、勢いに乗っている敵は待ってはくれない。

　砲撃、開始。

　全身を震わせる轟ごう音おんに思わず耳を押さえた山やま南なみさんが、山やま崎ざきの陣地へ小舟で渡る準備をはじめた。しかし。

　間に合わなかった！

　山やま本もと覚かく馬まさんが「まさか？　どうして？　対岸の山やま崎ざき砲台から、この橋はし本もとへ向けて津つ潘はんが大砲を放ってきました！　これでは、薩さつ長ちよう軍ぐんと山やま崎ざき砲台から挟撃されてしまいます！」と悲鳴をあげていた。

　おかしい。錦の御旗が上る時期といい、「一周目」よりもタイミングが少しずつ早まっている。まるで、新選組の先読み能力を打ち消す力があるような。坂さか本もとさん暗殺現場に新選組が駆けつけたこと、新選組が徳とく川がわ慶よし喜のぶ及び伏ふし見み軍ぐんの参謀に取り立てられたことを知った大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうが俺たち新選組を警戒している分、一周目よりもさらに厳しく先手を打ってきているということか!?

「そんなはずはありませんわっ!?　どうしてっ？　父上、なぜ……!?　それが、誇り高き藤とう堂どう家けのやることですのっ？　初代藩主藤とう堂どう高たか虎とら公こうは何度も何度も主家を乗り換えて最後に豊とよ臣とみから徳とく川がわへと乗り換えたと長年諸侯から陰口を……そんな誹ひ謗ぼうをはねのけるために、藤とう堂どう家けは徳とく川がわ家けに絶対の忠義を尽くす。それが家訓だったはず!?」

　藤とう堂どうさん。見ていられなかった。師匠の伊い東とう摂せつ津つが率いていた御ご陵りよう衛え士じが坂さか本もとさんを殺した件で、藤とう堂どうさんは「新選組の皆さんに合わせる顔がありませんわ」と傷ついていた。さらに追い打ちをかけるように、父親が戦場で寝返り、まだ見ぬ娘がいるとも知らずに新選組の陣地を砲撃しはじめたのだ。

　会あい津づ藩はんが誇る勇将剣けん客かくをずらりと揃そろえた斬り込み部隊、会あい津づ別べつ撰せん組ぐみの隊士たちが一斉に立ち上がり、津つ潘はんを討つ！　と叫んでいた。みな目が血走っている。怒り心頭だった。長年京と帝みかどを守護してきた会あい津づ武士たちにとっては当然の怒りだろう。完全に勝てるはずの戦を藤とう堂どう家けに覆くつがえされたのだ。あの関せきヶが原はらでの小こ早ばや川かわ秀ひで秋あきの寝返りに匹敵する裏切りによって。

「おのれおのれ、藤とう堂どう家けめえ！　別べつ撰せん組ぐみ出動！　砲撃を突破して山やま崎ざきへ斬り込むっ！」

「ああっ、別べつ撰せん組ぐみが突撃してしまったあ？　なんてこと!?　近こん藤どうどの。土ひじ方かたどの。どうかこの場はわれら会あい津づ藩はんに任せて、至急大坂城へ撤退を！」

「いいえ山やま本もとさん、ともに撤退しましょう。会あい津づと新選組は一心同体ですよ？　あなた方会あい津づ藩はん士しこそ、私たちが目指してきた『誠の武士』です」

「……こ、近こん藤どうどの……かたじけない。無念ですが、われらが薩さつ長ちよう軍ぐんに勝つためにはいまや難攻不落の大坂城と摂せつ海かいの幕府艦隊が必要です……」

「周しゆう平へい、橋はし本もと決戦は負け戦になってしまった。徳とく川がわ慶よし喜のぶが錦の御旗に怯おびえて大坂城から逃げるとしたら、いつだ？」

「……土ひじ方かたさん。一月六日の深夜です」

「今夜か!?　わかった、急ぐぞ！」

　撤退だ！　と土ひじ方かたさんが隊士たちに告げるが、「将軍逃亡」の未来を知っている者は俺と土ひじ方かたさんと近こん藤どうさんの三人だけだ。永なが倉くらさんも左さ之の助すけさんも「なんの話さ、将軍逃亡って？　小お笠がさ原わら壱い岐きの守かみじゃあるまいし、将軍さまに限ってそんなことするわけない。まだ戦えるよ！」「いや～別べつ撰せん組ぐみを見捨ててはいけねえなあ～。新選組の弟分みてえなもんだしよ～」と渋る。土ひじ方かたさんが「副長命令だ。逆らえば斬る！」と鋭い眼光を飛ばして無理矢理にみんなを納得させた。しかし──。

「……けほ、けほっ。大砲って煙たいから苦手。あれえ、おかしいなあ。藤とう堂どうさんがいないよ？」

「えっ？　沖おき田たさん？」

　しまった、と土ひじ方かたさんが眼下の淀よど川がわ河か川せん敷じきを見下ろしながら呻うめいていた。

「『魁さきがけ先生』藤とう堂どう平へい助すけは、決して逃げませんわ！　徳とく川がわ家けへの忠義を貫いて、士道を踏み外した父上の代わりに討ち死にしますわ！　皆さん、わたくしを追いかけてこないでくださいまし！　殿しんがりを務めますわ！　これまで、お世話になりました！」

　なんてことだ。凄すさまじい白煙で俺たちが視界を奪われているうちに、藤とう堂どうさんはただ一騎で最前線へと斬り込みをかけていた。

　なぜだ藤とう堂どうさん、と俺もまた言葉を失って呻うめいていた。

　だが、彼女が自ら殿しんがりを望んだ理由は、すぐにわかった──。




「伊い東とう先生！　やはり、薩さつ摩ま軍ぐんに加わられていましたわね！」

「……藤とう堂どうくん。そうか。お父上に裏切られ、師の私に裏切られて……ここで散る覚悟か……ほんとうに、すまない。私は実に愚かな師だったな……」




　そう。あの伊い東とう摂せつ津つが、服はつ部とり武たけ雄おたち御ご陵りよう衛え士じを率いて薩さつ摩ま軍ぐんに加わり、砲弾や銃弾の雨あられの中を必死で搔かい潜くぐりながら自ら最前線を駆けていたのだ。

「藤とう堂どうくん。私は長ちよう州しゆうの久く坂さかくんとともに京で非戦徳とく川がわ寛かん典てん論ろんを説いて回った。薩さつ摩ま藩はんと岩いわ倉くら具とも視みによる武力討幕を阻止しようと、亡き坂さか本もとくんの遺志を果たそうと、門弟たちの罪滅ぼしをしようと、弁舌を武器に抗あらがい続つづけた。だが、高たか杉すぎくんの死の衝撃で体調を崩した桂かつらくんが京に不在だったことが響いた。坂さか本もとくんを失った土と佐さの山やま内うち容よう堂どう公こうも新政府内での発言力を失い、ついに武力討幕を主張する西さい郷ごうと大おお久く保ぼに押し切られた──」

　伊い東とういわく、京で長らく雄藩諸侯会議の主導権を巡って徳とく川がわ慶よし喜のぶと政争を繰り広げ、何度も煮え湯を飲まされてきた西さい郷ごうと大おお久く保ぼは、「新たな公こう議ぎ政せい体たいに慶よし喜のぶを入れては薩さつ摩まにとって有害無益」と徳とく川がわ慶よし喜のぶの知謀を警戒し、多くの反対派を押し切って「武力討幕」を強硬に主張したのだという。

　久く坂さか玄げん瑞ずいも「長ちよう州しゆうが武力討幕から降りれば再び朝敵に戻るが、それでも降りるのか？」と大おお久く保ぼに迫られれば「それでは勤王討幕の志のために斃たおれてきた晋しん作さくたち長ちよう州しゆうの同志諸君に申し訳が立たないであります……」と挙兵を断りきれなかったという。

　ましてや、浪士の伊い東とう摂せつ津つは門弟たちを食べさせるために薩さつ摩ま藩はんの厄介になっている。

「万策尽きた私は、あの日、昨年十一月十六日に京に戻ってきた大おお久く保ぼくんに乗せられたわが門弟が見み廻まわり組ぐみと共闘し坂さか本もとくんを殺したことが、徳とく川がわを瓦が解かいさせ日本を分断する内戦勃発を招いてしまった責任を取ろうと、討ち死にすべく自ら橋はし本もとへと出陣した。死して坂さか本もとくんと新選組の諸君に詫わびよう、さもなくば新選組の諸君がやりきれまいと」

「それはお心得違いです伊い東とう先生！　わたくしは、先生の死など望んではおりませんわ！」

「……ありがとう、藤とう堂どうくん。服はつ部とりたち門弟の不始末、ほんとうに申し訳ない。薩さつ摩ま藩はんお抱えという楽な道を選んだ私が愚かだったのだよ。坂さか本もとくんのように、どの藩にも抱えられず、貧しく苦しくとも独立独歩の浪士組として御ご陵りよう衛え士じは自由に生きるべきだった。そこが私の限界だったな。私は坂さか本もとくんのような英雄の器ではなかった……」

「先生！　どうか下がってくださいまし！　わたくしはすでに死ぬ覚悟ができています！　藤とう堂どう家けの人間として、せめてわたくしだけでも徳とく川がわのために闘死しなければ！　ですが先生には、これからの日本を背負っていく義務が……！　坂さか本もとさんの分まで！」

「いや。私は、御ご陵りよう衛え士じは、薩さつ摩まの駒でしかなかったよ。大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうは、坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺という薩さつ摩ま藩はんの暗部に関わったわれらを生かしておかないだろう。だから最前線を志願しても簡単に許可された。西さい郷ごうくんに泣きつけば命だけは救われるだろうが、生涯捨すて扶ぶ持ちをもらって口を封じられ、飼い殺しとなる運命さ。それが暗殺者の末路だよ。せめて藤とう堂どうくん。きみだけは、生き延びてほしい。行くんだ。まだ新選組は、滅びてはいない……うっ？」

「せ、先生っ？　あがっ？」

　俺たち新選組隊士が、急いで坂を滑り降りて藤とう堂どうさんを救出するよりも僅かに早く。

　互いに死を覚悟して至近距離より撃ち合っていた敵味方の銃弾が、伊い東とう摂せつ津つと、そして藤とう堂どうさんの身体をほぼ同時に貫いていた。それでも伊い東とうは藤とう堂どうさんを庇かばおうと小柄な彼女の身体を抱きしめ、多くの銃弾を浴び続けた。浴びながら、前のめりに倒れた。すでに伊い東とう摂せつ津つはこときれていたが、死してなお藤とう堂どうさんの盾となっている。

「……先生……先生……せん……せ……」

　永なが倉くらさんが「平へい助すけ！　馬鹿ッ！　なにやってるんだよっ!?　あたしたちを置いていくなよっ！」と泣きながら、藤とう堂どうさんの血に塗れた身体を担かつぎ上あげる。新選組を発見した薩さつ摩ま兵へいが猿えん叫きようを放ちながら斬り込みをかけてきたが、土ひじ方かたさんたちは鬼の形相で初しよ太だ刀ちを外し、容赦なく蹴散らしていく。

「……わたくし、予感がしましたの……先生は討ち死にするために最前線に来るかもしれないと……もしも見つけたらお諫いさめしようと……ごめんなさい……新しん八ぱち……」

　藤とう堂どうさんの身体から、生気が急激に抜けていった。最初に受けた一発が、致命傷となったのだ。あれほど、伊い東とうが藤とう堂どうさんを護まもろうとしたのに。

「「「……平へい助すけ……!?」」」

　試し衛えい館かん以来の仲間たちが言葉に詰まる中、近こん藤どうさんが「平へい助すけの亡なき骸がらを葬ほうむってあげなければ……新選組、大坂城に退却します」と力なく呟つぶやいていた。藤とう堂どうさんを死なせてしまった衝撃で、近こん藤どうさんは全身の気き組ぐみを失ってしまったかのように弱々しくなっていた。

「こんなの、ありかよおおおおっ!?　なんで平へい助すけ、お前が死ななきゃならねえんだよおおおっ!?　会ったこともねえ親父のために……おめえはバカだーっ！　こなくそがあっ！」

「……薩さつ摩ま兵へいだけは斬れるだけ斬っていきたい……平へい助すけのために……会あい津づと徳とく川がわの味方だったのに、土ど壇たん場ばで長ちよう州しゆうと組んで裏切るなんて……」

「行こう、はじめちゃん。ボクたちこのままじゃ全滅しちゃうよ。死ぬなら、いつだってできるんだから。だから、今は行こう？　けほ、けほっ」

「……総そう司じ。だいじょうぶ？　顔色が……肌がなんだか、透き通っているような……」

「あはは。だいじょうぶだから。ね？」

　なぜだ。なぜ、必ずこうなってしまう。何度繰り返しても、どうしても藤とう堂どうさんを救うことができない。そして俺はもう、やり直せない。

　が、最前線へ飛び出してきたのはあまりに無謀だった。気づけば薩さつ摩ま兵へいに包囲されつつある。藤とう堂どうさんを救いたい一心で、誰もが我を忘れていた。万事休すか!?

　しかしこの時。

　意外な人物が、兵を引き連れて加勢してきた。凄すさまじい太た刀ち筋すじ。示じ現げん流りゆうにもまったくひけをとらない、いやそれ以上の剛剣だった。「小こ太だ刀ち日につ本ぽん一いち」の男は、大だい刀とうを取っても剛勇無双だった──。

「京都見み廻まわり組ぐみ、突貫！　新選組隊士をこれ以上討たせてはならん！　近こん藤どう氏うじ、どうか大坂城へお先に！　殿しんがりはわれら見み廻まわり組ぐみに任せてくだされ！　近江おうみ屋やで拙者は生涯痛恨の過あやまちを犯し申した！　いくら詫わびても詫わびきれませぬが、せめてもの償つぐないでござる！」

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうだった。見み廻まわり組ぐみの隊士たちも勢せい揃ぞろいしている。俺が近江おうみ屋やに突入する際に斬り合った隊士今いま井い信のぶ郎おもその中にいた。

「佐さ々さ木きどの!?」

「かかってこい、薩さつ摩まの芋侍ども！　この佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが近こん藤どう氏うじを死なせはせん！　うおおおおおおおお！」

「相手に不足なし。服はつ部とり武たけ雄お、参る！　伊い東とう先生の仇かたきを取らせていただく。いや、俺たち御ご陵りよう衛え士じはここで全員闘死する！　先生を死なせたのは我ら門弟たちだ──！」

　服はつ部とり武たけ雄お。佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう。近江おうみ屋やで「坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺」のために共闘したはずの二人が、御ご陵りよう衛え士じと見み廻まわり組ぐみが真剣を抜いて斬り合い命を奪い合う。彼ら剣けん客かく集団もまた、大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうに、そして小お栗ぐり上野介こうずけのすけに踊らされた駒にすぎなかった。服はつ部とりたちは師の伊い東とうを護まもりたいという願い故に踊らされ、そして佐さ々さ木きは──佐さ々さ木きは、もしかして。

「離脱するのは今だ、みんな。泣くのは大坂城に着いた時だ。今は、会あい津づ藩はん士したちとともに戦場を離脱する……！　一刻も早く大坂城へ！」

　そう叫ぶ土ひじ方かたさんの表情にも、深い哀かなしみとともに焦あせりの色が浮かんでいた。徳とく川がわ慶よし喜のぶに逃げられればすべてが終わる。「一周目」と同じ結末が新選組を捕らえてしまう。それだけは、絶対に回避しなければならなかった。大坂城に籠ろう城じようして薩さつ長ちよう軍ぐんと決戦し、これを破って和睦に持ち込む以外に、新選組を生き残らせる道はもう残されていない。

「……試し衛えい館かんでもいちばんちっちゃな剣術娘がよう、おじさんより先に逝いっちまうなんて。長生きなんてするもんじゃあねえな。周しゆう平へいよう、なんで俺が身代わりになってやれなかったんだろうなあ。まるで、運命に引き寄せられるようにこの子は逝いっちまったな……」

　源げんさんの言う通り、藤とう堂どうさんは死んでしまった。それでも、俺は血涙を流しながら、残された仲間を救うためにぎりぎりまでこの「最後の命」を使い切らなければならない。




【大坂城／同日】




　橋はし本もとから撤退した新選組を待っていたものは、混乱状態に陥った大坂城だった。

　俺たちが大坂城に到着したこの日の夕刻、すでに城内は「淀よど藩はん、藤とう堂どう家け津つ潘はんに続いて井い伊い家け彦ひこ根ね藩はんまで裏切った。西国にはもう徳とく川がわの味方はいない」「小こ倉くら城じようの老中小お笠がさ原わらに続き、こんどは慶よし喜のぶ公こうが大坂城を捨てるつもりだ」「将軍は軍艦に乗って江戸へ逃げようとしている」という噂うわさで持ちきりとなり、幕府歩兵隊や諸藩の兵士たちが続々と脱走をはじめていたのだ。

「おかしい。どういうことだ周しゆう平へい。慶よし喜のぶの逃亡は深夜では？　聞いている話と違うが!?」

「土ひじ方かたさん。どうも新選組が歴史を先読みしてあちこちに顔を出すようになったため、薩さつ摩まの大おお久く保ぼのほうも新選組に先手を打たれまいとあらゆる策を打っているようです。薩さつ摩まの間かん諜ちようが、将軍逃亡の噂うわさを大坂中に触れ回っているのでは？」

「幕府軍は小こ倉くら城じようで総大将に逃亡されて痛い目に遭っている。慶よし喜のぶは、長ちよう州しゆう征伐への自らの参戦を土ど壇たん場ばで中止にして先の帝みかどを激怒させた前科を持ち、王政復古の大号令を受けた時には二に条じよう城じようから大坂へと逃げた。二度あることは三度あるという。薩さつ摩ま間かん者じやの流りゆう言げん飛ひ語ごだとしても、信しん憑ぴよう性せいはあるな。ただの噂うわさではなく、実際に逃亡を企てているのだろうし」

「近こん藤どうはん。土ひじ方かたはん。善ぜん右衛え門もんどす。大坂城はもうあきまへん。急いで江戸へ転戦せな、新選組は保ちまへん。とりあえず準備できるだけの小判を持ってきましたよって、当座の軍資金に使うてください」

　鴻こうの池いけ善ぜん右衛え門もんさんが、律りち儀ぎにも大坂城を訪れて新選組の到着を待っていてくれた。

「そ、それは受け取りかねる……坂さか本もとが死んで紀き州しゆう藩はんから受け取るはずの賠償金の話が消し飛んでしまったため、鴻こうの池いけさんにミニエー銃の代金を返済する目め処ども立たなくなっているのに、これ以上は」

「かましまへん、土ひじ方かたはん。手前は新選組が好きで肩入れしてますよって。鴻こうの池いけのことならなにも心配いりまへん。薩さつ長ちよう新政府には銭がありゃしまへんから、大坂の豪商を頼らななんもできまへん。ですから手前が新選組にいくら協力しても、文句は言えまへん」

「……かたじけない……ですが、われらは大坂城で決戦に及ぶつもりです。この大坂城こそが徳とく川がわにとって最大にして最後の城塞。大坂を捨てて江戸へ落ちれば次は会あい津づへ。会あい津づを追われれば最後は蝦え夷ぞ地ちへ。次々と東国を戦せん渦かに巻き込み続けるばかりです。ならば、唯一勝機があるこの大坂城を守り抜きます。そして長ちよう州しゆうの桂かつらと久く坂さかを介してどうにか和睦へ持ち込む。他に徳とく川がわと新選組が生き延びる道はありません」

「箱はこ館だてにも鴻こうの池いけの支店はありますさかい、どこまでも支援しますがな～」

「いいのです。ほんとうにありがとうございます。まもなくここは戦場となりますから、どうか城から退避してください。危険です」

「いやあ、ほんに土ひじ方かたはんは律りち儀ぎなお方やわあ。ほな、戦が終わりましたらまたお会いしまひょ。どうか、ご武運を──」

　徳とく川がわ慶よし喜のぶの逃亡を阻止しなければならない。一人で逃げるならまだしも、あの男は会あい津づ藩はん主しゆの会あい津づ中将松まつ平だいら容かた保もりを三寸の舌先で丸め込んで連れ去ってしまう。そうなれば、取り残された会あい津づ藩はん士しも東へ逃げる他はなくなる。

　近こん藤どうさんが「みんな、城内を手分けして上様を捜し出して！　小こ倉くら城じようよりも酷ひどいことになってしまったわね……」と隊士たちを一斉に散らした。そして、この時。

「……はあ、はあ……周しゆう平へいくん。ごめんね……黙っていて。ボク……ボク、もう」

　えっ？　沖おき田たさん？

「やっぱり、こうなっちゃったよ……きっと周しゆう平へいくんにはわかっていたんだね。こうなるって。どこで感染しちゃったのかなあ……あんなに周しゆう平へいくんに護まもってもらったのに、ほんとうにごめんね……げほっ……げほっ……！」

　近こん藤どうさんたちとともに城内の廊下を進んでいた沖おき田たさんが、突然膝から崩れ落ちて、そして──激しい咳せきとともに大量の血を吐いていた。

「そ、総そう司じ!?　あなた、いつから!?」

「そんな？　まさか労ろう咳がいか？　労ろう咳がいのはずがない！　そうだろう、総そう司じ？」

「沖おき田たさんっ!?　いったいいつからです!?」

「ぼ、ボクに近寄っちゃダメだよ、みんな……伝う染つしちゃうから……年末頃から、なんだか身体が熱っぽくなって……でも、喀かつ血けつしちゃったのは今がはじめてなんだ。ごめんね……あんなにいたわってもらったのに……ボク……剣を振るいたいなんて我わが儘ままを言わずに、じっと寝ていればよかったのかなあ……もしかしてボクって労ろう咳がいなのかなって思って、赤あか坂さかで周しゆう平へいくんに接せつ吻ぷんする機会を自分から逃がしちゃったんだよね……あの時はまだかかっていなかったのかな。接せつ吻ぷんしちゃえばよかったのかな……こんな悪いことばかり考えていたから、バチが当たっちゃったのかな……げほっ……ごほっ……！」

　青ざめた土ひじ方かたさんが「良りよう順じゆん先生を捜せ！　急げ！」と隊士たちに命じる。

　その松まつ本もと良りよう順じゆんは、武士たちが続々と逃げ散っていく中、泰然自若と構えて城内の一室に留まり、怪け我が人にんの治療を続けていた。

　すぐに、松まつ本もと良りよう順じゆん先生の部屋へと沖おき田たさんを運んだ。近こん藤どうさんも土ひじ方かたさんも、そして沖おき田たさんに必死で「頑張って」と声をかけ続けている斎さい藤とうさんも、「いったいどうして」と目の前の現実を受け止めきれない。藤とう堂どうさんの運命に惹ひかれていったかのような討ち死にに続いて、あれだけ手を尽くしてきたにもかかわらず沖おき田たさんが突如喀かつ血けつした。最近風邪気味ではあったが、二ヶ月前の十一月頃までは沖おき田たさんは間違いなく健康体だった。あまりに労ろう咳がいの進行が急激すぎる。労ろう咳がいならば、感染から発症・悪化・喀かつ血けつまでもっと長い期間を要するはずだ。「一周目」では池いけ田だ屋やで発症したが、それから一年以上も保った。

「いけねえよ周しゆう平へい。こりゃあ労ろう咳がいだぜぇ。沖おき田たのお嬢ちゃんも、運が悪いナ。年末からの激務の連続で急激に悪化しちまった。かかったのは、せいぜい数ヶ月前ってところか」

「そんな。良りよう順じゆん先生。労ろう咳がいってもっと進行時間がかかる病じゃなかったんですか？」

「おう、たいていの労ろう咳がい患者はナ。かかってから発症まで一年、長けりゃ数十年。しかしごく稀まれにいるのサ。かかっちまってあっという間に悪化しちまう患者がナ。西洋医術でも労ろう咳がいの原因はまだ不明なんだがヨ、この子の体質ってえやつかもしれねえナ。寒空の下で働きすぎて体力がえらく落ちていたのもあるだろうヨ」

　急性結核を発病？　そんな症例があったのか？　一周目とは進行速度がまるで違う。長ちよう州しゆう征伐以後、とりわけ坂さか本もとさんが暗殺されて以来あまりにも時勢が急激に動きすぎて、沖おき田たさんの仕事をどうしても削れなかった。「剣を振るいたい」という本人のたっての希望に俺も土ひじ方かたさんも折れてしまった部分がある。沖おき田たさんの恋心に応えられない俺は、「せめて剣だけでも」とつい彼女に甘くなり──。

「良りよう順じゆん先生。労ろう咳がいの原因は、結核菌という目に見えない微生物です。患者が咳せきをした時に飛ばす飛ひ沫まつを肺に大量に吸い込むと感染するんです。しかし、充分な体力があれば吸い込んでも感染しなかったり、感染しても発病しないまま生きられるんです。沖おき田たさんは、感染したとしてもこれほど早く発病するはずじゃなかった！」

「へええ。結核菌？　周しゆう平へい。お前さんはほんとうに何者なんだイ？　なんでそんなポンペ先生すら知らない知識まで持っていやがる？　亡くなられた先の上様の脚かつ気けに玄米が効くって話も、疱ほう瘡そうが流は行やるから先の帝みかどに種しゆ痘とうをしろって話も、ゴリ推しで通すことができてりゃあ、ご時勢も大きく違っただろうがなあ。お前さんは剣士ではなく、医師として名を成すべきだったゼ。剣も医術も一流ってのは、便利なようで器用貧乏だァね」

「総そう司じは。総そう司じは助かるんですか、先生？」

「なんとかしてください、先生。お願いします！」

「土ひじ方かたさん。近こん藤どうさん。喀かつ血けつする段階まで進んじまった労ろう咳がいは治らねェ。風通しのいい空気の綺き麗れいな病室で療養させるしかねェんだよ。それで延命させられる。それしかねぇ」

「……ＢＣＧがあれば。ワクチンさえ用意できていれば……！　くそっ……！　どれほど知恵を絞っても、素しろ人うとの俺にワクチンの開発なんて無理だ……！」

　いつだ。長ちよう州しゆう征伐で高たか杉すぎさんが喀かつ血けつした時に感染したのか？　高たか杉すぎさんは「ボクに近づくな」と沖おき田たさんに感染させることを心配してくれていた。体質が似ているからと……だとすれば一年半ほど以前だ。しかし当時の沖おき田たさんはまだ体力に余裕があった。しかも、良りよう順じゆん先生の見立てでは感染時期はもっと最近。いつ、どこで？　俺は、可能な限り沖おき田たさんとともに過ごしていた。土ひじ方かたさんとともに過ごす時間をぎりぎりまで削ってまで。それなのに。すみません、沖おき田たさん……。

「……ごめんね……みんな、ほんとうにごめんね……知ってたんだね、周しゆう平へいくんは医術に詳しいから。ボクが労ろう咳がいを病むということを……だから、あんなに優しくしてくれたんだね……周しゆう平へいくんってバカだなあ。土ひじ方かたさんといちゃいちゃしていればよかったのに……せっかく恋人同士結ばれたのに、どうしてみそっかすのボクなんかに貴重な時間を使っちゃうのかなあ……一時は勘違いしかけちゃったんだよ、ボク……周しゆう平へいくんは悪い男ですなあ……けほ、けほ……」

　沖おき田たさん。俺は。俺はあれほど死に戻りを繰り返して、結局この子を……！

　ぱんっ。いきなり、頰を殴られていた。

「……う……うわああああっ！　周しゆう平へい、どうしてっ？　総そう司じが労ろう咳がいになるって知っていて、ずっと黙っていたの？　病だけじゃない。総そう司じの心まで弄んで……！　どうして教えてくれなかったの？　自分が、総そう司じの隣にずっとついていれば……！」

　斎さい藤とうさん。

　あの寡黙な斎さい藤とうさんが、激げつ昂こうして俺の頰に何度も平手打ちを。泣きながら、顔をぐしゃぐしゃに崩しながら。そうだ。勇気を出して、早く仲間に打ち明けるべきだった。なにもかもを。いつかその時が来ると先延ばしにしているうちに、手遅れになってしまった。

「やめろ斎さい藤とう。私もかっちゃんも知っていた。いずれみんなにも伝えるつもりだった。急激に事態が動きすぎて、打ち明ける機会をずるずると逸していた……それだけのことだ。私もかっちゃんも周しゆう平へいも、総そう司じが労ろう咳がいに冒されるなんて話を、総そう司じの耳には絶対に入れたくなかった……だから、お前たちに知らせるのが遅れた……怖かったのだ。三人とも……この時が来てしまうことが。ずっと、怖かったのだ」

　はじめちゃん、周しゆう平へいくんを殴っちゃダメだよ、悪いのは周しゆう平へいくんの言うことを聞かなかったボクなんだからさ、と沖おき田たさんは激しく咳せき込こみながらなお俺を案じてくれる。

「……う……うあああああっ……！　総そう司じ……総そう司じ……！」

　斎さい藤とうさんが、沖おき田たさんにしがみつきながら泣いた。この人がこれほど感情を剝むき出だしにしている姿を、俺ははじめて見た。そうだ。沖おき田たさんのことは、斎さい藤とうさんに託すべきだった。俺自身は、新選組を救うという仕事に集中するべきだった。これは俺の過あやまちだ。

　そんな良りよう順じゆん先生の部屋に、いつからだったろうか。

　藤とう堂どうさんの死に打ちひしがれながらも城内を駆け回っていた永なが倉くらさんと左さ之の助すけさんが、ある人を発見して近こん藤どうさんのもとへと連れてきていたのだ。

　病弱な身体を押して京を守護してきた会あい津づ藩はん主しゆ。会あい津づ中将松まつ平だいら容かた保もり公こうを。

「中将さま!?　こ、この部屋は……お、おそれながら、危険です。中将さまはお身体が弱く、労ろう咳がいに感染する可能性が」

　沖おき田たさんのいる場では口にできないはずの辛つらい言葉を、近こん藤どうさんは中将に告げなければならなかった。

「よい、近こん藤どう。余は危うく上様の弁舌に乗せられ、新選組と会あい津づ藩はん士したちを置き去りにして大坂城から逃げるところであった。そなたたちが心血を注ぎ命を削って、徳とく川がわと余のために戦ってきてくれたというのに……もう少しで、友を裏切るところであった。許せ」

「中将さま。いけません。私たちなどに。頭を、頭をお上げください！」

「余は愚ぐ昧まいゆえ、あの上様には理屈では対抗できぬ。今こそ江戸へ脱出して小お栗ぐり上野介こうずけのすけと合流し、必勝の策を実行する時だと執しつ拗ように説かれて、なんとなく納得させられてしまったが、余の間違いであった。理屈など、もはやどうでもよい。戦場から総大将が家臣を置き去りにして逃げるなど、士道にもとる恥ずべき行為である。かつて徳とく川がわ軍ぐんにこの大坂城を包囲された豊とよ臣とみ秀ひで頼より公こうは、豊とよ臣とみ家けの主君として潔いさぎよく城塞とともに滅びた。主君が命惜しさに家臣を捨てて逃げれば、いったいどれほどの家臣が命を落とすか。会あい津づ藩はんの武士たちに、会あい津づの民に、どれほどの犠牲を強いるか。余は最後までそなたたちとともに戦うぞ、この大坂城で。敗れればその時は、余の首を差し出して西さい郷ごう吉きち之の助すけに赦ゆるしを乞う。わが友を、わが家臣たちを、救ってくれと。古来、武家の大将とはそういうものであったはずだ近こん藤どう」

　山やま本もと覚かく馬まさんたち死地から生還した会あい津づ藩はん士したちが続々と会あい津づ中将のもとへと集まってきて、「決して殿は死なせません、われら会あい津づ藩はん士しは最後の一兵となっても新選組とともにこの大坂に踏みとどまって戦います！」「たとえこの身が砕けて魂のみとなろうが、必ずや薩さつ長ちように勝ちます！」と涙ながらに誓った。多くの兵が逃亡し、圧倒的に不利になっているこの絶望的な状況下で、なおも会あい津づ藩はん士したちは愚直なまでに主君を護まもろうとしていた。

「近こん藤どう。土ひじ方かた。急ぎ上様を引き留めねばならぬ。上様が逃走してしまえば、そちらが如い何かに百戦錬磨の勇者たちであろうとも全軍が壊滅する」

「中将さま。しかし、会あい津づ藩はんの家訓は『すべては徳とく川がわ家けのために』なのでは？」

「そうだ近こん藤どう。だからこそ徳とく川がわ最後の将軍が大坂城から逃走するなど、会あい津づ藩はん主しゆの余が許してはならぬのだ。こと敗れた時には速やかに上様には落ち延びていただく。敗軍の責任は余が負う。近こん藤どうよ。ここで正々堂々と決着をつけねば、上様一人のために西国と東国との間で悲惨な内戦が起こる。上様は朝敵の汚名を免まぬがれても、日本に百年の禍根が残る。それは絶対にならぬ。ならぬものは、ならぬのだ」

「……上様が大坂城から逃げれば、周しゆうちゃんが言っていた通りの未来に……承知！」

　会あい津づ中将の言う通りだった。これ以上の兵の逃ちよう散さんを止めるため、徳とく川がわ慶よし喜のぶを城内に留まらせねば。将兵たちに「撤退する」と告げて全員で大坂城から落ちるのならばいい。だが、武家の棟とう梁りようをこのままこそこそと大坂城から逃がしてはならない。あの男の保身のために、会あい津づ藩はん士しも新選組も全滅する。なにより徳とく川がわ慶よし喜のぶは、あれほど「余は逃げぬ」と誓っておきながら、舌の根も乾かぬうちに──！　もう、許せるか。藤とう堂どうさんも。坂さか本もとさんも。沖おき田たさんも。あの性根の据わらぬ男を護まもるために倒れたのかと思うと、そしてこれが俺の最後の人生、最後の命なのだと思うと。

　絶対に、土ひじ方かたさんたちを死なせない！

　沖おき田たさんを良りよう順じゆん先生と斎さい藤とうさんに預け、新選組隊士たちは混乱する城内を駆け回った。戦わずして大坂城を崩壊させた徳とく川がわ慶よし喜のぶに「武家の棟とう梁りようとして戦え」と迫るために。




　そしてついに新選組の探索網が、徳とく川がわ慶よし喜のぶを捕らえた。発見者は、そう、鴻こうの池いけの手代に化けた監察の山やま崎ざき烝すすむさんだ。姿を消した会あい津づ中将の同行を断念し、海路から軍艦へ向かおうと僅かな数の家臣とともに「隠し通路」に潜り込んで脱出を計っていた慶よし喜のぶを見つけた。

　大坂城から城外へと抜ける隠し通路は狭い。突入した隊士は四人。

　隠し通路の出口を目指して駆けていた慶よし喜のぶの前方を、俺と土ひじ方かたさんが塞ぐ。後方からは近こん藤どうさんと源さん。

「近こん藤どう？　土ひじ方かた？　会あい津づ中将を連れ去ったのは、そなたたちか？　わからぬのか。錦の御旗が上がった以上、抵抗すれば余は未来永えい劫ごう、足あし利かが尊たか氏うじとなってしまう！　朝敵の汚名だけは回避せねば、徳とく川がわ家けは滅ぶ！　余は、天下を薩さつ長ちように差し出すことになっても断じて朝敵にだけはなれん！」

　徳とく川がわ慶よし喜のぶは、さすがに狼狽うろたえてはいなかった。剣で新選組に勝てるはずもない。得意の弁舌をもって近こん藤どうさんを説得し、煙けむに巻こうとしている。だが、近こん藤どうさんはもう動じない。今日に至るまで、あまりにも犠牲が多かった。そして慶よし喜のぶをここで逃がせばさらなる犠牲が出ると知っている。

「……上様。今はまだ城外には出せません。これよりわれらは会あい津づ中将さまのもとで薩さつ長ちようと最後の決戦を致します。万一武運つたなく敗れた際には、われら家臣団がすべての責任を負います。上様が腹をお召しになる事態は絶対にこの近こん藤どうが防ぎます故、戦が終わるまでの間、徳とく川がわ宗そう家け最後の将軍として、大坂城に踏みとどまっていただきます」

「すでに大坂城内は総崩れだ。勝てる見込みなど万にひとつもない！」

「いえ、まだ勝機はあります。あなたが総大将として大坂城に留まってくれれば、これ以上の脱走兵は出ない。ぎりぎりで踏みとどまれる」

「土ひじ方かた。そちは戦のことしか頭にないのだ！　大局を見よ、未来を見よ、歴史を見よ。たとえ今日一時の勝ちを収めたところで、官軍に逆らえば徳とく川がわ家けは朝敵として歴史に汚名を残すのだぞ!?　百年の後まで、この徳とく川がわ慶よし喜のぶは帝みかどに兵を向けた賊徒である、第二の足あし利かが尊たか氏うじであると歴史書に語り継がれるのだぞ？　水み戸と家け生まれの余には、それだけは耐えられぬ！　ただちに江戸に籠もり徹底恭順を貫けば、朝敵の汚名だけは回避できるのだ！」

　徳とく川がわ慶よし喜のぶは、自分という役者を「歴史上の人物」として遠くから眺めている。今この瞬間をどう生きるかよりも、後の世から自分がどう見られるかという意識に捕らわれているのだ。学者や批評家にでもなれば、大成した人物だろう。しかし、将軍になるべきではなかった。征せい夷い大たい将しよう軍ぐんとは。今。ここで。この場で。自分に忠誠を誓うすべての人々の責任を背負って決断をなす者でなければならない。

「将軍さまよ。あんたはそれで満足だろうが、京であんたに従って長ちよう州しゆうの勤王志士を狩ってきた会あい津づ藩はんはどうなる。桑くわ名な藩はんは。新選組は。今この大坂にいねえ奥おう羽うや越えち後ごの諸藩だって、あんたを追って東国へ進撃してくる薩さつ長ちよう軍ぐんとの戦に否いや応おうなしに巻き込まれるんだぜ？　いったいどれほどの武士が、領民が、あんたのために命を落とすことになるかわかってんのか？　将軍さまってのはよう、自分のために剣を振るい戦い続けてきた剣術娘たちを生いけ贄にえにしてでも生き続けなきゃならねえのか？　無学なおじさんには納得いかねえなあ～っ！　将軍よりも剣術娘のほうがはるかに尊いんだぜえええ？」

「違うぞ井いの上うえ。余は命を惜しむのではない。名を惜しむのだ、朝敵の汚名を恐れるのだ。むろんそれだけではない。すべてはこの国の民のためである。よいか。日本をこのまま東西に割って内戦に突入すれば、この国はいずれフランスとイギリスの植民地となろう。その愚を避ける方法は、この大坂城で籠ろう城じようして薩さつ長ちよう軍ぐんを押しとどめ和睦に持ち込むか、余が逃げに逃げて新政府に徹底恭順するかの二択しかない。だが今となってはもはや籠ろう城じよう策さくは無謀な博ばく打ちだ。確実に日本を救うには、余が逃走するしかないのだ」

「この大坂で潔いさぎよく雌雄を決する道こそが、この国の人々にとってもっとも犠牲の少ない選択だと私は信じますが。もしも上様にまたしても矛先を躱かわされた薩さつ長ちようが収まらなかったら？　将軍との雌雄を決する戦いを躱かわされ続けた憤ふん懣まんを、会あい津づ藩はんをはじめとする東国諸藩へとぶつけ、なおも武力討幕路線を突き進むとしたら？」

　土ひじ方かたさんが慶よし喜のぶを睨にらみつけながら言い放つ。土ひじ方かたさんは「一周目」を知っている。慶よし喜のぶがどれほど逃げ続けても、それでは東国諸藩も薩さつ長ちようもいずれも納得しない。さらに戦線が拡大していき犠牲者が増え続けるだけだった。近こん藤どうさんがその首を薩さつ長ちように差し出してもなお、戦は止まらなかった。最後は箱はこ館だてで土ひじ方かたさんが闘死するまで戦争は続いた。水み戸とを抑えているあの芹せり沢ざわ鴨かもをもってしても、奥おう羽うや越えち後ごの諸藩まで制御するのは不可能だろう。

「……土ひじ方かた……そうだな……その時には、会あい津づ藩はんと新選組には日本の植民地化を防ぐための犠牲になってもらわねばならぬかもしれん。だが決して、無駄な犠牲ではないぞ。諸君は、日本を救い武士道を貫いた英雄として歴史に名を刻むことになろう」

　徳とく川がわ慶よし喜のぶが唱える理屈は常に正しく聞こえる。だが一刻一秒が惜しいこの時に、議論などしている場合ではない。なにより、会あい津づ藩はんと新選組を犠牲にする、とこの男は眉ひとつ動かさずに言った。涙のひとつでもこぼしてくれれば、許せたかもしれないのに。未来の歴史家の評価なんかどうでもいい。俺はただ、この人たちに、俺のかけがえのない友たちに生きてもらいたいだけだ！　「一周目」で散っていった仲間たちの姿が、俺の脳裏にありありと蘇よみがえっていた。もはや我慢ならない。

「……周しゆう平へい？　待て！　手を出すな、相手は上様だぞっ？」

　いいえ。止まりません、土ひじ方かたさん。俺は、俺は。

「徳とく川がわ慶よし喜のぶ！　理屈をこねるなああああっ！　将軍ともあろう者が、ひとたび誓った約束を反ほ故ごにするなああああっ！　士し道どう不ふ覚かく悟ごだ！　それでも武士かああっ！」

　ああっ!?　周しゆうちゃん、いけない！　と近こん藤どうさんが叫ぶ。

　俺は剣を抜く衝動をかろうじて抑え、拳で徳とく川がわ慶よし喜のぶの顔面を殴り抜いていた。

「……うぐっ……!?　き、貴様っ……余を……？」

　徳とく川がわ慶よし喜のぶの身体は宙に舞いあがり、そのまま仰向けに倒れていた。

　俺は将軍を殴った。切腹ものである。近こん藤どうさんに処断されても文句は言えない。だが、どうしてもこの男には言っておきたいことがある。なにが足あし利かが尊たか氏うじだ。あんたは足あし利かが尊たか氏うじとやらに会ったことがあるのか。顔を知っているのか。この男は、自分の観念の世界に生きていて、目の前の現実を生きていない。だから、平然とすべての人間を置き捨てていけるんだ。

「……しゅ……周しゆう平へい……!?」

「俺たちは自らの血を流し命を捨てて必死の思いで今日まで戦ってきた。戦も政まつりごとも遊戯じゃない。芝居じゃない。歴史書の事件じゃない。なにもかもが現実なんだ！　確かにここから逃にげ仰おおせれば、あんたは生きられる！　最後の切り札の勝かつ海かい舟しゆうが西さい郷ごうを説得して、あんたの命だけは救うだろう！　利口なあんたはすでにそこまで計算しているんだろう？　しかし会あい津づはどうなる。新選組はどうなる。あんたの身代わりにされた大勢の人間が、どれほどの苦しみを背負うか──俺たちはあんたの将棋盤の駒じゃない！　生身の人間だ！　生きているんだ！　身体があり、心があるんだ！　わからないのなら、徳とく川がわ慶よし喜のぶ──俺がお前に味わわせる。『死』とはどういうものか。『生』がどれほどかけがえのないものか。死ねば、朝敵の汚名も歴史書の評価もなんの意味もなくなるということを知れ──！」

「……こ、近こん藤どう周しゆう平へい……!?　なんの躊躇ためらいもなく征せい夷い大たい将しよう軍ぐんを本気で殴り、これほど言いたい放題に将軍を怒鳴りつけられる者など、この国にいるはずがない。こんな目で将軍を睨にらむことのできる者など、いるはずがない。貴様、この国の人間ではないな？　な、何者だ？」

「俺は未来から来た！　幕府とともに破滅していった新選組の運命を変えるためにだ！　お前が新選組と会あい津づ藩はんを、そして奥おう羽うと越えち後ご諸藩のすべてを犠牲にしてついに逃げきった未来を、俺は知っている！　日本を真っ二つに割った戊ぼ辰しん戦せん争そうが続き大勢の人々が戦場で倒れていく中、お前が大坂から逃げ、江戸から逃げ、水み戸とからも逃げた未来を！　だがもう、その未来をお前には選ばせない！」

「……未来から来ただと……？　戯ざれ言ごとか、それとも」

「やめて周しゆうちゃん！　上様を斬らないで！　斬るなら、私を！」

「周しゆう平へい！　もういい！　私たちを想うお前の気持ちはわかったから……頼む！　お前はもう死に戻れないのだぞ！　どうか耐えてくれ！」

「おいおい。未来から来たってなんだあ、周しゆう平へい？　死に戻りってなんのことだい、土ひじ方かたちゃん？　ま、その話は長くなりそうだからあとで聞くとして。将軍さまよ、どうするね。あんたの命はあんたのものだ、てめえで道を選びな。俺としちゃあ、この多た摩まの剣術娘たちが憧れ続けてきた武士という理想を汚してほしくはねえがな」

　頰を腫らし、唇から紅あかい血を流しながら。

　徳とく川がわ慶よし喜のぶは、夢から目覚めたかのような表情を浮かべて、源げんさんにこう答えていた。

「……近こん藤どう周しゆう平へいがほんとうに未来から来たのなら、この男がなにをしようがおそらく歴史は本来あるべき結末に収束するだろう。ならば、大坂城で一戦を交える博ばく打ちに乗ってもよかろう。勝かつ海かい舟しゆうという最後の切り札を江戸に温存している限り、余は西さい郷ごうに命乞いをして生き延びられる。勝かつならば必ずや、余が被かぶせられた朝敵の汚名をいつかは濯すすぐだろう。大坂城で勝とうが負けようがその結末は変わらぬ。ただし、新選組と会あい津づ藩はんの運命は変えられるかもしれん。もしもこの決戦に勝てれば、だがな──」

　この瞬間、徳とく川がわ慶よし喜のぶは大坂城での「最後の決戦」に踏み切っていた。

　この男の中でなにかが変わったのか。あるいは奇妙な「未来人」と出会ったことでまた新たな理屈が閃ひらめいただけなのか。それは激げつ昂こうしている俺にはわからなかった。しかし、やるしかない。勝つしかない。どれほど戦況が不利であろうとも、もうほんとうに後がない。

　だが、新選組は徳とく川がわ慶よし喜のぶの捜索と引き留めのためにあまりにも時間を浪費していた。




「近こん藤どう局長！　壊かい乱らん寸前となった全軍の士気を挙げるために、将兵たちの前で上様にご演説いただく手はずでしたが……残念ながら、一歩遅かったです。城内に内応者が出て、大手門を内側から開いてしまいました。薩さつ摩ま軍ぐんがすでに城内に突入し、至るところで白はく兵へい戦せんとなっています！」

　山やま南なみさんの悲痛な報告。「隠し通路」から意を決して出てきた徳とく川がわ慶よし喜のぶ、そして会あい津づ中将の二人が残存する城兵たちを鼓舞する機会は、紙一重のタイミングで失われていた。「上様は逃亡されてはいない、まもなくわれらの前に姿をお見せになる」と徹底抗戦を唱える会あい津づ藩はん士しや新選組に対して「上様はもう逃げられた。もはや薩さつ長ちよう軍ぐんは目と鼻の先まで進軍している。なぜ戦わねばならぬ」と恐怖に耐えきれなくなった一部の造反者が、薩さつ摩ま軍ぐんの先せん鋒ぽう隊たいを城内へ引き入れてしまっていたのだ。

　長ちよう州しゆう軍ぐんはまだ姿を見せていない。主戦派の薩さつ摩ま軍ぐん先せん鋒ぽう隊たいが駆けに駆けて城内に単独突入したようだ。会あい津づ藩はん士したちが懸命に応戦しているが、もはや大坂城は落城寸前だった。

「……なんということだ。余の決断が僅かに遅れた結果が、この修羅場か……」

　徳とく川がわ慶よし喜のぶはもう、さっきかいま見せたはずの鋭気を萎えさせていた。禁きん門もんの変へんの時には颯さつ爽そうと馬上から幕軍を指揮した男だが、思えばあの頃の慶よし喜のぶはまだ将軍ではなく、年若い将軍家いえ茂もちを補佐する副官の立場にあった。「徳とく川がわ幕府の副官」という地位こそが、繊細で頭が切れすぎる彼にとってはもっとも自在にその知謀を発揮できる立場だったのかもしれない。土ひじ方かたさんが、常に近こん藤どうさんや榎えの本もと武たけ揚あきの副官という立場で己の才能を発揮し続けたのと同じに。

「上様。まだ新選組は健在。わが会あい津づ藩はん士したちも桑くわ名な藩はん士したちも踏みとどまっております。なにとぞご辛抱を」

　会あい津づ中将が蒼そう白はくになった慶よし喜のぶを励ますが、慶よし喜のぶは目の前で展開する凄惨な白はく兵へい戦せんに怯おびえきっていた。この男は、暴力や武力に酷ひどく弱い。

「かっちゃん。山やま南なみさん。上様と中将さまを頼む。新選組隊士たちは私に預けてくれ。薩さつ摩ま兵へいの中へと斬り込む。剣での戦いとなれば、新選組は今もなお日本最強だ──覚悟はいいな、周しゆう平へい？　無念だがもう、お前の力が回復するのを待っている猶予は……」

「承知です、土ひじ方かたさん。ですが、薩さつ摩ま軍ぐんを押し返せるかどうかは」

「周しゆう平へい。できれば、お前には将軍を護衛し万一の時には江戸へ逃がす役目を与えたい。だが、私が命じても聞かないだろうな、周しゆう平へいは」

「もちろんです。俺は土ひじ方かたさんにどこまでもついていくと誓ったんです。土ひじ方かたさんが逃げるなら、俺も逃げますよ」

「……そうしたいが、それはできないな……新選組隊士が集まり次第、大手門より侵入する薩さつ摩ま兵へいどもに銃を放ち、しかるのちに抜ばつ刀とうして斬り込む！」

「トシちゃん！　待って。隊士を率いて斬り込むのは局長の仕事よ！　池いけ田だ屋や以来そう決まっているでしょう～？　トシちゃんと周しゆうちゃんは上様と中将さまを護まもって！　これは局長命令ですっ！」

　近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんが「斬り込み役は私が」「いや私だ」と互いを庇かばうべく議論をはじめる。いずれにせよ慶よし喜のぶ捜索のため城内のあちこちに散った新選組の隊士たちは、まだ近こん藤どうさんのもとに集結していない。戦闘がはじまり城内の混乱が加速したため、再集合に手間取っている。このままでは態勢が整う前に、錐きりのように一直線に突き進んでくる薩さつ摩ま兵へいたちに倒されてしまう。

「半はん次じ郎ろうどん！　あん建物！　あそこに将軍らしき男が！　新選組も一緒でごわす！」

「大将首ば取ればこん戦は勝ちもす。薩さつ摩ま隼はや人とども、行く手を遮る者ば斬り伏せて駆け抜けもそ。おいたちに、二にの太た刀ち要いらず」

　薩さつ摩ま軍ぐんを率いるは、あの「死神」人ひと斬きり中なか村むら半はん次じ郎ろう。この戦うことしか知らない男があの日大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうの意を受けて坂さか本もとさん暗殺を実行しなければ、歴史はまったく違うものになっていた。坂さか本もとさんも岡おか田だ以い蔵ぞうも近江おうみ屋やで死なず、新選組の運命も変えられていた。慶よし喜のぶのもとを離れられない近こん藤どうさんを除けば、実力で半はん次じ郎ろうを殺せる剣士は沖おき田たさんしかいないだろう。その沖おき田たさんは労ろう咳がいで倒れた。こいつだけは──たとえ勝てずとも、俺が！

　人ひと斬きり半はん次じ郎ろう率いる示じ現げん流りゆうの使い手たちが、口々に絶叫しながら剣を大だい上じよう段だんに振りあげ、突進してきた。まだ新選組の隊士たちはほとんど集まっていない。まずい。このままでは慶よし喜のぶと中将を護まもりきれない！

　敵味方入り乱れての乱戦の中で新選組の危地を救ったのは、またしても、そう。

「京都見み廻まわり組ぐみ佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう、ただいま大坂城に帰参！　橋はし本もとの殿でん戦せんを生き残った隊士たちよ、戦意なき者は速やかに立ち去れい、この俺とともに武士として戦って死にたい者はここで潔いさぎよく散れい！　が、見み廻まわり組ぐみの半数以上を死なせてなお戦おうとするのは拙者の個人的な我わが儘ままだ、諸君は逃げてよし！　遠慮は要らぬでござるぞ！」

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうだった。橋はし本もとで服はつ部とり武たけ雄おと死闘を演じていたはず。まだ、生きていた。

　だが、すでに腹部と頭部に重傷を負っていて、その全身は黒々と乾いた血に塗れている。小こ太だ刀ち日につ本ぽん一いちの佐さ々さ木きをもってしても、圧倒的不利な状況での殿しんがり、しかも闘死を覚悟した捨て身の服はつ部とり武たけ雄おとの戦いは想像を絶する苦戦だったのだ。服はつ部とりは仕留めたが、佐さ々さ木き自身も致命傷を負っていた。もしも屋内戦ならば、服はつ部とりを圧倒していたものを──。

　だがなぜだ。佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは常に新選組と近こん藤どうさんにとっては一種の壁であり「厄介な味方」と言える存在だったはず。彼は、大たい政せい奉ほう還かん事業に奔走していた坂さか本もとさんを殺した。清きよ河かわ八はち郎ろうの浪士組結成にも深く関わり、近こん藤どうさんを血に塗れた京へ連れてきた責任者の一人でもある。近こん藤どうさんに講こう武ぶ所しよへの士官をけしかけて例の事件のきっかけとなったのも、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう。なにより、新選組の後追い組織京都見み廻まわり組ぐみを結成して、新選組の巡じゆ邏んら活動の仕事を大幅に奪い取り、新選組が手柄を立てる機会を削り取った。常に近こん藤どうさんにとって彼の存在は有あり難がた迷めい惑わくなものだったはず。

　なぜ橋はし本もとで、そしてこの落城寸前の大坂城で、その佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが近こん藤どうさんのために命を捨てて戦う？　坂さか本もとさんを斬った愚行への詫わびとしては、あまりにも過剰だ。

「佐さ々さ木きさんっ!?　もう充分です。あなたはもう充分に徳とく川がわ家け旗本としての忠義を貫きました！　その怪け我がで中なか村むら半はん次じ郎ろうと戦うなんて、自殺と同じです！　これ以上は……！」

「──近こん藤どう氏うじ。拙者は不器用でござってなあ。最さい期ごに、拙者の想いをお伝えせねば死にきれませぬ。拙者は、江戸住まいだった頃より、密ひそかに近こん藤どう氏うじをお慕い申しあげておりました。この無骨な面相故、気取られずにここまで来てしまったでござるが」

「さ、佐さ々さ木きさん!?」

「哀かなしいことに、この世は権謀術数や罠わなや悪意が敷き詰められているでござる。そんな世で誠の武士に憧れる純真なあなたを、拙者は心より尊敬しお慕いしておりました。が、拙者は不器用にて、やることなすことすべてが裏目でござった。講こう武ぶ所しよ剣術指南役こそあなたに相応ふさわしい仕事と池いけ田だ甲か斐いの守かみにあなたを推挙したばかりに、あなたにあのような苦しみを植え付けることに。池いけ田だ甲か斐いの守かみ斬殺の件を密ひそかにもみ消し、清きよ河かわ八はち郎ろうが結成した浪士隊に参加して近こん藤どう氏うじを京へ向かわせようと決めたのも、真犯人を捜し続けていた甲か斐いの守かみの息子元げん之の助すけから近こん藤どう氏うじを引き離し、ほとぼりを冷ますためでござった。まさか清きよ河かわ八はち郎ろうがあのようなペテン師であったとは。近こん藤どう氏うじを流血と混乱の京に放り込んでしまうことになろうとは。拙者の間抜けさが、自分でも嫌になり申した」

　なんだって？　それじゃあ、なぜ京から一時離脱した？　なぜ戻って来て見み廻まわり組ぐみを結成し、新選組の仕事を奪った？

「江戸へ戻ったのは、近こん藤どう氏うじ、あなたを騙だまして己の攘じよ夷うい戦争の手駒に利用しようとした清きよ河かわ八はち郎ろうを斬るためでござった。そう。清きよ河かわ氏うじは、拙者が斬った──ですが、近こん藤どう氏うじが愚直にも京に留まり『都を守る』という清きよ河かわが唱えた『噓うそ』を誠とするべく壬み生ぶ浪士組を結成してしまった故に、拙者は近こん藤どう氏うじを危険な京にはびこる勤王志士どもの凶きよう刃じんから護まもらねばならぬと思い、旗本たちを連れて京へ舞い戻り、見み廻まわり組ぐみを立ち上げ申した。思えば、愚かな拙者は近こん藤どう氏うじによかれと思いながらも迷惑ばかりをかけておりました──そのことにようやく気づいたのは、近こん藤どう氏うじを大たい政せい奉ほう還かんという一見幕府への叛はん逆ぎやく行為に見える奇術に加担させた坂さか本もと龍りよ馬うまを斬ってしまった後でござった。小お栗ぐり上野介こうずけのすけに踊らされた拙者が薩さつ摩まと組んであの者を暗殺してしまったがために、徳とく川がわ家けは瓦が解かいし、新選組は今壊滅しようとしている。坂さか本もと氏うじさえ生きていれば、今日の徳とく川がわ家けと新選組の窮地はなかった。拙者は、死して近こん藤どう氏うじに詫わび、武士として、男としてけじめをつけるでござる」

　かつて近こん藤どうさんを騙だました清きよ河かわ八はち郎ろうを斬った男は、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうだった。彼は新選組の邪魔をしていたのではなかった。善意をもって、常に陰から近こん藤どうさんを護まもっていたのだ。ただ、彼もまた幕末を生きるにはあまりにも愚直で純粋すぎた。己の愛に盲目的でありすぎた。小お栗ぐり上野介こうずけのすけに踊らされ、結果的に新選組を破局へ追い詰めてしまった。

「佐さ々さ木きさん！　もう、いいのです！　私はもう充分です！　これまであなたから受けた数々のご好意にまったく気づかなかった私の罪です……！　どうか退いてください！」

「……桂かつら早はや之の助すけが拙者を待っているでござる。早はや之の助すけはあの若さで労ろう咳がいを患わずらっておりましてな。私はいったいなんのために剣を究めたのか、志も見み出いだせぬままに病み衰えて死ぬのならせめて坂さか本もと氏うじや沖おき田た氏うじのような最強の剣士と戦って死にたいと涙ながらに訴えてきたが故に、暗殺部隊に採用したでござる。剣士とは、哀かなしい生き物でござるなあ。拙者は心を鬼にして、早はや之の助すけに『剣を捨てて生きよ』と命ずるべきでござった……が、拙者自身は引き下がれませぬな。拙者の剣には、近こん藤どう氏うじを護まもるという志があります故に。ご免！」

　労ろう咳がい？　桂かつら早はや之の助すけが？　桂かつら早はや之の助すけが近江おうみ屋やで沖おき田たさんと戦ったの時期は、約二ヶ月前。桂かつら早はや之の助すけは沖おき田たさんの前で激しく咳せき込こみ、喀かつ血けつし、最さい期ごは沖おき田たさんの腕の中で息絶えた……あの時だ。あの時、沖おき田たさんは結核菌に感染したんだ！　良りよう順じゆん先生の見立て通り、急性発症だ。「一周目」や「二周目」で起こった沖おき田たさんの早期感染を、俺は防ぎきれていた。それなのに、俺は土ど壇たん場ばで、最後の最後で坂さか本もとさんと沖おき田たさんの運命、そのどちらをも近江おうみ屋やで同時に取りこぼしていた……！

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは駆ける。すでに体内の血の多くを失っていながら、近こん藤どうさんへの想いだけを糧かてに半分死につつある身体を奮い立たせ、「死神」中なか村むら半はん次じ郎ろうの正面へと躍り出る。中なか村むら半はん次じ郎ろうの初しよ太だ刀ちの凄すさまじさは、近江おうみ屋やで佐さ々さ木きも知っている。今の手負いの佐さ々さ木きに防ぎきれるものではない。それでも彼は「中なか村むら氏うじ、お久しぶりでござる！　元江戸講こう武ぶ所しよ剣術指南役、幕府見み廻まわり組ぐみ佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう、参る！」と自分から半はん次じ郎ろうの間合いへと踏み込んでいた。勝つために。勝利をもぎ取るために。近こん藤どうさんの未来を切り開くために。

　屋外戦だ。間合いの短い小こ太だ刀ちでは半はん次じ郎ろうを制圧できはしない。佐さ々さ木きはそれでも生涯の最後の最後に、己の「魂」とも言える小こ太だ刀ちを構えていた。

　中なか村むら半はん次じ郎ろうは「おお佐さ々さ木きどん！　相手にとって不足はなかが、手負いなのが惜しか。じゃどん、おいはおまんさぁを斬って、近こん藤どうと慶よし喜のぶの首ば獲とる。ちぇすとおお！」と絶叫し、恐ろしく長大な剣を大だい上じよう段だんから振り下ろしていた。二にの太た刀ち要いらずの捨て身の剛剣。

「……うぬう……拙者の体内に、血が……今少しの血が残っておれば……無念……おさらばでござる、近こん藤どう氏うじ……」

「佐さ々さ木きどん、お見事。おんしこそ誠の壮士ぞ。おいもすぐに逝ゆく。西せ郷ごどんのためにこん命ば剣とともに燃やし尽くしもそ」

　佐さ々さ木きさん！　と近こん藤どうさんが思わず顔を伏せていた。佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうほどの使い手が、あれほどの剣の鬼が、満足に剣を振るう機会を最さい期ごに得られなかった。中なか村むら半はん次じ郎ろうに一いつ刀とうで斬り下げられ、斃たおれた。

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう、闘死。

　京都見み廻まわり組ぐみは、この瞬間に壊滅した。中なか村むら半はん次じ郎ろう率いる薩さつ摩ま抜ばつ刀とう隊たいは、いよいよ慶よし喜のぶめがけて殺到してくる。「将軍どん。おまんに腹ぁ召させん。おいがこの手でおまんの首ば狩って、西せ郷ごどんにこんどこそ褒めてもらわにゃあ。坂さか本もとさぁを斬った詫わびの印ぞ」と中なか村むら半はん次じ郎ろうは殺人機械のような感情のない声で呟つぶやき、容赦なく一歩また一歩と迫ってくる。

「な、なんだ、あれは……あれが薩さつ摩ま武士の剣なのか？　あれはほんとうに人間なのか？　もう……もう、無理だああああっ！　近こん藤どう！　土ひじ方かた！　許してくれ、余はあの男の剣に首を狩られたくはない！　せめて江戸城で切腹させてくれ！　頼む、頼む！　余を罵ってくれてもよい。唾を吐きかけてくれてもよい。余を見よ。これが徳とく川がわ最後の将軍の情けなき姿だ。余は幼き頃より厳格で固こ陋ろうな父上の異常な躾しつけを受けて、血と暴力がたまらなく恐ろしくなった！　夜の寝床で、真剣と真剣の間に頭を挟まれて眠らされた……武士たる者は寝返りなど打たぬ、と強要されたのだ。少しでも落ち度があれば罵倒され、生来の開明主義も洋癖も否定されて固こ陋ろうな攘じよう夷い家かになることを迫られ、毎日が地獄であった！　攘じよ夷ういなど無謀にして愚かだと頭では知っていながら、父上から『尊皇攘じよ夷うい』こそが絶対でありこれに反するならわが息子とて決して許さぬと打ちよう擲ちやくされ続けてきた！　常に自分を舞台上の演者として眺めるようになったのも、父上の言葉と暴力に縛られて分裂しそうなわが軟弱な心を守るため……！」

　誰にも言えなかった秘密だ、と慶よし喜のぶは呟つぶやき続つづける。

「余の本心を打ち明けよう！　徳とく川がわの血筋がこの国の民を支配する古き世は滅ぶべきである！　身分の別なく、すべての日本人がその志と能力によって自由に己の人生を生きられ、能力ある者が議会を開き政治を行う新しき世を実現するためならば、余は徳とく川がわ家けも将軍位も幕府もこの命もすべて捨ててもよい！　だが、あんな死神の如ごとき蛮族に首を狩られる最さい期ごだけは耐えられぬ！　どうか、どうか……頼む、近こん藤どう……！」

　徳とく川がわ慶よし喜のぶはもう立っていられない。ついに、多た摩まの百姓娘あがりの近こん藤どうさんに土下座して「助けてくれ」と懇願した。見かねた会あい津づ中将が「上様が切腹する必要はありませぬ。この戦の責任はこの松まつ平だいら容かた保もりが切腹することで背負います」と慶よし喜のぶの肩を抱いて再び庇かばうが、近こん藤どうさんは「それはなりません」と会あい津づ中将のその言葉を即座に否定した。

　中なか村むら半はん次じ郎ろうたちから距離を取り時間を稼ぐべく、慶よし喜のぶを奥の部屋へと連れていきながら、近こん藤どうさんは俺たちに告げた。己の決断を。

　小こ倉くら城じようの時とは違う。藤とう堂どうさんを失ってしまった今、近こん藤どうさんの決断はもう誰にも覆くつがえせない。たとえ土ひじ方かたさんにも。

「かっちゃん。待ってくれ。まさか……!?」

「上様。中将さま。お二人を決して死なせはしません。この近こん藤どう勇いさみが、こたびの戦を開いた全責任を負って白旗を掲げ、薩さつ長ちように投降いたします。思えばこの時のために、私は会あい津づ藩はんお預かり新選組局長に抜ばつ擢てきされ、畏れ多くも上様の参謀に取り立てていただけたのだと、ようやく理解いたしました。帝みかどに楯たて突つき賊軍を率いて戦をはじめた者は、新選組局長近こん藤どう勇いさみでございます──お二人は尊皇という思想すら理解できぬ成り上がり者の近こん藤どう勇いさみに『戦わねば斬る』と脅されて大将として担かつがれただけでございます。事実、私は上様を隠し通路にて脅しました」

　かっちゃんは上様を庇かばっていた、本気で脅していたのは私たちだ！　と土ひじ方かたさんが近こん藤どうさんを制止しようとする。が、近こん藤どうさんは「まあまあ。上様に大坂城に留まっていただきますと最初に言ったのは私よトシちゃん？　そもそも大将とはすべての責任を取るためにいるのでしょう？　それが士道でしょう、ふふ」と苦笑していた。

「上様。中将さま。そして新選組副長土ひじ方かた歳とし三ぞう。どうか、私を『誠の武士』として遇してください。誠の武士となる。これは私にとっては、生涯を賭としたかけがえのない夢でした。徳とく川がわ家けも会あい津づ藩はんも、必ずやこの近こん藤どう勇いさみの首をもって守りきります。命はひとつしかなく、人生は一度しかない。私は最高の死に場所を、命の使い所を得られたのです。死ぬ時機を逸して流ながれ山やまで投降して斬首されては、もはや手遅れです。近こん藤どう勇いさみの死に場所は、この大坂城でなければ。今こそ、私の夢を誠とする機会をお与えください──」

　流ながれ山やまとはなんだ近こん藤どう？　と会あい津づ中将が震えながら問いかける。が、それ以上言葉を続けられなかった。無言となった中将は滂ぼう沱だと涙を流していた。徳とく川がわ慶よし喜のぶは畳の上に突っ伏して肩を震わせていた。声を殺して泣いているらしい。この男が、他人のためにこれほど感情を剝むき出だしにしている姿を、俺ははじめて見た。徳とく川がわ慶よし喜のぶにも、他人と通じ合える感情が、心があった。徳とく川がわ一門に生まれ将軍候補に望まれながら、異常性格と極端な思想を備えた父親から「攘じよ夷ういを果たし朝廷の守護者になれ」という自らの血筋とも思想とも矛盾する無理難題を幼い頃より背負わされてきた彼は、己の感情を、己の心を必死で隠してきたのかもしれない。幕府と朝廷との間で右う顧こ左さ眄べんして揺れ動き、次々と謀ぼう臣しんを身内に暗殺され続けるうちに、さらにその繊細な心を奥底へと隠していくしかなかったのかもしれない。

「トシちゃん。周しゆうちゃん。山やま南なみさん。あなたたち新選組隊士に新たな任務を与えます。新選組の主君を、上様と中将さまを必ずや江戸へと無事に送り届けなさい。私が白旗を掲げて投降し、時間を稼ぎます。その隙にお二人を警護しながら大坂城を脱出するのです。断ることは許しませんよ？　局長命令に違反すれば、私自身がこの場で斬ります」

「……かっちゃん……それでは周しゆう平へいは今まで、なんのために……考え直してくれ、かっちゃん！」

「ごめんねトシちゃん。平へい助すけが死んだ時にもう私の心は定まっていたの。私の命を用いてトシちゃんたちの運命を覆くつがえせる機会が訪れたら、こんどこそ迷わずこの道を選ぼうって」

「近こん藤どうさん。どうしてですか。どうしてあなたは常に、ご自分が死ぬことを前提に話しているのですか？　私には、あなたがまるで最初から自分の運命を知っていたかのように」

　山やま南なみさん。それは、俺が近こん藤どうさんに未来を告げてしまったからです……。

「「「そんなの絶対に許さない！」」」

　いきなり襖ふすまが開き、新選組の、試し衛えい館かんの仲間たちが続々と近こん藤どうさんのもとに詰めかけてきた。永なが倉くらさん。左さ之の助すけさん。源げんさん。沖おき田たさんは斎さい藤とうさんに肩を借りている。城内に突入した中なか村むら半はん次じ郎ろう率いる薩さつ摩ま抜ばつ刀とう隊たいが「慶よし喜のぶがいたぞ！」と大声で叫んだために、ようやくこちらの位置を特定して合流できたのだ。だが、その仲間たちの中に、あの藤とう堂どうさんはもういない。

「んもう永なが倉くらさん。いまや新選組はもう、徳とく川がわご直参なのだから。私が主君で、皆さんは全員私の家来よ？　許す許さないは主君の私が決めることでしょう。ね？」

「なにを急に憎まれ口を叩たたき出だすのさ、近こん藤どうどの？　らしくないよ？　以前からなにか違和感があったけれど、やっぱり近こん藤どうどの、周しゆう平へい、土ひじ方かたどのの三人の間で隠している秘密があるんじゃないの？　最後まで教えてくれないまま一人で投降するだなんて、そんなの水臭すぎるよ！」

「……永なが倉くらさん。そうね。もうあまり時間がないけれど……私たち三人だけは知っていたの。新選組の未来がどうなるのかを。周しゆうちゃんは、新選組が薩さつ長ちように敗れて滅び去った未来から戻って来たのよ。あまりにも途方もない話だから、とりあえず三人だけで秘密を共有して今まで動いてきて。気がつけば打ち明ける機を逸してしまって。ごめんなさい」

「えええ？　新選組が滅んだ未来から来た？　周しゆう平へいが？　まさか!?」

「すみません、永なが倉くらさん。俺はあまりにも酷ひどい未来を何度も体験してきました。だから、なかなか切りだせずに……労ろう咳がいで早世してしまった沖おき田たさん。何度やり直しても局きよく中ちゆう法はつ度とを守るために切腹していった山やま南なみさん。伊い東とう一派との間で板挟みになって必ず死んでしまう藤とう堂どうさん。そして、剣術娘を護まもるために常に討ち死にする源げんさん。この四人の件を、とりわけ沖おき田たさんの件をみんなにどう言えばいいのか……わからぬままに……」

「ほんとうだ、永なが倉くら。私も最初は信じられなかった。周しゆう平へいからはじめて打ち明けられたのは、芹せり沢ざわ暗殺を決行する予定だったあの夜だ。あの夜、周しゆう平へいと激しく口論した後、周しゆう平へいが芹せり沢ざわに斬られて死んでいく姿が脳裏に浮かびあがった。それから──周しゆう平へいと朝寝を重ねるごとに、夢に見るようになった。周しゆう平へいが生きてきた未来の光景を何度も。かっちゃんの死や総そう司じの死、山やま南なみさんの死を──どれほど運命を覆くつがえそうとしても、私たちはまた平へい助すけを死なせ、総そう司じを労ろう咳がいに……」

　えっ？　俺はそんな話、土ひじ方かたさんから聞いていなかった。では、土ひじ方かたさんは俺が生きた未来の光景を今まで何度も夢で見て苦しんできたというのか？　それなのに、俺にそのことを伝えず、ずっと黙って耐えていたのか？

「土ひじ方かたさん？　そんなことになっていたなんて!?　それでいつも辛つらそうにしていたんですね？　理屈はわかりませんが、きっと俺と朝寝を重ねて接近しすぎたせいです。どうして言ってくれなかったんですか!?」

「……し、周しゆう平へいに知られたら、もう自分には近づかないほうがいいと言われると思って……そ、それは絶対にイヤだったから……」

　この土ど壇たん場ばでなにを急にかわいい声を出すんですか、土ひじ方かたさん。

「それじゃあ、ほんとうに？　近こん藤どうさんも周しゆう平へいが生きてきた未来の光景を見たの？」

「永なが倉くらさん。私は見たことがないけれど、トシちゃんが毎晩のように悪夢を見て魘うなされていたことは知っていたから」

　山やま南なみさんが「未来から人間が戻ってこられるなんて、にわかには信じられませんが……局きよく中ちゆう法はつ度とを守るために切腹するというのは、如い何かにも律りち儀ぎな私らしいです。だから周しゆう平へいさんは法はつ度とを緩めてみだりに切腹させない方向に書き改めさせたのですね？」と腑ふに落ちたように頷うなずく。

「そっかあ、やっぱり。なんとなく、周しゆう平へいくんがボクの運命を知っているような気はしていたんだよね。んもう……もしかしてボクに惚ほれているのかなと勘違いしかけてたんだよ。酷ひどいなあ。そもそも近こん藤どうさんも土ひじ方かたさんも水臭いなあ～。けほ、けほ」

「……それで周しゆう平へいはいつも総そう司じの隣にいて……自分にだけでも教えてくれていたら、こっそり協力していたのに……」

　すみません斎さい藤とうさん。「労ろう咳がいになる」と沖おき田たさんに伝わってしまったら、その時点で感染が確定してしまうような、そんな予感がしていて。だがもう、藤とう堂どうさんが討ち死にし、沖おき田たさんが労ろう咳がいになってしまった以上、未来を伏せる必要はなくなった。不幸にも──。

「死に戻りってのはそういうことだったのかい。それじゃあおじさんは毎回、剣術娘を護まもるために討ち死にしていたってのか？　うおおおお！　いいねえ、剣術娘の守護者として最高の死に様じゃねえか！　周しゆう平へいよう？　なんでさっさと教えなかった、ええ？」

「だって教えたらまた同じことをやるでしょう、源げんさんは？　それじゃ意味がないんです」

「教えなくても同じだぜ！　こっそり教えてやらあ、俺の秘密の座右の銘は『七生報娘』だ！　さっさとなにもかも俺たち全員に打ち明けてりゃあよう、運命も覆くつがえったかもしれねえのによう。まったく不器用だぜ。近こん藤どう先生ちゃんも、土ひじ方かたちゃんも、周しゆう平へいも……勝手に俺たち仲間の運命まで背負いこみやがって。桂かつら小こ五ご郎ろうとの秘密会談だの大たい政せい奉ほう還かんの建白だの、なんだからしくねえとは思ってたがよ、なるほどなあ。周しゆう平へいは新選組がやらかした未来を知っていて、先手を打って破滅を回避しようと頑張ってきたわけだ」

「わあっはっはっはあ！　今さら言っても仕方ねーぜ源げんさん！　周しゆうの字じとおいらたち全員が毎晩順番で朝寝してりゃあ、みんなに周しゆうの字じの未来の記憶が行き渡って、うまくいっていたかもなあ！　おい周しゆうの字じ。源げんさんとは朝寝するがおいらとは無理だなんて言うんじゃねえだろうな？　さすがのおいらも怒るぜー！」

　左さ之の助すけさんはこんな極限状況でも相変わらずだな。この人の陽気さにどれだけ救われてきただろうか。試し衛えい館かんの仲間たちにもっと早く打ち明けていれば、と悔やまれてならない。

　山やま南なみさんが「そういえば、大奥大奥とお堅い私が妙に騒いでいたのも、真相を心のどこかで察知していたからかもしれませんね」と首を傾かしげる。

「……ただ、もう俺は死に戻りできないんです。禁きん門もんの変へんで久く坂さか玄げん瑞ずいを捕縛しようとして死にかけた時になぜか力を失ったんです。ですからこれが最後で、やり直すことはできません。藤とう堂どうさんはもう生き返ることはありません……」

「そっか。そうだったんだ……ありがとうね周しゆう平へい。あたしたち新選組の隊士たちを救おうとして、今まで何度死んだの？」

「もう数えていません、永なが倉くらさん。一年以上生きられたのは、今回が三度目です。便宜上、三周目と俺は呼んでいました。でも。どうあがいていも、新選組は同じ運命に陥って」

「同じじゃないよ！　あたしと左さ之の助すけ、斎さい藤とうはどうだったのさ？　死んだの？」

「……永なが倉くらさんと左さ之の助すけさんは途中で新選組を脱退します。理由はその時によって異なりますが、永なが倉くらさんは一度怒ったら短気な江戸っ子丸出しになりますから、ついその場の勢いで……左さ之の助すけさんは親友の永なが倉くらさんについていきます。斎さい藤とうさんは、会あい津づに留まって会あい津づ中将のもとで戦うと決めて、蝦え夷ぞ地ちへと転戦していく土ひじ方かたさんと別離します……」

「なあんだ。じゃあ、運命は覆くつがえせるよ周しゆう平へい！　あたしが短気を起こさずに最後まで新選組隊士として戦い続ければいいんだよ！　未来のあたしがなにに怒って新選組を抜けちゃったのか、ちょっと想像できないけれど、何度もごめんね！　うん。これが最後なんだったらさ、あたし、なにがあっても新選組から絶対に抜けないから。命が尽きるまでみんなと一緒に戦うから。任せてよ！」

　永なが倉くらさん。そうだ。もしかしたら。もしかしたら永なが倉くらさんが最後まで一緒にいてくれれば、あるいは──。

「わっはっは！　がらっぱちの短気のせいで新選組は毎度ぶっ潰れてそのたびに周しゆうの字じが苦労してきたわけだ！　ぜーんぶおめーのせいじゃねーか、がらっぱち！　オラッ、周しゆうの字じに土下座して謝れっ！　周しゆうの字じと朝寝しておめーのやらかした姿を夢で見てこいっ！」

「うっせーぞ左さ之の助すけ！　未来のあたしのやったことまで謝れるかっ！　でも、今生きているこのあたしが、未来のバカなあたしが作った借りを必ず返すっ！　『誠』の旗のもとから去っていくなんて、そんなバカな真ま似ね絶対にやらないよっ！　左さ之の助すけも一緒だぞっ！」

「……会あい津づ中将さまは今、ここにおられる。総そう司じも生きている。自分も、決して新選組から離脱しない……命ある限り、みんなとともに戦う」

　俺は気づいた。永なが倉くらさん。左さ之の助すけさん。戦死や切腹よりもはるかに残酷な運命。「あなたたちは戦いの途中で新選組から脱隊した」と告げることが、どれほど怖かったか。告げれば仲間の絆きずなが壊れてしまうんじゃないかと俺は恐れていた。もっと早く、勇気を出していれば。徳とく川がわ慶よし喜のぶを怒鳴りつける資格は俺にはなかった。俺こそが、誰よりも臆病だった。

　土ひじ方かたさんが「しゅ、周しゆう平へいのせいじゃない。私も朝寝を拒絶されるのが怖くて周しゆう平へいに隠し事をしていた。みな気持ちは同じだ。心に弱さのない人間など、い、いない」と不器用ながらに俺を慰めてくれる。

「皆さん。話はそこまで。これでわかったでしょう？　私はね。近こん藤どう勇いさみは、どうもいつも薩さつ長ちように降伏してみんなを逃がす運命らしいの。でも、新選組が破格の出世を遂げて上様の参謀にまで登り詰めた今、この大坂城で私が乱の首謀者として投降すれば、薩さつ長ちように首を差し出せば、それは無駄死ににはならない。私の首と引き換えに薩さつ長ちようの進軍をここで止められる。みんなを生き残らせることができる。だから上様と中将さまをお護まもりして、城を落ちて──いいわね？　これが最後の局長命令よ？」

　近こん藤どうさん。

「ダメだってば！　あたしが最後まで付き従うよ。だから運命は変えられるよ！」

「いいの、永なが倉くらさん。あなたたちは生きて。蝦え夷ぞ地ちまで転戦を重ねて戦死する運命のトシちゃんや周しゆうちゃんをその剣で護まもって。ね？」

「……かっちゃん。行くなら私を斬ってから行けと訴えても無駄なのだろうな。かっちゃんは昔からそうだ。勝手に私を置いて遠くへ行ってしまう……夢で何度も何度も見てきた。かっちゃんと別れる光景を。いつもそうだ。酷ひどいぞ……かっちゃんは」

「トシちゃん。総そう司じはまだ労ろう咳がいを発症したばかりでしょう？　養生すればきっと長く生きられる。だから、総そう司じのために生きて。周しゆうちゃんと、幸せにね」

「……かっちゃん。その笑顔だ。何度も夢で見た。この時が来るのが、ずっと怖かった……私は……」

「近こん藤どうさん。ダメだよ。ボクの心配なんかしなくていいんだよ。近こん藤どうさんのほうがずっと長く生きられるのに。なのに」

「総そう司じ。私がどれほど総そう司じを愛しているか、わかっているでしょう？　一日でもいい。安らかに、幸せに生きて。あなたに、生きていてほしい。それが何度も死に戻ってきた周しゆうちゃんの願いであり、そしてトシちゃんの願いでもあるの」

「……近こん藤どう、さん……余命が残り少ないボクが局長だったら、よかったのになあ……どうして……」

　会あい津づ中将が「近こん藤どう勇いさみよ。これまでの働き、大義であった。そなたこそが、朽ちていく徳とく川がわ家けに天が遣わされた誠の武士であり義士であった」と瞳を潤ませながら近こん藤どうさんの手を握りしめる。これ以上近こん藤どうさんを押しとどめれば、かえって近こん藤どうさんの忠義に水を差す。そう思ったのだろう。

　そして徳とく川がわ慶よし喜のぶは、立ち上がって言葉を発することができず、微ほほ笑えむ近こん藤どうさんを見つめながら涙を流し続けていた──。




　近こん藤どう勇いさみ、白旗を掲げて屋外の戦場へと現れ、ただ一人で投降。

　しかしその近こん藤どうさんの覚悟は、「必ずや徳とく川がわ慶よし喜のぶの首を獲とる」と激しい戦意に燃えていた中なか村むら半はん次じ郎ろうには通じなかった。

「こん大坂で慶よし喜のぶば逃せば、戦は東国へ拡大しもんど。江戸の町ばことごとく焼き尽くすことになりもそ。そいでは武力討幕に踏み切らせた西せ郷ごどんに顔向けできん。近こん藤どうさぁ、おまんの首だけではこん戦は終わりもはん」

「中なか村むらどの。江戸の町を守りたいのであれば、どうか私の首で戦を終わらせてください」

「おいは将軍の首を獲とるまでは止まらん。近こん藤どうさぁ、虎こ徹てつを抜け。おまんほどの大将を、銃で撃ち取りたくはなか。武士らしく剣で決着ばつけもそ」

「……いいえ。私はもう剣は抜きません。なにとぞ、上様と中将さまを戦に引きずり込んだ首謀者として死を賜りたく」

「おいは『人ひと斬きり半はん次じ郎ろう』と呼ばれちょる。じゃどん、丸腰の近こん藤どう勇いさみば絶対に斬れん！　抜け、近こん藤どうさぁ。抜かぬなら薩さつ摩ま兵児どもば突進させて、一斉射撃で慶よし喜のぶば討ち取る」

　中なか村むら半はん次じ郎ろうは、あくまでも徳とく川がわ慶よし喜のぶの首を獲とらずして決着はない、と最初から決めていたらしい。このままでは近こん藤どうさんは無駄死にになってしまう。近こん藤どうさんが白旗を掲げて首を差し出してもなお、薩さつ摩ま軍ぐんは慶よし喜のぶを討つべく戦いをやめない──！

「かっちゃん……！　西さい郷ごう自身が、せめて久く坂さかが大坂城へ乗り込んでいれば、話は通じたかもしれない。だが中なか村むら半はん次じ郎ろうにはこの戦を半はん端ぱなところでやめるつもりはなく、故に薩さつ摩ま藩はんの武闘派を率いていち早く大坂城一番乗りを果たした。このままではかっちゃんも上様も……！」

　この光景を屋内から呆ぼう然ぜんと眺めていた土ひじ方かたさんの目に、再び闘志が宿っていた。

「私は流ながれ山やまと同じ過あやまちを繰り返すところだった。かっちゃんの命令に私は背く。義ぎ姉妹きようだいの縁を切られようとも、かっちゃんを救う。山やま南なみさんは監察の山やま崎ざきとともに、上様と中将さまの脱出の手引きと護衛を頼む。例の『隠し通路』を用いればまだ間に合う。私は、かっちゃんを包囲した薩さつ摩ま兵へいたちの中へと斬り込む──！」

　山やま南なみさんが「いえ、私も是非斬り込みに」と食い下がるが、土ひじ方かたさんは酷ひどく優しい顔になって、山やま南なみさんを諭していた。こんな土ひじ方かたさんの表情は、今まで見たことがなかった。

「私は、あなたが局きよく中ちゆう法はつ度とを守るために切腹する姿を何度も夢に見てきた。私自身があなたを切腹させた未来すらもあった。私が士道にこだわり局きよく中ちゆう法はつ度とに縛られてきたために、あなたはいつも命を落としてきた。たとえ新選組がここで潰ついえるとしても、私はせめてあなたの運命だけでも変えたいのです。あなたが生き延びてくれれば、私と周しゆう平へいとかっちゃんが新選組の運命を覆くつがえすために重ねてきた努力のすべてが失敗したことにはならない──命令に背けば、あなたを法はつ度と違反で斬らねばなりません」

　もう土ひじ方かたさんを止めることはできない。山やま南なみさんは「……ほんとうに。あなたはいつだって、私にいちばん辛つらい役目を命じるのですね……切腹しろと言われたほうが、まだましですよ。その副長命令、謹んで承りました……」と顔を伏せながら断腸の思いで土ひじ方かたさんに一礼し、慶よし喜のぶと中将を先導して逃走経路を進んでいく。

　山やま南なみさん、ほんとうにすまない、いつもいつもあなたに頼りきりだった、と土ひじ方かたさんが目を閉じる。

「俺も行きます、土ひじ方かたさん。もしかしたら土ど壇たん場ばで力が蘇よみがえるかもしれません。俺が闘死すれば、今一度やり直せるかもしれません」

　土ひじ方かたさんはしかし、俺を突き放す「冷血の女」の仮面を被かぶったかのようなあの懐かしい顔を俺に向けて、憎まれ口を叩たたいた。

　俺を強引に自分自身から引き剝がし、生き残らせるために。

「周しゆう平へい、私は現実主義者だ。できもしないことを言うな。確証もないのに、願望と現実を混同するな。お前には失望したぞ。お前とは長らく恋仲だったが、ここで縁切りだ。この絶望的な戦局を見ろ。死に戻りの力がないお前にはなにもできない。お前には、運命を変える力などない。私のお前への恋心はすでに醒さめた。山やま南なみさんとともに、上様たちを護まもれ──お、大坂から、さ、去れ」

　そんな言葉が今さら俺に通じるとでも土ひじ方かたさんは思っているのだろうか。不器用で無愛想で、緊張すると素直に話せない。そんな土ひじ方かたさんが今なにを考えなにを感じているのかは、言葉ではなく表情を見ていればわかる。この人自身の心が、自らの口から発せられる残酷な言葉にずたずたに切り刻まれていくのが、自分のことのようにわかる。

「土ひじ方かたさーん！　そんなにぼろぼろ泣きながら毒舌を吐いても、周しゆう平へいくんは騙だませませんよー！　だよね、周しゆう平へいくん？」

「沖おき田たさん、そうですよね。土ひじ方かたさんは、詰めが甘いなあ。土ど壇たん場ばになると、豊ほう玉ぎよく宗そう匠しようの素顔が出てしまうのだから。放っておけるはずがありません。たとえ縁を切られたって、俺は土ひじ方かたさんとの約束を最後まで守り通しますよ」

「うう。周しゆう平へいを騙だませるはずもなかったか……だが総そう司じ、混ぜっ返すな！　だいいち、なぜまだここに留まっている。お前も山やま南なみさんと一緒に城から落ちろ！　その身体でなにができる!?」

「ボクも近こん藤どうさんを救いに行きますよ！　良りよう順じゆん先生から『飲んだら元気が出る代わりに命が縮むから絶対に飲むんじゃねえゾ』と厳重注意を頂いた危ないお薬をもらっておいたから、これを飲めばあと一暴れくらいならできますよー！」

「沖おき田たさん？　それはダメです！　薩さつ摩ま兵へいは問答無用で俺たちを銃撃するつもりです。中なか村むら半はん次じ郎ろうが剣で決着をつけると決めている近こん藤どうさん以外の隊士は、薩さつ摩ま兵へいの間合いに飛び込む前にばたばたと撃たれて斃たおれます。十中八九、死にます！」

「いいの、周しゆう平へいくん。高たか杉すぎさんや桂かつら早はや之の助すけからボクは教わったんだー。もうボクの労ろう咳がいは治らないんだよね？　だったら床に伏せて天井を眺めながら短い命を虚むなしくながらえるよりも、ボクはボクの志のためにこの命を燃え尽きるまで使い切って死にたいんだ。ボクは、好きな人の夢を叶かなえるために剣を振るいたい。大好きな近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんたち試し衛えい館かんのみんなと、そして周しゆう平へいくんのために生きて、戦って、そして死にたいな。みんなが次々と戦場で斃たおれていくのになにもできずに独りぼっちで死んでいくなんて、そんな寂しい終わり方はイヤだよ……」

「……沖おき田たさん」

「総そう司じ。お前は……そうだな……お前は寂しがり屋だったな……子供の頃から」

「ボクのために奔走してくれて、ありがとうございます。運命は変わりましたよ、土ひじ方かたさん！　沖おき田た総そう司じは、労ろう咳がいを病んで独りぼっちで死ぬのではなく、新選組の剣士として戦場で散ります！　会あい津づ中将さまから賜った愛刀の菊きく一いち文もん字じとともに！」

「……わかった。これより一番隊長に復職だ、総そう司じ」

　俺にできたことは、結局、みんなの運命を「孤独で虚むなしい最さい期ご」から、「仲間とともに最後まで戦える」という死に方に変えることくらいだったのか。沖おき田たさんも土ひじ方かたさんも近こん藤どうさんも、結局死の運命からは救えなかったのか。

「泣かないで周しゆう平へいくん。ボクはもうだいじょうぶ。愛されすぎるほどに、周しゆう平へいくんに愛されたよ。ほんとうに今までありがとうね！　だから、周しゆう平へいくんは土ひじ方かたさんのために生きて──ほんの少しでも長く、ボクよりも生きて。ボクより先に死なないで。ボクの目の前で斃たおれちゃイヤだよ？　それだけが心配だなあ」

「……総そう司じ。私は夢の中で何度も何度も、置いていかないでと泣き叫ぶお前を振り切ってきた。お前をもう置いてはいけない。そして周しゆう平へい。心にもない言葉を吐いて、すまなかった……周しゆう平へいとはもう長いつきあいだ。無駄だとわかっていながら、私は」

「いいんです、土ひじ方かたさん。俺を最後まで生かそうと鬼の副長を演じていただき、ありがとうございます。急ぎましょう。薩さつ摩ま兵へいの弾幕を突破して、近こん藤どうさんのもとへ。たとえ誰かが斃たおれても振り返ってはいけません。命がある者が、斃たおれた者の遺志を継いでまっすぐに突き進むんです。近こん藤どうさんを流ながれ山やま同様の無駄死にの運命から救い、同時に上様たちが脱出する時間を稼ぎましょう」

「おーっと！　あたしたちを忘れてもらっちゃ困るよ、周しゆう平へい！　土ひじ方かたどの！　毎回あたしは新選組を脱隊するという運命を繰り返してきたんだよね？　そのあたしが参戦するからには、近こん藤どうどのは絶対に死なせはしない！　新選組を抜けてあたしだけが生き延びて余生を過ごすなんて、そんなの絶対にイヤだから！　露払い役はあたしに任せて！　新選組二番隊長永なが倉くら新しん八ぱちに！　たとえ撃たれても、あたしは鈍感だから息の根が止まるまで気づかないよ！」

「こらこら、がらっぱち！　おめー一人で勝手に決めんなこなくそが！　おいらも最後までおめーにつきあってやんよ！　銃がなんだってんだ！　今こそ間合いの長ぇ槍やりの左さ之の助すけさまの本領発揮だ、わっはっはあ！」

「……総そう司じ。自分が総そう司じの背中を護まもる──講こう武ぶ所しよの池いけ田だを自分が真っ先に斬った件は、総そう司じのせいじゃないから……剣の腕とは別に、人斬りの才能では、優しい総そう司じより冷酷な自分のほうが上。それだけのことだから……いつだって総そう司じは自分にとって憧れの剣士だった。だから、最後までともに」

「おっと。剣術娘ばかりで突貫なんて、この源げんさんが許しませんぜ。『七生報娘』！　周しゆう平へいよう。何度お前がやり直しても、俺の信念はぴくりとも揺らがないぜえ？　この井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろうがこの世でもっとも尊いもののために命を捨てる晴れ舞台が来たんだ、俺ぁこの時のために才能もねえのに毎日一万回木刀を振ってきたんだ、四十近くまで独身を貫いてよう？　邪魔すんなよおおお？」

　もしかしたら、覆くつがえせるかもしれない。近こん藤どうさんの運命を。薩さつ長ちよう新政府の全員が主戦派というわけじゃない。西さい郷ごう吉きち之の助すけは主戦派の頭目とはいえ、「一周目」でも勝かつ海かい舟しゆうとの会談に応じて土ど壇たん場ばで江戸総攻撃を中止し、江戸城無血開城を実現した。坂さか本もとさんの遺志の一部は実現したのだ。必ず、話せば通じるはず。そして長ちよう州しゆうの久く坂さかと桂かつらは、「一周目」では仇きゆう敵てきだった新選組と親しい。今までの俺の行動のすべてが無駄だったわけじゃない。

　今この場で中なか村むら半はん次じ郎ろうを討ち取れば、戦を止められるかもしれない。まだだ。まだ終わってはいない。そのために、いったい何人の仲間が、友が斃たおれるかはわからない。わからないが──もはや、乾けん坤こん一いつ擲てきの斬り込みにすべてを賭けるしかない。

「新選組、抜ばつ刀とう！　これより近こん藤どう局長を救出する！　突貫！」

　土ひじ方かたさんの号令とともに俺たちは襖ふすまを蹴破り、一斉に屋外へと突進し、「どうして？　みんな？　どうしてそんなに聞き分けがないの？」と涙ぐんでいる近こん藤どうさんを目指して全力で駆けだしていた。

「死神」中なか村むら半はん次じ郎ろうが躊ちゆう躇ちよなく「撃て」と全軍に命じる。新選組得意の白はく兵へい戦せんに応じるつもりは毛頭なく、近こん藤どうさん以外の隊士はことごとく銃弾の餌え食じきにするつもりだ。

　薩さつ摩ま兵へいによる容赦のない連続射撃が、新選組を襲っていた。

　隊士たちが、一人また一人と銃弾を浴びて斃たおれていく。

　試し衛えい館かん組ぐみの仲間のうち、最初に被弾したのは、源げんさんだった。日頃のくたびれぶりからは想像もできない信じがたい快速で先頭を突っ走り、自ら藤とう堂どうさんの代わりに「魁さきがけ」役を務めたのだ。源げんさんは両脚を撃たれて、ついに前進できなくなった。が、倒れない。

「うおおおおおお！　剣術娘、万歳ッ！　みんな、俺に構わず行けええええっ！　俺は何発食らっても倒れねえぜええ！　急げ、近こん藤どう先生ちゃんをお救いしろおおおおお！」

「源げんさん！　あとはボクたちに任せて！　今日の源げんさんは、弁べん慶けいのようにかっこいいよ！」

「おお、沖おき田たちゃん！　井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろうは頼れるおじさんだろう？　薩さつ摩ま兵へいども、剣術娘を銃で撃つなんざ武士の風上にもおけねえ奴やつらだ！　剣で勝負しろ、剣、で……」

「……源げんさん？　どうしたの、返事して源げんさん？　声が聞こえないよ？　源げんさんっ!?」

「……総そう司じ。総そう司じ、危ない……！　左側から狙われている！」

「はじめちゃんっ!?」

　斎さい藤とうさんが、沖おき田たさんを庇かばって腹部を撃たれた。あの無敵の剣の使い手が。どれほど過酷な戦場をも常に生き延び続けた斎さい藤とうさんが、あまりにもあっけなく。沖おき田たさんとともに戦場を駆けたために？　認めたくない。夢であってほしい。それでも、俺たちは駆けるしかない。剣の間合いに入るまで、あと僅かなのだ……！

「……総そう司じ。行って。あとは、総そう司じに任せた……どうか……生きて。ばいばい……」

「はじめちゃん……！　そんな？」

　沖おき田たさんは、息を荒らげ崩れ落ちた斎さい藤とうさんに促されながらまっすぐに駆ける。菊きく一いち文もん字じを抜いて、「うわああああ！」と咆ほう吼こうしながらついに薩さつ摩ま兵へいたちのもとへと到達した。斬った。薩さつ摩ま兵へいたちが銃を捨てて剣を抜くよりも速く、最強の剣士だけが繰り出せる神業「三段突き」の連撃で一人、また一人と、薩さつ摩ま兵へいを倒していく。

「無理すんなあ総そう司じ！　槍やりの左さ之の助すけさま、参上～！　局長、柄にもねえことすんじゃねえぜ！　おいらたちが言うこと聞いて退却するわけねーだろう！　あらよっと！」

「永なが倉くら新しん八ぱち、参る！　示じ現げん流りゆうの太た刀ちはもう見切った！　初しよ太だ刀ちを外せば、あとは丸太を斬るが如ごとくあたしの剣で斬れる！　もはやわが剣に迷いなし！」

　幾多の犠牲を払って、白はく兵へい戦せんの間合いを新選組は強引に摑つかんだ。もはや隊士の数は半分以下に減っている。それでも、剣の勝負となれば薩さつ摩ま藩はんが誇る斬り込み部隊といえど新選組には太た刀ち打うちできない。剣を用いた集団戦法では、土ひじ方かたさんが調練した新選組は圧倒的な強さを誇る。

　あっという間に壊かい乱らん寸前にまで追い詰められた中なか村むら半はん次じ郎ろうは「前線の味方ごと撃て」という苛烈な下げ知じを後衛の銃隊に下す他はなかった。またしても、躊ちゆう躇ちよがない。薩さつ摩ま藩はん士しならば、やる。寺てら田だ屋やでは、薩さつ摩ま藩はん士し同士が主命によって容赦なく殺し合った。戦国時代の武士の気風をそのまま残している、脅威的な戦闘集団だ。

　凄すさまじい銃声。味方に背後から撃たれる薩さつ摩ま兵へいたちも、黙って銃弾を浴び、浴びながら新選組隊士に食らいつき、「撃て。おいごと撃て」とさらなる銃撃を要求しながら次々と散っていく。

「……うぐっ……あ、あたしが、撃たれたことに気づいちゃうなんて……む、胸をやられちゃった。これはもう、無理かな……あはは……あんなに大おお見み得えを切ったのにごめんね、周しゆう平へい。土ひじ方かたどの……も、もう少しだけ、新選組のもとで暴れたかった……かな……」

「がらっぱちっ!?　噓うそだろっ？　おめーが銃弾如ごときでくたばるような女かよっ？　撃たれたなんて気のせいだ、気のせいだって！　おい、勝手に目ぇ閉じてんじゃねえぞ、がらっぱち!?　ぐふっ……」

「……左さ之の助すけ……はじめて新選組隊士として死ねるんだからさ、あたしはこれでよかったの……でもさ、三さん途ずの川かわまで付いてこなくでも……バカ……」

「……おいらとおめえは腐れ縁だろ、がらっぱち……へっ……」

　永なが倉くらさん？　左さ之の助すけさん？

　死ぬはずがなかった永なが倉くらさんが、討ち死にしてしまった。永なが倉くらさんを庇かばって、左さ之の助すけさんまで。そんな。俺は新選組で戦って死ぬ運命にはないはずの二人に「死」を与えてしまったのか。俺は、新選組の仲間たちをここで壊滅させるために死に戻ってきたというのか。そんなはずはない。そんなこと、天が認めようとも俺が認めない。認めたくない！

「かっちゃん！　西さい郷ごうとかっちゃんが会談を果たすまでこの戦は止められない！　剣を抜いてくれ！　中なか村むら半はん次じ郎ろうを斬ってくれ！　頼む！」

「近こん藤どうさん！　急いで！　げふっ……げほ、げほ、げほっ……！」

「お、沖おき田たさん!?」

　高速で移動し続けていた沖おき田たさんはまだ被弾していない。だが、身体が限界に来ていた。喀かつ血けつしたのだ。蹲うずくまる沖おき田たさんを庇かばうべく、土ひじ方かたさんが沖おき田たさんのもとへと向かう。斃たおれる仲間は捨てていくと決めていたのに、豊ほう玉ぎよく宗そう匠しようである土ひじ方かたさんにはやはりできない。ましてや夢の中で何度も沖おき田たさんを捨ててきたのなら、当然だ。そして、今の土ひじ方かたさんには俺がいる。二人で一人として阿あ吽うんの呼吸で同時に行動できる、相棒の俺が。俺は土ひじ方かたさんと瞬時に視線で会話して、近こん藤どうさんと中なか村むら半はん次じ郎ろうのもとへ駆ける。

「……トシちゃん。総そう司じ。また、私のドジのせいでみんなをこんな目に遭わせてしまったのね……中なか村むら半はん次じ郎ろうどの、決着をつけましょう。遅まきながら、虎こ徹てつを抜かせていただきます」

「おお、承知。近こん藤どう周しゆう平へいが割り込む前に、決着ばつけもそ──」

　しかし、その中なか村むら半はん次じ郎ろうの剣士としての意地と誇りをも、薩さつ摩ま兵へいたちは容赦なく無視した。

　虎こ徹てつを抜こうとした近こん藤どうさんの右肩を、中なか村むら半はん次じ郎ろうを護衛していた薩さつ摩ま兵へいたちが放った数発の銃弾が貫いていた──。

「……ううっ……!?　む、無念……これでは私は……みんなをいたずらに死なせただけで……」

「こ、近こん藤どうさぁ!?　おはんら、なにをするかああああっ!?」

　近こん藤どうさんが膝を突き、脂汗を流しながら呻うめく。中なか村むら半はん次じ郎ろうは怒り狂った。銃を撃った兵たちを斬ろうとした。が、彼らは顔色ひとつ変えず、「半はん次じ郎ろうどんは指揮官でごわす」「指揮官を護まもるこつがおいたちの務めじゃどん」と中なか村むら半はん次じ郎ろうの剣によって誅される覚悟でその場を動かない。

「かっちゃん!?　そんな。なぜだ。新選組は伊い東とうを暗殺せず、御ご陵りよう衛え士じは橋はし本もとで壊滅した。それなのに肩を撃たれて……頼む。運命を覆くつがえしてくれ。かっちゃんを、総そう司じを、みんなを救ってくれ……周しゆう平へい……！」

　土ひじ方かたさん。沖おき田たさんを片腕で抱いて庇かばいながら、兼かね定さだを掲げて殺到する薩さつ摩ま兵へいたちと斬り合っている。多勢に無勢。激しく咳せき込こむ沖おき田たさんを抱いているために、圧倒的に不利。肩を。脚を。胴を。ぎりぎりで致命傷を躱かわしながらも、容赦なく斬られていく。それでも土ひじ方かたさんは、沖おき田たさんを離さない。ダメだ。もう保たない！

　土ひじ方かたさんが。沖おき田たさんが。近こん藤どうさんが。死んでしまう。戦を止めることもできず。

　俺は、ここで命を使い切る。これが、最さい期ごだ。

「中なか村むら半はん次じ郎ろう──！　貴様を斬り、薩さつ長ちようと徳とく川がわの戦いをこの大坂で終わらせる──！」

「周しゆうちゃん？　いけない、その最強の人斬りには勝てないわ！　この男の初しよ太だ刀ちは誰にも避けられない！」と近こん藤どうさんが叫び、土ひじ方かたさんが「周しゆう平へい、一人では無理だ！　待て！」と制止する。だが、構わない。躊ちゆう躇ちよすれば、寸刻でも待てば、俺たちはことごとく薩さつ摩まの銃隊に狙撃される。その前に──！

　俺は右手に打うち刀がたなを構えて、中なか村むら半はん次じ郎ろうの間合いに飛び込む──！

「近こん藤どう周しゆう平へい。おんしのその腕では、おいは斬れもさん！　ちぇすとおおおおおおおっ！」

　あの岡おか田だ以い蔵ぞうをその剣圧で文字通りに叩たたき斬きった「人ひと斬きり半はん次じ郎ろう」の剛剣。まっすぐに天空から振り下ろされる致命の一撃。躱かわすこともならず、俺の右腕は剣を握りしめたまま肩の根元から真っ二つに切断されていた。

「周しゆうちゃん!?」

「周しゆう平へいっ？」

　だが。

　中なか村むら半はん次じ郎ろうは、俺が二に刀とう流りゆうの使い手だと知っていたにもかかわらず、見落としていたのだろうか。近江おうみ屋やでの坂さか本もとさんの戦い方を見てこの男の剣に対する勝ち筋を閃ひらめいた俺が、自らの利きき腕うでを敢あえて捨てて中なか村むら半はん次じ郎ろうの初しよ太だ刀ちへと餌として差し出したということを。

　いや、人ひと斬きり半はん次じ郎ろうともあろう者が、そんなはずはない。俺の「覚悟」を悟りながら、敢あえて真っ向から受けて立ったのだ。

　俺は残る左手で腰の長なが脇わき差ざしを抜き打ち、中なか村むら半はん次じ郎ろうの懐へ飛び込みつつ渾こん身しんの力を込めてその腹部へと突き立てていた。

「……お、お見事……おんしの腕は、二本ありもしたな……よくぞ躊ちゆう躇ちよなく……それでこそ、近こん藤どう勇いさみの息子……新選組の皆さまはまさに勇者。誠の武士でありもす……」

　やはり、俺の捨て身の策に気づいていながら敢あえて受けたのか。敢あえて勝負したのか。中なか村むら半はん次じ郎ろうの剣に二にの太た刀ちはない。一いつ刀とうで俺を殺せれば中なか村むら半はん次じ郎ろうが勝ち、一いつ刀とうで仕留められねば俺が勝つ。なぜならば俺は二に刀とう流りゆうの使い手。それでも、剣士としての本能と矜きよ持うじが「勝負」を選択させたのか。

「……人ひと斬きり半はん次じ郎ろうの出番は、ここまででごわす。おいは新選組に敗れもした。薩さつ摩ま兵児ども。戦はこれにて終わっど。後は……西せ郷ごどんに……西せ郷ごどんはきっと……徳とく川がわと新選組に、情のある処置ば……」

　中なか村むら半はん次じ郎ろうは力尽き、そのまま前のめりに突っ伏していた。

　中なか村むら半はん次じ郎ろうは尽きようとする命を振り絞り、止戦を最後に命じてくれた。全力をもって己を倒した新選組への最後の礼を尽くしたのだ。人斬りであることをやめて、一人の人間に、薩さつ摩ま武士に戻ってくれた。これほどの男が、大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうに操られて坂さか本もとさんを暗殺してしまったのか。他に西さい郷ごうを決起させる道はないと思い詰めて暴発したのか。剣のみに生きる者の、これが定めなのか。思えば一周目と二周目の新選組も、そうだった。

　目め眩まいがする。血を失いすぎた。だが、これで……戦は終わった。土ひじ方かたさん。近こん藤どうさん。沖おき田たさん。大勢の仲間を失ってしまいましたが、これで……。

　近こん藤どうさんのもとに、右腕を失った俺が一歩踏み出そうとした瞬間。

「許さん！　半はん次じ郎ろうどんの止戦命令に背こうとも、おはんだけは決して許さん！」

「賊軍近こん藤どう周しゆう平へい！　覚悟！」

　俺の身体は、四方から銃撃を浴びていた。

「……周しゆう平へい……!?　や、やめろおおおおおっ！　やめてくれ……！　お願いだ！」

　土ひじ方かたさん。

　すみません。これでいいんです。俺が指揮官の中なか村むら半はん次じ郎ろうを斬ったことで、戦は止まる。必ず長ちよう州しゆう兵へいを率いる久く坂さか玄げん瑞ずいが、そして上じよう洛らくしてくる桂かつら小こ五ご郎ろうが近こん藤どうさんを交えて西さい郷ごうと談判し、戦をこの大坂で終わらせてくれる。だから、こうするしかなかったんです──。

　土ひじ方かたさん。生きてください。それこそが、俺の真の願いでした。

　何度も死に戻りを繰り返し、ようやくその願いが叶かなうと信じていた。だが、俺の純粋な願いに夾きよう雑ざつ物ぶつが混じった。俺と土ひじ方かたさんは恋人として結ばれた。この関係を、この幸福を、手放したくない。「俺自身の幸福」を俺はいつの間にか願うようになっていたらしい。

　要らざる余計な望みだった。土ひじ方かたさんが俺を失うことを恐れた分後手に回るようになっていったのと同じに、俺もまた余計な望みを抱いた分、迷いを抱えていたらしい。自らの死を恐怖するようになっていたらしい。

　今、俺は「俺自身の幸福」といういつの間にか心に生じていたその望みを、捨てた。

　あの五ご稜りよう郭かくから出撃して異国橋で土ひじ方かたさんの死を目まの当あたりにした時の俺に戻っていた。

　だがそれでもなお、あの「死に戻りの力」は戻ってこなかった。感覚でわかる。

　俺は、最後の命を使い切った。もう、死への恐怖は感じない。新選組の友たち全員を救えなかった悔いはある。坂さか本もとさんを護まもれなかったためにあと一歩ですべてが瓦が解かいしたという無念はある。それでも俺は、精一杯のことをやった。やり遂げた。そのはずだ。だが。




「周しゆう平へい。これがお前にとって最後の人生だったのに、またしても私の力が及ばず、すまなかった……恋と士道をともに貫くのは予想以上に困難だったな。総そう司じに妬やいてしまったり、お前の未来の夢に魘うなされたりで、全力を尽くせなかったかもしれない。でも、周しゆう平へい。私たちは最後まで一緒だ。お前に𠮟られようとも、お前を一人では逝ゆかせない──」




　土ひじ方かたさん？　沖おき田たさんを近こん藤どうさんに委ねたのか。俺の身体を抱き上げながら、俺に放たれている銃弾をともに浴びているのか？

　まさか。そんな。それじゃ意味がないんだ。待て。頼む、待ってくれ！　土ひじ方かたさん！

　……

　……

　絶望と悲嘆の中、俺の耳元に、無数の鴉からすたちの鳴き声。

　そして──懐かしいあの声が、聞こえていた。




『──お前、闘死したな？』









【Re:京　二に条城じよう／慶けい應おう三年十一月十六日】




　長い長い旅路の果てに。




「本日より新選組を正式に将軍直属の親衛隊とし、そなたたち四人を余の参謀に任ずる。新選組幹部ならば、よもや刺し客かくに後れを取ったりはするまい。目下の問題は上じよう洛らく軍ぐんを興おこして京へ向かってくる西さい郷ごうだ。大たい政せい奉ほう還かんに激怒している幕臣たちが暴発すれば、西さい郷ごうの思う壺つぼ。余が政権を朝廷に返上した意味がなくなってしまう。いかがする？」




　ついに俺は、戻って来た。この日の二に条じよう城じように。再び死に戻りの力を得た俺が満を持して選択した、運命の分岐点となったこの日に。

　二に条城じよう内ないで「薩さつ摩ま藩はんを討て」と主戦派の幕臣たちに突き上げられ、彼らの暴発と自らの暗殺の危機に、そして西さい郷ごう吉きち之の助すけ率いる薩さつ摩ま軍ぐんの上じよう洛らくに怯おびえている将軍徳とく川がわ慶よし喜のぶ。最後の謀ぼう臣しんだった原はら市いち之の進しんをも幕臣に殺された彼は、この日、ついに新選組にすがった。感激に打ち震えている近こん藤どうさん、これまで辛苦をなめ続けながらも鬼の副長として振る舞ってきた土ひじ方かたさん。切腹の運命を回避してこの場所へとやっと辿たどり着ついた山やま南なみさん。みんなに、この時間を、この瞬間を味わってもらいたくて、俺は徳とく川がわ慶よし喜のぶと新選組の間に亀裂を入れることを恐れて選択を誤った。

　しかしこんどこそ、坂さか本もと龍りよ馬うまさんを死なせてはならない。新選組の「武ぶ」をもって、坂さか本もとさんを大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうと小お栗ぐり上野介こうずけのすけの謀略から護まもる。坂さか本もとさんが斃たおれれば大たい政せい奉ほう還かんを主導する土と佐さ藩はんは脱落し、新選組は大坂で滅ぶ。藤とう堂どうさんも。永なが倉くらさんも。左さ之の助すけさんも。斎さい藤とうさんも。源げんさんも──。

「周しゆう平へい？　どうした？　顔色が……お前、まさか？　力が戻ったのか？」

　土ひじ方かたさんは、すぐに気づいてくれた。

　そうです。俺は戻って来ました。もう選択を間違えたりはしません。絶対に。

　徳とく川がわ慶よし喜のぶが「喉が渇いたな。茶でもどうだ」と口にした。俺は「中座して一部の隊士たちを割き池いけ田だ屋や巡回に向かいます」と慶よし喜のぶに申し出ていた。

「途中退席はならぬぞ。今夜二に条じよう城じようの幕臣が暴発してしまえば、もう大たい政せい奉ほう還かんも坂さか本もと龍りよ馬うまもない。二に兎とを追おう者は一いつ兎とをも得ずと言うではないか、近こん藤どう周しゆう平へい」

「ですが西さい郷ごうの謀ぼう臣しん大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうが今こ宵よい、京に先行して入ったという情報が。坂さか本もと龍りよ馬うまの警備は今こ宵よいに限って手薄。坂さか本もと龍りよ馬うまはまもなく、大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうが放った刺し客かくに暗殺されます」

「ならぬ！　憶測だけで、さも見てきたようなことを言うな！」

　この時点に周しゆう平へいが戻って来たということはここが重大な分岐路か、と緊張して震えている土ひじ方かたさんに、俺は「運命の分岐は土ひじ方かたさんにかかっています」とそっと耳打ちした。

（坂さか本もとさんと沖おき田たさんの両方を救う道を、やっと見つけました）

（そ、総そう司じを救う道が見つかった？　ほ、ほんとうに？）

（はい。まもなく沖おき田たさんがこの会議室に現れて、池いけ田だ屋やへ行きたいと慶よし喜のぶに訴えます。その時は土ひじ方かたさん。赤せき心しんを言葉で伝えて、沖おき田たさんの背中を押してあげてください）

（わかった。だが周しゆう平へい。総そう司じ一人を坂さか本もとのもとへ送るのは危険ではないか？）

（はい。刺し客かくは精鋭揃ぞろいですし、沖おき田たさんが決して戦ってはならない相手もいます。試し衛えい館かん組ぐみの総力を結集して刺し客かくたちと戦います）

　そうか。総そう司じの運命がこの後の私の行動にかかっているのか、と土ひじ方かたさんが頷うなずく。

「上様。わが倅せがれ周しゆう平へいには会議に留まってもらう代わりに、代理の者を池いけ田だ屋やへ増援として送ってはどうでしょうか？」

「そうか近こん藤どう、代理の者か。そうだな。この会議に出ていない者ならば……」

「はいはいはーい！　その話、聞いちゃいましたよ～。上様、新選組の真の一番隊長、沖おき田た総そう司じさんにお任せください！　いやー。二に条城じよう内ないは芹せり沢ざわさんや永なが倉くらさんが仕切ってくれていて、やることないしー。なんとなく周しゆう平へいくんに呼ばれている気がしたの！　これが恋？　恋の直感ってやつ？　乙女の嗅覚っ？」

　土ひじ方かたさんが目を潤ませながら「……総そう司じ」と呟つぶやく。沖おき田たさんが来た。ここだ。この直後の近こん藤どうさんと慶よし喜のぶの会話が、「失敗」のターニングポイントとなった。

「もう、総そう司じったら。申し訳ございません上様。この子は、まだ子供で……ただし、剣の腕は新選組で一番です。真剣を取れば師匠の私の十倍は強いと保証いたします」

「近こん藤どうの十倍強い剣士だと？　なるほど。噂うわさの『無明三段突き』を会え得とくした新選組最強の沖おき田た総そう司じとはこの者のことか！　沖おき田たよ、会議への参加を許す。今こ宵よいは余のもとを離れるな。暴発した幕臣どもがいつ余を襲撃するかわからぬ。近こん藤どうたちとともに余を警護せよ」

「えーっ？　ボクは周しゆう平へいくんの代わりに坂さか本もとさんの護衛に行こうと思って」

「貴様？　主君の命令に対して、なんだその返事は？　近こん藤どうよ、この者が子供でなければ無礼を許さぬところだぞ！　余の護衛役として会議に加われと申し伝えよ！」

　土ひじ方かたさんが、意を決して「いいえ。今こ宵よい坂さか本もと龍りよ馬うまを護まもらねば、徳とく川がわは瓦が解かいします。これより近こん藤どう、私、周しゆう平へい、総そう司じを含む新選組の主力幹部総出で坂さか本もと救出に向かいます」と慶よし喜のぶの命令をきっぱりと拒絶した。慶よし喜のぶは「なにを言いだすのだ」と青ざめた。

「えー？　なんですか幹部総出って。ど、どうしちゃったんですか、土ひじ方かたさん？」

「……総そう司じ、許してくれ。心弱く、嫉妬深い義あ姉ねを……私などよりも、お前のほうがずっと苦しんできたというのに……だが、周しゆう平へいがやっとお前を護まもる道を見つけてくれた。今夜は絶対に総そう司じのもとを離れない。総そう司じを必ず護まもる。だから、剣を取ってくれ。坂さか本もとを護まもってくれ」

「ちょっとー？　急に抱きつかないでくださいよー土ひじ方かたさんっ？　上様の御前ですよ？　今夜の土ひじ方かたさんはヘンですよー？　恥ずかしいなあもうー！　な、なんですかボクを護まもる道って？　だいいち土ひじ方かたさんに一いち途ずな周しゆう平へいくんが心変わりするわけないでしょー！」

「……ずっと隠していてすまなかった。周しゆう平へいは何度も新選組が滅びる未来を生きて、そのたびに私たちを救うために過去へ戻ってきたのだ。総そう司じ、お前はいつも激闘の果てに労ろう咳がいを病んで若くして死んでしまう。そういう運命なのだ。だから、私たちはお前に無理をさせたくなかった。体力を使わせたくなかった……今まで黙っていたのは、お前を労ろう咳がいから救う道が見つからなかったからだ。でも、これで」

「え、えええええっ？　ぼ、ボクはそりゃあ子供の頃から風邪をひきやすい体質ですけれど……周しゆう平へいくん、ほんとなのっ!?」

　ほんとうです、今こ宵よいの戦いで沖おき田たさんは労ろう咳がいに感染します、ですがそれを防ぐ方法を見つけて戻ってきました、と俺は戸惑う沖おき田たさんに答えていた。

「なーんだー！　ボクを労ろう咳がい感染から護まもるためにいつも一緒にいてくれたってことー？　たぶんそうなんだろうなーとは思っていたけど。お年頃の乙女を期待させるだけさせておいて、なにそれ～！　まだ労ろう咳がいにかかっていないのなら、赤あか坂さかで周しゆう平へいくんと接せつ吻ぷんする絶好の機会を自ら逃すんじゃなかったよー！　うわーん！」

「やっとだ。やっと、総そう司じを生かす道が見つかった。もう迷わない。総そう司じ。かっちゃんとお前が運命を覆くつがえして生きてくれるなら、私はもうなにも望まない。総そう司じに私のすべてを与えても構わない。もうお前と周しゆう平へいが親しくしても、たとえ周しゆう平へいの心が総そう司じのもとへ移っても、構わない。総そう司じが生きていてくれるのならば、私はそれでいい……私の、愛する妹──」

「ひ、土ひじ方かたさん？　みそっかすのボクなんかに生前譲渡しちゃダメですよ。周しゆう平へいくんは猫じゃないんだから。ホントに不器用な人だなあ、もう～……土ひじ方かたさん。我わが儘ままな悪い妹で、ほんとうにごめんなさい……もう、我わが儘ままは言わないから……」

「いいんだ。総そう司じは総そう司じのままで」

　近こん藤どうさんが「後で『あの言葉は勇み足だ、取り消せ。周しゆう平へいはやらんぞ』と我に返ったトシちゃんが荒れなければいいけれど」と苦笑しながら、沖おき田たさんの身体を抱きしめて震えている土ひじ方かたさんの頭をそっと撫なでていた。

「上様。俺たちはただちに坂さか本もと龍りよ馬うまのもとへ向かいます。池いけ田だ屋やではなく近江おうみ屋やに。刺し客かくたちが、坂さか本もと龍りよう馬まの身柄を人気のない近江おうみ屋やへ移すのです」

「ま、待て、近こん藤どう周しゆう平へい？　二に条じよう城じようを鎮しずめ、余を警護せよ。それが新選組の今こ宵よいの任務だ！　主戦派の連中が暴発してしまっては坂さか本もとどころではなくなる！」

「周しゆう平へいさん。急な話で驚いていますが……芹せり沢ざわさんを呼んできますね。平隊士たちを率いて上様を警護し主戦派を鎮しずめる役目は、芹せり沢ざわさんと私が務めます。坂さか本もとさん救出と二に条城じよう警護はいずれも重要な任務ですから、命を賭としてやり遂げてみせますね」

　そうです山やま南なみさん。芹せり沢ざわ鴨かもをここに呼ぶことこそが俺が気づいた最善手です。俺が口にせずとも、その結論に辿たどり着ついてくれたんですね。いつも嫌な顔ひとつせず、地味で辛つらい任務を引き受けてくださってほんとうにありがとうございます。

「ならぬと言っている！　未来から時間を逆行して人間が戻ってくるはずがあるか！」

　弁舌が立ち抜群に頭が切れる徳とく川がわ慶よし喜のぶ。大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうですら議論では太た刀ち打うちできないこの男を論破するのは、剣豪を斬るよりも難しい。だが、絶対にこの最後の壁を突破しなければならない。新選組の運命を覆くつがえすために。

「上様は江戸に最後の切り札の勝かつ海かい舟しゆうを残してあります。西さい郷ごう吉きち之の助すけと土ど壇たん場ばで和睦できる唯一の切り札を。上様はあくまでも非戦を貫きつつ新政府に参加すると内心で決めています。故に上様は徹底的に戦を避け、これより二に条じよう城じようから大坂へ、そして江戸へと身を躱かわし続つづけるおつもり。ですが、結局は主戦派の小お栗ぐりたちに引きずられて薩さつ長ちようとの戦に奔はしる。その士し道どう不ふ覚かく悟ごぶりが、大勢の家臣を無駄に討ち死にさせることになります！」

「……こ、近こん藤どう周しゆう平へい？　乱心いたしたのか？　余は大たい政せいを奉ほう還かんしたとはいえ将軍である。その発言はあまりにも無礼であるぞ!?　その目で見てきたような戯ざれ言ごとを言うな、小僧！」

「この目で何度も見てきました！　俺は未来から戻ってきた！　何度やり直してもあなたの行動が常に定まらないから、結果はいつも同じになる！　戦うなら戦う、非戦なら非戦。今ここでどちらかに決めていただく。決めたなら、二度と言を翻ひるがえすな。あなたは、たとえ殺されようが己の信念を貫くべきだ！　それが、武士の世に幕を引く『最後の将軍』としての責務だ！」

　この男はなぜ余の最後の切り札が不仲な勝かつ海かい舟しゆうだと見抜いた、と徳とく川がわ慶よし喜のぶは呆ぼう然ぜんとして俺を見つめている。もう時間がない。この何時間でも執しつ拗ように議論を続けられる男に長々と理屈を語って説得している猶予はない──！

　俺は慶よし喜のぶの「過去」を彼自身に告げた。幼き頃より厳格で固こ陋ろうな父親、狂信的な尊皇攘じよ夷うい主義を掲げる水み戸と斉なり昭あきから異常な躾しつけを受けたため、血と暴力がたまらなく恐ろしくなった過去を。幼き頃、夜の寝床で、真剣と真剣の間に頭を挟まれて眠らされた。少しでも落ち度があれば父親に打ちよう擲ちやくされ罵倒され、生来の開明主義も洋癖も否定されて固こ陋ろうな攘じよ夷うい家かになることを迫られ、毎日が地獄だった。常に自分を舞台上の演者として眺めるようになったのも、父親の言葉と暴力に縛られて分裂しそうな自らの軟弱な心を守るため。

「……なぜ、余の幼少時の話をお前が知っている？　誰にも語ったこともないのに、漏れるはずがない！」

「俺が未来から来たからです。すべて、あなた自身が語った言葉だ！」

　さらに告げた。あなたは、本来は開明的な人間だ。徳とく川がわの血筋がこの国の民を支配する世は滅ぶべきであり、身分の別なくすべての日本人がその志と能力によって自由に己の人生を生きられ、能力ある者が議会を開き政治を行う新しき世を実現するべきだと内心では思っている。だが、水み戸と藩はん士しや幕臣主戦派の暴力が恐ろしい。武装討幕を目もく論ろむ西さい郷ごうたち薩さつ摩ま藩はんの暴力も恐ろしい。だから肝が据わらず、常に行動が定まらない。なにより、自分が朝敵の汚名を被かぶるのはもっと恐ろしい。父親の斉なり昭あきから「尊皇攘じよ夷うい」こそが絶対であると打ちよう擲ちやくされ続けてきた幼い日々の記憶が蘇よみがえるからだ。

　徳とく川がわ慶よし喜のぶは、俺の気き組ぐみに完全に吞のまれていた。本心を包み隠し、すべての人間を徹底的に欺く演技力こそが彼の最大の武器だった。だからこそいつも相手の虚を突く突飛な行動に出ることができた。だが、この俺にはその手法は一切通じないと聡さとい慶よし喜のぶは悟った。

「……近こん藤どう周しゆう平へい。お前が未来から来たという話はにわかには信じがたいが、余は腹を割って語り合える真の参謀に、ついに巡り会った気がする。わが本心を隠さずともよい相手に──」

　山やま南なみさんに先導されて、芹せり沢ざわ鴨かもが駆けつけてきた。そうだ。この人がこの日、二に条じよう城じように来てくれていたのだ。これほどの幸運を俺は見落としていた。芹せり沢ざわ鴨かもを、ただちに徳とく川がわ慶よし喜のぶに侍はべらせるべきだったのだ。彼こそは、問答無用の「武ぶ」の化身だ。言葉で伝えずとも、この全身から発せられる凄すさまじい気き組ぐみを前にすれば誰にでもわかる。

「おそれながら、近こん藤どう勇いさみたちに代わって上様の今こ宵よいの警護役を務めまする。水み戸と天てん狗ぐ党とう幹部、元新選組筆頭局長芹せり沢ざわ鴨かもでござる。会議は明日に延期し、これよりただちに拙者とともに二に条じよう城じようの主戦派どもの前に出馬し、軽挙妄動を慎めと一喝していただきます。心配はご無用。拙者が命に代えて上様をお護まもりいたします。この芹せり沢ざわ鴨かもが上様のおそばにある限り、断じて彼らの暴発を許しませぬ」

「……水み戸と天てん狗ぐ党とうは勤王の総本山であろう、芹せり沢ざわよ。徳とく川がわと朝廷の間で引き裂かれ、いずれからも裏切り者呼ばわりされ、次々と謀ぼう臣しんを味方に殺されてきた余の立場がわかるか？　生まれ故郷の水み戸との人間すら信じられなくなった余の気持ちが？」

「わかります。勤王を貫く水み戸と天てん狗ぐ党とうと、会あい津づ藩はんに仕え勤王志士と戦ってきた新選組。拙者はその双方で幹部を務めて参りました。己の志がどこにあるのか道を見失い、酒色に溺れて闇を彷徨さまよっていた時期もありました。故に、今は双方の者たちの志を心から理解しております。日本を分断して多くの志士の血を流してきた勤王と佐さ幕ばくの対立は、大たい政せい奉ほう還かんという上様が果たした偉業によって終わろうとしております。公こう議ぎ政せい体たい樹立まであと半歩。ご自身の歴史的英断に自信をお持ちください。これより拙者は、水み戸と藩はんをあげて新選組とともに上様をお護まもりする所存。なにも恐れることはありませぬぞ！」

「尽ちゆう忠しん報ほう国こく」と刻まれた鉄てつ扇せんを振りかざしながら、芹せり沢ざわ鴨かもは慶よし喜のぶに出馬を促した。慶よし喜のぶは、佐さ幕ばくと勤王の狭はざ間まで苦悩してきた水み戸と人じん同士、芹せり沢ざわと相通じるところがあったらしい。「そなたにならば、この命を託せるな」と頷うなずくと、「山やま南なみ。わが馬を」と命じていた。

「すべて承知した。近こん藤どう。土ひじ方かた。沖おき田た。周しゆう平へい。至急、二に条じよう城じようを出て坂さか本もとを護まもれ。土と佐さ藩はんが崩されれば、余が構想する公こう議ぎ政せい体たいは頓挫し、武力討幕派の薩さつ摩まが新政府の主導権を握り、薩さつ摩まと徳とく川がわの間で戦争となる。それは、余の真の望むところにはあらず。非戦のうちに革命を成し遂げるために、日本最強の戦闘集団新選組のその『武ぶ』を用いてくれ。頼むぞ」




　俺たちは永なが倉くらさんたち試し衛えい館かん組ぐみの面々を連れてそのまま近江おうみ屋やへ向かった。坂さか本もとさんを暗殺しようとしている刺し客かく集団は、見み廻まわり組ぐみの手て練だれ複数名に、小こ太だ刀ち日につ本ぽん一いちの佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう、小こ太だ刀ちではその佐さ々さ木きよりも強いという桂かつら早はや之の助すけ、御ご陵りよう衛え士じ最強の二に刀とう流りゆう剣士服はつ部とり武たけ雄お、そして薩さつ摩まの「人ひと斬きり」中なか村むら半はん次じ郎ろう。死に戻って肉体を強化されたとはいえ、俺一人で相手できる顔ぶれではない。二、三人で戦っても、犠牲者を出さずに勝てるとは思えない。全員が生き延びる確率を上げるため、つぎ込めるだけの戦力をつぎ込む。新選組の全力で、歴史を覆くつがえす。「坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺」という最大の歴史の分岐点を俺たちの剣で強引にひっくり返す──！

　途中、出立が遅れていた土ひじ方かたさんが脇道から飛び出してきて合流する。これで勢せい揃ぞろいだ。

「どこに行っていたんですか土ひじ方かたさん？」

「ああ、ちょっとした野暮用で遅れた。急ぐぞ周しゆう平へい！」

「ねえねえ周しゆう平へいくん？　新選組は上様に𠮟られて左遷されちゃったりしない～？」

「そうだよ周しゆう平へい。近こん藤どうどのと土ひじ方かたどのが心配だよ、あたしは。特に土ひじ方かたどのはいつも一言多いから」

「はあ？　一言多いのはおめーも同じだろ、がらっぱち。おめーの場合は脳みそ詰まってなさそうなバカな一言だけどよー」

「温厚な山やま南なみさんとあの芹せり沢ざわ鴨かもに大荒れの二に条じよう城じようを託しちゃってだいじょうぶかしら。ほとんどの隊士を二に条じよう城じように残してきたとはいえ……でも、なにか胸騒ぎはしますわね」

「そもそもどうして近江おうみ屋やなんだ、周しゆう平へいよう？　坂さか本もとちゃんは池いけ田だ屋やに匿かくまってるんじゃなかったか？」

「……自分もそう思う。周しゆう平へい、なにか隠していない？　総そう司じへの過保護ぶりといい、いろいろ不自然……気になる……」

「周しゆうちゃん？　近江おうみ屋やに到着するまでに、事情を明かしてあげて？　みんな、私たちの選択に首を傾かしげていて半信半疑だから～。これじゃ戦いに集中できないわよ？」

「わかりました、近こん藤どうさん。気を落ち着けて聞いてください、みんな。俺は実は、未来から死に戻ってこの日に帰ってきたんです。一周目では箱はこ館だてまで土ひじ方かたさんと転戦し、ともに戦死。二周目では禁きん門もんの変へんで多数の犠牲を払い、伊い東とう一派との抗争によって永なが倉くらさんが脱隊して新選組は崩壊。三周目でやっと新選組に幕府内で異例の出世を遂げさせることに成功した俺は、徳とく川がわ慶よし喜のぶという人物に深く関わって、坂さか本もと龍りよ馬うまさんこそが徳とく川がわ慶よし喜のぶと新選組の運命を変えられる最後の鍵だと気づいたんです。坂さか本もとさんの死によって土と佐さ藩はんという最大の味方を失った瞬間に、慶よし喜のぶの腰が砕けます。坂さか本もとさんを護まもらねば新選組は滅びます」

　お待ちになって？　どうして伊い東とう先生と新選組が抗争するんですのーっ？　と藤とう堂どうさんが予想通りに慌てだしたが、どう説明すればいいのか。

「えーっ？　周しゆう平へいが未来から来たあ？　あたしが脱隊っ？　あたしってほら、剣術バカだから、突然そんな難解な話をされてもさあ。近こん藤どうどのも土ひじ方かたどのも、納得しているわけ？」

「永なが倉くらさん、私は実は知っているの～。トシちゃんがね、周しゆうちゃんと朝寝を重ねるうちに、周ちゃんが生きてきた未来の世界を夢に見るようになったことを。試し衛えい館かんの、新選組の仲間が次々と死んでいく光景を。でしょう、トシちゃん？　もうバラしちゃっていいよね？」

「そ、その話は周しゆう平へいには秘密だと言ったろうに、かっちゃん？　そんな苦しみを土ひじ方かたさんに味わわせるならもう朝寝はやめますと周しゆう平へいが言いだしたら……これからは総そう司じと朝寝しますなんて言いだしたらっ!?　しまった、会議室での余計な一言が致命傷に!?」

「もう知っていますよ土ひじ方かたさん。未来で討ち死にする直前に知らされました。それに、なぜそれを知っていながら沖おき田たさんにまで未来の記憶を伝う染つそうとするんですか、俺が」

「し、知っている？　そ、そうか……うう……知っていながら周しゆう平へいが総そう司じにまで悪夢を伝う染つすはずがないな……またしても嫉妬が私の知謀を曇らせてしてしまった……情けない」

「えーっ？　周しゆう平へいくんと朝寝を重ねたら、そんな面白いものが見られるんですか土ひじ方かたさん？　ずっるーい！　ボクも未来を見てみたいなー！」

「もう消えた未来ですよ沖おき田たさん。だいいち沖おき田たさんは毎回労ろう咳がいを病んで血を吐いて苦しみますから、見ないほうがいいですよ。これから戦う刺し客かくの中に、あの桂かつら早はや之の助すけがいます。彼には決して近づかないでください。彼は労ろう咳がいを患わずらっています。沖おき田たさんが彼と戦えば、労ろう咳がいに感染します。ですから、俺が桂かつら早はや之の助すけと戦います」

「なにそれっ？　その未来を生きて、今またやり直しているってこと？　周しゆう平へいくん、そんな便利な能力を持っているのになんで何度も何度もやり直さないといけないのかなーっ？　周しゆう平へいくんってもしかしておバカなのー？」

「うう。すみません沖おき田たさん。そう簡単じゃないんですよ、多た摩まから来た剣けん客かく集団が日本の歴史をひっくり返すのは。実は俺はもともとはカトンボ並みに弱いへぼ剣士でしたし、新選組を救うと同時に沖おき田たさんを労ろう咳がいから護まもらないといけませんでしたし。労ろう咳がいを治療する薬は、この時代にはありませんから。喀かつ血けつしたら終わりなんです」

「……自分に早く教えてくれれば、総そう司じを護まもる役目を引き受けたのに……自分は今、ちょっと怒っている。周しゆう平へいは水臭い。自分と朝寝してくれれば、すぐに伝わったのに」

「おいらも周しゆうの字じと朝寝すりゃあ、未来を覗のぞけるってことかー？　すんげーじゃんかよ、そいつは！　がらっぱち、一緒にどうよ？　なんだかすっげえわくわくしねえ？　富くじの当たり番号を夢で見てぼろ儲もうけしようぜ？」

「左さ之の助すけ？　あ、あ、あたしはそんな……と、と、殿方と……周しゆう平へいは土ひじ方かたどのの恋人なんだしっ？　って、なんで左さ之の助すけと三人で朝寝するのさっ!?　おかしいでしょっ!?」

　そう。三周目の最後の最後でやっと俺は知ったのだ。試し衛えい館かん組ぐみのみんなが驚きながらも俺の突拍子もない秘密を笑顔で受け入れてくれることを。俺を信じてくれることに。

「ああもう。みんな局きよく中ちゆう法はつ度とを忘れているのか？　浮うわ気きしたら法はつ度と違反で切腹だぞ。総そう司じ。周しゆう平へいは死に戻りを繰り返した果てに、ついに総そう司じが労ろう咳がいにかからずに生きられる道をやっと見つけた。その分岐点が今夜だ。周しゆう平へいの言いつけを守るんだぞ総そう司じ？　いいな？　守ったらご褒ほう美びに、しゅ、周しゆう平へいとのあ、あ、朝寝を、れ、れ、例外として認めてやっても……い、い……いいわけがあるかっ！」

「えーっ！　いいんですか、土ひじ方かたさんっ？　ごちそうさまでーすっ！　一晩でも周しゆう平へいくんと朝寝を遂げられるのなら、ボクはもうそれできっと一生幸せですよっ！　ほら、ボクって土ひじ方かたさんほど欲深くも嫉妬深くもないからー。一晩の思い出作りで充分ですよー、あははー♪　だいじょうぶ、生まれてくる赤ちゃんはボク一人で立派に育てますから！」

「だから、いいわけがあるかと言っている！　っていうか子供産むつもりなのかっ!?」

「経験上、御ご陵りよう衛え士じと敵味方として出会ってしまう藤とう堂どうさんと、剣術娘の守護者を自認する源げんさんが真っ先に死にます！　これから御ご陵りよう衛え士じと戦いますが、御ご陵りよう衛え士じは伊い東とうに無断で坂さか本もとさん暗殺に参加しています！　動揺しないでくださいね藤とう堂どうさん！　源げんさんは前線に出ず、陰に隠れて絡からめ手ての暗殺技への専念をお願いしますよ！　『七生報娘』の四文字は禁止ですよ！」

「どうして御ご陵りよう衛え士じが坂さか本もとさんを？　なにからなにまでわけがわかりませんわ！　し、し、周しゆう平へいくんと、あ、あ、朝寝しないと理解できないというのなら……一晩試してみればもしかしたら……って、わたくしを謀はかっていますわね周しゆう平へいくん！　ついに、新選組を己の大奥にせんとする野望を剝むき出だしにしましたわね！」

「おお！　『七生報娘』という俺の秘密の座右の銘を知られてるってこたぁ、周しゆう平へいがほんとうに未来から来たというなによりの証拠だぜ！　未来の俺が周しゆう平へいを通じて俺自身に『動かぬ証拠』を遺のこしてきたってこった！　わかった、今こ宵よいの俺は暗殺屋に徹するぜ周しゆう平へい！」

　そうだったのか。源げんさんの機転が、仲間たちにダメ押しの「確信」を与えてくれた。

　見えてきた。到着する。運命の分岐点、近江おうみ屋やへ──！

　すでに見み廻まわり組ぐみの猛も者さたちが待ち構えている。だが「三周目」と違う！　大幅に数が増えている！　見み廻まわり組ぐみだけではなく御ご陵りよう衛え士じが、そして薩さつ摩ま藩はん士しまでもが加勢に入っている！

　二に条じよう城じようから大勢の新選組隊士たちが抜けてきたところを薩さつ摩まの間かん者じやに発見され、大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうが急きゆう遽きよ加勢を増やしたのか!?　人数で圧倒的に不利。これでは三周目と同じだ！

「来たな、池いけ田だ屋やに立ち寄らずに直接近江おうみ屋やへ！　情報通りだ！」

「こちらも急きゆう遽きよ人数を増やした！　絶対に近江おうみ屋やには入れぬ！」

「新選組と薩さつ摩まがやりあえば、開戦のよき口実になりもそ」

　そんな馬鹿な。どれほどやり直しても、新選組を阻はばむ壁は分厚く高くなっていく一方だ。俺が何度奔走しても運命は乗り越えられないのか？

　だが、俺の背中をぽんと叩たたきながら、近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんが「周しゆうちゃん、だいじょうぶよ？　私たちは、白はく兵へい戦せん最強の新選組なのだから」「周しゆう平へい。ここまで私たちを導いてくれたこと、感謝のしようもない。私たちが必ず、お前の願いを叶かなえる。こんどこそ」と微ほほ笑えんでくれた。

「徳とく川がわ将軍家御直参新選組局長近こん藤どう勇いさみ！　上様より直々に坂さか本もと龍りよ馬うま護衛の任務を仰おおせつかりました！　手向かいいたせば斬ります！」

「同じく副長土ひじ方かた歳とし三ぞう！　新選組、全員抜ばつ刀とう！　坂さか本もとを護まもれ！」

「「「「おおーっ！」」」」

　近江おうみ屋やの玄関口で、乱戦がはじまった。

「藤とう堂どう、下がれ！　伊い東とう先生が薩さつ摩まの粛しゆく清せいを逃れるには、坂さか本もとをわれら門弟が斬るしかないのだ！　試し衛えい館かんに移籍したお前が、今になって伊い東とう先生の邪魔立てをするな！」

　御ご陵りよう衛え士じ隊士たちが「伊い東とう先生……戦えば先生を裏切り、戦わねば新選組の仲間を裏切ることに。藤とう堂どう家けの人間は、決して裏切らない……わたくしはどうすれば」と戸惑う藤とう堂どうさんへと襲いかかる。だが。

「平へい助すけ！　誇り高き藤とう堂どう家けのご落らく胤いんならば、迷うな！　勇気を出せ！　自分が正しいと信じる道をその剣で切り開くんだ！　あたしも最後まで平へい助すけとともに戦うから！　池いけ田だ屋やでそう約束したじゃない！」

「師匠の伊い東とうに黙ってこんなことやってんだろー、こいつらはよ？　それこそ師匠への不忠ってやつだぜ？　構うこたぁねえ平へい助すけ！　抜けっての、ご自慢の上かず総さの介すけ兼かね重しげを！」

「お願い。戦って、平へい助すけ！　周しゆう平へいたちを近江おうみ屋やへ突入させる道を、ともに切り開こう！　こんどこそ周しゆう平へいのために、近こん藤どうどののために、土ひじ方かたどののために、総そう司じのために。新選組の運命を覆くつがえすんだ！」

　永なが倉くらさん。左さ之の助すけさん。猛然と御ご陵りよう衛え士じたちの懐へと飛び込んで刃を交わし、藤とう堂どうさんの背中を押してくれた。

「わかりましたわ！　わたくしは──新選組八番隊長、魁さきがけ先生藤とう堂どう平へい助すけ！　かつての同門が敵に回っていようとも、ここに士道を貫かせていただきますわ！」

　藤とう堂どうさんが、吹っ切れたかのように父親から譲られた上かず総さの介すけ兼かね重しげを抜ばつ刀とうする。身体が小さい藤とう堂どうさんは、その分動きが速い。とりわけ、大だい上じよう段だんからの一撃に賭ける薩さつ摩まの男剣士たちにとってはその的の小ささも相まって、天敵とも言える。

「そうだよ平へい助すけ！　それでこそ藤とう堂どう平へい助すけだよ！　見える。相手の太た刀ち筋すじがはっきり見える。自分の未来のやらかしを知り、誠の旗のもとを決して離れないと誓った今のあたしは、誰にも斬られる気がしない──！　ついに才能の限界を超えて、最強の剣士として開眼したのかも!?　御ご陵りよう衛え士じども、来いっ！　この新選組三番隊長永なが倉くら新しん八ぱちがお相手する！」

「ああん？　がらっぱち、んな簡単におめーが開眼すっかよー！　気のせいだぜ気のせい。あー。おいらは確か十番隊長だっけ？　てめえの役職を忘れちまった、わっはっは！　来いよオラ。見み廻まわり組ぐみはこっちへこーい！　左さ之の助すけさまの槍やりの餌え食じきにしてやんよ！」

　新選組。見み廻まわり組ぐみ。御ご陵りよう衛え士じ。薩さつ摩ま藩はん士し。四大勢力が相まみえての、壮絶な斬り合い。

　坂さか本もとさんを斬るべく近江おうみ屋や一階の階段を上りかけていた佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが、この近江おうみ屋や玄関口での死闘に気づいて猛然と階下へ駆け寄ってきた。

「新選組だと!?　まさか近こん藤どう氏うじが、この乱戦の中に？」

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは「頼む。どうか拙者の思い過ごしであってくれ」と祈るような表情で近江おうみ屋やの玄関口へと踏み出す。

　そこには、長なが曾そ祢ね虎こ徹てつを正せい眼がんに構えた近こん藤どうさんの姿があった。日頃のあの優しい目をした近こん藤どうさんではない。鬼き神じんの如ごとき新選組局長の表情そのものだった。

「佐さ々さ木きさん。新選組局長近こん藤どう勇いさみでございます。私は鈍感な多た摩まの剣術娘にて、あなたが私を支援してくださっているのか妨害しているのか、恥ずかしながら今もわかりません。ですが、大たい政せい奉ほう還かんの完遂を目指す坂さか本もと龍りよ馬うまをここで死なせるわけには参りません。上様のためにも、そしてわが友、わが家族、わが仲間のためにも。あくまでも坂さか本もとさんを斬るというのでしたら、本気で戦わせていただきます」

「……おお。虎こ徹てつを構えたそなたは、美しい……近こん藤どう氏うじ……拙者は、近こん藤どう氏うじのためにと思って……坂さか本もとは『海の清きよ河かわ八はち郎ろう』。あの池いけ田だ甲か斐いの守かみや清きよ河かわ八はち郎ろうと同様に、純真な近こん藤どう氏うじを謀はかって利用しているのでござる。幕閣から、あなたは坂さか本もとや長ちよう州しゆうと内通した不忠者と恨みを買っております。ここで坂さか本もとをともに始末いたしましょう、近こん藤どう氏うじ」

「いいえ。佐さ々さ木きさん、それはできません。あなたこそが幕閣に操られているのです。あまつさえ徳とく川がわの仇きゆう敵てきである薩さつ摩まと共闘するなど論外。今夜の佐さ々さ木きさんは、明らかに冷静さを欠いています」

「……あなたとだけは戦いたくないでござる……しかし……己を越える強者と戦ってみたい、と拙者の剣が……小こ太だ刀ち日につ本ぽん一いちと新選組局長、いずれの剣が上かを知りたいと、剣がわが意志を乗っ取ったかのように……む、む……ううっ」

「佐さ々さ木きさん。お覚悟！」

「おおっ!?　なんという気き組ぐみ!?　これが、小手先の技術を超越した近こん藤どう氏うじの剣か──！」

「今こ宵よいのあなたの剣には迷いがありますわ、佐さ々さ木きさん！　そのようなお方が、坂さか本もとさんを暗殺しようなどと！　士し道どう不ふ覚かく悟ごですわ！」

「うおおおっ!?　て、手加減などできぬ……僅かでも力を抜けば、拙者はその刹那に近こん藤どう氏うじの剛剣に撲殺さてしまう……わが剣が、剣が勝手に……こ、このままでは……！」

「……はうっ!?　さ、さしもの天てん然ねん理り心しん流りゆうの気き組ぐみも、あなたほどの体たい軀くと技術を誇る殿方には……う、う……気き組ぐみだけでは押し切れない……！　虎こ徹てつよ。私に、力を……！」

　まずい。佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうの心情を知らない近こん藤どうさんが全力の一撃を放ち、佐さ々さ木きが小こ太だ刀ちを抜いてその一撃を受けた。凄すさまじい鍔つば迫ぜり合あい。剣に生きる者は剣に死す。二人は、相手に対する感情とは別に、剣に生きる者同士否いや応おうなしに引かれ、互いの命を賭として戦っていた。このまま近こん藤どうさんと佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうを殺し合わせるのは、あまりに忍びない。

「近こん藤どうさん！　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは近こん藤どうさんの味方です！　講こう武ぶ所しよの仕事を斡あつ旋せんしてくれたのも、清きよ河かわ八はち郎ろうの浪士組結成に尽力したのも、京都見み廻まわり組ぐみを結成したのも、彼なりに近こん藤どうさんを想っての親切心からです！　そのすべてが空回りしてしまったのは、池いけ田だ甲か斐いの守かみや清きよ河かわ八はち郎ろうの如ごとき人物に疑いを抱けない彼の純朴さのためです！　今こ宵よいの彼もまた、小お栗ぐり上野介こうずけのすけの掌てのひらで踊らされているんです！　近こん藤どうさんが幕閣から坂さか本もとさんや長ちよう州しゆうと通じている裏切り者と恨まれていることを気に病んだ彼は、あなたを護まもるために小お栗ぐりに唆そそのかされて坂さか本もとさん暗殺の汚れ仕事を請けてしまったんです！」

「周しゆうちゃん!?　どういうことですっ？」

「佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは、誠の武士になりたいという夢を抱いて剣一筋に生きていた近こん藤どうさんに惚ほれているんです！　江戸試し衛えい館かんの頃からです！　池いけ田だ甲か斐いの守かみ横死事件を切腹ということで処理したのも、真犯人を捜している甲か斐いの守かみの息子元げん之の助すけから試し衛えい館かん組ぐみを遠ざけるべく浪士組に参加させて京へ出立させたのも、すべては佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうがやったことです。近こん藤どうさんを護まもるために！　しかしその好意がまたも裏目に出て、近こん藤どうさんは新選組局長となり、京で長ちよう州しゆうの不ふ逞てい浪士たちと日々斬り合うことになってしまった！　だから彼は、急きゆう遽きよ江戸の旗本を集めて京都見み廻まわり組ぐみを組織し、近こん藤どうさんを京でも護まもろうとしたんです！」

「……ええ～？　そ、そうだったのですかっ？　わ、私はぜんぜん……気がつかず……」

　小僧、なぜそれを知っている!?　と佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが俺へ向けて怒鳴っていた。が、その咆ほう吼こうはまるで泣いているかのように俺には聞こえた。凄すさまじい鍔つば迫ぜり合あいを演じていた近こん藤どうさんの虎こ徹てつから気き組ぐみが抜けていくと同時に、「勝機」を摑つかんだはずの佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうは自らの小こ太だ刀ちを虎こ徹てつから引き剝がして、その場に正座していた。

「……近こん藤どう氏うじ。もはや弁明する言葉もござらん。すべては周しゆう平へいどのの申す通り！　にもかかわらず、拙者は小お栗ぐりに踊らされてまたもあなたを窮地に陥おとしいれ、さらにはあなたを斬ろうとさえしていた。拙者の剣が、己を越える強者と戦わずして下がることを許さなかった。今こ宵よいの詫わびとして、拙者はこの場で切腹いたす。わが首をもって、京都見み廻まわり組ぐみの隊士たちになにとぞ寛大なご処置を──上様に、どうかおとりなしを」

「いけません！　佐さ々さ木きさん！　私も剣のみに生き、政局のことなどなにもわからぬ田舎娘です！　あなたのそれほどのご厚意にまったく気づかなかったのは、私の不明です！」

　間に合わない！　佐さ々さ木きが腹を切ってしまう！

　ずぶり、と佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうの脇腹に刃が突きたち、血が噴き出す。

　しかしこの時。

「おおっと。俺の秘密道具のこの紐ひもはよ、殺しに使うだけじゃねえんだな。こういう使い方も、できる──」

　柱の陰からしゅるっ……と延びてきた一本の細い紐ひもが、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが握りしめた小こ太だ刀ちへと絡からみついていた。そして、「よっ」と柱に隠れている源げんさんが一声発すると同時に、佐さ々さ木きの手からその小こ太だ刀ちを奪い取っていた。

「おおっ!?　拙者の小こ太だ刀ちがっ？　こ、この技はっ!?」

「新選組七番隊長井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろう。剣は三流だが、暗殺者としては一流。人助けに暗殺術を用いたのはたぶん、こいつがはじめてだ──まあ、まるきり脈はねえがよ、死ぬこたねえだろ。生きてりゃ近こん藤どう局長ちゃんの茶飲み友達くらいにはなれるんじゃねえか？　おじさんと一緒に、独身暮らしを楽しもうや」

　近こん藤どう氏うじ、拙者は、と佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが頭を下げた。

「……近こん藤どう氏うじに頂いた命です。生きましょう。しかしこの傷では、近こん藤どう氏うじに加勢することも二階へと登り桂かつら早はや之の助すけたちを止めることもかなわず……つくづく申し訳ござらぬ」

　近こん藤どうさんは「私たちは同じ道を歩みながら常にすれ違っていたのですね。人間とは、難しいものですね。頭をお上げください。幸い傷は腸はらわたには至っておりませんが、すぐに治療をしなければ」と苦笑しながら佐さ々さ木きの手を取っていた。「脈はない」という源げんさんの冷徹な言葉通り、近こん藤どうさんの目には今なお「剣」しか見えていない。だが、間違いなく友情は生まれた。あるいは生涯の友情になるかもしれない。

「周しゆうちゃん。急いで！　一階は私たちに任せて、二階の坂さか本もとさんをお願い！」

「わかりました、近こん藤どうさん！」

　俺は両刀を構えて、全力で二階へと駆け上がる。

　佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが途中で抜けた分、刺し客かくたちが坂さか本もとさんを襲撃するタイミングが僅かに遅くなっていた。俺は、坂さか本もとさんと岡おか田だ以い蔵ぞうが襲われたあの室内へと再び飛び込んでいた。

　坂さか本もとさんを「斬った」男、桂かつら早はや之の助すけ。すでに坂さか本もとさんの前に正座し、害意はないと示すために打うち刀がたなを自らの右脇に置いている。だがそれは坂さか本もとさんを油断させるための罠わなだ。早はや之の助すけは小こ太だ刀ちの達人。まもなく、腰の小こ太だ刀ちを抜き打つ！

「坂さか本もとさん！　額を割られます！　伏せてっ！」

「周しゆう平へいちゃん？　ほたえなや～、って、にょわああああっ!?　おまん、どういてうちに斬りつけてくるがじゃああ～っ!?　お龍りようさんは死ぬところだったですう！」

「むっ！　必勝の奇き手しゆを外されたか！　しかし、あなたとの正々堂々の勝負こそ真に私が求めていたもの！　坂さか本もとさん！　申し訳ありません。わが剣士人生の最後に、北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの達人であるあなたとの真剣勝負を所望いたします！」

　俺の声が、かろうじて届いた。坂さか本もとさんは間一髪で畳の上を後転して、桂かつら早はや之の助すけの小こ太だ刀ちをぎりぎりで躱かわした！　伏せろと言ったのに、どうして後ろにごろごろと転がるのか。この人だけは真面目なのかふざけているのかわからない。

「ただ避けるだけじゃ芸がないきに。ついでに床の間まで転がって、陸奥守むつのかみ吉よし行ゆきを摑つかんで抜くがじゃ、周しゆう平へいちゃん！　にゃっはっは！」

　もう一人の刺し客かく、御ご陵りよう衛え士じ服はつ部とり武たけ雄おが無言で二に刀とうを抜き、坂さか本もとさんを追う。俺は素早く、桂かつら早はや之の助すけと服はつ部とり武たけ雄おの背後から二に刀とうをもって斬りかかる。その僅かな隙が、幕末の京を震しん撼かんさせた「人ひと斬きり」岡おか田だ以い蔵ぞうに剣を抜かせる猶予を与えていた──！

「おまんら、いきなりなんぜよおおおおっ!?　見み廻まわり組ぐみと御ご陵りよう衛え士じが、龍りよ馬うまを裏切ったがかあ～っ？　龍りよ馬うまはわしが絶対に斬らせんがじゃああああっ！　龍りよ馬うまからもろうたこの肥ひ前ぜん忠ただ広ひろが、おまんらを斬るぜよおお！」

　同時に、床の間まで転がり終えた坂さか本もとさんがついに、陸奥守むつのかみ吉よし行ゆきを鞘さやから抜いた。抜きながら、恐るべき勢いで跳ね起きていた。

「二人は服はつ部とりさんに任せます！　坂さか本もとさんは、私が！　一対一で、堂々の勝負を！」

　やめろ、佐さ々さ木きはもう近こん藤どうさんに降くだった、と俺は怒鳴った。が、すでに死を賭として無念無想の境地に入っている早はや之の助すけの耳には入らない。御ご陵りよう衛え士じ最強の剣士服はつ部とり武たけ雄おがその二ふた振ふりの剛剣を自在に振るい、「伊い東とう先生を危地からお救いするためだ！　邪魔立てする者はことごとく斬る！」と叫びながら俺と岡おか田だ以い蔵ぞうをともに押しとどめる。

　京都見み廻まわり組ぐみ隊士桂かつら早はや之の助すけ。あの佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうが認めた、小こ太だ刀ち最強の剣士。先ほどの奇襲攻撃の時とは比べものにならない凄すさまじい一撃を放った。坂さか本もとさんの額をめがけて。彼の身体がすでに労ろう咳がいに冒されているとは、とても信じられなかった。剣に生き剣に死にたいと願う彼が放つ、命の最後の煌きらめきなのか。

　だが、額への致命傷を回避した今の坂さか本もとさんは、幕末を代表する最強の剣けん客かくの一人だった。黒船騒動に揺れる幕末の江戸で剣術がもっとも華やかだった頃、最強剣士の名を競い合っていた二人こそが長ちよう州しゆうの桂かつら小こ五ご郎ろうと土と佐さの坂さか本もと龍りよ馬うまだったという。

　二人の剣が、互いに額を摺すり合あわせるかの近距離で激突する。

　腕力は、少年剣士桂かつら早はや之の助すけが圧倒的に上。

　だが、どうしても坂さか本もとさんを押し切れない。「おまん、労ろう咳がいじゃにゃあ。悔しかろうのう。こがいに剣の腕を磨きながら、使いどころを見つけられんままに死ぬのは哀かなしいじゃろうのう。おまんはようやった。もうええぜよ。人斬りはやめいや」と坂さか本もとさんはこんな時にも笑っている。桂かつら早はや之の助すけの心中を察して、目尻に涙を浮かべながら。

「……坂さか本もとさん……あなたという人は……自分を斬りに来た私のために、泣いているのですか？」

「うちも斬りに行った勝かつ先生にその場で土下座して弟子になったがじゃ。相あい身み互たがいぜよ。のう？」

　岡おか田だ以い蔵ぞうが「龍りよ馬うまああああ！　おまんは甘いがじゃあああ！　のこのこと近江おうみ屋やに連れ出された時からわしゃ怪しいと思うちょった！」と必死の形相で怒鳴りながら、服はつ部とり武たけ雄おに向かっていく。服はつ部とりは両手で打うち刀がたなを構え、岡おか田だ以い蔵ぞうの容赦ない斬撃に対する。もはや二に刀とうを構えている余裕は、あの剛勇を以もつて知られる服はつ部とりにもなかった。野良犬の如ごとき雄お叫たけびをあげながら「龍りよう馬まだけは絶対に死なせんがじゃあああ！」と食らいついて離さない岡おか田だ以い蔵ぞうに対しては、両手で刀の柄つかを握りしめなければ踏みとどまれない。この二人の間でも、白熱する鍔つば迫ぜり合あいとなった。一瞬でも気を抜いたほうが死ぬ。

「……お、岡おか田だ以い蔵ぞう……き、貴様という男は……この俺に脇わき差ざしを捨てさせるとは……！　お、押し切れぬ……！　なぜだ。なぜそれほどの力が、貴様に？　前もって池いけ田だ屋やで酔わせておいたはずが……！　なんという男だ！」

「周しゆう平へい！　今ぜよ！　服はつ部とりを斬るがじゃ！　はようせい、わしゃもう長くは保たん！　油断して勧められるままに酒なぞ飲んでいなければ……！　わしゃつくづく阿あ呆ほうじゃあ！」

「いいえ、それはできません！　今少しだけ、以い蔵ぞうさんには踏みとどまってもらいます！　魂を燃やし尽くしてでも、服はつ部とりを押しとどめてください！」

「な、なんぜよ？　見ちょるだけがか？　おどれえええええ、わかったぜよおおおおおっ！　わし一人でやるきに！　もう、おまんには頼まん！　服はつ部とりぃ、龍りよ馬うまには傷ひとつつけさせんぜよ！　武たけ市ち先生に続いて龍りよ馬うままで死なせるかあああ～っ！　おまんはここで仕舞いじゃあ！　うおおおおおおおおおおっ……！」

「……ま、まだ力が増すのか、人ひと斬きり以い蔵ぞうっ？　ち、力勝負で敗れるだと、この服はつ部とり武たけ雄おが……？　バカなっ!?」

　そう。俺はまだ、岡おか田だ以い蔵ぞうに加勢できない。なぜなら。

「……おいはあくまでも見届け人、坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺に薩さつ摩ま藩はん士しは直接の手出し無用と言われちょったが、やむを得んこつになりもした。服はつ部とりどん、桂かつらどん、助太刀ばいたしもそ。チェストオオオオオオッ！」

　死神。

　薩さつ摩まの人ひと斬きり、中なか村むら半はん次じ郎ろう。

　隣室に伏せていた、いや、「見届け人」としてすべてを傍観していたあの男が。

　襖ふすまを突き破ると同時に、我流の剣を岡おか田だ以い蔵ぞうめがけて放っていた。天井に深々と突き立てた剣先を、構わず岡おか田だ以い蔵ぞうの胴へと──。

　その剛剣を受けて止めるには、一いつ刀とうでは不可能。どうしても二本の剣が必要だった。故に俺は坂さか本もとさんにも岡おか田だ以い蔵ぞうにも加勢せず、中なか村むら半はん次じ郎ろうが初しよ太だ刀ちを放ってくるこの瞬間を待っていた──！

「新選組一番隊長近こん藤どう周しゆう平へい。岡おか田だ以い蔵ぞうは斬らせない！」

　俺はすでに中なか村むら半はん次じ郎ろうが隣室から飛び込んでくることを知っていた。肉体も強化されている。だから、受けきれる。この必殺の初しよ太だ刀ちをかろうじて受けきれる──そのはずだった。

　しかし。

「甘か！　大おお久く保ぼどんの下げ知じで、三人の増援を二階へ入れておりもす！　こん四本の太た刀ちば同時に受けられるか、近こん藤どう周しゆう平へい！」

「「「チェストオオオオオオ！」」」

　なんだと？　俺は、大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうが送った増援剣けん客かくはすべて近江おうみ屋やの一階に集結させていると思いこんでいた。だが、違った！　またしても、死に戻ってなお大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうに一手先を読まれている!?　四人がかりとは!?　しかもそのすべてが薩さつ摩ま屈指の剣けん客かくたちだ！

　中なか村むら半はん次じ郎ろうが振り下ろす一いつ刀とうを、かろうじて二本の剣で受ける。膝が割れる。その圧力を受けて、俺の両の足の裏がめり込んだ畳がほとんど裏返りそうになっていた。もはや身動きが取れない。坂さか本もとさんも岡おか田だ以い蔵ぞうも、激しい鍔つば迫ぜり合あいの最中で、「周しゆう平へいちゃん？」「いかんぜよ！」と声をあげるのが精一杯だった。

　残る三人の刀が、三方向から一斉に俺めがけて伸びてくる。

　剣の力では突破できない限界がある。死に戻りの能力を用いても超えられない相手がいる。薩さつ摩まの大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうの知謀だ。どれほど死に戻って強くなっても、とても俺如ごときの知力では勝てるとは思えない。何度死に戻ろうが、俺の頭脳が大おお久く保ぼよりも優秀になるわけではないのだから。俺はついに詰つんだかもしれない。

　俺の心が折れかけたその時だった。

「一人に対して四人がかりなんて、新選組の真ま似ねっこだー！　周しゆう平へいくんはボクが護まもるんだもーん！　真の新選組一番隊長沖おき田た総そう司じ、見参っ！」

　沖おき田たさん。

「なにを手間取っている、周しゆう平へい！　それでも私の恋人か！　情けない姿を坂さか本もとに見せるな！　薩さつ摩まの剣は二にの太た刀ち要いらずの捨て身の剣だ、死ぬ気で初しよ太だ刀ちを外せば斬れるっ！」

　土ひじ方かたさん。

「うふ。永なが倉くらさんたちに一階での騒乱をお任せして、助太刀に間に合いました～。この三人は義母ははたちがお相手するから、周しゆうちゃんは中なか村むら半はん次じ郎ろうを。周しゆうちゃんなら勝てますよ？」

　近こん藤どうさん。

　一階から駆け上がってきた三人が、俺を窮地から救ってくれた！

　薩さつ摩まの増援剣けん客かく三人はそれぞれ、沖おき田たさんたち試し衛えい館かん三姉妹に斬りかかられて即座に飛び退き、俺を斬ることを断念していた。そして、一斉に斬り合いがはじまる。

　俺はなお、二に刀とうを十字に構えて「問題なか。おまんはここでおいが両断すっど」と無表情のまま呟つぶやいている中なか村むら半はん次じ郎ろうと全力で鍔つば迫ぜり合あいを続けていた──。

　もう絶対に俺は土ひじ方かたさんたちを討ち死にさせない。決して死なせない。奇跡のようなか細い可能性をものにして再び死に戻ることができたその時、俺はそう誓ったのだ。なぜなら、死に戻るごとに俺は土ひじ方かたさんに新たな悪夢を見せることになる。だから。

「……中なか村むら半はん次じ郎ろう。お前に勝つ方法を、坂さか本もとさんとお前との戦いから教わった。ひとつは太た刀ちを構えた片腕を餌にして、残る片腕で脇わき差ざしを抜いて突き入れる捨て身の攻撃。もうひとつは……」



「おお？　坂さか本もとさぁとおいが、おはんに？　どげんこつでごわすか？」

「お前の剣を片腕で、一いつ刀とうで防ぎきり、残るもう一いつ刀とうで突きを入れる──！　これは、今までの俺にはできなかった技だ……！」

「……そがいなこつ、できるわけがなか！　おはんが一いつ刀とうをおいの剣から離せば、そのまま力で押し切るのみ！」

　いや。できる。やってみせる。土ひじ方かたさん。沖おき田たさん。近こん藤どうさん。坂さか本もとさん。岡おか田だ以い蔵ぞう。誰もが命の炎を燃やして、今ここで、剣にすべてを託して戦っている。俺はもう、友の死を見たくない。土ひじ方かたさんに見せたくない。剣の技量では遠く及ばずとも、中なか村むら半はん次じ郎ろうを越えてみせる──！

「中なか村むら半はん次じ郎ろう……！　お前は西さい郷ごう吉きち之の助すけへの想いを利用されて大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうに踊らされているだけだ！　西さい郷ごうが坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺を喜ぶはずがない！　武力討幕抜きでも、西さい郷ごうが思い描く理想の新政府を築くことはできる！　お前も服はつ部とりも佐さ々さ木きもみな、謀ぼう臣しんたちの駒にすぎないんだ！　なぜ同じ日本人の剣士同士が、駒となって殺し合わねばならない？」

「せからしか理屈を！　そいは幕府の犬となって飼われちょる新選組も同じではごわはんか!?」

「違う！　新選組は、断じて違う！　新選組と坂さか本もと龍りよ馬うまは、己の信念を貫くために生きている！　中なか村むら半はん次じ郎ろう。俺たちはみな、同じ日本人だ！　日本人同士で争う必要などないんだ！　それがお前たち武ぶ辺へん者ものの薩さつ摩ま人じんにはわからない！　だからいつも剣で、暴力で政敵を排除しようとする！　それは、いずれ西さい郷ごうをも滅びへ巻き込んでいく道なんだよ！」

「そいが剣士の言葉でごわすか近こん藤どう周しゆう平へい。まやかしじゃ。やはりおまんさぁと坂さか本もとさぁが生きちょる限り、西せ郷ごどんの念願、全き新しか日本政府の樹立は叶かなわん！　いつまでも権力ば手放さず西せ郷ごどんの邪魔ばかりしちょる徳とく川がわ慶よし喜のぶば滅ぼせん！　大おお久く保ぼどんの言う通りでごわした！　おはんは、ここでおいが斬る！　お、お、おおおおおおっ……！」

　俺は、右腕に握りしめていた打うち刀がたなを、「ぐいっ」と背後へと引いた。

　十字の構えが解ける。左腕に握った脇わき差ざし一本で、中なか村むら半はん次じ郎ろうの剣を支える体勢になる。たちまち、半はん次じ郎ろうが押し込む剣けん先さきが俺の額へと迫る。額からの出血。まもなく押し切られる。だが。

「し、周しゆう平へい！」

「土ひじ方かたさん。悪夢は今こ宵よい限りです。これで──新選組の運命は、覆くつがえります」

　俺一人の力ではなかった。土ひじ方かたさんたちの命が、引き絞っていた俺の打うち刀がたなに宿ったかのようだった。俺は迫り来る剣の圧力に押されて崩れ落ちる寸前に、中なか村むら半はん次じ郎ろうの胸元へと右手一本で渾こん身しんの「突き」を三段続けて叩たたき込こんでいた──二段までは半はん次じ郎ろうは恐るべき敏びん捷しようさをもってぎりぎりで見切って避けた。が、三段目の突きはもはや避けきれなかった。剣けん先さきが、入った。

「片手三段突き」。芹せり沢ざわ鴨かもとの戦いでも、繰り出せなかった。ついに完成した。攻防一体の究極の剣技を。猛も者さの剣であり、同時に無敵の剣でもある。

「……ぐはっ……!?　お、お見事でごわす……近こん藤どう……周しゆう平へいどん……」

　中なか村むら半はん次じ郎ろうの身体が、襖ふすまを突き破って吹っ飛んでいく。あの苦しい体勢からでは、突きが僅かに浅く、心臓には届かなかった。だが、俺は中なか村むら半はん次じ郎ろうに勝った。「坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺」という大おお久く保ぼの最高の一手をここに突き崩した。突破した。最大にして最後の難関を。

「あーっ！　三段突きはボクの技なのに、真ま似ねしないでよ周しゆう平へいくーん！　んもー怒った！　この勝負、さくっと終わらせちゃうもんねっ！　てやっ！」

「冷や冷やさせるな周しゆう平へい！　もうダメだと思ったではないか！　薩さつ摩ま人じんの初しよ太だ刀ちは受けるなとあれほど言ったのに、バカ……！」

「せいっ！　今こ宵よいの虎こ徹てつはどちらかというと血よりも愛に飢えています……周しゆうちゃんとトシちゃんの恋仲が羨ましい……佐さ々さ木きさんは申し訳ないけれどちょっと私とは合わないし……ともあれこれで三人とも戦闘不能ね、トシちゃん？　坂さか本もとさんはご無事なの～？」

　試し衛えい館かん三姉妹は、薩さつ摩まの剣への対処方法をすでに習得している。三者三様の方法で相手の初しよ太だ刀ちを全力で外し、二にの太た刀ちへと移行する隙をついて倒していた。並の剣士なら初しよ太だ刀ちで両断されてしまうところだが、三人ともとてつもなく強い。

　そして、岡おか田だ以い蔵ぞうはついに服はつ部とり武たけ雄おを制圧し、押し倒して喉元に剣を突きつけていた。酔っ払っていてもういかんと騒いでいながら、あの服はつ部とり武たけ雄おを相手に腕力勝負で強引に勝ってしまうとは、やはりこの男の強さは尋常じゃない。剣技は出で鱈たら目めな我流だが、素面しらふならいったいどれほど強いのだろうか。

「ようも龍りよ馬うまを襲ってくれたのう～？　おまんはここで殺すがじゃあああああ！」

「……弁解の余地はない……伊い東とう先生を薩さつ摩まに殺されるという恐怖が、俺たち御ご陵りよう衛え士じ隊士を惑わせたのだ……伊い東とう先生はこの件に一切関わりがない。やれ、岡おか田だ以い蔵ぞう……」

「待ちいや、以い蔵ぞうさん！　おまんはもう人を斬るな、ちゅうてるじゃろうが！　おまんとは幼い頃から義ぎ姉弟きようだいの絆きずなを結んじょったが、服はつ部とりさんを殺したら縁切りぜよ！」

「りょ、龍りよ馬うまあああ～？　なんでじゃ、なんでじゃあ～？　ここで服はつ部とりを見逃したら、またおまんを殺しに来るがぜよ!?」

　坂さか本もとさんは、あの桂かつら早はや之の助すけから殺意を奪い取って、剣を鞘さやへと収めさせていた。桂かつら早はや之の助すけは口を掌てのひらで覆って咳せき込こみながら「……沖おき田たさんは私に近づかないほうが。私は労ろう咳がいなのです。あなたはどうも労ろう咳がいにかかりやすいように見える。伝染してしまいます……」と沖おき田たさんから距離を取ろうと後ずさっている。

　しかし、どうやって桂かつら早はや之の助すけに剣を収めさせたんだ、坂さか本もとさんは？　いくら坂さか本もとさんが口八丁手八丁のペテン師でも、無理なのでは？　と思っていたら。

「は、早はや之の助すけ。よくぞ思いとどまってくれた。ううっ……傷口が……」

　さ、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろう？　あの傷を押して、早はや之の助すけを止めるために二階まで？

「佐さ々さ木きさん!?　ご無理をなさらず。早く良りよう順じゆん先生に診てもらわなければ。桂かつら早はや之の助すけどのも、良りよう順じゆん先生のもとで療養を」

「かたじけなし、近こん藤どう氏うじ。ところで、拙者と近こん藤どう氏うじとの間で新しき良縁が生まれる可能性は……」

「すみません、これからは良きお友達で～」

「……うむう。今は忍の一字……こたびの失点は大きすぎた。だが、必ずや……」

　しかし、まだ戦いは終わっていなかった。

　隣室に吹き飛ばされていたはずの中なか村むら半はん次じ郎ろうが、胸から血を流しながら起き上がってきたのだ。僅かに浅かったとはいえ、もう動けないはずの重傷を負わせているというのに。信じがたい体力と気力だった。

「……さ、坂さか本もとだけは、斬る……おいはここで死ぬ。じゃどん、西せ郷ごどんば裏切って徳とく川がわ慶よし喜のぶを新政府へねじ込もうとしちょる坂さか本もとだけは……首ば、狩っていく……」

　こいつは文字通りの「人ひと斬きり」だ、自らの感情も感覚もすべて遮断して殺人剣そのものとなりきれる男だ。殺す以外にこの男を止める方法はないぞ周しゆう平へい、と土ひじ方かたさんが兼かね定さだを再び構える。

　岡おか田だ以い蔵ぞうが「なんじゃとおおおおお！」と肥ひ前ぜん忠ただ広ひろを構えて立ち上がると同時に、服はつ部とり武たけ雄おが「中なか村むらどのがまだやるというのなら、俺もやらねばなるまい！」と岡おか田だ以い蔵ぞうに背後から組み付く。

「し、しもうた！　りょっ、龍りよ馬うまああああああ～！　痛い痛い痛い、鯖さば折おりすなあ！　あばらが折れるがじゃあ！」

「ありゃあ。以い蔵ぞうさんはほんに、阿あ呆ほうじゃにゃあ」

　笑っている場合じゃないですよ坂さか本もとさん！

　一階で新選組及び新選組側についた見み廻まわり組ぐみを相手に激闘を続けていた薩さつ摩ま藩はん士し、そして御ご陵りよう衛え士じの剣士たちが、続々と二階へと駆け登ってくる。一階から「薩さつ摩ま藩はん邸ていからどんどん増援が来ている！　ごめん、捌さばききれない！」と永なが倉くらさんの叫び声が届いてきた。大おお久く保ぼ一いち蔵ぞう……！　新選組の平隊士全員を近江おうみ屋やへ連れてくるべきだったのか？　しかしそれでは「坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺阻止」を餌にまんまと釣り出された形となり、この京で薩さつ摩まと徳とく川がわの全面戦争が勃発してしまう。やはり俺たちはもう詰つんでいるのか？

　いや──そうはならなかった。

「お待たせしました、土ひじ方かた副長。やっと連れてきましたわ。今こ宵よいの騒動は、宴会中にみんなが酒に酔っ払ってケンカになったということでぜんぶ水入りにしてもらいますさかい」

　監察の山やま崎ざき烝すすむさん？　彼女は忍者のようにどんな死地であっても変装して自由自在に動き回ることができる。だが、なぜここに？

「ぎりぎり間に合ったな。周しゆう平へい。私が二に条じよう城じようから出る際、山やま崎ざきに密ひそかに依頼しておいたのだ。薩さつ摩まの密偵に気取られぬよう、至急あの人たちを近江おうみ屋やに連れてきてくれと」

　土ひじ方かたさんが!?　誰を連れてきたんだ？

「長ちよう州しゆう藩はん邸ていより、松しよ下うか村そん塾じゆくの麒き麟りん児じ久く坂さか玄げん瑞ずいが参りましたであります！　ご覧なさいませ、この美貌！　京の美人番付堂々一位！　万年二位の土ひじ方かたを突き放しての圧勝でありますよ！　服はつ部とり！　中なか村むら！　佐さ々さ木き！　これはいったいなにごとでありますかーっ!?　長ちよう州しゆう藩はんに断りもなく、長ちよう州しゆうの大恩人である坂さか本もとを襲撃するとは！　そもそも、薩さつ摩ま藩はんは土と佐さ藩はんが提案した徳とく川がわ慶よし喜のぶの大たい政せい奉ほう還かんに賛同したはずであります！　裏で討幕の密勅を得ようと画策して坂さか本もとに敗れたからって、こんなぶち壊し方はないであります！　西さい郷ごう吉きち之の助すけに猛抗議するでありますよ！」

　到着が遅れている桂かつら小こ五ご郎ろうに代わって、長ちよう州しゆう藩はん代表として京に入っていた久く坂さか玄げん瑞ずい。

「服はつ部とりくん。これはなんのつもりだ？　徳とく川がわ慶よし喜のぶに大たい政せい奉ほう還かんを実現されてしまい、武力討幕を焦あせる大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうにでも唆そそのかされたのか？　坂さか本もとくんはわが同志であり、藤とう堂どうくんはわが門弟だぞ。ことと次第では、私はきみを破門しなければならないな──」

　高こう台だい寺じの御ご陵りよう衛え士じを率いて、坂さか本もとさんが主導している大たい政せい奉ほう還かん運動に協力している伊い東とう甲か子し太た郎ろう改め伊い東とう摂せつ津つ。

　長ちよう州しゆう藩はん士しを引き連れたこの二人が近江おうみ屋やに到着したことで、薩さつ摩ま藩はん士したちもついに剣を収めて戦闘を中断した。薩さつ摩まと長ちよう州しゆうの戦いになれば、徳とく川がわだけが漁夫の利を占しめることになる。一階での戦闘も完全に終わった。

「どうだ周しゆう平へい。私もお前と総そう司じに焼き餅を焼いているばかりではなかっただろう？　総そう司じにならば周しゆう平へいを譲ってもいいと恋を捨てる覚悟した瞬間に、迷いが消えて知謀が蘇よみがえったのだ。久しぶりに新選組の副長らしい仕事をした気がするな。ふふっ」

　そうか。土ひじ方かたさんが二に条じよう城じようからの出立を遅らせた野暮用とは、これか。俺は近江おうみ屋やへ急ぐことに夢中で気づかなかった。土ひじ方かたさんの一瞬の機転が、すべてをひっくり返してくれた。やっぱりこの人は、新選組の副長だ──！　俺にはない知略と冷静さを備えている。これで新選組は、大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうをついに出し抜いた。

「……せ、西せ郷ごどんは、か、関係なか。おいたちが勝手にやったことでごわす……申し訳なかこつにごわす……」

「伊い東とう先生、俺たち愚かな門弟のために先生のお立場を危うくしてしまい……この服はつ部とり、切腹してお詫わびいたします！」

「……小お栗ぐり氏うじに唆そそのかされた拙者が間違っておりました。どうかこの件はご内密に。事件が公になれば、徳とく川がわと薩さつ摩まとの間で戦になってしまいますゆえ」

　服はつ部とり武たけ雄おと御ご陵りよう衛え士じは、伊い東とうに絶対的な忠誠を誓っている。ただちに戦闘を停止した。伊い東とうは「今回だけは許すが、藤とう堂どうくんが闘死でもしていたら全員切腹ものだぞ。なんという愚かしい真ま似ねを。私の門弟への教育が甘かったのか。土ひじ方かたくんを真ま似ねて厳しい局きよく中ちゆう法はつ度とを作るか」とため息をつきながら、「すまなかったな」と盟友の坂さか本もとさんの肩を抱いた。

「うちと伊い東とうさんはお互い誤解されやすい女じゃきのう、構わん構わん」

「ああ。性格は真逆だが、そうかもしれないな。ふふ」

　そして中なか村むら半はん次じ郎ろうは、久く坂さか玄げん瑞ずい率いる長ちよう州しゆう藩はん士しとの全面衝突を避けるため、ついに坂さか本もとさんの暗殺を断念した。任務を中断した瞬間にもう「人ひと斬きり」特有のあの無表情は消えて、人間中なか村むら半はん次じ郎ろうに戻っていた。

「……今こ宵よいはおいたちの完敗でごわす。じゃどん、西せ郷ごどんはあくまで慶よし喜のぶを討つお覚悟。次は暗殺現場ではなく、戦場で堂々と戦いもそ、新選組の皆さま」

「……そうだよ。人斬りとかよくない。次は、戦場でね」

　斎さい藤とうさん。いつの間にか、沖おき田たさんの身を案じて二階に上ってきていたのか。

　伊い東とうが服はつ部とりたちを高こう台だい寺じへと連れ戻し、久く坂さか玄げん瑞ずいに猛抗議された薩さつ摩ま藩はん士したちは薩さつ摩ま藩はん邸ていへと退却し、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうと桂かつら早はや之の助すけは近こん藤どうさんと坂さか本もとさんに何度も詫わびながら見み廻まわり組ぐみの屯とん所しよへと帰っていった。

「坂さか本もとさん。私をはるかに上回る技量を持ちながら、剣を抜かず斬らず殺さずという信念を貫いてこの幕末の騒乱を生き抜いてきたあなたこそが、真の剣の達人です。まだ私には時間が残されています。その時間を用いて新しい生きがいを見つけます……ありがとうございました」

　桂かつら早はや之の助すけは、はじめて会った時のあの爽やかな笑顔を取り戻していた。坂さか本もとさんは「んにゃ。うちより以い蔵ぞうさんのほうが強いき。うちよりもさらに阿あ呆ほうな分、余計なことを考えん」と笑いながら、桂かつら早はや之の助すけを送りだしていた。

　久く坂さか玄げん瑞ずいは「もうすぐ桂かつらが京に到着するであります！　宴会準備にかかるであります！　高たか杉すぎが亡くなってから、前よりさらに暗く愚ぐ痴ちっぽくなっているので、あの女を盛り上げないと長ちよう州しゆう藩はん邸ていは生き地獄になるであります！」といつもと変わらない元気さを発揮しながら、長ちよう州しゆう藩はん士したちを連れて藩はん邸ていへと駆け戻っていった。「一周目」では、禁きん門もんの変へんで切腹して果てた人なんだよな。俺が歴史を変えた結果、その久く坂さか玄げん瑞ずいがこんなにも活いき活いきと幕末の京で活躍している。そしてその久く坂さかが坂さか本もとさんを救った。彼女が禁きん門もんの変へんで死んでいたら、新選組は今こ宵よい大おお久く保ぼ一いち蔵ぞうに敗れていただろう。なんだか、不思議だ……。

「はじめちゃん！　聞いてよー！　周しゆう平へいくんがボクの三段突きを盗んだんだよー！」

「……そう……総そう司じ。それはもう、周しゆう平へいに責任を取らせて添い遂げるしかない」

「斎さい藤とうさん？　なんの話をしているんですか、なんの？　みんな、二に条じよう城じように帰りますよ？」

「周しゆう平へいちゃん。まーたおまんに助けられたにゃあ。いやあ、まっこと未来への扉が開いて日本に夜明けが来た気分ぜよ！　お龍りようさんと今こ宵よいは飲み明かしますですよ？」

「坂さか本もと。お前がこんなつまらん罠わなに引っかかったせいで、われらがどれだけ苦労したか。大人しく池いけ田だ屋やで寝ていろ！　あと周しゆう平へいには近づくな、私の男だと言っている！」

「あん、もう。土ひじ方かたちゃんはほんに、焼き餅焼きじゃにゃあ～。どケチじゃのう」

「う、る、さ、い！　どうしてこんないい加減な女が、新選組と徳とく川がわの運命を握っているのだ。不条理だ！」

　土ひじ方かたさんと坂さか本もとさんは、相変わらず顔を合わせれば口ゲンカになる。でも、これはこれで案外、気が合っているのかもしれない。

「周しゆう平へい。お前が死に戻って坂さか本もと救出に動くごとに、大おお久く保ぼは近江おうみ屋やへの追加増員を余儀なくされた。その結果、ついに薩さつ摩ま藩はんが坂さか本もと暗殺の黒幕だという証拠を摑つかむことができた。これで薩さつ摩ま藩はんの策謀を押さえ込める手札を得た。ほんとうに、あと一歩だ」

　坂さか本もと龍りよ馬うま暗殺を、新選組はここに阻止した。ついに、歴史は大きく変わった。

　ほんとうに久しぶりに、俺はあの激しい目め眩まいに襲われていた──。

「それじゃあ新選組隊士の皆さん、二に条じよう城じようへ〜！　上様の警護に戻りましょうね〜！　先頭はこの私、局長近こん藤どう勇いさみですっ！」




「お疲れさまでした、皆さん。二に条じよう城じようのほうは芹せり沢ざわさんが鎮しずめてくれています。今回の事件を機に、上様と西さい郷ごう吉きち之の助すけの会談の場を設けようと思いますが、よろしいでしょうか近こん藤どうさん？」

　二に条じよう城じようの城門前に凱がい旋せんした俺たちを、山やま南なみさんが出迎えてくれた。前まえ川かわ邸ていに厄介になっていた時代のことを思いだした俺の鼻の奥が、ツンと痛む。

「いいわねえ～山やま南なみさん。西さい郷ごうどのも大おお久く保ぼどのが起こした今回の騒動のことを持ち出されれば断れないだろうから～。これで薩さつ摩まの武力討幕を食い止められるね、トシちゃん？」

「そうだな。いっそ江戸で謹慎中の勝かつ海かい舟しゆうも呼ぼう。『戦なくして維い新しん回かい天てんなし』と信じている西さい郷ごうを説得できる幕閣はあの人だけだ。勝かつを出し惜しみしている上様も、今こ宵よいこれほどの大手柄をあげた新選組局長のたっての願いとあればもはや断れまい」

「じゃあ桂かつらさんも呼んで幕ばく薩さつ長ちよう会談にしちゃおうよ～。浪人の坂さか本もとさんは立会人かな～」

「上様と坂さか本もとを同席させることができれば、幕府が築いた身分制度はその瞬間に消えたも同然だ。その場で新たな公こう議ぎ政せい体たいを樹立できるぞ、かっちゃん」

　黒船来航以来、長く続いた幕末の動乱が、こんどこそ終わろうとしている。

　新選組の運命が、ついに覆くつがえる。

　俺と土ひじ方かたさんが「あと一息、明日から頑張りましょう。今こ宵よいは……」「……そ、そうだな。ゆっくり休むか……久しぶりに二人きりで」と互いに視線で会話をしていると。

「周しゆう平へいくーん！　ボクは労ろう咳がいにかかってないんだよねー？　桂かつら早はや之の助すけと戦うなという言いつけをちゃんと守ったもんねー！　だったら、ご褒ほう美びに接せつ吻ぷんしてもいいよねー？」

　油断しきっていた。山やま南なみさんが振る舞ってくれたお酒を飲んで酔っ払った沖おき田たさんに、いきなり唇を奪われていた──な、な、なにをするんですか、沖おき田たさん？

「周しゆう平へいくんもボクの必殺技三段突きを盗んだでしょー！　やったー！　悲願が叶かなったよ、はじめちゃん！　これでボクも立派な乙女、周しゆう平へいくんの二人目の恋人だー！　うぃうぃ！」

「……そう、これは新たな恋のはじまり。おめでとう総そう司じ。今夜はお赤飯……ひっく」

　俺は沖おき田たさんを家族として愛しているし、軽い接せつ吻ぷんくらいならまあいいかなとは思うが……酔った斎さい藤とうさんが面白半分で沖おき田たさんをけしかけたため、やっと手に入れた平和は一瞬にして瓦が解かいしていた。新選組内部に、恐るべき粛しゆく清せいの嵐が吹き荒れはじめる予感が。

「……ゴゴゴゴゴゴ……ついに浮うわ気きをしたな、周しゆう平へい。局きよく中ちゆう法はつ度と違反だ。今すぐ腹を切れ」

「ひ、土ひじ方かたさん!?　沖おき田たさんには嫉妬しないって言ってませんでしたか？」

「貴様に隙があるから唇を盗まれるのだ、士し道どう不ふ覚かく悟ごだっ！　いいから切腹して、総そう司じと接せつ吻ぷんする直前まで死に戻れ！　死に戻りの力は戻ったのだろう？　ならば潔いさぎよく死ね！　い、い、いくら総そう司じ相手でも、私の目の前で接せつ吻ぷんなど許すかっ！　なかったことにしろっ！」

「そんなことのために俺は切腹しなくちゃいけないんですかっ？　イヤですよ！　ちょっとした浮うわ気きのたびに切腹して死に戻らされるなんて、キリがないですよ！」

　あーあー、やっぱりこうなっちゃった～と近こん藤どうさんが舌を出して笑っている。いや、兼かね定さだを抜いた土ひじ方かたさんを止めてください！

「はーん副長。んじゃよう、周しゆうの字じが誰と浮うわ気きして朝寝しても、そのたびに切腹すればチャラにできるってこったなー！　おう平へい助すけ。がらっぱち。新選組も最大の山場を越えたみてーだし、全員揃そろって順番に乙女になろうぜーっ！　周しゆうの字じと添い寝だ、夜よ這ばいだー！　責任はぜんぶ周しゆうの字じが切腹して取ってくれらあ！　わっはっは！　おらおら飲め飲め！」

「な、なにを言っているんですの左さ之の助すけは!?　まあでも腹を切るのが周しゆう平へいくんでしたら、問題ありませんわね。法はつ度とは消えても、実質恋愛禁止は続いていましたもの。誰かさんが書き足した浮うわ気き禁止法はつ度とのおかげで。これも花嫁修業の一環だと思えば──藤とう堂どう家けのご落らく胤いんであるわたくしがお相手を所望しているのよ。光栄に思いなさい、周しゆう平へいくん？　ヒック」

「うぃ～。平へい助すけまでなにを言ってるのさ、はしたないなあもう！　でも、あたしも恋の道を一歩踏み出せば、今まで知り得なかったさらなる新しい剣の境地へと踏み出せるかも！　まだまだ剣の道には先があるはず！　というわけで周しゆう平へい、切腹までのひとときをあたしと過ごそうっ！　頼もうっ！」

「一応言っておくが周しゆう平へいよう、おじさんは遠慮しとくぜー。衆しゆ道どうの境地なんて開きたくもねえや。山やま南なみちゃんはどうよ？」

「えっ？　わ、私ですか？　いえ、私は周しゆう平へいさんのお姉さん役なので……で、でも、切腹でぜんぶなかったことにできるのでしたら、一度経験してみるのもいいかもしれませんね……世に、書物だけでは学び得ないことはあります。とりわけ男女の道は──」

「や、山やま南なみさんまで？　山やま南なみさんは素面しらふでしょう？　近こん藤どうさん！　局長っ！　義母はは上うえっ！　止めてください！　みんな悪乗りしています！　俺の切腹は玩おも具ちやじゃないんですから！」

　ダメだ。「えへ。えへへへへ……鉄棒ぬらぬら先生のご本でしか知り得なかった秘密の世界を、私も一度……」と近こん藤どうさんまで顔を真っ赤にしておかしくなっている。この人、下戸なのに一杯やってしまったのか。みんな長い長い激戦を潜くぐり抜ぬけて、今こ宵よいは箍たがが外れてしまったのか？　しかも全員が絡からみ酒ざけとかタチが悪すぎる。

　これはもう、いったん逃げるしかない。明日になればみんな素に戻っているはずだ！

「「「待てー！」」」

　待っていられません！　逃げる！　俺は逃げるっ！

　闇の中、二に条じよう城じようの門を潜って、将軍を警護している幕臣兵たちの中へと俺は紛れ込んだ。

　しかしただ一人、そんな俺を見逃さない人がいる。

　土ひじ方かたさんだ。




「もうだいじょうぶだぞ、周しゆう平へい……今夜は無礼講だ、き、気にするな。総そう司じもようやく想いを果たせたみたいだし……新たな修羅場のはじまりにすぎない気もするが……切腹の話は冗談だ。いや実は冗談ではなかったが、冗談だということにしてくれ！　すまない！」

　土ひじ方かたさん。庭園の陰の茂みに隠れていた俺を見つけだして、手を差し出してくれた。その白い手を握りしめて、俺は土ひじ方かたさんの細い腰に腕を回す。

「……周しゆう平へい。どうして死に戻りの力が戻った？　気になってたまらない。もしかしたらこうして二人で抱き合っているこの瞬間が、私自身が見ている夢かもしれないからな」

「土ひじ方かたさん。禁きん門もんの変へんの際に、俺は負傷して仮死状態に陥りましたよね？　あの時、俺は無数の鴉からすたちに道を塞がれて死に戻るための闇の世界へ入れませんでした。土ひじ方かたさんと時を重ね朝寝を重ねるうちに、二人の魂の一部が繫つながってしまっていたのがきっかけです」

「私がお前の生きた未来を夢に見るようになったのは、互いの魂が繫つながったためか？」

「そのようです。土ひじ方かたさんは俺が再び蘇よみがえれなくなるのではないかと俺の死を恐れるようになり、俺もまた土ひじ方かたさんとともに過ごせなくなるのではないかと自分の死を恐れるようになっていました。その結果、二人がともに抱いた死への恐怖心が強力な呼び水となって門番の鴉からすを呼び寄せてしまい、死に戻るために闇の世界へ入る門を閉ざしてしまったんです」

「そ、そうか。面妖な話だが、原因はお互い様ということか、周しゆう平へい……」

「大坂城で死んだ俺は、禁きん門もんの変へんの時には行き着くことができなかった門の前までどうにか辿たどり着つけました。しかしそこでまたしても無数の黒い鴉からすの群れに襲われ、この鴉からすたちは死者の魂の侵入を阻はばむ門番なのだと気づきました。あの闇の世界は、本来ならば死者が立ち入ることを許されない空間。あらゆる未来と過去の可能性を孕はらんだ全宇宙を神の視点から俯ふ瞰かんできる場。山やま南なみさんが言うところの『三さん千ぜん世せ界かい』です──」

「高たか杉すぎが詠うたっていたな。『三さん千ぜん世せ界かいの鴉からすを殺し、主と朝寝がしてみたい』と。なぜ周しゆう平へいだけがその三さん千ぜん世せ界かいへの門を潜れる？　私と周しゆう平へいが死を恐れたために閉ざされたはずの門が、なぜ再び開いた？」

　なぜ俺だけが門番の鴉からすに遭遇せずに門を何度も潜れたのかはわかりません、と俺は土ひじ方かたさんの身体を抱きしめながら答えていた。かつての俺はまったく死への恐怖を感じなかった故に、門番の鴉からすが反応しなかった。俺の先祖が、新選組を途中脱走して無念の生涯を終えた新選組隊士だった。いろいろな条件が奇跡的に重なった結果だったのかもしれない。

　だが、ただひとつ、わかったことがある。

「小こ倉くらで高たか杉すぎさんが最後に俺のために詠うたってくれたあの都ど々ど逸いつが、俺が再び門を開くための謎かけになっているのだと気づいたんです。すでに死の淵ふちにいた高たか杉すぎさんは、三さん千ぜん世せ界かいをかいま見たのでしょう。都ど々ど逸いつの歌詞に乗せて手がかりを残して、俺を救ってくれたんだと思います。俺は、門を守る数限りないすべての鴉からすを途方もない長い長い時間をかけて殺し尽くして再び三さん千ぜん世せ界かいへの門を開き、今こ宵よいの二に条じよう城じように戻ってきました。いったいどれほどの時をあの門の前で過ごしてきたのか、自分でももうわかりません。一万年か、十万年か、あるいはそれ以上か。永えい劫ごうの如ごとき長さでした──それでも、どうしても俺はもう一度土ひじ方かたさんのもとに戻ってきたかった。こうしてあなたを抱きしめたかった」

「……そうか。お帰り、周しゆう平へい。私の弱さのために、またお前を苦しめてしまったな」

「いえ。土ひじ方かたさんが弱さなどまったく持っていない無敵の冷血の女なら、そもそも俺はこの世界に来ていません。それに、大坂城で闘死した俺が再び門の前まで行き着くことができたのは、実は土ひじ方かたさんのおかげなんです」

「私の？」

「はい。禁きん門もんの変へん以来、俺は土ひじ方かたさんとの別離を、死を恐れるようになり、門を見失っていました。でも、三周目の最後に大坂城で俺が闘死した際に、土ひじ方かたさんが俺を抱き上げてともに戦死してくれたんです。最後まで一緒だと──あの瞬間に俺は死の恐怖を忘れて、土ひじ方かたさんを生かすために必ずもう一度だけでいい、どれほどの苦しみを与えられようとも死に戻りたいという万ばん国こく橋ばしで抱いた想いを取り戻すことができました。高たか杉すぎさんが言う、風狂の恋、なのかもしれません。あんな想いを何万年も抱き続けて、俺は三さん千ぜん世せ界かいへの門を潜るために無限とも思える数の鴉からすをひたすら斬り続けていた。正気ではなかったのかもしれません。ですが──」

「……そうか。大坂城で新選組が敗れ去った未来では、異い国こく橋ばしの時とは逆に、私が瀕ひん死しのお前を抱いてともに射殺されたのか。その時に私もまた、風狂の恋に堕おちていたのだな」

「はい。そんな土ひじ方かたさんに呼ばれたから、俺は今ここにいます」

　なぜならば。闘死した俺を呼ぶあのくぐもった声。「お前、闘死したな？」と囁ささやくあの声が、どうも今の俺には男の声ではなく、溢あふれそうな感情を押し殺して耐えている土ひじ方かたさんの声のように思えてならないのだ。だとすれば、俺自身が土ひじ方かたさんのもとへはじめて来たあの時、実は土ひじ方かたさんが自分自身でも意識せずになんらかの力を用いて未来から俺を呼んだということになる──そう考えれば、三さん千ぜん世せ界かいがなぜか新選組が誕生した日以後の世界しか映さない理由も説明がつく。

　でも、そんなことはどうでもいい。きっと永遠に結論は出ないだろうし、結論などないのだろう。事実はただひとつ。俺と土ひじ方かたさんがこうして巡り会い、深夜の二に条じよう城じようで月を眺めながら抱き合っているということだけだ。

「土ひじ方かたさん。新選組の運命は、必ず覆くつがえります。たとえもう一度死に戻るために、またあの永えい劫ごうの時間を三さん千ぜん世せ界かいの鴉からす殺ごろしに費やさねばならないとしても、俺は再び土ひじ方かたさんのもとに戻って来ます。ですから」

「……いや、もう三さん千ぜん世せ界かいに行かなくてもいい、周しゆう平へい。私とともに生きて、かっちゃんたちの運命を覆くつがえしたら、二人で幸福な生涯を過ごそう。お前はもう、永えい劫ごうに苦しみ続けなくてもいい。この私とともに、いい人生を生きた、もう充分に幸福だったと、一緒に笑いながら人生の終わりを迎えよう。いいな？　や、約束だぞ？」

「──ええ、土ひじ方かたさん。約束します」

　俺が知っている歴史とは異なる明めい治じ維い新しんの夜明けは、すぐそこに来ている。近こん藤どうさん。沖おき田たさん。坂さか本もとさん。新選組の仲間たち。そして土ひじ方かたさんが。賊軍としてではなく「日本人」として堂々と新しい世を生きられる、そんな未来が。

　二に条じよう城じようの城壁の向こうに、誰もまだ知らない新たな慶けい應おう三年十一月十七日の朝あさ陽ひが上りはじめていた。
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　作者です。

　爆発的感染寸前だったのでしかたのないことでしたが、一巻が発売される直前に東京都他で新型コロナウイルスによる緊急事態宣言が出されて多くの書店が閉まってしまうという「鳥と羽ば伏ふし見みの戦い」のような不測の事態が起きまして、その時ちょうどこの二巻の徳とく川がわ慶よし喜のぶが大坂城から逃げだそうとするくだりを書いていたところでした。二巻のサブミッションが「沖おき田た総そう司じを労ろう咳がい感染から護りきれ」というものだったのも、なんだかバツの悪い偶然と言いますか。

　仕事が終わった後ちまちま周回していたソシャゲのＧＷイベントもコロナのために延期になってしまい、ジムも映画館も閉鎖で行くところもなく、久々にＰＳ４を引っ張り出してＳＡＯＦＢを起動し「死ね死ねーちくしょうー発売日をずらせーなんで今週なんだよー気分は幕府直参になっちまった新選組隊士だよーいっそ殺してくれー」と泣きながら夜な夜なアサルトライフルを撃ってました。もともとはこういうキャラじゃなかったのですが……。

　第二次長ちよう州しゆう征伐あたりからの新選組の不運の連鎖は、会あい津づ藩はんを信頼されていた孝こう明めい帝ていが疱ほう瘡そうで突然崩ほう御ぎよしたのが最大の原因でして、新選組にはどうしようもなく、周しゆう平へい一人の力ではとても覆くつがえせません。南みな方かた仁じん先生が来てくれる世界線だったらよかったのですが。そもそも試し衛えい館かんの経営が傾いて近こん藤どうさんたちが上じよう洛らくを決めたのも江戸でコロリが流行したのが発端ですし、新選組というか幕末史って疫病に翻弄され続けていたのかもしれません。

　さて、一巻で新選組の内部粛しゆく清せいの連鎖を止めた周しゆう平へいは、二巻では新選組の外部──長ちよう州しゆう藩はんや薩さつ摩ま藩はん、そして徳とく川がわ慶よし喜のぶを相手に奔走して新選組の崩壊を食い止めなければなりません。でも、薩さつ摩まは不気味で厄介ですし、長ちよう州しゆうは高たか杉すぎ晋しん作さくをはじめ面倒くさい人しかいないし、徳とく川がわ慶よし喜のぶはコロコロ態度を変えて周囲を困惑させるしで、いきなり難易度が上がりすぎています。周しゆう平へいのパートナーとなった土ひじ方かたさんが協力してくれますが、そんな最中に周しゆう平へいは唯一の武器とも言える死に戻りの力をなぜか喪失してしまい……と、二巻の難易度は一挙にハードモードです。一手ミスったら終わり、残機ゼロという状況からのスタートです。

　で、この一見不可能なミッションを手助けしてくれる人が、そう、坂さか本もと龍りよ馬うまです。「幕末純情伝～沖おき田た総そう司じは、Ｂカップ」の昔から新選組と坂さか本もと龍りよ馬うまはなぜかフィクションでは仲が良いのです。あの映画の土ひじ方かたさんも、局きよく中ちゆう法はつ度とで恋愛を禁止にしてましたね。

　というわけで早くも行数が尽きました。読者さま、担当さん、イラストレーターさん、この本に関わってくださった皆さまにお礼を申しあげます。せんせい。戻るぜよ、あの世界に！







[image: ]







[image: ]










Re:スタート！転てん生せい新しん選せん組ぐみ２








春日かすがみかげ





電撃文庫





2020年8月7日　発行





ver.001





©Mikage Kasuga 2020





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『Re:スタート！転生新選組２』

2020年8月7日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/gaiji-B1.png
B1





item/image/i-209.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-165.jpg
[ZE BERCRRELOER RENTFURROSLRHEVOURRORTY -]

FINAOE Q™ £ N08 27 Nt os 8 R
BRAE L £R° 0GR LRI LD

SRRV YUY KEER S Qe — -+ TR ¢ T N aNAY
s &-°
MRS RC WU AR | EERIEI By — LIRS

KRR OISLD & iEER Y OEFRw- Vi QIR
B UEREO W KSR &9 40° 1= 24
KEHIN I BITHNG O Vv | &80T KRE=1rlE
RRWE SR R0 | VISEEW) QWY B
BHE S QSRRWE— UK OB U I
AR & DG LUl 4600 © 4 015 |
A-GER B R I Q=S AR R L Ao i U BR S
L e LoD & a0°

QIS RS /OO IR GASQa0— i
PO & HiEEQ IRKEHU R VEHCE Y N
INDNINDSO O IS ISR I ER O (v Dapre g
& BEU(LOHEFHRWEHIES VEHE
RAOFRIDI 4 ) AR, 40650500 s ) Yo-HASER
BERHOWORT HISEVINE R Q1130
B ESIE P ~° ] U HER S Q Q6.0

BOOOOOOOOOOOOOOOOOOGIIIIOOOOOOOOOOOOOIIIIIIIHIIOOOOOOOOOOOOOOIIIIIOOOOOOOOOOOD

BLEEERR UL QW HidsQHHWER
D WG R OB U KR EHWVERUP R
DO 1) M NBHHI T G 0KUs @ 2” K il
I¥y —

18 2 42407 b Qe -HASHE Q -RyWHEI 1O\ ERiEI
WERREN O BERREE VSN ELE
Lo — TR HY ik Q BRI E S EIE
L@ DR-OIRBIFELERE U SOR° /00718
T S IR VESLIO ) VQ S S NA N LS00
Pag—

e NR S A4S0 AN O S0 sy 0TI 4%
BUEH A LS00 HHYU BIEmp <2 & 407
SR E A SRV R IURE04980 DI S D0 {Y
5000 540 S Q IR YU QAR KB
RERRRPIRR &8~ EQIKSRN S #<L13”
AR ABR P RIS QL AVE S 1) R
3Q° HEHKEROONES UK R0 #48° b
S-0" REESREARLCNL— 0ROV
1) 1) BERER QE O HWER Y LR R ORI D
SRR Qe






item/image/i-122.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/i-016.jpg





item/image/allcover-001.jpg
LA LARA S

Re: 25— LIGEF 12

Uit
Sl
vﬁnw%mm;mm 15 8 A

T o Fe DN TN
%% >TLE o

S AN S e g
AU
DR T
A

TR S, 3
IRV IR YR
D& AL
ADBESHEBES Lo %lﬁﬂ‘kv‘ﬂ 5
IS DIEATAS LT, bHFE
R OO ORYE ¥ 7T 12
TR, & L CHRARU IR
| YT T

5t mmsmmw‘% ] é .

»-26-2

EHEE N

F XIS
2. B3 [HEENDH

BEBLDTIZ)
PY) LIBBOYY

AFAR RO
SFESEERRANENTS | 11 | SR (Coom





item/image/i-172.jpg
[EOVUn LD ESRORKER KELRUEROER]

BEERXUR° A D RN Q0 0L DK s
A 30 ] | R0 1 R I B R © 151K
RURLOWY S Q7 1) 1) 54000 RIE D
D

RO EEE= R RENUKRLEV RS |
SRR S 1Y S | SRR R R R
I AR R LA A S DR s QIR Y
HEAOE Q A1) 50 WA S F- R I U R
QO SRAUMR LRIV ZRIRE® RISV IIIEOMEH S
KL | # LR QImUER 1L 4 rQETRR A S oo
QSR RRIISKE VIR 5 48 5 R BEE-
YR QERWVERHSRR L S Ve U EHWwE OV 5
SBVBEFCA SRS e

HRUEIESERD R UELERORHR
e ¢ AUD O v o D4°

R BHRIEEQHRY O LE " SrEEl
TN RIRE U 3 BRI O §UH#H-5

EHQKILE | B [+EEkL S ] Ukt
AR S rQ4URT O 5 IS LEE IRk T
o RHEEEC - N N U B e T O°

QOO

I FER QE VIR WV K SRR 0D UL R
RO R ER I T R QB R - ESE R
WD |V BN QLI -HERE U QI S ORI
EERER MR AR EMNE O R QIRK
SRMNTY O WRQHEWHK O LN Q" EE=iREQH
BRSO A HIR B RHEISIK R < 202

EORIN % ISV ESIRUNI U S
BRI BHEE I VRS UE
B HESEOTREL VS HiSk VK OER

SR UD” RS BERIIREER | | FRaWE O R
Y [HEESTRECEIRWIENV R RSBE=EEC 4
1R O W REEHRIKIC DT e SO
FEE AV E S KRR S Ze Q i | VE
RO 1) SHEQ O R AEIIK T O L Um-EmT K
FHIR " O U RERNES MEmY
TREECBIR QIR U OV SR AR 1) aviu
SHSWERS® U O KRE VOV QE=E
)00 LT 4. 40°

VeI © FRER U R o VO S ERBEE S
RO | EE QHBE LK V0 m & R’

g
=S






item/image/i-173.jpg
1L QB IR A O L SR EIK BRI O R4 5
AID Y 3 Qi Q EIEE K LTS 445048 Ry
QW SRR WO IEE Rl K
S | REEES (RIS SRy
ROL] VEIROWVRS KK | E:R°

L RORMET BRUEONIR LRKUY
ORISR0 0TS i Q A E MY
SN S B U KRR S s e-K i v e
BRUD D0

$8° HIRURGREER O VERIOW S a0 1K
U QU A 0






item/image/i-094.jpg
[HRENCEEBUHAI B IKBEEICEERE]

TS 0 ) {235 QU EER U TRE Do
AQ” HUS IS (IR QR (U R RS
T & I AR O O band s S T ) 4540
QW Do -0 DD i Q KR
B QI DR RMET BB O O 5 W
D

Ao KRS QIR C BXavE o =18
HEEGS ARV MR B R O ERE 3
K SRR QB0 8 R0
Rt B E T RS2 ERE-RVTR O R
EEWIEVY NIRRT QL@ KN R | H
WRE QU EER UHGERI D R QO
FVRMLU Pt TR QQVBP Y ol
B Q dn®

TERQIMEO VKRS HBRINESE FIRIRIE
mnt: NS i SN aie N

JHQIIE I BT S ERE MR’
el

KR TM Tse” {hZpike

KLU BE=KERE 8= 88K

QOO OOOOOOOOOIIIIOOOOOOOOOOD

B SRRSO BEEIREESE IR
st s\ B

H QLIRS [HER| v KER
SRR Drfon®

HED WED” ERKEOE [Eivss | VR
SEEYT M QNHRIER VUL S VIBEHWEREUP Y
EWIRSRPRBVKRY S 5 S [ d°
LEQKET IR I-SWRIIWER S VR -
ROBURE VR EEQEELRNE O v One
S i’ IAFE-OFER L -LWEWRR QO
PO 0 QRUORBE-0-LWURORE
QO st 3 S IREGER Y UM QR LSS
EUERE R EER O\ S eR e RS g
0 RN 12080 §- - HE RV O
Hrode® 1) Q) (U HRB R RO AR VKRR R AR
Frfo® BRI\ U Z IR0 e Q3R
EO VO Q U BEYIRE s °






item/image/m-005.jpg
N
o
»
-
o]
=
=
-
o
=
»
©
)
=
=
»
o
=
(a)
c
=)

L%E 5





item/image/m-004.jpg
.m ngumi
%ﬁ a % .l\\.l... ERp
\






item/image/m-007.jpg
Re:start! tensei shinsengumi

’

AL
-~
-~





item/image/m-006.jpg
Mm..m vﬂA .nEE | ’ v 'H —#i” Wmn.mﬁmw: tensei shinsengumi






item/image/m-001.jpg
& o &

.- , .‘. ,. - :

e | B Tt ot s
%Eﬁ@ﬂ%






item/image/m-003.jpg
\_‘kmm ﬁ _ ﬁ .nEB u B Re:start! ﬁm:mm_ shinsengumi

il Hi)





item/image/m-002.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第一章　新選組の日常



		第二章　長州潜入



		第三章　寺田屋騒動



		第四章　第二次長州征伐



		第五章　龍馬暗殺



		第六章　城塞



		第七章　決戦



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/i-143.jpg





item/image/i-221.jpg
[BEOVUn LI ESRORKER HERIOKILUEBREIROES]

HRIBIEE A O WVIRK Q Uy O 1 5 IR K
ERYURETRRNU R AIBHD R 11 IR M B
HEW o Qi U B (R [HgRInGK
dode ] R EIRAINRY 5 o - &
RIS K<L IR VRROERUR S
AN FEEVRHEQRRQRE R DT =
& QEET RRIEEY B O QAU IR B E
A Q R UR RS OE U246 D40 MR 0"
S © QU] 24K U T 4048 © R MINUAH AW L HEG
LEQ R 486 ] L= MU RER KQr4L°

=R REWETDRUQUIKRS | | KEY
U RIRER ¢ RS BEIE iR @0 80t
WIS VIR ( QR<WE SO Eir
L ASER QBRRWIRA Q7 HEKERYU- T8 +HHRU
QOB IO ( ©

FoAn R I L o R 2 BRI 0278 | 44
FULAP HILPLR e O
SEATAOT O USRS CIREA N0 R KGO VK
KVEDRY E=EREI L 0ROWE AN )N
R ERERDLMEE | m | mUHEE

BOOOOOOOOOOOOOOOOOOGIIIIOOOOOOOOOOOOOIIIIIIIHIIOOOOOOOOOOOOOOIIIIIOOOOOOOOOOOD

KEBLOZE® [EREEROES | RBOw 0\
6 5 460420
B=EHRIIERY SREES Y HR
O RERTIRKR U TRV QFEEVEE K
I (o T8 SRR EHIRIN Q 11U~ REN R Q IREWN
EREELC RNV RBIFE Bt QO KREE
VIR0 P @K Q HEIsy” st < | odm-
AT REFVERWEQ SrthismEm e
O QIR WIIE Do DU Q ™ ]
RUERES [BEOEE] WEDY [E | i
o EAS AR A O b 4 4400
KWL HIRW % [HE 1| VWS Q%
E Y 040 0RT HEWE SRR
REAFEAL | AuptdI O S8 QURHE BRSSP
S IEEE R QB E-HR G ER NN VK
A0 BRiE04S O L0 OB -0 404N
FKROEFWRKD O VR VRS
RRAUME° 1) QEEK UERSEIE DWE R
V7 SRR DO o QB D A OB K
UV US O Q ne—






item/image/i-063.jpg





item/image/i-020.jpg
[HRUEBNORMEREMHERSE NED SHECHMREY]

HEE-ROESL [ Em] v HER<SKRY
TR S T RENWR N U\ TS e R
2420

WA WEEE-UREOE O v SRR R O
QA EIE N H R QE 4] v 42°

INE e RV BIR UE WS [T |
RIEFEIMPLC R HERERIKEE O i EHENWHE
YURhQ QB 7 -0 DR M L Rtk
BRSOV IMEERWIEENTE Q M [HERE
up o R | RS Qo UE=N
INERIIROVED S OREE (MERE) WESN
S BV Q| R RERIWERT e kit
EUR0R BERGEDOHSE 05 50

VLBEREQIMEVRMERURP e S B
5ol | BBt &k © 40 & <2 it ipta Q HIsK B

BRI KR L B 00 Q°

Eir & O LB EHOEPEIRSE Q-
B Wb EER O Y ITIEERPRWER 5 LR U
1Q® VS QR HEICE S ITERY SREOR
PR CKIRBEE QIR B X [HRHH R | svIT
AVIRE R QTN V-G R 1) QIE
Bl 500 [ KITIES K2R QAR DWW IEHS
FR052°

SRBME I T ERE U <EWRER e 5ol
LS HRAONMRD” [ 28 &0 O fri e |
SRR QBB QA O O U e
HPEDTR SR By RS ENWREE
OO R Q RN T ham U B |0 5
R0 e Q BRI ER  HRQ -0 0n e 4 ) 2 il
% 4 4 QR R R AR Ao

EBEEY LI E<LWRESNERT &N-21E00
UEOKI S

HUGED iR EHE R QEREQEW
KL BRRROBHWY VELRERERCEEY
Eon0® REGEEE QA URE RS Hid T

QOO OOOOOOOIIIIIOOOOOOOOOD

PR G- o IREY 7 I EIE Do o0 | HE
ERIY © R0 W IR ORIE ( HE
SO QSR EHEE S oIR-K QEER 5 s0BE oo
~ASANS LSS S VB O (v SR i O
EEE-RERE Q RV KR O W O 57 -0l






item/image/i-021.jpg
KRS 3G A S E IS 8
KIMFEER 442 O\ -8l Q IR IINR R H o
R HFRQ% 0 W E R O O 0 £2° D%
0 BRI E-OER-R OREN O DO WVEEH R
FILRERERTRE RHEEEBORKCERYC
WO ) QDT s QiR | KINFERGK
Lo [Em| VEORERSYDEML &— B
AR BESa adad Lo BN 5 HIm
A0 O AEHES-P QL E I E S {REL S04
UEMIBPVRV S SWHE&8 L 8— &7 e
@ — 55487 EEER— a7 T RRSO R
HEe. U848 5800






item/image/titlepage.jpg
b %ﬁ% 4l

£ H &P f





item/image/fan-letter.jpg
AHIH 3BT R, AT 59 {738,

Ty LY —HTHE

T 102-8177 WU AHXE LR 2-13-3
B R ARAE TS
[ H &»PIFSEE] 1R
(32w L] 7%

P27 —HMcTEEWEEWS DM SHERHET 1 0RERIC
[BEH—FRxyb+TH1000A%]1 2T EVM!

ZRTEO—REEFURLKD 7 I EAL.
AEZFHD/(RT—RZAALTTEELEE L,

https://kda.jp/dbn/

OURENRHRIIUMOEREE > THASETVEZEZEY,

@7 —hILEVMIZIEHV S MG HREROTRFETEEV 125 AT .
@7 — T LEVMNE ALK FERPULFLFABHRRENDZEFBIET .
OV ANITI LAY BB, Bk X—ILXERHC DD BBEFEBERDTRABIRIET
@—EBRIEL TWRWHEIEAHUET .
O hFELIT DA REEDH DT AERJTHOEEL TILEL,

B
=
T
=
o7
|
[
I
Z
i}
b
<
b=
&
(A
n

AREHETALCT,

ZOWERET 472 T IHED N HIFELE— Y I RHDEL Ao






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/i-318.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





